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　そこに広がるのは、正に地じ獄ごく絵図だった。

　足場の悪い坂道を、その娘むすめは時折足を踏ふみ外しながらも必死に駆かけあがっていた。

　白い頰ほおと金色の髪かみは煤すすに汚よごれ、柔やわらかな革かわの靴くつではその悪路に耐たえ切れず、石を踏む足が血に染そまる。

　痛さを堪こらえ、肩かたで息をしながら、それでも丘を登りきった娘の視界に、その光景はまるで異世界のように映うつった。

　かつて緑を纏まとっていた草原は、血を吸って黒い台地へと変へん貌ぼうしている。

　目下の大気は真っ赤に染まり、倒たおれ重なり合うのはかつて人だったものの残ざん骸がい。その上に立つ者達は、今にも尽つきそうな己おのれの命を削けずってまで、相手の命を奪うばおうと無我夢中に剣けんを振ふるう。

　足元から吹ふき上がる風に運ばれた鼻をつく悪あく臭しゆうが、死体の焼ける匂においだと気付いた時、娘は胃からせりあがってくるものを押おさえることができなかった。

　地獄のような光景。しかし娘は目を逸そらさずに震ふるえる手を握にぎりしめてその場を見つめ、祈いのるような気持ちでただ一人の男を探す。

　そして、娘はその中に愛する者の姿を見つけた。

　数少なくなった味方を指し揮きしながら、自みずからも率先して剣を振るう黒い甲かつ冑ちゆう。遠目にも分かるその強さは、しかしそれ故ゆえに相手の強きよう豪ごうをも惹ひきつける。

　その男の姿を捉とらえた時、娘の中に燻くすぶっていた小さな迷いは消え失うせた。

　自らが裏切るのは、両親と、祖国と、そして、神だ。

　娘の口から謝罪の言葉が発せられることはない。ただ、前を見み据すえて首に巻いていた布をゆっくりと外した。その下に現れたのは、首から鎖さ骨こつにかけて伸のびる、蝶ちようのような形の痣あざ。

　その痣をそっとなぞった娘は、陣じん頭とう指揮を執とる男の横顔を思い浮うかべる。果たして、自分に彼と同じことができるだろうか。

　だが、この間にも男の命は削られていく。考えている時間はない。

　覚かく悟ごを決めた娘は、煤けた髪を翻ひるがえし、燃え上がる戦場へと飛び込んでいった。







　　戦士は皆みな戦火に倒れ、国力尽きしその時に

　　美しき悪あく魔まの声に導かれ

　　我らは勝利の剣を突つき上げたり
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　低い唸うなり声とともに、地上から伸のびる草木が揺ゆれる。

　地面から数メートルの位置を滑かつ空くうしたライクフォーゲル鳥もどきはゆっくりと足を伸ばし、ゴツゴツとした岩場へと器用に降り立った。

「うはー、今年も賑にぎやかだね」

　風かぜ除よけのゴーグルを額ひたいまで上げて、丘の上から町を見下ろした青年が感かん嘆たんの声を上げる。見た目に反して柔やわらかな黒くろ髪かみが、吹き上げる風に煽あおられ無む秩ちつ序じよに舞まった。

　端たん整せいだが精せい悍かんとは真逆の、人好きする温和な顔立ちをふわりと綻ほころばせて青年は笑う。その穏おだやかそうな目元と彼の内側から漏もれる子どものような感情が実じつ年ねん齢れいよりやや幼く見せているが、そこもまた彼の魅み力りよくと言えた。

　紫むらさきがかった瞳ひとみを輝かがやかせ、町の活気を取り込むように大きく息を吸うと、微かすかに甘あまい春の匂においがする。

「やっぱり宿、先に予約しといてよかったなぁ。この調子じゃ、どこもいっぱいだろうし」

　言いながら、着地と同時に畳たたんでいたライクフォーゲルの翼つばさを撫なでる。鳥とトカゲを混ぜたような姿の乗用家か禽きんは、青年の意を汲くんで再びばさりと薄うすい皮ひ膜まくに覆おおわれた羽を広げた。装そう甲こうの下からぐるぐると喉のどを鳴らすと、急せかすように羽ばたきを繰くり返す。ライクフォーゲルはホーク型タイプが主流だが、小型で小回りの利くこのスワロウ型タイプを、青年は非常に気に入っている。

「さて、もう少し頑がん張ばってもらうよ、スワロウ」

　愛鳥に話しかけつつ風を読む。山に沿ったこの地域では上じよう昇しよう気き流りゆうを摑つかみやすい。気流にさえ乗れば、町まで一刻ほどで着くだろう。

　青年は再びゴーグルで視界を覆うとスワロウの背に取り付けた操そう縦じゆう席せきに乗り込み、操縦桿かんを握にぎった。心地よく身体からだに響ひびくスワロウの心臓の鼓こ動どうに合わせて、操縦桿を握る青年の指先がテンポの良いリズムを刻む。頭に浮うかぶのは何とは言えない青年オリジナルの独どく創そう的なリズム。

　このリズムに〝メロディ〟が乗っかれば、どのような〝音楽〟が出来上がるのか──そんな好こう奇き心しんが青年の頭を一いつ瞬しゆん掠かすめたが、

「あ、そうだ。去年頼たのんでおいたリキュール、もう出来てるかなぁ」

　僅わずかに掠っただけでその考えはすぐに食欲の中に搔かき消える。

　甘あま酸ずっぱい果実酒を思い浮うかべて微笑ほほえむと、操そう縦じゆう桿かんをぐいと引く。くちばしを引かれたスワロウはそれを合図に大きく羽ばたき、地面を蹴けって飛び上がった。青年はその穏おだやかな顔に似合わない乱暴な運転で身体からだを反転させると、気流に乗って一気に谷へ向かって滑かつ空くうした。




　かろうじて王都に含ふくまれる都外れの区域、ヴィンタール。

　高い山脈に囲まれたその地は、かつては都心へ赴おもむく商人や傭よう兵へいの宿場として栄えたが、交通手段が増えた今では、その美しい山脈を目当てにした観光業を主な収入源としている。

　最近では周りを囲む山々から一年を通して吹ふき下ろす風を利用した発電も行われており、石いし畳だたみの道に並ぶレンガ造りの家屋に加えて、山際でゆったりと羽根を回す風車が新たな町の顔となっている。悩なやみの種は、冬場はその風が吹雪ふぶきへと変わるため、途と端たんに客足が途と絶だえてしまうことだろうか。

　そんな谷底の町は、祭りを控ひかえて大いに賑にぎわっていた。近年富ふ裕ゆう層での飼育が増えつつあるライクフォーゲルが町の上空を飛び交い、空路は普ふ段だんでは考えられないほどに混雑している。飛行を諦あきらめて地上に降り立ったものの、道路も乗合馬車がひしめき合いながら駆かけ巡めぐっているような状じよう況きようだ。おかげでかなりの遠回りを強しいられ、ようやく目的の宿に辿りついた時には、すっかり陽ひが傾かたむいていた。

　裏通りの止まり木にスワロウを留めてから店の前へと戻もどる。入れ違ちがいに宿から残念そうに出てくる人々を見て、大通りから離はなれたこのあたりの宿ですら既すでに満室だと推すい測そくされた。

　あらためてノブを引くと、ガラガラとドアに下げられた木の板が賑やかに鳴り響ひびいた。

「よう、ヂェス。今年も酒飲みに現れやがったな」

　店内に入った青年を野太い声と厳いかつい笑顔が出で迎むかえた。この宿の主、ブルースだ。

「やぁ、ご無ぶ沙さ汰た。ブルースも元気そうだね。これからしばらく、どうぞよろしく」

　言いながらヂェスはカウンター席に腰こし掛かける。宿屋と共に経営している一階の小さな酒場はブルースが趣しゆ味みで手掛けているというだけあって、簡素な長なが椅い子すがいくつか並ぶカウンターのみの小さな店だ。しかし、棚たなに所ところ狭せましと並べられている酒の種類はその辺りの酒屋の数倍はあるだろう。

　ブルースはさっそくジョッキに黒いビールを注ぎ、勢いよくヂェスの前に置く。もう片方の手には自分の分も持っているあたりが、なんとも彼らしい。

　ジョッキを軽く掲かかげた後、ブルースはヂェスのジョッキにゴツンとそれをぶつけた。毎年恒こう例れい、再会の一いつ杯ぱいだ。

「今年も盛大だね。去年よりも人が多いんじゃない？」

　口元の泡あわを拭ぬぐったヂェスが窓まどの外を見み遣やりながら言う。

「多いも多い。なんと三割増しだ。何といっても今年は例年の選せん抜ばつ楽団に加えて某ぼう男だん爵しやく様が、ご厚意で私設楽団を連れてきてくださるからな」

　肩かたを竦すくめて言ったブルースが、その言葉とは裏腹に露ろ骨こつに鼻で笑った。

「私設楽団？」

　思わず顰しかめそうになった眉み間けんを何とか緩ゆるめ、ヂェスは片かた眉まゆを上げるに留とどめる。

　かつて、この国における楽団とは、王が所有する国立楽団のみであった。しかし今から十五年前、戦後の貧困にあえいだ国は楽団の維い持じが困難となり、戦後復興に力を注いだ貴族へ楽団の運営権を〝貸たい与よ〟する形で、その保有を認めた。王のみが持っていたというブランド力も相まって、楽団を持つことは、今や貴族の権力の象しよう徴ちようとなっている。

　しかし、楽団による演奏は、この地、ヴィンタールで三百年前から続くとされる祭りの華はなであり、庶しよ民みんが音楽に触ふれることのできる唯ゆい一いつの機会であった。そのため、王と貴族の取り決めにより、年に一度だけ各楽団から数名を選せん抜ばつし、この町で演奏会を開くことが認められているのだ。

「選抜隊がいるってのに、何でわざわざ楽団を引き連れてくるのさ」

「別に、俺おれ達だって出演を頼たのんじゃいねぇよ。こっちだって驚おどろいてんだ」

　苦笑しながらブルースがビールを一息に飲み干す。

「それがよ、貴族様が何を思ったか、この庶民の祭りを見てみたいとおっしゃられたそうで。ご丁てい寧ねいにも権力の象徴、私設楽団五十人を引き連れて、選抜楽団と自分の持ち曲をセッションさせようとまで言い出してくれやがったわけだ。おかげで選抜隊は急きゆう遽きよ追加分の練習を強しいられるし、こっちは宿やら食事の手配でてんてこ舞まいさ」

「ヴィンタールは庶民の町だの、祭りの盛り上がり方が野や蛮ばんだのと散々揶や揄ゆして嫌けん厭えんしていたくせに。どういう風の吹ふき回しなんだかね」

「さぁな。貴族様のことなんぞ、俺達庶民が理解できるかってんだ」

　まぁ、噂うわさを聞きつけて観光客がわんさか来てるから、収益はうなぎのぼりなんだけどな、とブルースは苦笑しつつ付け足した。

「ふーん。ま、どうせ自分の楽団を周囲に見せつけたいだけでしょ。全まつたく貴族って奴やつは面めん倒どうくさいよね」

「まあな。でもその貴族様のお陰かげで飯を食ってる奴には言われたくねえだろうよ」

　意味深に笑うブルースに、ヂェスはわざとらしくため息をついてみせた。

「日々実感しているからこそ言うんだよ。ま、貴族音楽を奏やるならオレの作ったやつもあるかもだから、気が向いたら聴きいてみて。不ふ眠みん症しようにはかなりおススメだよ」

　冗じよう談だんめかして肩を竦めたヂェスに、ブルースの豪ごう快かいな笑い声が降ってくる。ヂェスもそれに合わせて笑いながら、残りのビールを一気に呷あおった。




　部屋まで荷物を運ぶというブルースの申し出を断って、ヂェスはスワロウに積み込んでいたトランクを下ろすと自みずから三階の部屋へと運ぶ。シューターを改造したという手荷物運うん搬ぱん機きは故障中だが、昨年も同じことを聞かされたのでどうやら到とう底てい直すつもりはないらしい。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの突つき当たり右手にある角部屋の扉とびらを開けると一年ぶりの風景が飛び込んでくる。町のシンボルである時と計けい塔とうが窓まどからすぐ正面に見えるこの部屋は、この時期のヂェスの住まいだ。

　トランクを傍かたわらに置くと、靴くつも脱ぬがずにベッドへと倒たおれこむ。布団はよく干されており、顔を埋うめた枕まくらからは太陽の匂においがした。

「あーあ。せっかくのオフシーズンだってのに、こんなところでまで貴族の顔なんか見たくないなぁ……」

　枕に顔をうずめたまま、もごもごと一人呟つぶやく。この祭りだけが、唯ゆい一いつ貴族から離はなれられる場であるだけに、気分は深く沈しずむ。

　ヂェスは貴族の私設楽団のために曲を作る作曲家だ。数年前に突とつ如じよとして頭角を現した彼はたちまち貴族の間で評判となり、現在ではその名を知らない者は没ぼつ落らくするとまでいわれるほどの人気を博している。

　とはいっても、ヂェスは特定の楽団に帰属するのではなくフリーを貫つらぬいているので、曲を作っては求める貴族にこちらの言い値で買い取ってもらうといった形式で商売をしている。ヂェスの作る曲は今や高級ブランドと化しているので、ヂェス本人ですらボッタクリだろうと思うような値でも貴族達は競って手に入れようとするのだ。もちろん、遠えん慮りよするような精神は貴族相手に持ち合わせてはいないので、もらえるものはありがたくもらっておく。

「……確かに、そのお陰かげでこうして暮らしていけるんだけどねぇ」

　寝ね返がえりを打って天井を見上げたヂェスは先ほどのブルースの言葉を思い出してため息をついた。

　この仕事を続けている限り、金銭に困ることはない。しかし、貴族の求める音楽は壮そう大だいで、威い厳げんがあって、そしてどこか型に嵌はまっていた。全まつたくもって面白みがないのだ。

　しかも、そのつまらない曲を作っているのが、他でもない自分自身なのだということにヂェスはジレンマを感じていた。

「でも、昔はこんなことすら考えることもなかったんだよなぁ……」

　ヂェスの脳裏に過去の記き憶おくが蘇よみがえる。値ね踏ぶみするようにこちらを見下ろすいくつもの目と、それを冷ややかに見上げる幼い自分。

「！」

　ヂェスは、勢いよく顔を上げ、その幻げん影えいを振ふり払はらった。大きく息を吸うと、仰あお向むけでゴロゴロとベッドの上を転げまわり、そして突とつ如じよピタリと止まる。

「……ま、考えてても仕方がないし、美味おいしいもの食べに行こっかなっと」

　腹筋を使って一息にベッドから身を起こすと、すっかり機き嫌げんを良くして上着を片手に部屋を出た。この切り替かえの早さが、今まで貴族と渡わたり合ってこられた所以ゆえんかもしれない。

　ブルースに部屋の鍵かぎを預けて宿を出たヂェスは、馴な染じみの酒場へと向かう。宿の酒場は酒の種類は多いが、食べ物は全まつたく置かれていない。その様式は生きつ粋すいの酒好きであるブルースらしいが、アルコールで空腹を満たすことができないヂェスは、食事は大たい抵てい外へ出るようにしていた。

　裏の止まり木へと足を向けると、主に気付いたスワロウが嬉うれしげに羽ばたく。ヂェスはスワロウの騎き乗じよう用よう装そう甲こうを外してやると、水と穀物の入った樽たるを止まり木の下に置く。たまにはゆっくりと休ませてやるのもいいだろうと愛鳥の閉じた両りよう翼よくを片手で撫なでてから、自分の足で石いし畳だたみの道を歩き出す。

「今の時期なら春ナスかなー。豚ぶたの燻くん製せいに川魚の香草焼きも外せない」

　子どものように鼻歌交じりに口ずさみながら、人々で賑にぎわう屋台の間をすり抜ぬけて路地を突つき抜ける。香ばしい屋台の煙けむりや、活気のある呼び込みに時折足を止めて街の様子を楽しみながら、石畳の道をゆったりと歩いていく。

　大通りに出ると、人々が空を指さし何やら騒さわいでいた。ヂェスもつられて天を仰あおぐ。と、夕ゆう陽ひを背にした逆光の中で、巨きよ大だいな何かが夕焼けに浮うかんでいた。

「何だ？」

　手を翳かざして目を凝こらす。その先に浮かんでいるのは前後左右四本のプロペラを主力とした最新式の巨大飛空船。その舷げん側そくにでかでかと刻まれた文字を読み取ったヂェスは「げっ」と露ろ骨こつに顔を顰しかめた。あれはヂェスが最も嫌きらう貴族のイニシャルだ。

「うわ、最悪。よりによってアイツ……」

　自分の運の無さに肩かたを落としたヂェスだったが、その耳が、小さな声を拾ひろった。

「……クソ貴族めが」

「え？」

　思わず心の声が外に出たのかと口を押おさえたヂェスだが、その声は明らかに自分のものではない。辺りを見回すと、興味深そうな表情で空を見上げる人々の中に、一人だけ険けわしい表情で飛空船を睨にらみつける者がいる。

　小こ柄がらな身体からだを包む衣服はこの町のものだが、頭をすっぽりと覆おおうフード付きのマントはたっぷりとした裾すそが広がっており、旅商人が身に着けるものと似ていた。フードから僅わずかにはみ出た髪かみは、赤毛や茶髪が多いこの地域では珍めずらしい、くすんだ金色をしている。

　ヂェスの視線に気付いたのか、くるりとこちらを振ふり返った鋭するどい眼まな差ざしがヂェスを捉とらえた。

　逸そらすタイミングを失い、正面から目が合ってしまったヂェスは、とりあえず敵ではないと示すために微笑ほほえんでみせる。

　相手は印象的な蜜みつ色の瞳ひとみでヂェスを一いち瞥べつすると、表情を変えずにマントのフードを被かぶり直し、あっという間に人ごみの中へと消えた。

　ヂェスはその背を見送って、小さく首を傾かしげる。先ほどの言葉は明らかに悪意を含ふくんでいた。この町の住人であれば、貴族を煩わずらわしく感じることはあっても、嫌けん悪おするには至らないだろう。それとも、実は農耕地域からの旅人で、貴族への納税のために過か酷こくな労働を強しいられているのだろうか。

　様々な憶おく測そくを過よぎらせたが、上空の飛空船が町外れの港へとゆっくりと下降してくるのを見たヂェスは、船の持ち主と鉢はち合あわせしないよう足早にその場を去った。




　　　　　　　　　　２




　大通りに面した一いつ軒けんの店へと飛び込むと、威い勢せいの良い声が出で迎むかえる。

「いらっしゃい！　あら、ヂェスじゃない。そろそろ来る頃ころじゃないかって話していたところよ」

　扉とびらに付けられているベルがカランカランと音を立てるのと同時に、カウンターから振ふり返った年ねん齢れい不ふ詳しようの美女が妖よう艶えんな笑みをこちらへと向けた。

「お久しぶりだね、ライカ姐ねえさん。またキレイになったんじゃない？」

「いつもながらお上手なことだね。あんたが来るのを待っている娘むすめ達がこの町には何人いるのやら」

「待ってはくれていても誰だれもついて来てはくれないんだから、オレの魅み力りよくもまだまだってことなのかな」

　軽口を叩たたきながら店奥おくのカウンター席に腰こし掛かけて、ヂェスは次々と現れる従業員達に愛想よくひらひらと手を振る。顔なじみの連中からの挨あい拶さつに笑顔で応こたえていると、格別に甲かん高だかい声が奥から聞こえた。

「ライカ姐さん!?　今、ヂェスって言った!?　ヂェスが来たの!?」

　ヒールを高らかに鳴らしながら駆かけ出てきたのはこの店の踊おどり子、ジルだ。自じ慢まんのストレートヘアを高い位置でまとめ、裾すその長い赤いドレスを纏まとっている姿は彼女の長身を魅力的に引き立てている。長すぎる付け睫毛まつげが瞬またたき、その下の切れ長の瞳ひとみが店内をぐるりと見回して奥に座るヂェスを捉とらえた。

「ヂェス！　待ってたのよ！」

　声と頰ほおを高こう揚ようさせながら、ジルは猛もう然ぜんとヂェスに走り寄る。

　ヂェスは微笑ほほえみを湛たたえたまま無言で椅い子すから立ち上がると両手を広げた。その腕うでにジルが飛び込んでいく。

　そして一いつ拍ぱく。

　バンっと大きな音が店内に響ひびき、赤いスカートが宙を舞まう。

「ちょっとぉ！　いきなり投げ飛ばすなんて酷ひどいじゃないの！」

　見事な受け身を取って床ゆかを転がったジルが抗こう議ぎの声を上げた。

「何度も言ってるケド、オレは男に抱きつかれて喜ぶ趣しゆ味みはないんだよ、ジルバ」

　穏おだやかな笑みの奥おくに冷ややかな色をチラつかせながら、女装男を見下ろしたヂェスが抑よく揚ようを最大限に抑おさえた声で言う。この歓かん迎げいさえなければこの酒場は最高なのに、と思うのも最早もはや毎年のことなのだが。

　ジルこと、ジルバは打たれ強くも自みずから立ち上がるとスカートを払はらってヂェスの隣となりにドカリと腰こし掛かける。

「もー、アタシだってやりたくてこんな恰かつ好こうしてるわけじゃないわよ。でもお店の利益と、何よりお客さんからの熱い要望があるんですもの」

　ねー？　と小首を傾かしげて可愛かわいらしく周りに問い掛かけると、既すでに半分出来上がりつつある客達から野太い歓かん声せいが上がった。男だと知った上でのこの人気。全まつたくもってヂェスには理解できない心情だ。

「今年も、ちゃんと帰ってきたわね」

「貴族サマのおかげで稼かせがせてもらってるからね」

　ヂェスの軽口にジルバは苦笑気味に僅わずかに笑う。

「お帰り、ヂェス」

「うん。ただいま」

　女装を除のぞけば最高の友人であるジルバの言葉に、ヂェスはあらためてホームへ帰ってきたことを実感した。

「んで？　今回はいつまでこっちにいるんだ？」

　急に男言葉に戻もどったジルバが、店員の娘むすめに持ってこさせた酒さか瓶びんを掲かかげながら尋たずねた。美味と評判の彼の手製の果実酒だ。

　無理に高くしていた声も、やや高めではあるがちゃんと男と分かるものになっていた。一体どういった喉のどの構造をしているのかと疑念が湧わくが、知ったところでヂェスに利は無いので敢あえて聞く必要もない。

「あ、コレって去年頼たのんでた酒？　うわー、緑の果実だったのにお酒は黄色なんだね」

　氷の入ったグラスにとろりと注がれた蜜みつ色の液体を掲げて目を細めると、ヂェスは嬉うれしそうに口を付ける。

「おぉ、美味うまい！　あ、今回は夏までこっちにいる予定。って言ってもここを拠きよ点てんに近くの町を回るつもりなんだけどね」

「いい曲を作るためのリフレッシュ休きゆう暇かってやつか？」

「嫌いやな曲を無理やりにでも作るためのストレス発散だよ」

　べ、と舌を出したヂェスに、彼の貴族嫌ぎらいを知っているジルバは少女のような顔で苦笑する。

「しかし、お前が貴族音楽の作曲とはね──っと」

　思わず、といった体ていで口にしてしまった台詞せりふを誤ご魔ま化かすようにジルバが口元を押おさえた。

　後こう悔かいの色を浮うかべる友に、ヂェスは舌の先で酒を舐なめつつ苦笑を漏もらした。自分の過去を知られているということは、居心地の良さと同時に時にこのような場面をもたらすことがある。

　相手に気き遣づかわせてしまうことが心苦しくもあるが、しかし今も昔も変わらずに接してくれるこの町の人々にヂェスは言葉には出さずとも感謝していた。

　おそらく失言を悔くいているだろうジルバに、ヂェスはわざと大げさなため息をついてから肩かたを竦すくめる。

「昔みたいな〝作曲〟をやるくらいなら、貴族サマのご機き嫌げんをとっていたほうがいくらも楽だよ。それにほら、オレってモテるからさ。そのうちどこかのご令れい嬢じように気に入られて一生遊んで暮らせる身分になっちゃうかもよ？」

　軽口を叩たたくヂェスの真意を汲くみ取って、ジルバが口元に笑みを取り戻もどす。手を伸のばしてヂェスのグラスを奪うばうと抗こう議ぎの声が上がる前に呷あおるようにして中身を飲み干し、してやったりと目を細めた。口元を指で拭ぬぐうと赤々と差していた紅べにが流れ、一層色っぽい風情になる。

「ま、お前がどんな曲を作ってんのか、祭りの席でたっぷり聴きかせてもらうことにするよ」

「ありがたく聴いてよね。一曲数百万リロの曲だってあるんだからさ」

　飲み干されたグラスを恨うらめしげに見つめながらしれっと言い放った金額の大きさにジルバは元々大きな目を更さらに見開いた。そしてまじまじとヂェスを見つめる。

「……お前って、実は本当にすげぇ奴やつだったんだな」

「何を今更」

「アタシと結けつ婚こんする気ない？」

「死んでもお断りだね」

　踊おどり子スタイルでカワイ子ぶるジルバを笑顔でばっさりと切り捨てて、ヂェスは果実酒の入ったボトルを傾かたむけグラスになみなみと注ぐ。まだ氷が溶とけていないとろりとした甘あま酸ずっぱい酒は空っぽだった胃に熱く響ひびく。

「ほら、くだらない話してないでジルはさっさと準備しなさい。もうすぐステージよ。ヂェスもせっかく来たんだから食べたら一曲やっていきなさいよ。ここでは誰だれの顔色もうかがう必要なんてないんだからさ」

　言いながらライカが湯気を立てる大皿を机つくえに並べる。予想通りの茄子なす料理に魚のパイ包みとヂェスの好物が食欲をそそる香りを振りまいている。目を輝かがやかせるヂェスにジルバがにやりと笑みを向けた。

「ヂェス、今回も勝負といこうじゃねぇか。俺おれが勝ったら祭りは全部お前の奢おごりで」

「じゃ、オレが負けたらこのお酒はタダってことでいい？」

「おう……っていや、待て！　なんでお前が負けてタダなんだよ！」

「あ、気付いた？」

「当たり前だっ！　俺が負けたらその時はその酒代を半額にしてやるよ」

「えぇー、それじゃオレのがハイリスクじゃない」

「半はん端ぱねぇくらいがっつり稼かせいでるだろーがお前は！」

　スカートがまくれるのも構わず椅い子すに足を掛かけて吼ほえるジルバを宥なだめるために、ヂェスは苦笑とともにその勝負を飲んだ。とは言ってもこれは最も早はや恒こう例れいとなっている二人の遊びだ。

　美味おいしい料理を思う存分食べ、ヂェスの腹と心が十分に満たされた後でその勝負は始まった。

「さぁヂェス！　どっからでも掛かってきなさいよ！」

「オレの技についてこられると思ってるの？」

　不敵な笑みを浮うかべて互たがいを一いち瞥べつすると、二人は舞ぶ台たいへと上がる。

　ジルバは舞台中央で背筋を伸のばして立つと顎あごを引いて視線は斜ななめ下へ、右手を目に翳かざすように上げたポーズをとる。一方のヂェスは舞台に上げた酒さか樽だるの前に片かた膝ひざを立てて座り、木製のスティックを両手に握にぎった。

　それまで好き勝手に飲んで騒さわいでいた客達が、その様子に気付いて舞台に注目し始める。常連で今から何が始まるのかを知る者も、全まつたく知らない者も、興きよう味み津しん々しんで二人を見守った。

　皆みなの視線が集まる中、ヂェスの右足がカウントをとるように床ゆかを鳴らす。それに合わせてジルバが伏ふせていた顔をぱっと上げた。

　それを合図に、二人の勝負が始まる。

　二本のスティックを巧たくみに操り、ヂェスは一つ打ちと二つ打ちパラデイドルを組み合わせた爽そう快かいなビートを酒樽へと打ち付ける。対するジルバは、ヂェスが刻むリズムを確実に捉とらえ、軽やかなステップへと変える。酒樽とヒールが奏かなでる音はメロディこそないが、一つの音楽となって狭せまい酒場に響ひびき渡わたった。

　ヂェスが刻むビートを難なく乗りこなすジルバを見て、ヂェスは唐とう突とつにシンコペーションを入れて揺ゆさぶりをかける。主しゆ軸じくとしていた強きよう拍はくがずれ、ステップは大きく乱れるはずだったが。

「──甘あまいわね」

　僅わずか半拍で変動を読み取ったジルバは、一度宙に浮かせた右足を再度踏ふみ込むことで見事にシンコペーションに対応してみせる。頭上のクラップで、観客の視線を上半身に引きつけることも忘れない。

　観客から、わっと歓かん声せいが上がった。

　声せい援えんに笑みを返しつつ、ヂェスはスティックを、ジルバは自みずからの足を巧みに操り高らかな音を響かせ続ける。

「なかなかしぶといね、そろそろ辛つらいんじゃないの？」

　額ひたいに汗を滲にじませながら、ヂェスが両手の動きを更さらにスピードアップする。たった二本のスティックで操っているとは思えないほど、複雑なリズムが跳はねる。最早、目視でスティックの動きを追うことすら難しい。

「それはこっちのセリフよ。まさかこれくらいで疲つかれちゃったのかしら？」

　余よ裕ゆうを表すためか、ジルバが僅わずかな隙すきにターンを決めた。競せり合いのような舞ぶ台たいに客からは更に盛大な歓かん声せいが上がる。それに合わせて二人の動きもヒートアップしていく。

「相変わらず負けず嫌ぎらいだねぇ」

　ジルバのターンに対たい抗こうするように、ヂェスが左右交こう互ごにスティックを回しながら言った。思わぬパフォーマンスに、女性達から黄色い声が上がる。

「お前だけには言われたくねぇよ」

　思わず男言葉に戻もどったジルバが、ヂェスのリズムを追い越こす勢いで身体からだを最大限に使ったダンスを繰くり広げる。荒あら々あらしく、それでいて手先までに神経が行き届いた動きは、男女問わずその場の人々を魅み了りようする。

「あークソ。腕うでを上げたな」

　どんなスキルを用いても、ジルバは落ちることなく食らいついてくる。さすがのヂェスも表情から余よ裕ゆうが消える。腕はまだいいが、拍はくを取っている足の方がそろそろ限界だ。

「最後の手段、使おうかな」

　ヂェスはそれまで速いペースを保っていた刻みの速度を急激に落とした。

「あら、ついに白旗かしら？」

「冗じよう談だん。ここからが勝負だよ」

　急な速度変化にも見事に対応してみせたジルバに、ヂェスはにこりと笑みを向けると大きくスティックを振ふりかぶった。

　刻むのは足から半拍遅おくれただけの単調なリズム。それまで身を乗り出していた客達も、遅おそいリズムに合わせて身体を揺ゆらせているジルバも、不思議そうな表情を浮うかべてヂェスを見る。しかしヂェスは我関せずの表情でスティックを振るう。そして、突とつ如じよ言い放った。

「さぁ、お客の皆みなさん。見てるばかりも飽きたでしょ？　一いつ緒しよにやろうよ。そうだな、そこのお兄さん。カッコいいビートを刻んでみなよ。きっと隣となりのお姉さんから熱い視線を受けちゃうよ」

　指名を受けた男の周りがやんややんやと囃はやし立てる。酒が入っていることもあり、周りに乗せられた男がライカから受け取ったスティック代わりの木き杓じやく子しを手に舞台へと上がる。

「ど、どうすりゃいいんだ？　俺おれには音楽なんて分かんねぇぞ」

「どうだっていいんだよ。お兄さんが思うままに叩たたいてくれれば」

　人当たりの良い笑みを浮うかべて顎あごで促うながすと、男は恐おそる恐る樽たるを叩きだす。

「もっともっと！　楽しそうにさ！」

　煽あおられて、男はがむしゃらに杓子を振るう。それは規則性などない無茶苦茶なリズムだった。

「なんだよ！　こんなの反則じゃねぇか！」

　ヂェスの刻むビートだけを頼たよりに、かろうじて踊おどりを続けるジルバが抗議の声を上げた。それでもヂェスはこの奇き妙みようなセッションを止めようとしない。そうなると負けず嫌いなジルバが自みずから止まるはずがなかった。

　そして暫しばし。

　その変化に気付いたのは、やはり身体からだ全体でリズムを感じているジルバだった。

「なんだ……コレ」

　それまで成り行きを見守っていた客達からも次第に驚おどろきと戸と惑まどいの声が上がる。

「オレが作るのは、貴族向けのお上品な曲ばかりじゃないんだよ？」

　穏おだやかな顔に似合わない不敵な笑みを浮うかべたヂェスが、額ひたいに汗を光らせながら腕うでを振ふるう。

　男の刻むリズムは依い然ぜんとして規則性がない。しかし、ヂェスが絶ぜつ妙みようのタイミングで男に合わせて打ち付ける音がうまく混ざり合い、次第にそれらは一体化していく。

　これは、何だ。

　ジルバは縺もつれそうになる足を必死に操りながら今までにない衝しよう撃げきを全身で受けていた。速度は決して速くはない。先ほどまでのが、余よ程ほどだ。なのに、素人しろうとが適当に叩たたく規則性のないリズムが感覚を狂くるわせる。

　いや、違ちがう。ただ無茶苦茶なだけであれば、こうして踊おどり続けられるわけがない。いくら完かん璧ぺきな踊り手だといっても、リズムが無ければ踊れない。つまり、これはリズムのある〝音楽〟だということか。

　いつの間にか、杓しやく子しを振るう男の顔には満面の笑みが浮かんでいた。打ち下ろす手にも、もう迷いは感じられない。

「さぁ、ここからは自由参加だよ！　皆みんな好きにやっちまってください！」

　ヂェスの声が遠くから聞こえる。言われるまでもなく、堪こらえきれずに飛び入り参加した客達で舞ぶ台たい上はいつの間にか一いつ杯ぱいになっていた。

　皆が手を叩たたき、足を踏ふみ鳴らし、グラスを鳴らした。ただの騒そう音おんになりかねないその状じよう況きようで、しかしそれらは間違いなくヂェスが操る曲の一部だった。

　そして、ジルバの思考が止まる。ただ、無意識に手足だけが止まらず、動き続ける。自分の意志ではない何かが身体を動かしているようだった。ジルバだけではない。その場にいる者全すべてが何かに憑つかれたようにその空間に身を委ゆだねていた。

　とうとう体力に限界が訪れ、足が縺れたジルバが倒たおれるように床ゆかへ手を突つく。この自分が踊り負けるなんて普ふ段だんなら悔くやしくて堪たまらないはずなのだが、しかし今は乱れる息の中で何故なぜか笑い出したい気分だった。

「オレの勝ちだね？」

　いつの間にかジルバの前に立ったヂェスがにこやかに言う。

「あぁ、俺おれの負けだよ。さすがにこんなのに勝てる気がしねぇ！」

　未いまだ騒さわぎ立てる周りに負けないよう声を張り上げる。

「……と、言いたいところだけど、実はオレの負けだったりして」

「は？　何でだよ」

　ヂェスは苦笑しながら眼前で両手をブラブラと振ふってみせる。

「途と中ちゆうで手が限界きちゃってさ。スティック落としちゃったんだ。ジルバが倒たおれる前にね。だから統制が利かなくなって君が踊おどれなくなったんだよ」

　悔くやしそうに言うヂェスの手は肉刺まめが潰つぶれて痛々しい。黙だまっていれば自分の勝ちだと言っても疑いはしないのに、とジルバもまた苦笑する。いつも飄ひよう々ひようとしていて分かりにくいが、実は結構真面目まじめであるヂェスの性格は長年の付き合いで把は握あくしている。

「そんなら俺おれだってダメだな。途中でトリップしちまった。俺の意志で踊おどってたのは最初の数分だけだ。悔しいことこの上ないが、完全に踊らされちまってた」

　相変わらずスカートを気にもせずに、床ゆかに胡坐あぐらをかきながらジルバが諸もろ手てを上げて降参のポーズをとる。

「じゃ、今回は引き分けってことでさ。ジルバはオレへのお酒をタダにする。その代わりに祭りは全部オレ持ちってことでどう？」

　いたずらっぽく笑いながらヂェスが拳こぶしを差し出す。

「のった！」

　それに自分の拳をつき合わせ、ジルバもにやりと笑う。

「で、こっちはどう始末をつけてくれるんだい？」

　突とつ然ぜん割り込んだ声の主に二人は目を向けた。

「あ……」

「あたしはあんた達二人だけの勝負を求めたつもりだったんだけどねぇ？」

　腕うで組ぐみをして仁王立ちするライカが口元だけで笑いながら二人を見下ろしていた。

「ヂェ、ヂェスが皆みんなを煽あおったんだからお前がなんとかしろよ！」

「は？　最初に勝負を仕し掛かけてきたのはジルバだろ!?」

　子どものように小声で責任を押おし付けあう二人を見て呆あきれたようにため息をついてから、ライカはにこりと笑みを作って顔を近づける。

「ま、いいさ。お客がこんなにも楽しそうなんだからね。ただし、後片付けはしっかりと二人に手伝ってもらうからね」

　片目を瞑つぶってみせるライカにほっとしたように二人同時に肩かたの力を抜ぬく。女手一つでこの店を切り盛りしているだけあって、ライカはそこらの男共よりもよっぽどたくましい。店で暴れた若者を片手で外へと投げやったという伝説すらある。味方であれば心強いが、絶対に敵には回したくない相手なのだ。

「それにしてもすごいね。あたしは音楽の価値ってのはからっきし分からないが、誰だれにでもできるものなんだね」

　キセルから紫し煙えんを燻くゆらせながらライカが舞ぶ台たいへと目をやった。統率をなくし、限りなく騒そう音おんに近づきつつも、まだ皆みなは楽しげに思い思いのリズムを刻み続けている。

「もうそろそろ、ただの騒そう音おんだろコレ」

　片耳に指を突つっ込み、うるさげに顔を顰しかめるジルバに、ヂェスは珍めずらしく真面目まじめな面持ちで答える。

「いやいや、どんなものでも音があれば音楽に成り得るんだよ。異国の言葉では、『音』を『楽しむ』と書いて音楽と読むくらいだからね。ただ、それが心地が良いかどうかは聞く人によって異なるってだけさ。まぁ、さすがのオレも、貴族サマの前でこんなの聴きかせたりはしないけどね」

　からからと笑うヂェスだったが、こいつならやりかねないとジルバとライカは真顔で顔を見合わせた。

　勝手に盛り上がり続ける客達から遠ざかり、カウンターへと移動した三人は酒盛りの続きをしようとグラスに手を付ける。

「……見つけた」

　突とつ如じよ聞こえてきた耳慣れない声に、三人が一いつ斉せいに振ふり返った。

　年の頃ころは十五、六だろうか。店内だというのに白いフードを目ま深ぶかに被かぶり、その下から突つき刺さすように睨にらむ、その強い視線には覚えがあった。

「あれ？　君、さっき大通りにいた子だよね？」

　ヂェスの問いには答えず、相手は飛空船を睨みあげていた時と同じく、険けわしい表情でこちらを正面から見み据すえる。

「あんたの曲ならば、奏かなでられるかもしれない」

　小さく呟つぶやいた言葉は耳に届かず、だが更さらに一歩こちらへ詰つめ寄る相手から逃にげるでもなくヂェスはその視線を受け止める。蜜みつ色の瞳ひとみは真しん剣けんさを帯び、身体からだの脇わきで握にぎられている手には力が入っていた。

「あんたにとって音楽って何だ？」

「うーん、誰だれもが楽しくなれる魔ま法ほうかな？」

　唐とう突とつな質問に、ヂェスは面白そうに眉まゆを上げて答えた。

「真面目に答えろ！」

「ちょ、ちょっと待てよお前」

　嚙かみ付かんばかりの相手の勢いに、見かねたジルバが間に割って入る。しかし絡からまれる形になった当の本人は別段困こん惑わくした様子もなく小さく肩かたを竦すくめてみせた。

「真面目だよ。今この世における〝音楽〟は、嗜たしなみの一つで、一部の上流階級だけの特権とされている。けど、かつてはどんな階層の庶しよ民みんだって、それこそ子どもだって音楽を楽しんでいた時代があったんだ。さっきのオレ達みたいにね」

「そんなの子どもだましのおとぎ話だろ。旋せん律りつ器官を持たない者が、どうして音楽を奏でられる？　さっきのだって、旋せん律りつがない。あの状態では、まだ音楽とは言えない。ただのリズムを刻む〝音〟だ」

　旋律器官という言葉にヂェスが僅わずかに眉まゆをひそめた。そしてフードの下を覗のぞき見るように腰こしを屈かがめて視線を相手と合わせる。

「君、ひょっとして旋律士……？」

　ヂェスの言葉に、ジルバとライカが短く驚おどろきの声を上げる。

〝旋律士〟。それは貴族が持つ楽団の構成員であり、生まれながらにして旋律器官と呼ばれる特とく殊しゆな器官を持つ者達。首から鎖さ骨こつにかけて広がる羽のような模様の痣あざが、旋律士の証あかしだ。

　その器官を用いて、彼らは声以外の〝音〟を出すことができる。音を自由に操り、互たがいに重ね合わせることで〝音楽〟を生み出すことができる唯ゆい一いつの存在。それがこの国の生きる宝と称しようされる旋律士という職業だった。

　旋律器官を持って生まれる者は非常に少ない。そのため、旋律士と成り得る者達は皆みな、八歳さいになる年から旋律士を養成する国立の音楽校に入り専門の教育を受け、同時に国からその身を保護される。通常十五歳で教育課程を修了し、試験に合格した上で貴族から採用されることで、晴れて正式に旋律士として各楽団へ所属することになる。

　だが、その採用も学校から国を通じて行われるはずだ。旋律士を欲ほつする貴族は、爵しやく位いや功こう績せきによって、レベルの高い旋律士を雇やとう権利を得るため、今では楽団自体が貴族達の権力の象しよう徴ちようとなり、また旋律士自身も一いつ般ぱん人じんとは縁えん遠どおい存在となっていた。

　そんな希少な存在が、何故なぜ一人でこのような場所に居るのか。

　ヂェスは相手の強い視線を全まつたく意に介かいさず、その答えを無言で求める。

「……正式な〝旋律士〟じゃない」

　ふい、と視線を逸そらし、ふて腐くされたように言う。

「え？　どういうこと？」

　重ねて問うたヂェスをギッと睨にらみつけると、カウンターに置かれたヂェスのグラスを手に取り、中身を一気に飲み干す。

　そして、吐はき出すように叫さけんだ。

「試験に、落ちたんだよ!!」

　大きな目を潤うるませこちらを睨みつけた相手は、だが突とつ如じよ、ふっと目を閉じるとそのまま糸が切れたかのように膝ひざを折った。ぐらりと身体からだが前のめりに倒たおれる。

「うわっと、危ない」

　咄とつ嗟さに伸ばしたヂェスの腕うでの中に、華きや奢しやな体たい軀くがすぽりと収まる。

「寝ねてる……」

　突然の出来事に、思い当たる理由は一つだ。

「……ジルバ。このお酒、ひょっとしてアルコールきつい？」

「……あぁ。何せ、ヂェス酒豪用の特注品だからな」

　苦い表情で答えたジルバに、ヂェスは小さく肩かたを竦すくめた。

　ヂェスの腕うでの中で、白いフードがずれて、その下に隠かくれていた顔が露あらわになる。

　白い肌はだと、今は閉じられている大きな瞳ひとみに見合った長い睫まつげ。目鼻のバランスが良い整った顔立ちではあるのだが、無防備な寝ね顔がおはあどけなく、美び貌ぼうよりもまだ幼さの方が勝っている。

　そっと肩かたを揺ゆすってみるが、僅わずかに身じろぎしたものの、起きる様子はない。毛先だけに緩ゆるくくせのある、ややくすんだ金きん髪ぱつが、ランプに照らされ鈍にぶく輝かがやいた。

「あー、起きないねぇ」

　大して困った様子もなく言う。

　額ひたいに手を当てたライカがどうしたものか、と呟つぶやきながら水を取りに厨ちゆう房ぼうへと向かった。

「おいヂェス、結局何者なんだよコイツ」

　小こ柄がらな外見通りの軽い身体からだを抱えたまま、ヂェスは椅い子すに座って眉み間けんに皺しわを刻むジルバに眉まゆ尻じりを下げた笑いを向けた。

「少なくとも、どこかの貴族楽団から逃にげてきたってわけではなさそうだね」

　貴族相手に策を講じる必要があるかどうかは、ヂェスにとって大きな問題だ。

「お前も、なんだかんだと厄やつ介かいなことに巻き込まれる体質タチだよな」

　呆あきれたように言うジルバだったが、彼自身もこのまま知らぬ存ぜぬと放置できるような性質でないことは、今のヂェスとの関係からもよく分かる。
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「何にせよ、コイツが起きないと何も分からないか」

　ため息をつく友人に、ヂェスは、

「ま、これも何かの縁えんかもだしね」

　腕うでの中でついに寝ね息いきを立て始めた少女を見下ろし、小さく笑った。
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　ごーん、ごーん、と太い金属音が規則的に鳴り続けている。

　それが時を告げる鐘かねの音だと気付いた少女は、暖かく柔やわらかい寝ね床どこに名残なごり惜おしさを感じつつもゆっくりと上半身を起こした。乱れた髪かみで視界が覆おおわれ、薄うすく開けた眼まなこを再び閉ざす。

「お腹なか、減った……」

　まだ朝食に間に合うだろうか、と枕まくら元もとの時計を手探りで引き寄せる。

「ん……？」

　手は空を摑つかみ、そこにあるべきはずの時計が存在していない。

　ぼんやりとしていた頭が徐じよ々じよに鮮せん明めいになってくると同時に、少女は辺りを見回し勢いよくベッドから飛び降りた。

「……どこだ？　ここ」

　そこは見知らぬ場所で、最低限の家具しかない殺風景な部屋はどこかの宿のようだった。

　立ち尽つくす少女の背後で、ドアがゆっくりと開く。

「あ、起きたんだ？　ちょうど良かった。もう夕方だし、お腹すいたでしょ。パンとりんごがあるよ」

　ガラスの水差しを片手に、腕には大きな籠かごを抱えた青年が少女を見下ろし微笑ほほえんだ。

　咄とつ嗟さに腰こしの後ろへ手を回すが、そこにあるはずの武器が無い。はっとして首元を触さわると、巻きつけている布はそのままになっていた。

「変な長さの棍こんなら、そこだけど？」

　両手がふさがったままの青年が、顎あごで部屋の隅すみを示す。咄嗟にそれに飛びつこうとした少女に、

「危害を加える気があれば、もうとっくにしてるってば」

　のんびりとした青年の声が被かぶさる。

　武器を摑んだ少女は、その言葉を受けて一いつ瞬しゆん固まる。肩かた越ごしに見る青年の表情に敵意は一切見られない。

「……棍じゃない。トンファーだ」

　言い訳わけのようにそう言うと、静かに腰元へとそれを収めた。

「ここ、どこ？」

　武器は収めたものの、未いまだ野生動物のように警けい戒かい心しんを剝むきだしにする少女に、青年──ヂェスは手にしたものを全すべて机つくえに置いてから両手を上げて無害を示した。

「今のところ、オレの部屋。後数か月したらどこかの誰だれかが泊とまる部屋になるんだけどね」

　そして両手を上げたまま壁かべ側がわに近づくと、時と計けい塔とうを臨のぞむ窓まどを僅わずかに開く。途と端たんに喧けん騒そうが部屋まで届き、此処ここが街中だと少女に知らしめた。

「誤解のないように言っておくけど、オレは勝手に絡からんできて勝手に倒たおれた君をそのままにしておくことができずに仕方なくここまで連れてきただけの善ぜん良りような一市民。お陰かげで昨夜はカウンターの長なが椅い子すで毛布に包くるまって眠ねむったよ」

〝勝手に〟と〝仕方なく〟のところを強調して言ったヂェスに、しばし視線を空中にさ迷わせた少女は、ようやく昨夜のことを思い出したらしく、ばつの悪そうな表情で顔を背そむけた。

「わ、悪かった、なっ」

　ぞんざいな上、吐はき捨てるような謝罪だったが、ヂェスは笑いながら少女に椅子を勧すすめた。

「どういたしまして。オレはヂェス。君、名前は？」

「……コハク」

　ヂェスは、小刀で器用に皮を剝いたりんごを半分コハクに差し出しながら残りを自みずから齧かじってみせる。コハクはしばらく躊ちゆう躇ちよするようにりんごとヂェスの顔を見比べていたが、空腹には逆らえなかったのか両手ではっしと果実を握にぎると爽そう快かいな音を立ててかぶりついた。

　気持ちの良い食べっぷりを面白そうに見つめ、ヂェスはパンを切り分けると壺つぼに入った蜜みつをそれぞれに垂たらして一つをコハクの前へ、そしてもう一つを自分の口へと運んだ。

　時折水を飲みながら、犬のようにガツガツと食事を続けていたコハクがようやく人心地ついたのを見計らい、ヂェスが再び口を開く。

「で、コハク。君はどうしてこんなところに居るの？」

　それが、この部屋に居るという意味でないことはコハクにも分かっているだろう。だからこそ、彼女は口へと運びかけたグラスを握にぎりしめ、俯うつむいた。

「こう見えてオレは貴族御ご用よう達たしの作曲家だから、旋せん律りつ士しの規律や制度には詳くわしいつもりだよ」

　遠回しに噓うそを吐ついても無む駄だだと伝え、正直な理由を聞いた上で今後の身のふり方を考えるつもりだった。ヂェスとて、何も聞かずに面めん倒どうを背負い込むほど聖せい人じん君くん子しではない。

　コハクはヂェスの視線から逃のがれるように手の内で揺ゆれる水面を見つめ、口を閉ざした。ヂェスは急せかすでもなく、相変わらず穏おだやかな表情のままで食事を続ける。

　沈ちん黙もくが続く中、窓そう外がいの街のざわめきだけが騒さわがしく活気をみせている。ヂェスはパンを銜くわえたまま、窓まど枠わくから身を乗り出し祭りの準備に勤いそしむ街を見下ろした。街が混みだす前にスワロウの騎き乗じよう用よう装そう甲こうを整備に出しておいた方がよいだろうか、などと考えながら室内へと視線を戻もどすと、蜜みつのような色の瞳ひとみがこちらを見み据すえていた。

「あんた、すごい作曲家なんだろ？　昨日酒場の奴やつ等らが、そう話してた」

　少女らしからぬ乱暴な言葉遣づかいだが、何故なぜかそれを不快だとは感じない。それは、彼女の少し掠かすれた、それでいて通りの良い独特の声のためかもしれない。

「君の言う〝すごい〟ってのが、どういう意味なのかは分からないけど、貴族の間である程度名前が売れてるってのは事実だね」

　本当は〝ある程度〟どころではないのだが、ヂェスは他の作曲家のように売れることを目標にしたことがないので自分の認知度にもほとんど興味を持っていなかった。分かるのは、自分の曲がかなりの高額で取引されているという事実のみだ。

「なら、貴族にも顔が利くよな？　なぁ、あたしを雇やとってくれる楽団を紹しよう介かいしてくれないか？」

　コハクからの思いも寄らない言葉に、ヂェスは紫むらさき色いろの瞳ひとみを瞬またたいた。

「オレ、旋せん律りつ士しの制度も知ってるって言ったよね？　旋律士の楽団への採用は音楽校を通じてしか行われてはならない、でしょ？」

　それは希少な存在である旋律士を守るための規則であり、また平等を訴うつたえる貴族達のための規則でもあった。その規則の上に〝旋律士〟という立場が存在しているのであり、規則を無視することは即すなわちその立場を否定することと等しい。それを旋律士見習いである音学生のコハクが知らないわけがない。

「あいつらは、絶対あたしを採用なんてしない！」

　言い放った彼女の瞳には怒いかりとも憎にくしみとも取れる色が浮うかんでいる。感情が高ぶり制せい御ぎよが利かなかったのだろう、声とともに喉のどの奥おくからファンと音が漏もれた。それは柔やわらかな色合いを含ふくみつつも、はっきりと自己主張をする独特な音色。丸でもなく四角でもない、限りなく円に近い多角形。そんな全すべての間をとるような音色をヂェスは初めて耳にした。

「なるほど。確かに難しい音色を持ってるみたいだね」

　音楽校は貴族の希望に沿った音色を持つ者を国に代わって推すい薦せんし、試験を経ての採用となる。しかし彼女のような特とく殊しゆな音色は、そもそもの需じゆ要ようが少ない。

　最も早はや隠かくす意味がないと思ったのか、コハクは首元に巻いていた細い布を解いた。その下から現れたのは、喉のど元もとから鎖さ骨こつに向かって蝶ちようのように広がる特とく徴ちよう的てきな痣あざ。その模様に、ヂェスは思わず身を乗り出す。

「すごい。こんな複雑な模様、見たことがない」

　首元に現れる痣は旋律器官を持つ者の特徴だが、コハクの模様はとりわけ独特で、長く旋律士に接しているヂェスでも未いまだ目にしたことがない形状だった。旋律器官の形が変わっているため、そこから作られる音色もまた特徴的なのかもしれない。

「ちなみに、属性とクラスは？」

　旋律士は、音学生時代からその音色と技術に合わせていくつかの属性とクラスに分類されている。

　今、貴族に最も人気があるのはストラと呼ばれる属性だ。伸のびやかな音から刻みまでを自由に奏かなで、その音色は軽く、やや尖とがった印象のものが多い。そして、技術の高さでＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄと五段階に分けられるクラスによって、旋せん律りつ士しとしての価値も変わってくる。例えばストラのＳクラスであれば、かなりの権力と財力を持つ貴族でしか扱あつかえないというわけだ。

　先ほどの音からして、コハクはまずストラではなかろうと思いながら、ヂェスは尋たずねる。

「ウィンド。クラスは……Ｄ」

　口元に手を当てて、ヂェスはふむ、と頷うなずく。

「ふーん。ウィンドなんだ。ブラスでもいけそうだけど」

　ウィンドは柔やわらかで丸い音が特とく徴ちようであり、硬こう質しつで勢いのある音が特徴なのがブラスと呼ばれる属性だ。コハクはその丁度中間ぐらいの音だとヂェスは感じていた。つまり、どちらとも取れないため、楽団でのポジショニングが難しいのかもしれない。しかし、その程度なら採用にそこまで響ひびくとは考えにくい。貴族の中には風変わりな音色を好んで持ちたがる者だっているのだ。突とつ出しゆつして団内の音色から浮うき出ることがなければ、珍めずらしいもの好きの貴族側から逆に求められる場合だってあるだろう。

　そう言ったヂェスに、コハクは下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。

「音色だけなら、うちの楽団に欲しいって言う貴族もいたんだ。……でも、ダメだった」

「ダメって？」

　性格的な問題なのかと考えたヂェスの思いを察してか、コハクが憮ぶ然ぜんとして言う。

「あたしは奏でられないんだ。貴族が求める音楽を！」

「……奏でられない？」

　意味を理解できず、ヂェスが首を傾かしげると、コハクはヂェスの後ろにある机つくえへと目をやり右手を差し出した。

「何でもいい。そこにある楽がく譜ふを一枚よこせ。口で説明するより聞いた方が早い」

　可か憐れんな容姿に似合わないぞんざいな物言いに苦笑しつつも、ヂェスは机上に散らばる楽譜から自みずからが作曲した中で最もポピュラーな一作を手て渡わたした。曲を構成する音数が少ない、言わば初心者でも比ひ較かく的簡単に演奏できるお手軽な曲だ。

「どうかした？」

　楽譜に目を通し、眉み間けんに皺しわを寄せたコハクにヂェスが尋ねる。

「これ、この前のテストであたしが学校史上、最低点を出した曲だ……あんたの曲だったのか」

「あー。そういえばコレ、元々は学生用に作った曲だっけ。だから簡単だったでしょ？」

　悪びれず言うヂェスを軽く睨にらみつけてから、コハクは姿勢を正した。

　目を瞑つぶったコハクは、意識を集中させるように深く息を吸う。首から鎖さ骨こつへと伸びる痣あざの下に、コハクの旋せん律りつ器官がある。蝶ちようのような形の痣あざを通り過ぎると同時に、吐はき出した息が音色へと変わった。

　コハクが奏かなでた音楽に、ヂェスは思わず目を見開いた。

「わぁーお……」

　最初のワンフレーズは、何の問題もなく過ぎた。問題なのは、その後だ。本来ならこのパートが主旋律を奏でる、旋律士にとっては言わば最もオイシイ見せ場である。

　変化はまず、テンポの揺ゆれから生じた。多少の緩かん急きゆうなら指し揮き者しやによっても色づけとして用いられているが、これはない。色づけどころかキャンバスにペンキをぶちまけているようなものだ。更さらに、譜ふ面めんにはない音を勝手に付け足している箇か所しよも多々あった。最早もはや、原曲は形を留とどめていないに等しい。

「これで、分かっただろ」

　肩かたで息をしながら、コハクがヂェスへと目を向けた。

「言っておくけど、ワザとじゃないぞ。奏でてる間に自分自身で制せい御ぎよできなくなって、気付けばこんな風になっちゃうんだ」

　ヂェスは啞あ然ぜんとしながら、ゆっくりと頷うなずく。

「いや、でも……確かにこの曲には合っていないし無茶苦茶だし、もう演奏とは呼べないものだけど」

「分かってるよ！　けど、あたしはっ……」

　コハクの訴うつたえを手で遮さえぎって、ヂェスは真しん剣けんな表情で大きく首を振ふった。

「でも、原曲の主となる音程はほぼ合ってるし、ピッチも許容範はん囲い内ないだ。リズムや旋律のイントネーションが時々大きくズレるのは、曲のイメージに同調できてないからかな？　それに、自分の中でもはっきりしたイメージが持てていないのかも。けれど、不快感はないし、自分の中でイメージを作り上げることができれば、むしろ独どく創そう的てきで面白いかもしれない」

　今度はコハクが呆ぼう然ぜんとヂェスを見る。すらすらと飛び出る言葉は、半分以上コハクには理解ができなかった。

「ちょっと、待ってて」

　そう言うとヂェスは足で拍はくを取り始める。しばし、そのまま宙の一点を見つめていたかと思うと机つくえに転がしてあったペンを握にぎり、書きなぐるようにして方眼紙に線を引く。そして、その上に音おん符ぷを刻み付けていった。

「これ、奏でてみてくれない？」

「これを？」

　訝いぶかしがるのも無理はない。そこに書かれているのは拍の長さすら指示されていないシンプルすぎる音符の羅ら列れつ。

「基本は四拍子。後は好きに奏でてくれればいいし、アレンジしてもらってもいい。ただし、リズムは極力オレの刻みに合わせてみて？」

　言うと、ヂェスはスティックを取り出し机つくえの角を叩たたき始めた。昨日のジルバとのダンス勝負でヂェスが使った独特のリズム。

　楽がく譜ふを握にぎったまま戸と惑まどうコハクに、ヂェスは目で促うながす。それを受けて、コハクは胸むねを張るようにして立つと、再び腹に息を吸い込んだ。

　単純なリズムがコハクによって刻まれていく。はじめはゆっくりと探るように、そして次第にアレンジが加わり、独特の色づけがされてゆく。しかし今回は空中分解をすることなく曲として成り立っている。ヂェスの刻む、後ろに引っ掛かけるようなアクセントが、コハクの奏かなでと交じり合い、活動的ながらどこか艶つやめいた音楽を紡つむぎだす。

　空気が細かな粒つぶとなり、震ふるえてぶつかり音となる。そこに貴族音楽のような壮そう大だいさはない。しかし、楽団では決して表現しきれない、人間が持つ熱い魂たましいのようなビートが確かに刻まれていた。

　おそらく彼女が出し得る最高音で曲を締しめたコハクは、立ち尽つくしたまま暫しばし呆ぼう然ぜんと宙を仰あおいだ。

「……何だ、コレ。すげー楽しい……！」

　こちらを振ふり返ったコハクの表情は高こう揚ようしている。

「ははっ。オレもこんな自じ由ゆう奔ほん放ぽうな音楽、初めてだ」

　ヂェスが笑いながらスティックを置いた。

「なぁ！　やっぱり、あたしはあんたが作るこういった曲なら問題なく奏かなでられるんだ！　頼たのむ、この曲と一いつ緒しよに、あたしを楽団に売り込んで！」

　意気込むコハクの顔は期待と興こう奮ふんを隠かくせない。ヂェスもまた、満足そうな表情を浮うかべていた。

　しかし。

「残念だけど、君を貴族には紹しよう介かいできないよ」

「どうして!?」

　穏おだやかな表情を崩くずさないまま言ったヂェスに、コハクが食って掛かる。

「確かにオレが作るこういった曲なら君にも奏でられる。独どく創そう的てきな音楽だしオレも好きだよ」

　言葉を切ったヂェスは、眉まゆ尻じりを下げて笑ってみせた。

「ただね、今みたいな音楽を受け入れてくれる貴族は今のところ、この国にはいないんだ」

　それは現在のこの国の風潮。音楽は貴族の権けん威いの象しよう徴ちようであり、規律的な楽団と、多くの音楽を持っていることがその貴族の権力の高さを表している。楽団を伴ともなう音楽は権力者のためにあり、つまりは貴族に好まれる音楽しか此処ここには存在しない。

　好まれるのは重々しく堅かた苦くるしくて壮大な、そして旋せん律りつ士しの息がぴったり合った緻ち密みつな計算の下に作られた芸術的な音楽だ。そこにアウトサイダーは一人もいない。いてはならないのだ。

　貴族が求める以外の曲をいくら上手うまく奏かなでることができたとしても、それは楽団に採用されるポイントにはならない。

「……つまり、今のままじゃあたしは旋せん律りつ士しにはなれないってことか？」

　ヂェスの言葉に、俯うつむいたコハクの拳こぶしが固く握にぎられる。

　コハクとて、この国の音楽の有り様を知らないわけではないだろう。しかし、それでも諦あきらめることができずに、単独学校を抜ぬけ出して自分が奏でられる場所を自力で探そうとしていたのだと想像できた。

「残念だけど、そういうことだね」

　小さく頷うなずいたヂェスは、敢あえて淡たん々たんとした口調で肯こう定ていする。

「君の演奏は自身のクセも大きいみたいだし、ちゃんと制せい御ぎよして周囲に合わすことができれば旋律士として認められないわけじゃない。今回は諦めて学校に戻もどって、正しい演奏法を習得するんだね。どちらにせよ、学校からの推すい薦せん状じようがなければ正式な旋律士にはなれないんだからさ」

　ヂェスは先ほど即そつ興きようで作り上げた楽がく譜ふを捻ひねるようにして丸めると、机つくえの下の屑くず籠かごへと投げ入れる。その手元を目で追ったコハクは、他の紙くずと混ざってしまったそれを睨にらむようにして見つめ続けていた。

「……嫌きらいだ、あんなところ。体ていのいい監かん獄ごくじゃないか」

　ぽつりと、しかしそれでいて感情のこもった独白から、どうやら学校そのものにも居場所を見み出いだせていないらしいと察せられた。

「監獄、ねぇ。確かに閉へい鎖さ的ではあるけど。でもね、いくらオレが有名でも、逃とう亡ぼう学生を匿かくまえるほどの権力なんてないんだからね」

　ヂェスは黙だまって立ち尽つくすコハクに背を向けて立ち上がると、両開きの窓まどを全開にした。レースのカーテンがふわりと風に舞まい、町の喧けん騒そうと様々な匂においが部屋を満たす。香ばしい香りはこの町の特産品であるナッツをバターで炒いったものだ。黒ビールとよく合う好物を思い浮うかべると、食事を終えたばかりだというのに喉のどが鳴る。

　しばらく窓そう下かをぼんやりと見つめてから、ヂェスは背後を振ふり返った。依い然ぜんとして立ち尽くすコハクに、ヂェスは小さくため息をつく。それに反応して、コハクの肩かたが小さく動いた。

　ゆっくりと顔を上げて子犬のように上うわ目め遣づかいでヂェスを見み遣やる。その目は、言葉以上に彼女の切願を訴うつたえている。

　ヂェスは窓から斜ななめ下の通りに視線を逸そらせ、そして深く息を吐はいた。

「……まぁ、せっかく来たんだし、祭りくらいは楽しんでもいいか」

　ヂェスの妥だ協きよう案あんに、コハクがぱっと顔を上げた。

「居ていいのか？」

「その代わり期間限定だからね。今日を含ふくめて三日間。祭りが終わったら、ちゃんと自分で帰るんだよ？」

　特とく殊しゆな能力を伴ともなう旋せん律りつ士しという職業は、一つ間ま違ちがえると金銭よりも価値のある存在と成り得る。我が身を守るために旋律士は武道に優すぐれた者が多いが、それでも楽団に所属してからも単独行動が制限される場面は少なくない。同様に、旋律士の卵である音学生も保護的観点から、学校の外に出ることは殆ほとんどない。厳しい校則と、外遊にも制限があるのだ。

「町は小さいけど、此処ここのお祭りは盛大なんだよ」

　櫓やぐらが組まれ前夜祭の準備が進められている広場を遠目に見み遣やり、ヂェスは身体からだを半歩分左にずらし窓そう前ぜんをコハクに譲ゆずった。窓まどから身を乗り出したコハクの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「すげー……祭りなんて、何年ぶりだろう」

　元来賑にぎやかな場所が好きなのだろう。先ほどまでの悲ひ壮そう感はどこへやら、夕暮れの中で彩いろどり鮮あざやかに装飾されてゆく町を見下ろし、コハクは爛らん々らんと目を輝かがやかせた。

　しかし、本来の目的を思い出し、慌あわてて緩ゆるむ口元を引き締しめると隣となりで笑むヂェスを睨ねめあげる。

「祭りが終わるまでにお前を懐かい柔じゆうして、絶対貴族に紹しよう介かいさせてやるから覚かく悟ごしとけよ！」

　諦あきらめないコハクに苦笑しつつ、ヂェスは簡単に机つくえの上を片付けると上着を羽は織おった。

「諦めが悪い子は嫌きらいじゃないよ。まぁ、やってみればいいんじゃない？　けど、オレはそれよりも前夜祭を最大限に楽しむ方が得策だと思うけどね」

　片目を瞑つぶってみせると、こちらと窓下の町を交こう互ごに見遣る。答えは悩なやむまでもなかったようだ。

　コハクは腕うでに巻いていた組くみ紐ひもで手早く髪かみを束ね、高こう揚ようを隠かくしきれていない顔をこちらへと向けた。

「仕方ないから、付き合ってやる！」

　壁かべのフックに掛かけられていたフード付きのマントを飛びつくようにして手に取ったコハクは、ヂェスを追い越こすようにして部屋を出る。

　無理やり作られた意地っ張りな態度に小さく笑みをこぼしてから、ヂェスは窓を閉め、その小さな背を追って部屋を後にした。
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　天窓から細い光が差し込む。白で統一された部屋に、外を羽ばたく小鳥の影かげが過よぎった。

　男は、硬かたく組んでいた両手を解き、立てた片かた膝ひざに着けた額ひたいをゆっくりと上げる。緩ゆるく波打つ、透すき通るようなプラチナブロンドが頰ほおを滑すべるようにして肩かたへと落ちた。ゆるゆると上へと動かされた翡ひ翠すい色の瞳が、大理石に刻まれた天使の姿を映うつしこむ。

　それは女性と呼ぶには若じやつ干かんの幼さを残す面おも差ざしの少女の像。翼つばさのように広がった衣から片手を天に差し出すように伸のばし、もう片方は胸部へ添そえられている。大きく開かれた口と、対比するように固く閉じられた目が、物理的にはとろりと白いだけの単なる石であるにも関わらず、強い生命力を感じさせていた。

　その独特なポーズは、神からの真言を受け取っている姿だとされているが、男の目には天使が天上へメッセージを告げているように映うつっていた。

　──私が、ここに居る意味はあるのだろうか？

　天使の横顔を見つめ、男は思う。ただ、毎日ここで祈いのりを捧ささげ、そして神しん託たくを待つ。そうすることが彼の仕事であり、存在意義である。彼からしても、心から信じる神よりロゴスを受け取る役目は誇ほこりこそすれ、そこに憂うれう要素はないはずだった。

　しかし、同時に男は考える。この隔かく離りされた空間から一歩外に出れば、そこには醜しゆう悪あくな現実が存在する。そのことに気付いていながら、ただひたすら祈り続けることは、現実から目を逸そらすことと同義なのではないだろうか、と。

「ノイ」

　背後から不意に掛かかった呼びかけに、男はほんの僅わずかの間、逡しゆん巡じゆんするように瞳ひとみを閉じてから重々しく立ち上がり背後を振ふり返る。振り返らなくとも、そこに立つのが誰だれなのかは分かっていた。自分を〝ノイ〟と気軽に呼べる者は、現在のこの国では一人しか存在しない。

　自分と同じ容姿を持つ男が、嘲あざけるような笑みを浮うかべて立っていた。

　後ろで束ねられた髪かみは男と同じ白金の色をしており、翡ひ翠すいのような瞳もまた同じだ。しかし、二人を決定的に隔へだてるのは、その内側に秘ひめられた想おもいの強さだろう。

「フォルモンド」

　そしてまた、彼をこのように呼べる者もこの国でただ一人、自分だけなのだという事実が、何とも言いようのない息苦しさを感じさせた。

　男は小さく息を吸うと、努めて冷静さを装って口を開く。

「君が此処ここに足を運ぶなんて、珍めずらしいじゃないか」

「それは嫌いや味みか？　ノイモント」

　歪ゆがめた口元で薄うすく笑う。純白の衣に似つかわしくない、含ふくみのある笑み。

「君は、私に何をさせたいんだ？」

「何をさせる、だと？」

　さも可笑おかしそうに声を上げて笑う相手を、男は黙もくしたまま見み据すえる。無む邪じや気きにすら見えるその様子だが、しかしそれでいて、決してその瞳が笑ってなどいないことを男は知っていた。

　そして唐とう突とつにその笑いが消え去った後には、獰どう猛もうな獣けもののように鋭するどい双そう眼ぼうがこちらを捉とらえる。

「私とお前は役割こそ違ちがえど、常に共に在あり、共にこの国を守ろうと誓ちかった。その言葉に偽いつわりがないのであれば、お前は自みずからの意思でこの国の繁はん栄えいに繫つながる行動を取って然しかるべきだろう」

　静かに、だがはっきりと告げるその言葉は、男の心臓を鷲わし摑づかみ、身動きを封ふうじる。たとえ、それが自みずからが望まない所作であったとしても、男にはそれを実行する以外に、端はなから選せん択たく肢しなどないのだと暗に告げる。

「……それでも、君の思い描えがくこの国の未来が、今の私には見えないんだよ」

　呻うめくように吐はき出した男の言葉は、夕刻を告げる鐘かねの音に搔かき消される。

「この世界は、神の御お創つくりになられた所有物である。それを守り統すべるのが我ら神国の務めだ」

　朗ろう々ろうと語る彼の口調は滑なめらかで、どこか人を惹ひきつける要素を持っていた。

「訪れるべきその時までに、小国群の結びつきを一層強化する必要がある。その要かなめになるのは、ノイ、お前だ」

　自分と同じ顔が、自分には到とう底てい作り得ない表情を浮うかべて言う。

「忌いまわしき悪あく魔まを葬ほうむった時、我らは真に神の子となれるだろう」

　まるで高温で燃え盛る蒼あおい焰ほのおのように、細められた瞳ひとみの奥おくがゆらゆらと揺ゆれる。

　男は、去っていく己おのれと同じ姿の背を見つめたまま、心の中でただひたすらに祈いのりの言葉を唱えていた。
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　傾かたむき始めた太陽が石いし畳だたみの通りを赤く染める。二つ並んだ長く伸のびる影かげを、少し離はなれたところから小さめの影が、時折道を外れながら追いかけていた。

「あ、コハク。前」

　緊きん張ちよう感かんのないヂェスの声に、頭上の風船に見とれていたコハクは顔を正面に戻もどす。

「わっ！」

　露ろ店てんの屋根からぶら下がる黄金色の豚ぶたと目が合って、コハクが思わずといった体ていで声を上げる。不気味ではあるのだが、油と蜜みつによって光る皮の具合がなんとも美味おいしそうだと思えるから不思議だ。

　そんな少女の様子を楽しげに眺ながめ、ヂェスは隣となりを渋しぶい顔で歩くジルバへと目を向けた。

　普ふ段だん、華か麗れいな踊おどり子を装うことが多い彼だが、今日は長い髪かみをうなじで緩ゆるく束ね、襟えり元もとに毛皮の付いたハードなジャケットを自然に着こなしている。女は化けると言うが、ジルバ以上に化けられる女などいないのではないだろうか。

「いつまでそんな不景気な顔してるのさ」

「お前が俺おれのところに厄やつ介かい事ごとを持ち込まなくなるまでだ」

　不満を前面に押おし出して言う親友だが、冷たさからそう言っているのでないことはよく分かっている。持ち込んだ厄介事を捨て置けないことも分かっていながら敢あえて持ち込むのだから、性格が悪いとすればヂェスの方だろう。

「毒を食らわばーって言うだろ。これも何かの縁えんだよ」

「お前が学校から連れ出したと疑われても、否定する材料は何もねぇんだぜ？」

　ジルバが視線だけを動かして背後を見み遣やる。先ほど驚おどろいた拍ひよう子しに脱ぬげてしまったフードを被かぶり直すコハクは、自分が身を隠かくすべき存在である意識が薄うすい。

「まぁ三日間くらいだったら問題ないでしょ。首の痣あざさえ隠してれば見た目で分かるものでもないし、うっかり奏かなでなきゃ音学生だってバレないよ。堂々としてれば大だい丈じよう夫ぶだって」

　あくまでもヂェスは気楽な発言をする。

「二人とも、何してんだよ？　行かねーの？」

　追いついたコハクが首を傾かしげて二人を見上げる。その手にはいつの間に買ったのか棒ぼうに刺ささったソーセージが一口齧かじられた状態で握にぎられていた。

「あれ、コハク自分で買ったの？」

　たかられることを予想していたヂェスが意外そうにコハクを見遣る。

「美味うまそうな豚ぶただなーって丸焼き見てたら、店のおっちゃんがくれたんだ」

　言って、心底嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。黙だまってさえいれば美少女の部類に入るコハクだ。その上、これほど純じゆん粋すい無む垢くな笑みを向けられれば、ソーセージの一本や二本くれてやろうという気にもなるだろう。

「そっかそっか、よかったねぇ。ね、ジルバ？」

　ジルバは無む邪じや気きに笑うコハクと、明らかにある種の意を持ってこちらへと微笑ほほえむヂェスとを見比べて、大げさにため息をついた。こんな嬉しそうな表情を見せられては追い返すことができないだろう、とヂェスは無言でジルバの敗北を告げる。

「俺おれは何も知らない、誰だれが何だって気付いてはいない。これ以上は妥だ協きようしないぞ」

「充じゆう分ぶん」

　ジルバの返答にニコリと笑んで、ヂェスは脇わきの露ろ店てんで買ったばかりのキセルを銜くわえる。吸い込まず、逆に息を吹き出すと本来煙けむりが昇のぼるはずの穴からはいくつものシャボン玉が浮うかび上がった。くるくると虹にじ色に光り空へ上がるそれを見上げた先で、建物の窓まどからこちらへと手を振ふる娘むすめにヂェスは愛想よく手を振り返した。

　それを見たジルバが口元を引きつらせる。

「お前の神経って、一いつ般ぱん人じんの何十倍も太くできてんじゃないかと思うぜ」

「えー？　オレが太いんじゃなくて他の人が細すぎるだけでしょ」

　さらりと責任転てん嫁かし、肩かたを組むふりをしてシャボンキセルをジルバの襟えり元もとに差し込む。

「それにね、オレも嬉しかったんだよ。何の圧力も掛かかっていない自由な音楽を聴きけたことがさ」

　ぽつりと言った言葉と、それと同時に一いつ瞬しゆん曇くもったヂェスの表情を、差し込まれたキセルを取ろうと顔を背そむけていたジルバが気付くことはなかった。

　背中にまで落ちてしまっていたキセルをようやく引き上げ、ジルバが顔を上げた時にはヂェスはいつもの食えない笑顔で少し前を歩いていた。その更さらに前方で、興味を引かれるまま子犬のように飛び回っていたコハクがこちらを振ふり返り、叫さけんだ。

「あっちで花火が上がるんだってさ！　あたし、見たことないんだ。先行ってるな！」

　どうやら神経が太いのはヂェスだけではないらしい。興こう奮ふんした面持ちで町の中央通りへと駆かけ出すコハクに苦笑しながら、ヂェスはジルバを仰あおぐように振り返る。

「花火見物にビールとナッツは欠かせないだろ？　後は何がいいかな」

「三日間飲み続けるつもりかよ」

「ジルバが嫌いやだって言うなら、オレだけ楽しむからいいけど？」

　コリコリと心地よい音を立ててナッツを頰ほお張ばりながら、ヂェスは笑顔で首を傾かしげる。片手に持っているナッツの紙かみ袋ぶくろは先ほど通りかかった露ろ店てんの売り子がウィンクと一いつ緒しよにくれたものだ。

　穏おだやかで端たん整せいな顔立ちは異性からの熱い視線には事欠かないが、一方で、その奥おく底そこに潜ひそむ腹の黒さを醸かもし出している顔だ、とは長年付き合っているジルバからよく聞かされる台詞せりふだ。

「はっ、冗じよう談だん！」

　ジルバは追い抜ぬきざまにヂェスの懐ふところから小銭入れを奪うばうと、その足で瓶びんに入ったビールを二本買い、立て続けに栓せんを抜く。しゅぽん、と小気味いい音とともに瓶口から緩ゆるい泡あわが湧わき上がり、ガラス瓶の表面を伝った。

「祭りに乾かん杯ぱい？」

「いや、俺おれのタダ酒に乾杯だ」

　合わせた瓶の音が空に輝かがやく大輪の花にかき消される。光に浮うかび上がる遠くの風車と、すぐ目の前に浮かぶ花火の円が地面と空との距きよ離り感を狂くるわせる。

「今年は本当に盛大だね」

「貴族様が来るってのも今年が初めてだ」

　店前に無造作に置かれているベンチ代わりの木箱に腰こし掛かけ、空を仰ぐジルバの横目がヂェスを捉とらえる。

「貴族が来るから盛大なのか、盛大だから貴族が来るのか……俺ら町の者からすれば儲もうかればそれでいいんだけどな」

　それでも訝いぶかしげな表情を隠かくそうとしないのは、ジルバもまた貴族を好ましく思っていない節があるからだ。

「何かキナ臭くさい話でも？」

　花火を見上げながら世間話をするかのように聞く。花火から目を逸そらさずに、ジルバが口を開いた。

「西のアーベントで小規模な内乱が起こったらしい。規模の割りにすぐには収まりが付かず、城の警備隊が出張ったって話だぜ」

　アーベントと言えば農業を主な収入源とする田舎いなかの小さな村だ。

「無理な増税？」

「理由はな。でも問題はそこじゃねぇ」

　空からの光でジルバの横顔が色とりどりに照らされる。傾かたむけられたビール瓶びんの中身は早くも僅わずかとなっていた。

「統率が取れすぎていたんだ。だから領主の私兵だけでは鎮ちん圧あつできなかった」

　ともすれば花火の爆ばく発はつ音おんにかき消されそうな声を、しかしヂェスは確かに拾ひろった。

「……たまたま才ある奴やつがいたって可能性もあるよね？」

「盤ばん戯ぎも知らないような奴やつ等らがか？　何より、駒こまは訓練を受けたことがない農夫だぜ。複雑な作戦に対応できると思うか」

「まぁ、難しいだろうね」

「誰だれかが指し揮きをしていたのだとすると、内よりも〝外〟だろ」

「あぁ、なるほど。それは確かにえらくキナ臭くさいね」

　次々と色が変わる光の中で、ヂェスが小さく目を眇すがめた。そして、低い声音で小さく呟つぶやく。

「……そろそろ、気ままな生活も終わりかなぁ」

　ジルバの視線がこちらへ向けられるのが分かった。それが、気き遣づかわしげな色を湛たたえているだろうことも想像がついたが、敢あえてそれに気付かないふりをしてヂェスは薄うすく笑む。

「貴族は気に食わないとはいえ、この仕事自体は嫌きらいじゃなかったんだけどね」

　ため息とともに漏もれたその言葉には、既すでに諦あきらめの色が含ふくまれていた。

　逃のがれられない運命。恨うらむ相手を己おのれの才とするならば、それは皮肉以外の何物でもない。

　ヂェスは小さく頭を振ふると、いつもの穏おだやかな笑みを浮うかべた。

「まぁ、今すぐどうこうなるわけじゃないしね。今は今を楽しむのが一番だ」

　言うと、ヂェスはジルバの手から空になった瓶を取り、代わりに自分の財布を握にぎらせる。

「オレが場所取りしといてあげる」

「それは、俺おれに買って来いと？」

　ひくり、とジルバの頰ほおが引きつる。

「だって、まだ飲み足りないでしょ」

　微び妙みように話をずらして、ヂェスが当然とばかりに言う。反論を試みたジルバだが、しかし言っても無む駄だだと両手を上げて席を立った。その背に軽く手を振って、ヂェスはコハクを探し中央通りへと歩いていった。

　通りから中央広場に向かうロータリーはシンボルの時と計けい塔とうを囲むように人で溢あふれていた。

　飛空船が着地している広場は、本日の花火に合わせて一定時間閉へい鎖さされている。陸路も同様に車両規制がされているため、普ふ段だんは公共の乗合馬車やライクフォーゲルで溢れる通りが今日は車道とは分からないほど人で埋うめ尽つくされていた。

　ヂェスは時と計けい塔とうの上に撓しな垂だれかかるような花火を尻しり目めに、先に到とう着ちやくしているはずの小こ柄がらな少女の姿を探す。

　辺りを見回していた時、ふとロータリーの東の一角に妙みような空間が出来ているのに気付いた。

　満員の音楽堂で演奏途と中ちゆうに人が席を立つと、舞ぶ台たい上からは妙にそこだけ浮ういて見える、そんな感じだ。

「うわー、なんか……ヤバイ気がする」

　場所が場所だけに危機感を覚え、ヂェスは逃にげるようにそちらに背を向けた、その刹せつ那な。

「やぁや！　偶ぐう然ぜんですなぁ先生！」

「げっ……」

　端たん整せいな顔を露ろ骨こつに歪ゆがめたヂェスの肩かたを、でっぷりとした手がしっかりと摑つかんだ。

「先生も祭りを見にいらっしゃったのですか？　こいつは嬉うれしい遭そう遇ぐうだ」

「……シュヴァイン男だん爵しやく、でしたか。やっぱり……」

　飛空船を見た時から嫌いやな予感はしていたのだ、とヂェスはさりげなく半歩下がり肩から手を外した。

　脂あぶらぎった顔につぶらな瞳ひとみと上向いた丸鼻を持つ、冗じよう談だんのような顔のこの中年男性が、ヂェスが最も苦手とする貴族、シュヴァイン・エーンリッヒ男爵だった。

　元々は商人相手の金貸しを生業なりわいとしていた家系だったが、シュヴァインの代からは行商も行い成功。戦後は復興に多額の金を融ゆう通ずう、貢こう献けんしたとして爵位を得た。詰つまる所ところが戦後成金というやつであり、それ故ゆえに貴族としての権力掌しよう握あくにやっきになっている。その結果として、権力の象しよう徴ちようであるヂェスの作る音楽をヂェスごと手に入れようと事あるごとに勧かん誘ゆうしてくるのだった。

「まぁまぁ、ここで出会ったのも縁えん。こちらで一いつ緒しよに飲みましょうや。特等席ですぞ」

　男爵が示すのは、先ほどの空間。そこにはその場にそぐわない赤いビロードが敷しかれ、どうやって此処ここまで持ち運んだのか疑問さえ感じる革かわ張ばりのソファーが置かれた特設会場と化していた。

　ヂェスの顔がよりいっそう引きつる。ここに足を踏ふみ入れたら最後、専属にならないかと延えん々えん口く説どかれるに決まっているのだ。女の子を口説くのは嫌きらいじゃないが、中年男性に口説かれて喜ぶ趣しゆ味みは到とう底てい持ち合わせていない。

「申し訳わけありませんが、男爵。本日は友人たちと休きゆう暇かで来ておりますので……」

「ほう、それではその方々もお招きしましょう。この辺りの下々の食べ物とは比べ物にならない料理を馳ち走そうしますぞ」

「……そんな下々の祭りに参加するなっての」

　横を向いてぼそりと呟つぶやく。男爵のこういった発言の数々が普ふ段だん冷静なヂェスをここまで苛いら立だたせる要因であることに、この男はいつまでたっても気付かない。

　さて、どう逃にげようかと引きつり笑いを浮うかべたヂェスが考えていた時、ふいに背後から服が引っ張られた。

「ヂェス、何してんだよこんなとこで。あっちで女の兄ちゃんが探してたぞ」

　振ふり返ると、コハクがスティック状の焼やき菓が子しを銜くわえつつ服を摑つかんでいた。またもやどこかの店でもらったらしい。人ひと懐なつっこさもここまでくれば生きる術すべにもなるだろう。

　もぐもぐと口を動かしながら、こちらを見上げるその無む垢くな表情に、ヂェスの引きつっていた口元が和やわらぐ。

「あはは、女の兄ちゃんはよかったな。──男だん爵しやく、連れが待っておりますのでこちらで失礼いたします」

　コハクの背を押おすようにして方向転てん換かんさせ、自分もそれに倣ならう。

「ま、待て待て。ほらほら、可愛かわいらしいお嬢じようさん。あなたもこちらで一いつ緒しよにいかがですかな？　朝一で港から取り寄せた最高級の魚がありますぞ。新しん鮮せんだから生で食べられる」

　なおもしつこく言い寄る男爵が、コハクに笑顔を向ける。もっとも、それを見て善ぜん人にんと思う者はいないだろう悪人笑いだが。

　魚、という言葉にコハクの足が止まる。振り返ったコハクは、テーブルの上に置かれた皿へと目を向けた。まだ行動を共にして間もないが、それでもコハクの食への執しゆう着ちやくから、その先の行動を読んだヂェスは片手で目元を覆おおった。
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　しかし、意外にもコハクの返答は短かった。

「いらない」

　ばっさり切り捨てられた男だん爵しやくは若じやつ干かん引きつりつつも、なお食い下がる。

「お、おやおや。これは東部地方特産の滅めつ多たに手に入らない魚なんですぞ？　君みたいな庶しよ民みんの子どもには一生かかっても食べられる代物じゃあないんだよ？」

「ふーん。じゃあなおさらいらないや。いくら美味おいしくっても、どうせこの先二度と口にする機会なんてないだろうし、下手へたに口を肥えさせる必要なんてないもんな。それよりヂェス、あたし、さっきあっちで売ってた赤い飴あめが食べたい！」

　ヂェスに向き直ったコハクが無む邪じや気きにねだる。その背後では置いてけぼりを食らった男爵が信じられないといった表情を浮うかべていた。ヂェスはこみ上げる笑いを堪こらえつつ、困ったような表情を保つ。

「な、な、何なんだこの者は！」

　真っ赤になった男爵に、ヂェスは申し訳わけなさそうな顔を作ってコハクを背後へ隠かくした。気分的にはざまぁみろだが、これ以上コハクと接せつ触しよくさせて面めん倒どうを起こすわけにはいかない。

「申し訳ありません。友人の妹なんですが、なんせ田舎いなか育ちなもので礼れい儀ぎを知らず。失礼しました。あぁ、明日の演奏会には顔を出させていただきますよ。私の曲を演奏してくださることですしね」

「おぉ！　そうかそうか。ではまた明日あらためて話をしようじゃありませんか。ぜひ、吾わが輩はいの船で演奏を聴きいてくだされ」

　できることなら近づきたくなどなかったが、この際仕方がない。ヂェスは胸むねに手を当てる格式張った礼で承しよう諾だくを示すと、コハクの背を押おし足早にその場を去った。

　ようやく喧けん騒そうの中へと戻もどると、重いため息が湧わき上がった。同時にコハクが舌打ちとともに憤ふん然ぜんと言う。

「何なんだよあのブタ。あんたもよくよく男に気に入られる奴やつだな」

「全まつたくもって不ふ名めい誉よきわまりない賛辞をありがとう。……でも助かったよコハク。あのオジサン、しつこくて。けど意外だったな、君が食事の誘さそいを断るなんてさ」

「あたし、貴族も生魚も大っ嫌きらいなんだよな。そもそもツラ見た瞬しゆん間かんからあの男は気に入らねぇ！」

　何とも率直な理由に苦笑しつつ、しかしふとヂェスは疑問を持った。

「あれ、でも旋せん律りつ士しになったら毎日貴族と付き合うことになるけど？」

「あ、それはヘーキ。ただの金ヅルだと思うからな。割り切っちまえばどうってことないよ」

　しれっと言ってのける少女に、思わずヂェスは吹ふき出した。見た目に反して大した性格だ。

「何だよ」

「いやいや。君はたくましい子だなぁと思ってさ」

　不服そうに顔を背そむけたコハクの後ろで、二階建ての店に続く外階段の途と中ちゆうに座っていたジルバがこちらを認めて手を上げた。なかなか良い場所を確保している。

「ヂェス、お前何やってんだよ、花火終わるぞ」

「ごめんごめん。一寸とある貴族サマに口く説どかれてて」

「あぁー例のブタか。モテる男は辛つらいねぇ」

　にやりと笑うジルバの横に腰こし掛かけるとビールを受け取り、ヂェスは仰あおぐようにして中身を流し込む。ぷはー、と息を吐はくと同時に頭上で大きな花火が散った。その光を浴びるように上を向くと、どっと疲つかれが押おし寄せた。顔を合わせていたのは短時間だというのに、ある意味で非常に影えい響きよう力りよくのある人物だと言えるのかもしれない。

　隣となりで手て摺すりに身を乗り出し花火を見上げていたコハクが、ふと下方へと視線をずらし呟つぶやいた。

「なぁ、さっきのアイツ、屋台に行ったら気絶するんじゃねぇか？」

「ん？」

「お仲間が無残な姿だ」

　ヂェスもコハクの目線の先を辿たどる。

　そして、そこにあったソレを見て、堪こらえきれずに声を上げて笑った。

「あっははは！　本当にどこまでも黄金が好きなんだねぇ、貴族ってやつはさ」

　二人の視線の先には、男だん爵しやくそっくりな豚ぶたが、蜜みつと油で黄金色に輝かがやきながら、店の軒のき先さきで空くう虚きよな眼がん孔こうをこちらに向けていた。
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　祭りのメインとなる二日目は、前夜祭とは異なり午前中から開かい催さいされる。昨日に続き気持ちのよい快晴の中、町のいたる所で大道芸や演劇が行われ、通りには大小ずらりと店が並ぶ。それぞれが盛り上がっているが、あちらでは道化師が火を吹ふいているかと思えば、こちらではパイの早食い競争が催もよおされているなど、そこに一いつ貫かん性せいはない。

「こら、あんまりチョロチョロすんなっての」

　小さな子どものように四方へと興味を散らすコハクのフードを捕とらえて、ジルバが疲つかれ顔でこぼした。

　朝食を一いつ緒しよに食べようなどとヂェスが言ってきた時にもっと疑うべきだった、と今いま更さらのようにため息をつく。少女を残してしれっと去った当の本人は、ジルバに子守りを押しつけて仕事に行ってしまった。この時期にヂェスが特別な仕事を行うことは知っているし、仕方がないこととはいえ、件くだんの少女は子ども以上に手が掛かる。その上、本人には全まつたくその自覚が見受けられないが、仮にも彼女はお忍しのびの立場である。

　ヂェスが戻もどったら文句の一つや二つは言ってやろうとジルバは心に誓ちかう。

「あっ！　あそこ！　なんか人が集まってる！　行ってみようぜ！」

　そんな保護者の心境を気にも留めず、コハクはするりとジルバの手から逃のがれると、小広場へと駆かけていく。

「あーもー……だから、ちょっと待てって」

　束ねた髪かみを搔かきながら、半ば諦あきらめた口調で言うと、ジルバはその後を追った。

「おう、ジルバじゃねぇか。なんだ、一丁前に女連れか？」

　人ひと垣がきの中から茶化すように言ったのは、宿屋のブルースだ。早くも片手には酒さか瓶びんを持ち、すっかり出来上がっている。

「ただの子守りだっての」

「安心しろや、ヂェスには黙だまっててやるから」

　豪ごう快かいに笑うと、ため息をつくジルバの肩かたをばしばしと叩たたく。いくら気心知れた相手とはいえ、この場でコハクの正体を知られるわけにはいかない。

　変に否定するのも面めん倒どうになり、コハクを人垣に紛まぎれ込ませると、視界から隠かくすようにその背後に立った。ブルースは興味深そうにコハクを見たが、深く詮せん索さくする気はないようだ。ひょっとしたら彼なりに気を使っているつもりなのかもしれない。

「さぁさ、腕うでに自信のある奴やつはどんどん参加してくれ！　この町一番の強つわ者ものはどいつだ!?　この強きよう靭じんな肉体の我が弟に一いち撃げきでも入れることができれば、賞金を贈ぞう呈ていだ！　刃物でなけりゃ武器を使ってもいいぞ。ただし、攻こう撃げきのチャンスは三回。全すべて防がれたらここにある商品を一つ買ってってもらうんで、そのつもりでかかってくるように！」

　樽たるの上に立った小こ柄がらな男が、声を張り上げ挑ちよう戦せん者しやを募る。人垣の中心で仁王立ちしている角かく刈がりの男が、自信に満ちた表情で周囲を見回している。その足元には怪あやしげな商品が並んでおり、どうやら流れの露ろ天てん商しようのようだが、客引きを兼かねたイベントらしい。

「すごいな、一発入れるだけで賞金だってさ」

　人垣の中で背せ伸のびをしながらコハクが楽しげに言う。

「ああやって勝負させて、負けたらバカ高い商品を買わせんだよ。しかも賞金がいくらか言ってないから、どうせたいした額じゃねぇんだろ」

　言う傍そばから数人の男が名乗りを上げ、あっという間に敗者となる。角刈り男はその巨きよ体たいからは想像がつかない素早さで繰くり出された攻撃を受け止め、相手の隙すきを狙ねらっては綺き麗れいな一撃を与えていた。

「すごい、デカいのに速いな」

　楽しげに言うコハクの眼の輝かがやきを見たジルバは、嫌いやな予感しかしない。

「さぁ、ここまで勝者はいないが、次は誰だれだ!?」

　小柄な男が声を張り上げる。その言葉に、やはりというタイミングでコハクが勢いよく手を挙げた。

「あたし、やりたい！」

「おい、馬ば鹿かやめろって！」

　ジルバが慌あわてて止めるのも聞かず、コハクはするすると人ひと垣がきの間を抜ぬけ、円の中心へと立った。

「お前の彼女、なかなか勇ゆう敢かんじゃないか」

　けらけらと笑いながら言うブルースの言葉にも、ジルバは顔を引きつらせ額ひたいを押おさえることしかできない。

「おっと、勇気あるお嬢じようちゃんが挑ちよう戦せんだ！　女の子だからって手加減ハンデはないぞ？」

　樽たるの上から、コハクに気付いた男が楽しげに言う。

「手加減なんかいらないよ。武器、使っていいんでしょ？」

　言うと背中に手を回し、マントの裏から二本の棒ぼうを取り出す。手首から肘ひじくらいの長さのそれには、片方の端はしから直角に短い棒がついている。コハクは両手にそれぞれその短い部分を握にぎると、身体からだの横でくるりと回した。棍こんにしては短いそれは、この辺りでは見たことがない得物だ。

「あとさ、賞金はいらないから、もしあたしが勝ったらアレが欲しいな」

　コハクが指さしたのは並べられた商品の中の一つで、小さな紫むらさきの石がついたブローチだ。

「あぁいいとも。ただし、一いち撃げきも入れられなかったら君がアレをお買い上げだ」

　勝てるわけがないと踏ふんだのだろう、男は迷う素そ振ぶりもなくコハクの提てい案あんを受け入れた。無む謀ぼうな挑戦者に、観客が沸わく。

「嬢ちゃん、無茶だ。やめときな」

　前列の老ろう婆ばが声を掛かけるが、コハクの目は、既すでに獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのように相手のみを見み据すえている。

「準備はいいかい？　それじゃあ、始め！」

　樽の上で男が手を振ふり下ろす。同時に、コハクが地面を蹴けって角かく刈がり男の胸むな倉ぐらへと飛び込む。コハクが振り上げた拳こぶしを、男は軽々と摑つかんだ。続いて振るった左腕うでも、これまた難なく男の大きな手によって捉とらえられる。これでコハクは両手を奪うばわれた形となった。大男がにぃと口元を釣つり上げた。次の場面を予想して、観衆から小さく悲鳴が上がる。

　勝負は、一いつ瞬しゆんだった。

　コンッ、と小さな音が広場に響ひびく。

「あたしの勝ち、だな」

　にっと笑ったコハクの右拳と左腕は角刈りにしっかりと捉えられたままだ。しかし、その左手に握られた棒が手の中でくるりと回って男の額ひたいを打ったのだ。

　一瞬の静せい寂じやくの後、広場に歓かん声せいが上がる。

「こいつはやられた。まさかの勝利！　皆みんな、この小さな勇者に拍はく手しゆだ！」

　小こ柄がらな男が大げさに仰のけ反ぞりながら樽たるから下りてくると、コハクの手にブローチを乗せた。

　その一いつ瞬しゆん、ちらりと付けられた値札を確認し、大した額ではなかったことに露ろ骨こつに安あん堵どの表情を浮うかべる。

「ありがと。楽しかった」

　コハクはそれを受け取ると、喝かつ采さいに送られるようにして人ひと垣がきから抜ぬけ出る。少し離はなれたところから成り行きを見守っていたジルバの元まで来ると、満足げな笑みを向ける。

「お前な、自分がお尋たずね者だって忘れてんだろ？」

　隣となりに立つブルースに聞こえないように小声で叱しかるが、本人はいたって平然としている。

「大だい丈じよう夫ぶだいじょーぶ。音楽校の関係者でもない限り、首元さえ隠かくしてればバレないって」

　そして、ヂェスと同じようなことを言う。どうにも自分はこの二人とは思考回路が異なるようだとジルバは小さく息を吐はいた。

「それよりさ、この近くに宝石商ってない？」

「……宝石商？」

　怪け訝げんな表情のジルバに、コハクは無む邪じや気きな笑みを浮かべて答える。

「コレ、枠わくは安物のオモチャだけど中身は本物の宝石。アメテュストの原石だよ。このデカさだと、価値を知ってる奴やつに持っていけばかなり良い値段が付くぜ。アイツ等らは気付いてなかったみたいだけどな」

　しれっと言うコハクにジルバは言葉をなくす。勝負を挑いどむあの一瞬で、それを見破ったというのか。

　先ほどの見み慣なれぬ戦い方といい、品質を見極める力といい、一体この少女はどういった生い立ちなのだろうか。

　思わず尋たずねたくなったジルバだったが、しかし彼女が本来であればこの場にいるはずのない音学生だということを思い出し、言いとどまる。

「おい、ジルバ。あの娘むすめ、本当に何なんだ……？」

「情報は取しゆ捨しや選せん択たくが必ひつ須す。必要のない情報には無む闇やみに手を出すな、ってことだよ、ブルース」

　呟つぶやいたブルースに向かって自みずからの矜きよう持じを告げると、再びあっという間に興味の対象を他へと向けた少女の後を追って、ジルバは石いし畳だたみの道を歩きだした。

　後には、呆ぼう然ぜんとしたブルースだけが残された。
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　午前中いっぱい町中を歩き回って祭りを満まん喫きつしたコハクと、それに付き合っていたジルバは昼過ぎに酒場へと戻もどってきていた。普ふ段だんは夜しか営業していない酒場だが、祭りの間は昼から店を開けており、酒はもちろん、ちょっとした料理を食べられるようになっている。

「いろいろあって面白かったけど、なんかごちゃごちゃした祭りだな」

　酒場前の石段に行ぎよう儀ぎ悪く座り込んで揚あげパンを齧かじりながら、コハクが辺りを見回し呟つぶやく。甘あま辛からく煮にたひき肉がパンからこぼれそうになるのを口で受け止めつつも未いまだ視線は落ち着かない。

「そりゃ、この大陸にある国は皆みな、数百年前にこの大陸に渡わたってきた多民族が集まってできたものだもの。この国だって多様な民族の末まつ裔えいによってできているのよ。地域ごとに多様な文化を持っている上に、ここは王都の出入り口にある宿場町だからね。あっちからもこっちからも国中の人が訪れては自分達の祭り文化を刻んでいくものだから、お陰かげで楽しけりゃ何でも有りになっちゃったってわけ」

　長い髪かみを頭上で団子に纏まとめ、高襟ハイカラーのシャツに黒いサロンエプロンを締しめたジルバが笑顔で客に手を振ふりながら答えた。ライカ特製の揚げパンを店頭で売る彼は、店に戻もどるや否いなや〝ジル〟へと姿を変えた。恰かつ好こうはユニセックスだが、化け粧しようと仕草が完かん璧ぺきなだけに他の地域から来た者はそれが男だとは到とう底てい気付かないだろう。そして、その笑顔は確実に売り上げに結びついている。

「アタシのジルバって名前も、このあたりじゃ珍めずらしいのよ？　アンタのコハクって名前も相当珍しいけどね」

　言われてみれば、コハクの周囲に同じ発音の名前を持つ者はいないが、コハクが育った環境下では名前は〝あれば便利〟程度のものだった。だから、珍しかろうがコハク自身、大して興味もなかった。

「ふーん。んじゃ、あの行列は？」

　コハクが指さす先には、剣けんを携たずさえ古めかしい甲かつ冑ちゆうに身を包んだ男達が大通りを賑にぎやかに行進していた。前方は槍やりを持った歩兵、その後ろに騎き兵へい隊たいが続き、それに取り囲まれる形で紅あかい馬うま鎧よろいに身を包んだ漆しつ黒こくの馬が堂々と中央をゆく。黒馬に乗るのは同じく漆黒の甲冑を身に纏い、高らかと剣を掲かかげた騎士姿の男。

「あれは、三百年前の大陸戦争で勝利を収めた我が国の騎士団。出しゆつ陣じん時じにも凱がい旋せん時も彼らはヴィンタールの門をくぐったとされているの。それを誇ほこって毎年騎士行進が行われているのよ」

「あの全身黒い奴やつが騎士団長？　なんか、ヒーローってより悪者って感じだな」

　ジルバの説明にコハクが大した興味もなさそうに言う。

「まぁ、少なくとも聖なる白騎士ホワイトナイトではないわね。アンタだって知ってるでしょ、この国は〝悪あく魔まに守られている国〟なんだから」

「あぁ。〝戦士は皆みな戦火に倒たおれ、国力尽つきしその時に、突とつ如じよ現れし悪魔の声に導かれ、我らは勝利の剣を突つき上げたり〟ってやつだろ」

　それはこの国の子どもなら必ず一度は聞かされるおとぎ話で、もちろんコハクも知っている。要は、三百年前の大陸戦争において窮きゆう地ちから奇き跡せきの勝利をもたらした王国騎士団の活かつ躍やくを語ったものだが、敵国が神国であったため、自みずからの命を懸かけて戦った騎士団長、ハロルド・ガスリーを神の対極にある悪魔と表現したのだろう。

「その悪あく魔まだとされているのがあの騎き士し様ってわけ。白馬に白騎士姿だったら敵国みたいでしょ。だからあえてアンタが言うところの〝悪者っぽい恰かつ好こう〟をしてるのよ」

　ふーん、と鼻を鳴らしたコハクに、ジルバが僅わずかに眉まゆ根ねを寄せて言い添そえる。

「……というかアンタ、さっきの間ま違ちがって覚えてるわよ？　国力尽つきしその時に、〝突如現れし〟なんて句は無いわよ。それだと、窮きゆう地ちに陥おちいって初めて悪魔が出てきたことになるじゃない。じゃあ騎士団長はそれまでどこに居たんだって話になるでしょ」

「えぇー!?　でも、あたしは確かにじいちゃんにそう教わったよ！」

　口をすぼめて反論するコハクに、ジルバは辟へき易えきした表情で嘆たん息そくした。コハクに言い伝えを教えた者か、もしくは本人が間違って覚えていたというだけなのだろうが、仮にも王国に住まう者が、今の今までその間違いに気が付かないとは。

「ひょっとしたら、騎士の元へと本物の悪魔が現れたのかもね」

　頭上から加わった第三者の言葉に、コハクは揚あげパンの最後の一口を飲み込みながら顔を上げた。青い空に重なって、黒くろ髪かみの男が緩ゆるめの表情で行進へと目を向けていた。

「ヂェス！　今までどこ行ってたんだよ」

「んーと。オレを待っていてくれる女の子達に会いに、かな？」

「ふーん。男にだけじゃなくて、ちゃんと女にもモテるんだな」

「……男モテをオレのデフォルトにするの止やめてくれる？」

　コハクとしては率直な意見を言ったつもりだったが、何故なぜかヂェスは苦い笑みを浮うかべてそう言った。

　ザッ、ザッ、と規律的な足並みで、騎士団の一行が目の前を通過してゆく。近くで見ると、馬上の騎士は自分が思っていた以上に高い位置に居た。

　いくら閉へい鎖さ的な環境に居たとはいえ、馬は多頭引きの乗合馬車などで何度も目にしている。

　しかし、今目の前を通り過ぎた馬は、馬車を引くがっしりとした体格のものではなく、おそらくスピードを重視した細身で大おお柄がらな馬だった。真っ黒な軀く体たいはしなやかで美しく、その上で胸むねを張る黒い甲かつ冑ちゆうの騎士団長の威い厳げんをも高めているようだ。

　その姿は、先ほどまでコハクが持っていた悪役イメージを払ふつ拭しよくした。

「かっこいー……」

　呆ほうけたように口を開けて馬上を見上げたコハクが、思わずといった体ていで呟つぶやく。

「あたしさ、悪魔が守る国っていうから、小さい頃ころはこの国の王様が悪魔なんだと思ってたんだ」

　ぽつりと言った言葉に、横に立つヂェスがぶはっと盛大に吹ふき出した。ジルバまでもが口元に拳こぶしを当てて笑いを堪こらえている。

「な、何だよ。だって悪魔が守る国なんだから、そのトップが悪魔なんだって思うだろ!?」

「いやいや、ゴメン。あまりに言い得て妙みようだったもんでつい。確かに王様は騎士団長なんかよりもずーっと悪あく魔まっぽいと思うね、オレは」

　ケラケラと笑いながら、まるで王様を知っているかのような口ぶりで話すヂェスに、疑問を感じないでもなかったが、貴族間でも名の知れた作曲家だというヂェスは、ひょっとするとこれまでに王と謁えつ見けんする機会があったのかもしれない。

「ねぇ、そろそろ演奏会が始まる時間よ。広場に向かいましょう。ヂェスの熱ねつ烈れつなファンがお待ちなんでしょ？」

　ようやく笑いを収めたヂェスに、ジルバが言う。

「あー……そうだった。やっぱ行かないとまずいよねぇ、一応お得意様だし。けど、行きたくないなぁ……」

　豚ぶたのような顔を思い浮うかべてだろう、心底嫌いやそうな顔で呟つぶやくヂェスと並んで、ジルバとコハクも中央広場へと向かう。

「コハク？　どうかした？」

　無意識に足が鈍にぶっていたコハクを振ふり返って問うたヂェスに、コハクは無言で首を振る。演奏会が純じゆん粋すいに楽しみである気持ちと、自分が求めながらもなかなか手に入れることができない世界への嫉しつ妬と心しんが入り混じった今の心境は、とても言葉では言い表せない。それでも、演奏を聴きかないという選せん択たく肢しはあり得ないのだから、どうしようもない。

　ぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめたコハクは、勢いよく地面を蹴けって一息にヂェスを追い抜ぬかす。

「ちんたら歩いてたら置いていくぞ！」

　じっと考えるのはコハクの性分ではない。とにかく今は、選えりすぐりの旋せん律りつ士しによる音楽を聴けるこのチャンスを無む駄だにしないように盗ぬすめる技術は盗んでやろう。そう意気込んだコハクの表情は、もう曇くもってはいなかった。




　　　　　　　　　　８




　開始時間にはまだ余よ裕ゆうがあるにも関わらず、中央広場は既すでに人で溢あふれていた。谷を抜けた先にある広場は中央に向かってなだらかな傾けい斜しやになっており、そこへ続く通りからの階段にも人々が腰こし掛かけていた。隙すき間まを縫ぬって通るのがやっとの状じよう況きようだ。

　祭りのために訪れた観光客はもちろんだが、中にはエプロン姿のままの者もおり、町人の誰だれもが一時商あきないの手を休めてこの場に集まっていることが窺うかがえた。広場の周りの建物の屋根に登っている者までいる。皆みなの視線が集まる先には設置された舞ぶ台たいと、その背後に聳そびえるように鎮ちん座ざする巨きよ大だいな船。

　甲かん板ぱんには、舳へ先さきを中心に弧こを描えがくように椅い子すが並べられ、バルコニー席が作られている。

「観客席まで自前でご用意くださったのか。何を考えてのことだか知らないけど、大層なことだね」

　全まつたく感動の色を見せずに、冷めた口調でヂェスが言う。

「成金趣しゆ味みもあるんだろうが、それにしてもデカい船だな」

　思わずだろう、素の口調になりながらジルバが飛空船を見上げる。

「いくら金が有り余っているとはいえ、あんな巨きよ大だいな船、長旅でもしない限り必要ないだろ」

「神国との交易に今まで以上に力を入れているというのは本当らしいね」

　十五年前の戦争を最後に、神国と王国は講和条約を結び、勃ぼつ発ぱつと収束を繰くり返してきた戦争に終しゆう止し符ふを打った。その際、自国に兵を持たない神国と平等であるためという名目で三百年以上の歴史を持つ王国の騎き士し団だんは解散させられ、今では先ほどのパレードのように過去の産物として語られるに過ぎないものとなっていた。

　だが実際のところ、神国は確かに自国での軍隊を持ってはいなかったが、神国に忠ちゆう誠せいを誓ちかう、同教の連合小国がそれと同様の立場となっているという裏がある。従って、これは王国が一方的に武力を奪うばわれる形の不平等な条約だった。

　それを分かっていながら、王国がこの条約を飲んだのは戦争末期の状じよう況きようにあった。神国には王国を完全に支配下に置くまでの兵力はなく、仮にそれを成し得た場合は自みずからも相当の深手を負うことは明白であり、逆に王国は戦争によって削けずり取られる国力に限界がきており、王国という国を守る方法が他になかったという理由からだった。

　戦争が収束してからというもの、やがて二国間での交流も生まれ、たくましい商人達は新たな市場の拡大にこぞって神国への貿易体制を整えた。そこで生まれたのが、シュヴァイン男だん爵しやくのような戦後成金の貴族達であった。

「あのブタ男爵、金策だけは得意なようだけど、どうにも判断能力が劣おとってるというか、かつての敵国を相手にしているっていう危機感がないからなぁ……。まぁ、何より余計な厄やつ介かい事ごとを増やさないでくれることが、オレにとっては重要なんだけど」

　ヂェスのついたため息は大きい。厄介事、とはこの場合、強引な勧かん誘ゆうも含ふくまれているのだろう。

　なにやら小難しい話をしている二人を尻しり目めに、コハクは舞ぶ台たい上へと姿を現した旋せん律りつ士し達に目を凝こらしていた。学校で見知った顔がいないかと心配だったが、この楽団は年配者が多く、その中に知人の姿を見つけることがなくほっとする。

　舞台の下には、揃そろいの濃のう紺こん色しよくのスーツを纏まとう旋律士達が左右に分かれて並んでいた。彼らの胸むな元もとには、飛空船の腹に描えがかれたものと同じ紋もん章しようが入っていることから、あの一団がシュヴァイン男爵の連れてきた楽団なのだろうと見当がついた。さすがの男爵も、選せん抜ばつ隊を押おしのけてまで舞台へ上がらせる厚かましさはなかったようだ。それでも巨大な船と旋律士の相乗効果でエーンリッヒ家の宣伝効果は高いだろう。

「あー、やっぱり待ってくれちゃってるよ」

　シュヴァイン男爵の姿を認めたヂェスがため息をつき、そしてふと思い出したようにコハクへと向き直った。

「そうだ。コハク、この演奏会には毎年学校からも偉えらいヒトが来てるんだ。嬉うれしいからってはしゃぎ過ぎちゃダメだよ？　目立っちゃうからね」

　言って、小さな子に言い聞かせるようにコハクの頭に手を置いた。

「分かってるよ！　子ども扱あつかいすんなよ！」

　ヂェスの手を振ふり払はらったコハクは頰ほおを膨ふくらまして反論するが、その様子が子どもじみていることに、本人だけが気付いていない。

「あはは。それならいいけど。さてと、それじゃあオレは貴族サマのご機き嫌げん取りに行ってくるよ」

　観念したような顔で言うと、ヂェスが飛空船に向かう。その行き先を目で追っていくと、船の下で町長と話をしていたシュヴァイン男だん爵しやくがヂェスの姿を認めて歓かん喜きする様が見て取れた。

　こちらからヂェスの表情は窺うかがえないが、きっと引きつりそうな顔を制して必死に笑顔を取り繕つくろっているのだろう。

「コハク、アタシ達も行くわよ。前で見たいんでしょ？」

「あ、うん」

　ジルバに促うながされて、コハクは再び人ひと垣がきを縫ぬうようにして中央へと進む。

　簡易な舞ぶ台たいの上には、中央に指し揮き台だいが据すえられ、それを中心にして扇おうぎ形がたに譜ふ面めん台だいが並んでいた。椅い子すは用意されていない。演奏は座っても行うことができるが、今回は立奏形式らしい。

　学校でも、授業の一環として演奏会を開くことは多々あるし、旋せん律りつ士しが訪れて演奏を聴きくこともなかったわけではない。しかし、学校以外でプロの演奏を聴くのは、コハクにとってこれが初めての経験だった。

「演奏会って、外でやるんだな」

　聞くともなしに呟つぶやいたコハクの言葉に、ジルバが律儀りちぎに返答する。

「元来、騎き士し団だんが戦場から帰き還かんしたことを伝えるために奏かなでられたものだからね。ご立派な音楽堂なんて無く、戦火に瓦が解かいした町の中で、それでも旋律士達が人々に勝利の喜びを伝えたのが、この演奏会の始まりとされているわ」

　ふーんと呟き、再び前へと目を向けると、丁度指揮者が舞台へ上がるところだった。

　所定位置に立った旋律士達と視線を交わしながら、中央の台へと指揮者が歩み寄る。騒さわがしかった広場が、途と端たんに静せい寂じやくに包まれる。コハクも無言で舞台へと身体からだを向けた。

　舞台中央まで進み出た指揮者は、こちらを向いて一礼すると、ゆっくりと壇だん上じようへと上がる。そして、白いタクトをさっと振り上げた。

「──っ！」

　コハクは息を飲んだ。

　パンと勢いよく弾はじけるようなブラスの音色。そして腹の底に響ひびくような重低音のストラ隊がその後に続く。重たい空気を塗ぬりつけるようなストラの上に、細かく軽やかなウィンドがステップを刻む。精せい練れんされた音色はどれも安定感があり、細部にも一切の抜ぬかりはない。それは、今までコハクが学校で聞いてきたどの音楽よりもずっと高い技術を伴ともなう音楽だということが、見習いの立場からでも明白だった。

　──すごい。

　そこにあるのは自分との圧あつ倒とう的な差。細かな音にまで神経を使った丁てい寧ねいな演奏の中では、小手先の誤ご魔ま化かしなど一切通用しないだろう。

　──けど、やっぱり面白くは、ない。

　繰くり広げられる音楽の中で、しかしコハクは思う。

　負け惜おしみではないし、見習いである自分が評価すること自体、おこがましいことも分かっている。それでも、コハクにはそれが最高の音楽だとはどうしても思えなかった。

　コハクは舞ぶ台たいから目を逸そらし、船上の客席に座るヂェスを見上げる。彼もまた、どこか冷めた表情で前方の光景を眺ながめていた。

「これってもしかして、ヂェスの曲？」

　隣となりに立つジルバに、そっと尋たずねる。彼は綺き麗れいな眉まゆを片方だけ動かして、ため息とともに答えた。

「一曲、数百万リロらしいわよ」

　その額に一いつ瞬しゆん眩暈めまいを感じつつ、今度は睨めめあげるようにして頭上に浮うかぶヂェスを見上げる。

　視線を感じたわけではないだろうが、ヂェスがこちらを認めると緩ゆるい笑みを浮うかべて小さく手を振ふった。それに対して、イーっと歯を見せてやる。こんなつまらない曲に金を積む貴族も馬ば鹿かだが、それを作ったヂェスだって馬鹿だ。

「……本当は、もっと好きな曲作りたいクセに」

　呟つぶやいたコハクの声は、ストラの鋭するどい音の中へと搔かき消える。その音を最後に、雄ゆう大だいでつまらない音楽が途と絶だえた。

　再び前を見ると、きびきびとした動きで濃のう紺こん色しよくの制服集団が退場していく。どうやら、最初の一曲だけが合同演奏だったらしい。前方に残るのは黒い礼服に身を包んだ正規の選せん抜ばつ隊。

「さぁ、ここからが本番よ」

　にやりと笑んだジルバが告げたのと同時に、突とつ如じよ、天を劈つんざく勢いで高音のブラスが鳴り響ひびく。先ほどまでの重厚な音楽から一変、そこにあるのは士気を鼓こ舞ぶするような軽快なリズムだ。

「なんか、曲調が変わってるね」

　今までに聞いたことがないような独特の音楽に、コハクが嬉うれしげに言う。こちらも規律的ではあるが、貴族音楽とは明らかに異なりどこか勇ましい。

「よく見てなさいよ。ここでしか見られない音楽だから」

「〝見られない〟？」

　ジルバの不可思議な発言に首を傾かしげる間もなく、目の前でその意味が明らかとなる。

「な……」

　コハクは口を開けたままその光景を見つめる。

　舞ぶ台たい上に並ぶ旋せん律りつ士し達が構えるように手にしているのは、先ほど見た騎き士し団だんが持っていたのと同じような剣けんや槍やり。そして、後方両りよう端はしには王国旗を掲かかげた者もいる。それだけでも十分奇き異いな光景だが、さらに驚おどろくべきは、旋律士達がそのまま舞台上を移動し始めたことだった。もちろん、その間も音楽は続いている。

「何だよ、これ……」

　通常、演奏は起立、着席の差はあっても静止した状態で奏かなでるのが常だ。旋律器官を用いて発する音を安定させることはなかなか難しく技術を要する。音程のコントロールだけではなく、安定した音を保つこともまた、旋律士として欠かせない技術だった。しかし、身体からだを動かすと、どうしてもそれにつられて音も揺ゆれる。だから、練習であっても、旋律士は身体を固定する意識で演奏するのだが。

「すごい……あんなに動いているのに音は安定してる」

「この祭りでしか見られない動奏マーチングよ」

　舞台から目を逸そらさないままにジルバが言う。それが、どれほどの技術を要することか、コハクにはもはや想像すらつかなかった。この祭りで旋律士の選せん抜ばつが行われる理由、それはつまり、この演奏ができる技術力が必要とされるためなのだろう。

　槍を掲かかげる一団が左右から舞台の中央へと移動し、互たがいがぶつかる寸前に直角に折れ、正面へと進む。そして舞台の端ぎりぎりに横一列に並んだ。

　その後に続くように左右の後方から国旗を掲げた二人の旋律士が中央へと進んだ。周囲の音量が下がり、その二人が中心となりメロディラインが奏でられる。貴族音楽には滅めつ多たにない、重低音ブラスによるソリだ。地に響ひびく深い二つの音色が、絡からまり合って一つになる。

　途と端たんに、何故なぜか一部の観客に小さなざわめきが起こる。

「なんだ？」

　思わず振ふり返ると、妙みような反応をしているのはこの町の住人達のようだ。

「あの馬ば鹿か……」

　拳こぶしで口元を押おさえたジルバも何故か苦笑いで呟つぶやく。

　コハクが理由を尋たずねようとしたその時、再びパンと高音のブラスが弾はじけた。コハクの視線が再度舞台へと引き戻もどされる。

　その音を合図に、ソリの二人がバトンのように旗はた棒ぼうを操ると、真しん紅くの国旗がまるで炎ほのおのように頭上で揺らめいた。

　ストラとウィンドの繊せん細さいな音色が滑なめらかなビロードのように広がった後、今度はブラスが前面に出てきて音楽を構成する。

　心臓に直接響ひびくような深い音。あまりの衝しよう撃げきに、コハクは咄とつ嗟さに胸むねを押おさえた。

　その曲は、風変わりな音楽と一言で片付けられるものではなかった。言葉以外の何かが、直接頭の中に語りかけてくるような感覚とともに、血液が沸ふつ騰とうしたかのように身体からだ中を駆かけ巡めぐる。叫さけび、走り出したくなるのを必死に抑おさえ、コハクは舞ぶ台たい上で繰くり広げられる動作に意識を集中させた。

　二つの国旗が中央で交差するのと同時に、再び全体の音量が盛り上がり、そして曲は終しゆう焉えんを迎むかえた。時間にして僅わずか数分の短い曲。しかし、音楽が途と絶だえてからもしばらくは動けないほどに、コハクはその曲に飲まれていた。

「コハク、どうしたの？」

　ジルバの声で、我に返ったコハクは、強こわ張ばった両手を何度か開閉させてからようやく手足に感覚を取り戻もどす。

　周囲を見み渡わたすが、観光客は純じゆん粋すいに舞台上の演目を楽しんでいたようだ。しかし、一部の人々の表情はそれだけではない何かを含ふくんでいるように見えるのは、コハクの気のせいだろうか。

「……これ、何て曲なの？」

　胸むな元もとの服を握にぎりしめたまま、息を整えたコハクが問う。ジルバが、目だけをこちらに向けて、口を開く。

「Untitled無題」

　そして、口元を僅かに上げた。

「題名なんて無いわ。これはたった一度、先ほどあの場所で奏かなでられるためだけに存在した曲だから」

　視線を前へと戻したジルバが、旋せん律りつ士し達を見み据すえながら答えた。

「この曲のベースが作られたのは三百年以上も前。騎き士し団だんをイメージした曲だと言われているけど、作者は不明だし楽がく譜ふの原本も発見されていない。それなのに、今日まで途絶えることなく奏でられているのよ。それがどういうことか分かる？」

　こちらを見下ろして、試すようにジルバが言う。

「……つまり、旋律士達が耳で覚えて伝えてきたってこと？」

「あら、よく分かったわね」

　遠回しに馬ば鹿かにされた気もしなくはないが、それよりも曲のことが気になった。

「旋律士達の覚え方が曖あい昧まいだから、一度しか演奏できない曲ってこと？」

「いいえ。そもそも、ベースの曲はもっと単調だったと考えられているわ。けれど、そのベースの曲に、毎回その時代の代表的な作曲家がアレンジを加えているのよ。さっき奏でられたのも、去年のものから更さらに上書きされた曲。アンタも音学生なら、作曲家が旋律士に演奏する旋律を伝える方法として、書しよ記き伝でん承しようと口頭伝承があるってことは知ってるでしょ？」

　試験前に無理やり叩たたき込んだ座学の内容をなんとか思い出し、コハクは自信なさげに頷うなずく。

　現在は楽がく譜ふによる書記伝承が一いつ般ぱん的であり大半だが、古い曲の中には奏法の情報も含ふくめ、旋せん律りつを数値・文字化し、それを口頭で伝える方法もある。コハクも授業の一環で何度か体験していたが、朗ろう々ろうと読み上げられる旋律を漏もらさず聞き取るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　他の旋律士が演奏した曲を耳で覚えるのは得意だが、自力で数字を音に変へん換かんするのは楽譜通りに演奏することすら困難なコハクにとっては苦手な作業だ。その授業の試験が散々な結果だったことは言うまでもない。

　コハクの苦い表情を気にも留めず、ジルバは続ける。

「毎年、作曲家から選せん抜ばつ隊の各パートへ、旋律が口頭で伝えられるのが習わしなの。だから、この曲の総譜スコアなんて残ってないし、本当の原曲オリジナルも、今となっては誰だれにも分からないのよ」

　題名すらない曲。三百年以上もの昔に作られたそれは姿形を変えながら今も生き続けている。

「……すごい」

　その深く長い歴史と比べて、自分の感想のなんと薄うすっぺらいことか。しかし、それ以外に言いようがないのだから仕方がない。

　コハクの率直な感想に、特に触ふれることなくジルバが続ける。

「形こそないけれど、この曲自体が国宝なのよね。だから、国立楽団が解散した後も、年に一度だけ、こうやって旋律士を集めて演奏してもらえるってわけ」

「何でこんな辺へん鄙ぴな町の祭りに旋律士が集まるんだろうって思ってたんだ」

「辺鄙で悪かったわね。これでも一応王都に含まれて──」

　コハクの発言に反論するジルバの言葉がその場に広がる大きな拍はく手しゆによってかき消される。

「な、何だコレ!?」

　ともすれば拍手によってかき消される言葉を怒ど鳴なるようにして告げると、ジルバもまた怒鳴り返すように答える。

「追加演奏の要求アンコールよ！　ア、ン、コール！」

「すげー！　アンコールって本当にあるんだ！」

　重ねての驚おどろきに、コハクが素直な感かん嘆たんの声を上げる。一応知識としてはあったのだが、音楽を権力の象しよう徴ちようとしている貴族にとって、アンコールは権けん威いを下げる行こう為いとされている。そのため、嫌けん厭えんこそすれ、このように会場全体が一体となって追加要求をする場面など、他では決して見ることはできないものだ。

「アンコールが卑いやしいですって？　上等よ！　澄すまして着飾って拝はい聴ちようしなきゃならない音楽と一いつ緒しよになんてしないでほしいわね！」

　口元を歪ゆがめて笑うジルバの言葉から、彼もまた貴族音楽を好んではいないことが窺うかがえた。

「さぁ、今度は目を閉じてよく聴ききなさい。三百年の歴史を持つ音楽そのものをね！」

　ジルバの言葉に重なって、再び空を劈つんざく高音のブラスが鳴り響ひびく。観客が歓かん喜きに沸わく。コハクは、周囲の熱気に包まれ自みずからの血液もがふつふつと沸き上がっていくのを感じ、それを発散するように力いっぱいに両手を叩たたいた。
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　船の甲かん板ぱんは、俄にわかにコンサートホールのバルコニーと化していた。

　足元に聴ちよう衆しゆうを見下ろし、高見から権けん威いの象しよう徴ちようである音楽を聴きく。どこからどう見ても成金貴族が好みそうなシチュエーションで、ヂェスは湧わき上がるため息を押おさえこむのに必死だった。

「先生、どうですかなこの景色。ここから聴く音楽は、地上よりも一層深みを増すとは思いませんか！」

　諸もろ手てを広げて男だん爵しやくが大おお仰ぎように言う。

「ウィンドとストラの違ちがいすら聴き分けられないくせに、よく言うよ」

　横を向いてぼそりと独ひとり言ごつと、気力で笑顔を保って振ふり返る。

「あぁ、素晴らしいですね男爵。貴き殿でんの旋せん律りつ士し達は選せん抜ばつ隊に引けをとらない演奏力をお持ちだ」

　さりげなく褒ほめる対象を旋律士へと向けたが、男爵はそれはそれで満足げな笑みを浮うかべ、さもあらんと頷うなずいた。つまりは、自分の所有物が褒められれば何でもいいらしい。

「いやはや、さすが先生は良く分かってらっしゃる。吾わが輩はいの旋律士達は全員が選抜メンバーに選ばれてもおかしくはない実力者達だ。どうして各楽団から数名ずつなどという決まりがあるのやら。そんなものがなければ、あそこにいるのは全すべて吾輩の楽団員で占しめておったかもしれませんぞ」

　快活に笑う男爵に、ヂェスは乾いた笑いを返すにとどめる。選抜隊によるこの演奏会の意味は、こんな輩やからに知られていい類たぐいのものではない。知るべき人間が知って初めて意味を成すのだ。

「そもそも、演奏中に話しかけてくる時点で観客として失格なんだけどね」

　自らの楽団の素晴らしさを滔とう々とうと語る男爵を尻しり目めに、ヂェスは心の中だけでウンザリして、下方へと目を向ける。そろそろ余興が終わって本番にさしかかる頃ころ合あいだ。

　下界の観客達は、夢中で演奏を聴いている。観光客の中には、初めて音楽を聴く者も多いだろう。たとえ、ヂェスがつまらないと一いつ蹴しゆうする貴族音楽であっても、音楽に触ふれることがない一いつ般ぱん人じんにとってはありがたさも相まって素晴らしい作品に聴こえるのかもしれない。

　一方、貴族ではないが、毎年この祭りで演奏を聴くことができるヴィンタールの町人達は、楽しげな中にもどこか真しん剣けんな表情で耳を傾かたむけている者が多い。それは、本番になればもっと顕けん著ちよになるだろうとヂェスは見知った顔々を遠目に捉とらえて思う。

　ふと、誰だれかに見られているような感覚があり、ヂェスはそちらへと顔を向ける。だが、そこには町のシンボルである時と計けい塔とうがあるだけだ。そういえばここは船上だったのだとあらためて認識したヂェスだったが、そこから少し視線を下げた時、今では見み慣なれた蜜みつ色の瞳ひとみと目が合った。何やら言いたげな表情を浮うかべているので、取りあえず笑って小さく手などを振ふってみる。

　すると、子どものようにイーっと歯を出してから、ぷいとそっぽを向いてしまった。その様子が何だか可笑おかしくて、ヂェスは口の中でくつくつと笑う。

「先生？　どうかされましたか？」

　一人でご高説を垂たれていた男だん爵しやくが目ざとくそれに気付き、問うてくる。

「いいえ、素晴らしい演奏に口元が緩ゆるんだだけです。私の曲をこのような音楽として演奏していただき、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　他の者が聞けば嫌いや味みに捉とらえられるくらい馬ば鹿か丁てい寧ねいに言ったヂェスの言葉だったが、ポジティブの権化である男爵は文字通りの賛辞と捉えて満足そうに何度も頷うなずいた。

　そんなやり取りをしているうちに、下では男爵の楽団員は退場し、選せん抜ばつ隊による演奏が高らかなブラスとともに始まった。

「なんだ、これは。全まつたくもって優美さに欠けるではないか」

　曲が始まるや否いなや、鼻に皺しわを寄せて不満げに言った男爵に、ヂェスは愛想で上うわ塗ぬりした苦笑を向ける。

「何しろ、下々の手によって守られてきた音楽ですので、男爵のお耳には合わないかもしれませんね。けれどこれは、三百年以上前から存在するこの国の宝なんですよ」

「ただ古いというだけでそれをありがたがるのは、人間の悪いところだ。古い慣習を捨てて、新しい利益を生み出すことを考える、それが吾わが輩はいの商あきないに対するスタンスなものでしてな。こういった古いだけの文化は好かんのですよ」

　持論の絶対性を信じ切った男爵の言葉には偏かたよりがあるものの、全すべてが間ま違ちがいだと言い切れるものではない。しかし、この曲に関しては、お世辞でも男爵の意見に賛同することはヂェスにはできなかった。

　気が付くと、早くも曲はヂェスが練りに練った会心のソリパートへと入っていた。地を揺ゆらすような低音のブラスが上空の空気をも震ふるわせる。

　一方の地上では、ジルバを含ふくめたヴィンタールの町人達があからさまな苦笑を浮うかべてその音楽を聴きいている。どうやら、ヂェスのメッセージは無事に届いたようだ。

「古いものを守るのは、そこに意味があるからなんですよ」

　小さく言ったヂェスの言葉は、曲の最後を締しめる高音の中に搔かき消える。同時に、今年もヂェスの仕事は無事に終わったようだと僅わずかに安あん堵どする。

　その後に生じるアンコール行こう為いに、これまた不服の色を隠かくさない男爵だったが、あと数分でここから解放されると思えば、見るも不快な男爵の表情くらい、目を瞑つぶってやろう。そうヂェスが考えていた、その時だった。

　ピンと張りつめた空気が矢のようにヂェスの頰ほおを掠かすった。先ほど気のせいだと思ったのは、現実だったらしい。どこからか、隠かくすことのない露ろ骨こつな殺意がこちらへと向けられている。ヂェスはその出所を探る。素早く視線を廻めぐらせると、それは時と計けい塔とうの上にいた。陽ひを受けて鈍にぶく光るのは、銃じゆう口こうか。

「男だん爵しやくこちらへ！」

　咄とつ嗟さに腕うでを引き、座席の陰かげに引きずり下ろす。その刹せつ那な、男爵が座っていた座席には鉛なまりの弾たまがめり込んでいた。

「ひゃあぁ！」

　座席の無残な姿に、男爵が身体からだに似合わない細い声を上げた。

　発はつ砲ぽう音おんは演奏にかき消され、ヂェスが気が付かなければ今いま頃ごろ男爵は昨日見た豚ぶたと同じ運命をたどっていたことだろう。

「賊ぞくだ！　二時の方向に数名、時計塔にも二人潜ひそんでる！」

　ヂェスの声に、ようやく敵の存在に気付いた私兵二人が剣けんを構えたが、時既すでに遅おそく、時計塔からマストに張った綱つなに滑かつ車しやを掛かけて甲かん板ぱんへと飛び降りてきていた敵の踏ふみ台となりその場に倒たおれる。仮にも貴族の私兵であるにも関わらず、あまりのお粗そ末まつさにヂェスは心の中で戦力外通告を言い渡わたす。全まつたくもって使えない。

　演奏会中ということもあって、元より甲板に出ている私兵は少ない。ヂェス一人であれば何とかこの場から逃にげ出す方法もあるのだが、残念ながら、こちらにはお荷物が一匹。そして、先ほどの狙そ撃げきからすると、ターゲットはこのお荷物らしいと踏ふむ。

　本音を言えば、この豚がどうなろうと心底どうでもいいのだが、仮にも貴族である男爵を見殺しにしては今後の商売に障さわりがあるし、きっと多少は寝ね覚ざめも悪いだろう。

　武器を手に、口元と頭を布で覆おおった男が四人、二人の前に立つ。

「貴き殿でんのその命、我らが祈き願がん達成の礎いしずえとさせてもらう」

　滑なめらかに言った中心の男は、男爵へ剣の切っ先を突つき付けたままもう一人に顎あごで指示をし、二人を立たせると背中で手首を縛しばり、船首へと転がした。

「き、貴様、吾わが輩はいを誰だれか知っての狼ろう藉ぜきか！」

　丸い顔を真っ赤に上気させ、男爵が叫さけぶ。

「知っているからこその所業なんでね」

　さらりと返した男のイントネーションにはクセが全くない。この大陸で使われている言語は単語には独自性が見られるものの、基本的には統一言語だ。だが、大きく異なるのは、地域によって少しずつ異なるイントネーションで、それが各おの々おのの国の特とく徴ちようになっていた。王国の者であれば、僅わずかに語尾が下がるのが特徴だ。

　たとえ出自を隠かくすために意図してイントネーションを消したとしても、一いつ般ぱん人じんより音程を聞き取るに長たけているヂェスの耳は誤ご魔ま化かされない。

　この男の言葉は、どう聞いても全く特徴が聞き取れなかった。しかし、それが答えを告げている。ヂェスは、過去に一度だけこのようなクセが皆かい無むの言葉を聞いたことがあった。

「誰だれの差し金だ!?　吾わが輩はいの金が目当てか!?」

「男だん爵しやく、落ち着いてください。逆らう場面ではない」

　なおも癇かん癪しやくを起こした子どものごとく吠ほえる男爵を宥なだめ、ヂェスは手て摺すりの隙すき間まからさりげなく下方を見み遣やった。察しのいい者達は、敵てき襲しゆうに気付き始めていることだろう。だが、ここで下の者達に動かれてはまずい。ヂェスの予想が当たっていれば、ここに居る男達は、最も性質タチの悪い連中だ。

　ヂェスは、男爵の身体からだを肩かたで支えるふりをして手摺りの隙間から縛しばられた腕うでを外へと出す。気付いてくれと願いながら、タクトを振ふるように手首から先を音楽に合わせて振るった。すると、アンコール中だった曲の流れに僅わずかな変化が生じる。幸いなことに、こちらから舞ぶ台たいがよく見えるように、舞台上からも甲かん板ぱんの様子は見えていたようだ。どうやら旋せん律りつ士し達も船上で何かが起こっていることに気が付いていたようだが、異変に気付いて尚なお、演奏を止やめなかったのは、さすがの判断だ。

　ヂェスは指を三本立てて、手首を大きく回した。それが示すのは、小節番号「30」をリピート。即すなわち、低音ソリの部分を繰くり返すことだった。

　楽団は、ヂェスの意図を読んで、終しゆう焉えんに差し掛かかっていた曲を再びソリの部分へと戻もどした。

　一いつ般ぱん客きやくには、単なる繰り返しに聴きこえるだろうが、その意味を把握しているものにとっては大きな効果がある。

　ヂェスの狙ねらい通り、今にも動き出しそうだった者達が気配を潜ひそめたのが背で感じられた。

　最悪の事態は回かい避ひされたことに安あん堵どし、

「後は、どうやってここの始末をつけるかだなぁー」

　他人ひと事ごとのように小さく呟つぶやく。

「そこのお前！　動くな」

　身じろいだヂェスに、数歩先から銃じゆう口こうが向けられる。

「あーっと。スミマセン」

　諸もろ手てを上げたいところだが、あいにく両手は縛しばられている。ヂェスは肩かたを竦すくめて無む抵てい抗こうを示した。

「お前も貴族か？」

　覆ふく面めんの男が、ようやくその存在に気が付いたようにヂェスに問うた。

「とんでもない。私は男爵の善ぜん意いで演奏会にお招きいただいた、ただのフリーランサーですよ」

　素直に答えると、探るように男は目を細めたが、ヂェスの服装などから庶しよ民みんであると判断したのだろう。それ以上の追及はなかった。

「逃にげ場は無いし武器も無い。なのにお荷物はあるんだから、嫌いやなシチュエーションだよねぇ」

　愚ぐ痴ちをため息の中に潜ひそめてヂェスは考える。いっそ、男だん爵しやくと共にこの船から下に飛び降りてやろうか。この高さであれば、うまく噴ふん水すいに飛び込めば、骨は折れても死ぬことはないだろう。

　僅わずかに腰こしを浮うかし、相手の隙すきを見計らう。覆ふく面めんの男達は、こちらに銃じゆうを突つき付けながらもまるで何かに備えるかのように周囲を警けい戒かいしていた。

　彼らの目的は、男爵ではない。その様子からヂェスは確信する。

「反応はあったか？」

「いえ。ここの様子は間ま違ちがいなく監かん視しされているはずなのですが、どこからも反応はありません」

　ヂェスの性能の良い耳が、音楽に紛まぎれる微かすかな囁ささやきを拾ひろう。

「ふーん。国が、この祭りを監視していることも知っているのか。こりゃ益ます々ます、黒だねぇ」

　この程度で動くほど、この国のトップは馬ば鹿かではない。だが、それを知っているのは一部の者だけだろう。

　これ以上の情報は得られなさそうだと判断し、徐じよ々じよに緩ゆるめておいた縄なわから手首を抜ぬくと、いよいよ男爵を伴ともない下方に飛び込もうとした、その時。

　ヂェスの視界にマストの上から落ちてくる何かが映うつった。と同時にこちらへ剣けんを突き付けていた男がどさりと前のめりに倒たおれる。

　男が立っていた場所には、くすんだ金色の髪かみを靡なびかせた少女が一人。

「こ、子ども!?」

「喋しやべってたら舌嚙かむぜ？」

　にっと笑った少女は、振ふり返りざま、呆ぼう然ぜんと声を上げた男のこめかみに一いち撃げきを食らわした。男が声を上げる間もなく倒れる。少女の両手に握にぎられた棒ぼうが手の中でくるりと回った。

「このっ……」

　男爵に銃を突き付けていた男が、形勢逆転に持ち込んだ少女へと怒いかりの矛ほこ先さきを向ける。戦い慣れてはいるようだが、彼女の武器は接近戦向きで、正面から銃を突き付けられて対たい処しよできる代物ではない。

「くたばれ！　クソガキ」

　男の指が引き金にかかる。ヂェスは咄とつ嗟さに腕うでを縛しばられていた縄を男の顔へと投げつける。反射的に目を庇かばった男の一いつ瞬しゆんの隙を突き、懐ふところに飛び込むや鳩尾みぞおちに一撃、続いて顎あごへともう一撃を食らわせた。男は喘あえぐように口を開き、その場に崩くずれるように倒れ込む。

「子どもとはいえ、女の子に手を上げるのはどうかと思うよ？」

　残る一人に向かって冷ややかに言いながら、ヂェスは何気ない所作で足元に転がった剣を拾う。そして、握り具合を確かめるようにくるりと手の中で回した──と、覆面の男がその動作を認識した時には既すでに、ヂェスの握る剣の切っ先は男の首元すれすれに突き付けられていた。

　剣けん筋すじのあまりの速さに、信じられない気持ちで男はすぐ目の前に立つ青年を見み遣やる。

「さて、形勢逆転だ。どうする？　まだやる？」

　嘲あざけるように言う。男は怒いかりに身を震ふるわせながら、咆ほう哮こうとともに引き金を引いた。ヂェスは刃の腹で弾たまを受け、そのまま大きく一歩踏ふみ出すと手首を返し、こちらへと向けられている銃じゆうを一ひと太刀たちで薙なぎ払はらう。銃を弾はじかれた男はバランスを崩くずしよろめいた。

「コハク！」

「任せろ！」

　男が体勢を立て直す間もなく、その視界には金色の風が横切った。そう認識した時には既すでに、少女の膝ひざが目の前にあった。

　コハクは、手にしたトンファーを男の後ろ首に引っ掛かけると同時に、突つき上げた膝で顎あごを蹴けり上げる。急所に打だ撃げきを食らった男の脳が揺ゆれ、痛みを感じるよりも早くその動きを止める。

　男の身体からだを避さけるようにひらりと手て摺すりの上に飛び乗ったコハクは、膝を折った男を見下ろし、そして一いつ喝かつ。

「せっかくの祭りを邪じや魔ますんな！」
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　怒りの原因はそこか、と傍かたわらのヂェスは思わず吹ふき出す。素直な理由はなんとも彼女らしい。

　腹を抱えて笑っていると、不ふ機き嫌げんそうに細められた蜜みつ色の瞳ひとみがこちらを向いた。

「お前も！　そんなに強いんだったら簡単に捕つかまんじゃねーよ！　……心配して損した」

　横を向いてぽつりと言う。

「あ、一応心配してくれたんだ？　優しいねぇ、君は」

　にこりと笑って言うと、コハクの頰ほおがカッと上気する。同時にトンファーがヂェスの鼻先を横切った。笑顔で難なく躱かわしながら、ヂェスは上うわ目め遣づかいにこちらを睨にらむ少女に肩かたを竦すくめてみせる。

「別にオレは強くないよ。単独で乗り込んでくる君の方が、よっぽどすごい」

「……警備隊が来るのが遅おそすぎるんだよ」

　フンと鼻を鳴らして言うと、トンファーを握にぎったまま前方を指さす。少し離はなれた建物の屋上で銃じゆうを構えていた数名が、町の警備隊によって取り押おさえられていた。おそらく、ジルバあたりが、自みずから動きたいのを堪こらえて通報にとどめたのだろう。

「とにかく助かったよ、コハク。けど、どうやらやっかいなヒトにバレちゃったみたいだね？」

「やっかいなヒト？」

　ヂェスが肩を竦めて親指を背後に向ける。その先を目で追ったコハクが、げっと顔を引きつらせた。

「コ……コハク・ランジュ!!　今すぐそこから降りてらっしゃい!!」

　地上で目を吊つり上げているのは、白い髪かみを隙すきなく纏まとめ上げた老年の女性。怒いかりに震ふるえるその人は、コハクが所属する音楽校の校長、ハーディガーディだった。

「うあー最悪……」

　よりにもよって校長に見つかるとは。

「ヂェスー……」

　仮かり初そめの保護者へと、精せい一いつ杯ぱいの上目遣いで訴うつたえてみるが、

「ここまではっきりバレちゃ仕方がないね。オレも一いつ緒しよに行くからさ」

　だが、あっさりと白旗を上げたヂェスの言葉に、コハクは肩と首をがっくり落とし項垂うなだれた。
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　毛足の長い絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた部屋に、その男はいた。立派な椅い子すがあるにも関わらず、石造りの窓まど辺べに無造作に腰こしを下ろし、月明かりをその身に受けつつ剣けんの手入れにいそしむ。開いた窓から入り込む春先の甘あまい風が、男の赤い髪を緩ゆるく揺ゆらしていた。

「来たか。入れ」

　こちらに気付いた男が、短く言う。

「失礼します」

　儀ぎ式しき張った礼をして、ジルバは男の前に立った。

「相変わらず生き真面目まじめだな、お前は」

　礼を受けた男は、呆あきれたように言う。

「仕事ですからね、一応」

　そう返すと、どこかの誰だれかとは大おお違ちがいだと笑って、男は顎あごで椅い子すを示した。

「まぁ座れ。早かったじゃねぇか。奴やつはどうした？」

「あいにく、我が友には今、目を離はなせない娘むすめがおりますので」

　男の座る窓まど辺べから一番近い椅子に腰こしを下ろしたジルバが冗じよう談だんめかして言うと、男は片目を細める独特の笑みを浮うかべた。

「良い口実を作ったものだな。その娘を俺おれに会わせるという選せん択たく肢しはなかったのか？」

「あなたが気に入りそうな娘なので、会わせたくないのでは？」

「確かに、単独で悪漢を伸のすほどの戦せん闘とう力りよくは得え難がたいものだからな。旋せん律りつ士しにするのはもったいない」

　そう言って、男は快活に笑う。

「それで、賊ぞくの正体は分かったのか？」

　唐とう突とつに笑みを消し、窓辺の男が低く問う。手にした重々しい長ちよう剣けんを羊毛で拭ぬぐい、目の前に掲かかげると、月の光を浴びて、刃が青く光った。刃に反して、男の長い髪かみは燃えるように赤い。髪と同じく赤味の強い紅くれない色いろの瞳ひとみが、ジルバへと向けられた。

「エーンリッヒ家に不満を持つ領民による暴挙ではないか、と周囲は噂うわさしているようです」

「だが、お前の考えは別にあると。何か身元の分かるものが？」

　ジルバの言葉を正確に読み取って、男は先を促うながす。

「いいえ。その上、残念ながら取り押おさえた六人は全すべて護送中の馬車の中で死亡しました」

「ほう、自害か？」

　大した驚おどろきもなく、あっさりと男は問い返す。

「いえ。現場の様子から、隠かくし持っていたこの小こ型がた銃じゆうで互たがいを撃うち合ったのだと思われます」

　ジルバは立ち上がり、男の前に銃を差し出す。手のひらにすっぽり収まる程度の小型単発銃には、グリップ部分に向かい合って立ち上がる二頭の馬の紋もん章しようが刻まれている。

　男はその銃を受け取ると、指先でくるくると回してから、銃と同じデザインが刻まれた壁かべのモチーフへと銃口を向けて引き金を引く。唯ゆい一いつの弾たまを既すでに撃ちきった単発銃は、男の指先で小さな金属音を鳴らした。

「我らが祖国は、いつから一いつ般ぱん国民が銃を保有できるほど鋼はがねに富むようになったんだ？」

「デザインが微び妙みように異なっていました。おそらく、最悪の事態を想定し、このためだけに作られたものかと」

　ジルバの言葉に、男は挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべる。

「はっ。下らねぇ小細工をしたところで、自害ではなく殺し合った時点でお里は明白なんだがな」

　横なぎに払はらわれた剣けんが、窓まど枠わくを越こえて夜の帳とばりを切り裂さく。

「ふざけた真似まねをしてくれる」

　両の口角を釣つり上げて、男は地を這はうような声で呟つぶやく。男の炎ほのおのような髪かみが温度を上げたように思え、ジルバは小さく息を飲みその姿をただ見つめる。

　しばし、睨にらむように剣の切っ先を見つめていた男は、やがて小さく息を吐はくと剣を鞘さやへと納めた。鍔つばと鞘がぶつかり、微かすかな金属音が響ひびく。

「だが、あの場で誰も動かなかったことは最さい善ぜんの判断だった」

　ようやく窓辺から地に足をつけた男が、ジルバの前を通り過ぎながら言った。

「祭り中だったのが幸いでした」

　ジルバの応こたえに、男は意味深に笑む。

「今年のテーマは何だったんだ？」

「……簡単に言うと〝休むことを厭いとうな、盛大に休め〟ですかね」

　苦い笑みを浮うかべてジルバが答える。

　意味の込められた楽句フレーズ。それがリピートされたからこそ、ジルバ達はその場から動かなかったのだ。

「下らんが、全まつたく奴やつらしいメッセージだ」

　苦笑を浮かべた男は、口元を怪あやしく歪ゆがめたまま僅わずかに身を乗り出した。そして、低く囁ささやく。

「今回の件で、一つだけ有益なことがあったとすれば、奴の〝音語り〟の精度の高さが実証され、加えて誰ひとり腕うでと耳が鈍にぶっていないことが証明されたという事実だ」

「それは……」

　男の言葉で浮かんだのは、飄ひよう々ひようとしている友が時折見せる陰かげりのある笑み。だが、それが彼に与えられた定めであるならば、ジルバにはどうすることもできない。

「おそらく、〝悪あく魔ま〟の出番はそう遠くない。奴にもそう伝えておけ」

　友が最も聞きたくないであろう言葉を、無情にも自みずからの口で伝えなければならない。その事実に生じた一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいをジルバは瞬まばたき一つで打ち消す。

「……御ぎよ意いの通りに」

　その場に跪ひざまずいたジルバは、己おのれの主へと頭こうべを垂たれて、ただ一言、そう答えた。
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　ハーディガーディから二時間ぶっ通しの説教をくらったコハクは、憔しよう悴すいした面持ちで酒場のカウンターに突つっ伏ぷしていた。

「よかったじゃない。今すぐに強制送そう還かんされずに済んでさ」

　隣となりで酒を舐なめながら、ヂェスが言う。コハクと同様、二時間拘こう束そくされていたにも関わらず、相変わらず飄ひよう々ひようとした態度のままだ。それでも、ヂェスがあらかじめハーディガーディに話を付けてくれたおかげで、説教程度で済んだのだろう。本来であれば強制送そう還かんの後に一か月の謹きん慎しんくらいの罰ばつを受けてもおかしくない。どういう話をしたのかコハクは知らないが、校長にまでその名を知られているヂェスは、本当に有名な作曲家なのだろう。

　コハクは突つっ伏ぷしたまま顔を横向けると、その整った横顔を見上げる。少し下がり気味の目め尻じりと、緩ゆるく笑う表情が彼を穏おだやかな人ひと柄がらに見せているが、それは彼の一面でしかない。

　先ほど悪漢に対たい峙じした時、その紫むらさきの瞳ひとみがぞっとするほど鋭するどい光を宿していたことに、コハクは気が付いていた。

　コハクの視線に気付いたのか、ヂェスがこちらを振ふり返った。視線が合い、思わずどきりとする。

「憂うれいたところで、状じよう況きようは変わらないよ？」

　そして、いつもの緩い笑みで言う。今の瞳は穏やかで、どこか優しい。

「分かってるよ、そんなこと」

　ふくれっ面でコハクは返す。なんとなくヂェスの視線を避さけてしまったのは、瞳が宿す光の差異に戸と惑まどったからかもしれない。

「……分かってるけど、明日先生と一いつ緒しよに帰らなきゃだめだと思うと……辛つらいよー」

　コハクの口から本音が飛び出る。ここから学校までは馬車と旅客飛空船を乗り継ついで約三時間。その間、あの堅かた苦くるしい校長と行動を共にしなくてはいけないと思うと、それだけで息が詰つまってしまう。

「どちらにしても、明日には帰らなきゃいけなかったんだ。保護者がついてる方がオレも安心だしね」

「だから、子ども扱あつかいするなって！」

　相変わらずの扱いをするヂェスに、コハクは口を尖とがらして睨ねめあげた。どうにもヂェスは自分を小さな子どもと同等の扱い方をするきらいがあり、それが妙みように癪しやくに障さわる。だが、瞬しゆん時じに嚙かみついてしまう様こそが、その理由なのだということに、残念ながらコハクは気が付いていなかった。

「まぁまぁ、とにかく今日は自由なんだろ？　せっかくなんだ、最後まで楽しんでいきなよ」

　カウンターの中から、ライカが大皿を差し出した。食欲をそそる香りがふわりと広がる。

「何コレ!?　美味うまそう！」

「ライカ特製、豚ぶたのトマトソース煮に込こみさ。ほら、冷めないうちに食べちまいな」

　コハクの腹がぐぅと空腹を主張する。そういえば、昼に揚あげパンを食べてから何も口にしていなかった。

「いただきます！」

　途と端たんに満面の笑みになり、フォークとナイフを握にぎったコハクを見て、ヂェスが小さく吹ふき出した。

「何？」

「いやいや。美味おいしそうに食べる子って、お兄さん好きだなぁ」

　くつくつと笑いながらヂェスが言う。なんとなく馬ば鹿かにされているような気がしたが、それすら気にならなくなるくらいの料理の美味うまさに、コハクは口いっぱいに頰ほお張ばっては夢中で咀そ嚼しやくする。

「そほいへは、ひふはは？」

　料理を堪たん能のうしながらもう一人の姿が見えないことに気付き、ヂェスに問う。ついでに酒の入ったグラスを奪うばおうとしたが、こちらはあっさり阻そ止しされる。

「お酒は止やめときなね。またベッドを占せん領りようされちゃ困るから」

　先日の失態を思い出し、口を尖とがらせつつもしぶしぶその手を引っ込める。酒の代わりに炭酸水を注文したヂェスが、自分も料理を口に運びながら重ねて言った。

「ジルバなら、一寸お友達に会いに行ってるよ」

「友達？　ヂェスは行かなくてよかったのか？」

　ジルバの友達なら、ヂェスの友達でもあるだろうと思いそう聞くと、ヂェスは小さく肩かたを竦すくめて嫌いやそうに舌を出す。

「できることなら、オレは一生会いたくない相手だね」

　友達の友達に対する言葉とは思えなかったが、それ以上興味もなかったコハクは、ふーんと小さく呟つぶやくと、再び料理を腹の中へと詰つめ込む作業に没ぼつ頭とうした。

　暫しばしの後、店の奥おくにある扉とびらが開き、料理を手にしたジルバがカウンターへと訪れた。化け粧しようを施ほどこし、足首まで隠かくれるフレアスカートを身に着けた彼は、すでに踊おどり子スタイルになっている。

「あ、おかえり」

　ジルバに気が付いたコハクが言うが、その目は彼の手に乗る新たな料理へと向いている。ジルバは期待に満ちた眼まな差ざしを向けるコハクの前に小ぶりなキッシュと炭酸水を置いてやりながら小さくため息をついた。

「せっかくの祭りだってのに、昼の騒さわぎで町中が嫌ーな空気になってるわよ。お店だって、いつもならテラスまで満席なのに」

　見回す店内はところどころに空席が見られる。

「貴族サマが気まぐれを起こすと、本当にろくなことがないね」

　諦あきらめたように応こたえたヂェスが、視線を店内に向けたコハクの隙すきを突ついて皿へと手を伸のばし、キッシュに添そえられたチーズを抓つまんで口へと運んだ。振ふり返ったコハクが気付き、声を上げる。

「あぁあ！　あたしのチーズ！」

「酒のツマミには、やっぱりチーズだよね」

　コハクの抗こう議ぎをさらりと躱かわし、ヂェスはぺろりと指を舐なめる。

「熱々のキッシュにチーズを乗せて食うのが美味うまいのに！」

「大だい丈じよう夫ぶ。ライカ姐ねえさんのキッシュはそのままでも十分に美味おいしいから」

　コハクの拳こぶしを躱しつつ、ヂェスはしれっと返す。

「アンタ達、子どもみたいなことしてるんじゃないわよ」

　腰こしに手を当て呆あきれたようにジルバが言う。そのまま厨ちゆう房ぼうからチーズの盛り合わせを持ってくると、半分をコハクの皿へと移し、残りをヂェスの前に置いた。

「けどねぇ、このまま祭りが終わるってのも後味が悪いわよね」

　ジルバの隣となりでキセルを燻くゆらせていたライカが顔を顰しかめて言った。

「あたしらは一年で一番この祭りでの儲もうけを期待してるっていうのに、とんだとばっちりさ」

「まぁ、遅おそかれ早かれ、こういったことが起きていただろうとは思うけど」

　舌先でグラスに浮うかぶ氷を沈しずめながら、ぽつりとヂェスが言う。聞きとがめたライカが僅わずかに目を見張った。そして、視線でジルバに真しん偽ぎを問う。

「……やっぱり、お前も気付いてたのか」

　素に戻もどったジルバの言葉が、それを確定づける。

「領主に対する不満が原因なら、もっと派手に立ち回るだろ？　それくらいやらなきゃ、敢あえて危険を冒して王都で暴挙に出る意味がない」

　だが、今回の襲しゆう撃げきは音楽に紛まぎれてひそやかに実行され、周囲へも自みずからの正当性を訴うつたえることはなかった。

　彼らの本当の目的は、祭りを監視しているだろう特定の者達を表おもて舞ぶ台たいへと引きずり出すことだったのだろう。

　シュヴァイン男だん爵しやくを狙ねらったためにこの町で暴動が起きたのではない。この町に来たために、男爵が狙われたのだ。

「それに何より、あの抑よく揚ようのない平へい坦たんな話し方は、十五年前によく耳にしたものと同じだった」

　決定打を告げたヂェスの言葉に、ジルバとライカが同時に息を飲んだ。

「間ま違ちがいないのかい？」

　ライカの問いに、ヂェスは肩かたを竦すくめて肯こう定ていを示す。

「オレの耳に狂くるいがなけりゃね。──奴やつ等らは、どうにかしてきっかけが欲しいらしい」

「お前、どうしてそれをすぐに言わねぇんだよ！」

　堪たまりかねたように、ジルバが叫さけぶ。周囲の客が驚おどろいたようにこちらに視線を向ける。ジルバはすぐにジルの表情になって、口元を押おさえて微笑ほほえみ誤ご魔ま化かす。その変わり身の早さにはプロ根性が感じられる。

「えー、だってすぐに言ったらアイツに報告するでしょ？　そしたら必然的にオレを連れてこいってなるじゃない」

「だからって、こんな重要なこと……」

「ジルバ。本当に重要なことは、そこじゃないだろ？」

　話を遮さえぎったヂェスの目元には、普ふ段だんの彼には見られない鋭するどさが宿る。それでも口元だけは上向きに保ったまま、一人我関せずと食欲を満たしていたコハクの頭をぽんと撫なでた。

「ん？」

　キッシュを頰ほお張ばったコハクが何事かと顔を上げる。

「ほんと、君の食欲は見てて気持ちがいいね」

「何だよ、食べたいのか？」

　警けい戒かいするように言ってから、だが元々はヂェスが注文したものだと気が付いて、そろそろと皿をこちらへと押おしやる。

「あはは。いいよ、全部食べて」

　許可を得たコハクはぱっと満面の笑みを浮うかべ、機き嫌げんよく食事を再開する。

　その素直な姿にヂェスの双そう眸ぼうから剣けん吞のんさが消える。そして、ふっと口元を緩ゆるめたヂェスだが、顔を上げた次の瞬しゆん間かん、その僅わずかな笑みは消え失うせた。

「──子どもの笑顔は、大人が守らなきゃだよね」

　言ったヂェスの瞳ひとみが、遠くを見つめる。

「ヂェス……」

　ジルバの呼びかけに、ヂェスはいつも通りの摑つかみどころがない表情でにこりと笑む。

「分かってるよ。この国の〝悪あく魔ま〟は全国民の希望を担になう存在だ。オレの個人的な感情を挟はさむ余地は、そこにはない。来たるべきその時には、オレも覚かく悟ごを決めるよ」

「……すまん」

「何でジルバが謝るのさ。仮に謝ってもらうとしたら、あの赤あか髪がみでしょ」

「あの方が言えないから、代わりに俺おれが言うんだ」

「それこそ、詭き弁べんだよ」

　軽く笑うと、これでこの話は終わったとばかりに二つのグラスへと酒を注ぎ、一つを友人の前へと置いて掲かかげてみせる。促うながされたジルバは、グラスを手に取りヂェスのグラスとぶつける。顔を見合わせた二人は、何かをふっきるようにして一息でそれを飲み干した。

　ライカはそんな弟分達を見つめ、困ったように小さく笑むと、厨ちゆう房ぼうへと戻もどっていった。

「それにしても、何だかしけた祭りになっちゃったねぇ」

　チーズを銜くわえながら、ヂェスが背後を振ふり返り言う。通りに並ぶ露ろ店てんにも客足は少なく、早々に店みせ仕じ舞まいをしているところすらある。

　店内は店内で、酔よった客が口にするのは貴族への愚ぐ痴ちばかりだ。

「死人が出たってことも、早くも噂うわさになってるみたいだしな。いくら襲しゆう撃げき犯はんとはいえ、気分がいいもんじゃねぇだろ」

「性質タチが悪いったらないね」

　舌を出して言ったヂェスの袖そでが、くいと引かれた。見ると、皿をすっかり空にしたコハクがヂェスの袖を摑つかんでいた。

「なぁ、ヂェス。一昨日おとといのアレ、やったらいいんじゃない？」

「アレって……アレ？」

「うん。だって、皆みんなすごく盛り上がってただろ？」

　こくりと小首を傾かしげてコハクがヂェスを見上げる。

「あの晩、散々貶けなしてたのは誰だれだったかしら」

「け、貶してはないだろ！　……ただ、あたしもヂェスの曲を奏かなでてみて、すげー楽しかったんだよ！　だから、アレをやればこの嫌いやな雰ふん囲い気きも消えるかもしれねぇだろ!?」

　頰ほお杖づえをついて呆あきれたように言ったジルバに、コハクは必死になって反論する。今思えば、あれは音楽を奏でることのできない自分への苛いら立だちが、場の勢いに押おされて初対面の者に絡からむといった醜しゆう態たいへと繫つながったのだろう。

　だが、あの後、宿の部屋で奏でた時の高こう揚ようは、まだコハクの記き憶おくに新しい。たとえ〝音楽〟として成立していなくても、ヂェスの作るリズムには人の心をはずませる力があるとコハクは感じていた。それにジルバのダンスが合わされば、この重々しい空気はきっと一いつ掃そうされるだろう。いくら料理が美味おいしくても、暗い祭りなんて楽しいはずがない。

「……ダメ、かな？」

　探るようにヂェスへ視線を送る。ヂェスは、何かを考えるように天井あたりを眺ながめている。

「──うん。いいね、やろうか」

　唐とう突とつに、ヂェスが言った。コハクがぱっと顔を上げる。

「ヂェス？」

「いいじゃない。ジルバだって店の客引きをするつもりでその恰かつ好こうなんだろ？」

　言って、ジルバが身に纏まとう濃のう紺こんのドレスを示す。

「……まぁ、そうだけど」

「なら決まり。ライカ姐ねえさんも、いいでしょ？」

　香こうばしいナッツとバターの香りとともに戻もどってきたライカが、にんまりと笑む。

「客が来るイベントなら大だい歓かん迎げいさ。ただし、羽目だけは外さないでおくれよ？」

「同じ轍てつは踏ふまないよ。今日は特別ゲストにご登場願おうと思って」

　ライカと同じような表情を浮うかべたヂェスが、言葉とともに手のひらを差し出した。その先に居るのは、コハクだ。

「……へ!?　あ、あたし!?　無理だよ！　そんなことしたら、音学生だってバレちゃうだろ!?」

「もう校長先生にバレてるんだから、今いま更さら周囲に知れたってどうってことないでしょ。それに、今日であれば、この場所に旋せん律りつ士しがいてもおかしくないしね？」

　言って、軽く片目を瞑つぶってみせる。戸と惑まどう気持ちとは反対に、コハクの口元は自然と上がっていた。あの高こう揚ようを、もう一度体験できる。それも、大勢の観衆の前でだ。

「どうしても嫌いやだって言うなら、諦あきらめるけど？」

「──しょうがねぇ！　やってやるよ！」

　にんまりと笑んだコハクが、勢いよく立ち上がる。

「オーケィ。じゃあ、コハク、ジルバ、行こうか」

　即そく席せきのステージに上がった三人に、常連客がいち早く気が付く。

「お、何だい。今日もやってくれるのか？　お二人さん！」

「今日はとんだ邪じや魔まが入って祭りが台無しだったからね。特別ステージを披ひ露ろうするよ！」

　高らかに言い放ったヂェスの言葉に、背を丸めていた客達が一いつ斉せいに舞ぶ台たいへと身体からだを向けた。一気に集まった視線に、コハクが身を硬かたくする。

「へぇ、君でも緊きん張ちようするんだ？」

　わざとからかうようにヂェスが問う。

「だ、誰だれが！」

　裏返った声がその内心を如によ実じつに語り、ますます身体の自由が利かなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶ。緊張なんてすぐに吹ふき飛ぶからさ。基本は、この前の練習曲だからね」

　緩ゆるく笑って、ヂェスがスティックを振ふりかぶる。それに合わせて、ジルバがヒールを高らかに鳴らした。

　ヂェスが等とう間かん隔かくでスティックを振るう後に、ジルバの両足が引っ張るように二拍はくを刻む独特のビート。

「まずはジル！　初しよっ端ぱなからコケないでよ？」

　ヂェスの刻みが突とつ如じよ細かくなる。

「誰に言ってるのかしら!?」

　ジルバのステップがそれに応こたえる。二本の脚あしは、見えない糸で操られているかのように滑なめらかに動く。それはまるで、ヂェスの刻んだ無数の音が足元に散らばり、ジルバはそれを飛び越こえているようだとコハクは思う。

　踊おどり子の巧たくみなステップに、観客達から早くも喝かつ采さいが上がる。視覚でも十分に楽しませている上に、そのヒールの鳴らす音が、ヂェスのビートに乗りかかりリズムを重ねる。

「さぁ、ここからが本日限定、特別仕様！」

　再び声を上げたヂェスが、コハクに向かって目配せした。コハクは最初の音を思い浮うかべ、そして大きく息を吸う。

「音楽会の始まりだ！」

　ヂェスの声と入れ替かわりに、コハクの喉のどから金属質な音が飛び出る。緊きん張ちようのあまり、音が硬かたくなってしまった。もう一度、息を吸う。そして、再び旋せん律りつ器官を震ふるわせると、硬くて甘あまい、コハクが持つ本来の音が酒場に響ひびいた。

「いいよ。そのまま行こう！」

　ヂェスの声に励はげまされ、コハクは昨日の演奏を思い出す。

　ここは、学校ではない。何の縛しばりもない。ただ、自みずからの中に湧わき上がるものを、思うがままに表現すればいいだけだ。

　酒場に驚おどろきと感かん嘆たんの声が上がる。

「あの嬢じようちゃん、旋律士なのか!?」

「あんな無茶苦茶な音楽、聞いたことないぞ!?」

　確かに、コハクの奏かなでているものは、譜ふ面めんに記された曲からは程遠い。音の長さを無視し、勝手に間を取り音おん符ぷを付け足す。

　しかし、どれほどコハクが無茶をしても、その後ろではヂェスがビートを刻み、ジルバがそれに合わせたリズムを作ってくれる。

　そこにあるのは、まぎれもない〝音楽〟だった。

「あぁ、確かに無茶苦茶だ。だけど、何でだろうな。今日聴きいた音楽よりずっと楽しいじゃないか！」

　観客達に、次第に笑みが広がる。

「さぁさ、そこのお兄さんお姉さん！　ただ座って聴いてるだけなんてもったいないよ！　何たって、今日は年に一度のお祭りだ！　皆みんなで踊おどって楽しもうよ！」

　ヂェスの煽あおりに乗せられた数人が、立ち上がって見よう見まねのステップを刻む。

「後ろのお母さん達も、まだまだアタシ達には負けてられないでしょ？」

　ジルバまでもが、ヂェスに便乗して盛大に煽る。それを受け、顔を見合わせにやりと笑んだ中年女性達が、スカートの裾すそを持ち上げて舞ぶ台たいへと飛び乗ってくる。

　コハクが奏でる音楽に、人々が新たなリズムを刻みつける。そのリズムに乗って、更さらに音楽は前へと進む。

「ヂェス！　ジルバ！」

　息いき継つぎの合間に呼びかける。二人が手足を止めることなくこちらを振ふり返る。きっと、今の自分は二人と同じ顔をしているのだろう。

　そして、コハクは叫さけんだ。

「やっぱ、すげー楽しいな！」

　それは、心の底からのコハクの気持ちだった。

「当たり前でしょ、だって」

「アタシ達が前に出て、盛り上がらないわけないじゃない？」

　ヂェスとジルバが示し合わせたように台詞せりふを繫つないだ。その尊大な物言いに、思わず声を上げて笑ってしまい、笑い声の後ろで吐はき出した空気が歪ゆがんだ音を出した。だが、もはや音楽無しでも十分なくらいの盛り上がりとなった今、そんなことは些さ末まつでしかない。

　人々の笑顔と、打ち鳴らす手と踏ふみ鳴らす足。それは粗そ雑ざつで乱暴で、そこに芸術的な価値などあろうはずがない。だから、この音楽が今の貴族達に受け入れられないことはある意味道理なのだ。そんなこと、コハクにだって分かっている。

　──だからこそ。

　旋せん律りつ器官を最大限に震ふるわせたコハクの音が、店を飛び出し通りまで響ひびき、音につられて店を覗のぞいた客が、先客達によって輪の中に引きずり込まれていく。やがて、新参者の戸と惑まどいは輪の中で笑顔へと変わっていった。

　燻くすぶる感情を叫さけぶように高音を響かせ、コハクは思う。

　だからこそ、この楽しい時間が一分一秒でも長く続くよう、今は思い切り奏かなでていたい。

　口元を釣つり上げたコハクは、大きく息を吸って自みずからの中で生まれる音楽を外へと出し続けた。
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　長くて短い祭りを終えた町が、どこか名残なごり惜おしそうにゆっくりと夜空を薄うすい光で染めていく。

　空の変化に合わせたように緩ゆるやかで微かすかな音が風に舞まい、そして消えていく。

　酒場の二階から突つき出たバルコニーの手て摺すりに腰こし掛かけ、コハクは呼吸をするように旋律器官を小さく鳴らしていた。

　春先のまだ温まりきらない風が、火ほ照てった頰ほおに心地好い。

　先ほどまで賑にぎやかだった一階も、今は、ようやく力尽つきた客達が思い思いの体勢でいびきをかいている。盛り上げ役のジルバとヂェスも、最後は客達に捕つかまって文字通り酒を浴びせられていた。いくら酒に強いとはいえ、あれではさすがに落ちているだろう。

　数刻前の様子を思い出し、ふふ、とコハクは笑みをこぼす。

　足をぶらつかせながら、またふわりと音を響かせる。

　湧わき上がる感情が音に変わっていくように、コハクは奏でることなく旋律器官をただ鳴らす。それは到とう底ていメロディと言えるものではないが、今の心境を言葉よりも明確に表現していた。

「──あれ、先客がいた」

　突とつ然ぜんの声に、コハクは驚おどろき振ふり返る。その拍ひよう子しに勢い余って身体からだがバランスを失った。

「うあっ!?」

　手摺りから転げ落ちそうになった身体を、背後から伸のびた腕うでが素早く捉とらえた。間かん一いつ髪ぱつで地上への落下を免まぬがれたコハクは、安あん堵どとともに息を吐く。

「身軽なのは知ってるけど、そんなところに座るのはどうかと思うなぁ。猫ねこじゃないんだから」

　腕うでの主が呆あきれたように言う。

「……起きてたのかよ」

　気き恥はずかしさから責めるような口調で言うと、ヂェスは相変わらず緩ゆるめの笑みを浮うかべながら、コハクが手て摺すりから降りるのに手を貸した。

「あれくらいじゃ、オレは潰つぶれないよ」

　そして、軽く言う。とてもじゃないが、「あれくらい」と言い表せる量ではなかったと思うのだが、ヂェスの身体からだにおけるアルコール分解酵こう素そは素晴らしい働きをするらしい。

　手摺りに凭もたれるように座りこんだコハクの隣となりへ、ヂェスもまた同じように腰こしを下ろす。

「さっきの音、あれが君の〝素〟の音色なんだ？」

　何の前置きもなく、ヂェスがさらりと問うた。

　その問い掛かけに、コハクは自分の顔が上気するのを自覚した。まさか、聞かれていたとは。

　あれは、音楽でもなければ、ロングトーンですらない。旋せん律りつ士しにとって、奏かなでることなく発した音色というのは、言うならば、人には聞かれたくない類たぐいの独ひとり言ごとだ。

「か、勝手に聞いてんじゃねーよ！」

　恥ずかしさから理り不ふ尽じんな嚙かみつき方をしてしまったコハクに、だが、ヂェスは珍めずらしく茶化すことなく言う。

「感情をそのまま音にしたみたいだった。言葉よりもずっと素直で、君らしい音色だ」

「……どうせ、あたしはフクザツな演奏なんてできないよ」

　拗すねたように言ったコハクに、しかしヂェスは思いも寄らない一言を口にした。

「確かに複雑とは程遠いね。けど、不思議と心地がよくて──」

　緩やかな風がヂェスの黒くろ髪かみを揺ゆらすのを見つめながら、コハクはその言葉を聞いた。

「好きだよ、オレは」

　言って、こちらを向いたヂェスは今までに見たことがないほど柔やわらかな笑みを浮かべていた。

「なっ──……」

　発せられた台詞せりふを脳が認識した瞬しゆん間かん、コハクの身体中の血液が猛もうスピードで逆流を始めた。

　ストレートな賛辞に慣れていないコハクには、面おも映はゆいどころの騒さわぎではない。ここからダッシュで走り去ってしまいたい衝しよう動どうに駆かられるが、それに反して身体は金かな縛しばりにあったように動かない。

　口を半開きのまま硬こう直ちよくしていたコハクの肩かたに、横からトンとヂェスの額ひたいが載のった。

「うああっ！　ヂェ、ヂェ……ス──？」

　思いきり声を裏返しながら恐おそる恐るヂェスの顔を覗のぞき込んだコハクだったが、その事実に気が付き、途と端たんにどっと肩から力が抜ぬける。

「……何だ。やっぱり酔よってたんじゃないか」

　肩かたの上で小さく寝ね息いきを立てる青年に、コハクは呆あきれたように呟つぶやき、ほぅと息を吐はく。どうしてか、ほんの少しだけそれを残念に思ったのは、きっと気のせいだ。

　白々と明けていく空を見るともなしに見つめ、コハクは小さく笑みを浮うかべる。

「けどさ、本当に楽しかったよ。また絶対、一いつ緒しよにやろうな」

　珍めずらしく素直に告げたコハクの言葉は、相手に届くことなく空へと消える。だが、それでもコハクは満ち足りた気持ちだった。




　空の色が裾すその方からゆっくりと変わっていく。

　オレンジ色の光に促うながされるように、ヂェスがゆっくりと頭を起こして目を開いた。そして、驚おどろいたようにこちらを見る。

「──あれ？　コハク？　何でここに居るの？」

　どうやら先刻のことは全まつたく覚えていないらしい。

「……あたしが居たところに、後からヂェスが来たんだろ」

　半目で見返すと、ヂェスにしては珍しく困こん惑わくした表情で首を傾かしげたが、すぐに考えるのを放ほう棄きしたようで、いつもの緩ゆるい表情へと切り替かわった。

「まぁいいや。コハク、ほら見ててごらん」

　立ち上がり、そして東の空を指さす。

「祭りの最後の締しめくくりだ」

　ヂェスの指先を辿たどると、色づき始めた空に向かって、白い箱のようなものが無数に浮うかんでいる。

「何、アレ？」

「紙風船だよ。中に温めた空気が入っているから、ああやって浮かんでいくんだよ」

　よく見ると、町の人々が二階の窓まどや屋上からそれらを飛ばしていた。

「戦いくさで死んだ人々の魂たましいが、空へ帰れるようにと祈いのって飛ばすんだ」

「こんな明け方に？」

「丁度今ぐらいに闇やみが溶とけて光に変わるからね。悪あく魔まが光をもたらしたように、夜から朝へ移り変わる明け方に飛ばすんだよ」

　三百年前のおとぎ話は、こんなところにも根を張っている。それは、この国の人々が過去の戦を忘れていない証しよう拠こでもあった。

　ふわふわと浮き上がる紙風船を見上げていたコハクの隣となりで、ヂェスが蠟ろう燭そくに火を灯ともす。

「ヂェスも、飛ばすのか」

「一応、ね」

　答えとは裏腹に、ヂェスは丁てい寧ねいな手つきでそっと紙風船を蠟燭にかざした。コハクは、どこか意外な気持ちで、その作業を見守る。

「コハクの家族は？」

　蠟ろう燭そくの熱を集めながら、ヂェスが唐とう突とつに問うた。

「いない。気付いた時にはもういなかった」

　王国の外れ、スラム特別区と呼ばれる場所でコハクは育った。

　両親が戦争で死んだのか、それとも戦争が終わってから死んだのか、それすらコハクには分からなかったが、それを悲しいと思ったことは一度もない。記き憶おくに欠片かけらもないのであれば、それは元から存在していないのと同じであり、悲しむ要素がそもそも無いからだ。

「けど、親のいないガキどもをまとめて一いつ緒しよに面めん倒どうを見ていた変わり者のじいさんがいてさ。おかげで血の繫つながらない兄弟はわんさかいたんだ」

　その後、旋せん律りつ器官を持っていたコハクは音楽校へと入れられ、それ以来他の子ども達とは会っていない。育てられた子ども達が一人で生きていける年ねん齢れいになるのを見計らったように、育て親は昨年亡くなった。しかし、各地から時折思い出したように届く便りから、そこで生じた兄弟の絆きずなは今もあり続けているとコハクは信じている。

「だから、同情してくれる必要はないぜ？」

　言って、鼻で笑いながらヂェスを見上げる。

「そっか。なら、オレと同じだ」

　そう言って、ヂェスは微かすかに笑った。

「周りが何と言おうが、オレ達は、その過去を大切にして生きなきゃね」

「それって──」

　聞き返す間もなく、ヂェスが立ち上がった。

「じゃ、飛ばすよ」

　そして、バルコニーの手て摺すりから身を乗り出し、紙風船をそっと手放す。それは、頼たよりなげに風に揺ゆられながら、しかし確実に空へと上じよう昇しようしていく。

　浮かぶ紙風船を見上げるヂェスの表情を見た時、この紙風船に乗っているのが彼の家族なのだろうとコハクは唐とう突とつに思い当たった。だが、薄うすい光の中で深みを帯びた紫むらさきの瞳ひとみは、その真意を汲くみ取らせない。

「見えなくなっちゃった」

　真意を問う代わりに、コハクはただ、そう呟つぶやく。

「あぁ、消えたね」

　二人は口を閉ざし、ゆっくりと青くなっていく空を並んで見上げる。

　ヂェスの横顔を見るともなしに見上げたコハクは、その紫の瞳に、またも初めて見る光が宿っていることに気が付いた。その光は柔やわらかく、だが、どこか寂さびしげに見えるのは、そこに映うつしているのが、目前の空ではなく記憶の中のそれであるからなのかもしれない。

「……なぁ、ヂェス」

　考えるよりも早く、コハクの言葉は口をついて出ていた。

「あたしが、一いつ緒しよに行ってやってもいいぜ？」

「一緒に行くって、どこへ？」

　こちらへと視線を向けたヂェスは、もういつもの緩ゆる々ゆるとした表情を浮うかべている。そんなヂェスに向かって、コハクは意い気き揚よう々ようと口を開いた。

「祭りの前日、酒場でライカ姐ねえさんに言ってたことだよ。誰だれも一緒について来てくれないって」

「あぁー。そう言えばそんなこと、言ったっけ」

　ようやく発言を思い出したらしいヂェスだが、まだこちらの意図は汲くめずに首を傾かしげる。

「だから、あたしがヂェスについて行ってやるって言ったの！　二人で旅してさ、それで、色んなところでヂェスの曲をあたしが奏かなでるんだ！　な、いい考えだろ？」

　目を輝かがやかしたコハクが両りよう拳こぶしを握にぎりしめて言う。

　そんなコハクを、ヂェスは虚きよを突つかれたようにぽかんと見つめた。

　そして、一いつ拍ぱく。素晴らしいと思ったコハクのアイデアは、盛大に吹ふき出したヂェスの笑い声の中に搔かき消える。

「──って、何で笑うんだよ!?」

　予想外の反応に思わず嚙かみつくと、腹を抱えたままのヂェスが苦しげに言った。

「いやいや。嬉うれしいことを言ってくれるねぇ、君は。だけど、その意味がちゃんと分かるようになってから、もう一度言ってくれるかな？」

「[image: ～][image: ～][image: ～]そっちこそ！　言ってる意味が分かんねぇよ！」

　何故なぜだか、また馬ば鹿かにされたような気がする。コハクはやさぐれた表情でそっぽを向いた。

「あーもういい。将来、あたしがすげー有名な旋せん律りつ士しになった時に、オレの曲を演奏してくださいって泣ないて頼たのんだって、絶対お前の曲なんて奏でてやらねーから！」

　思いっきり頰ほおを膨ふくらまし、コハクは拗すねたように言い捨てる。

　ヂェスは、存分に笑った後で、笑顔を残したまま涙なみだを拭ぬぐった。

「あぁ。オレも、そうなることを期待してるよ」

　そう言ったヂェスの瞳ひとみは、何かを吹っ切ったような力強さを湛たたえていたが、顔を背そむけていたコハクがその変化に気付くことはなかった。

　三日間続いた祭りは、透すき通るような晴天の下、こうして幕を閉じた。







[image: 第二章　アンバーの天使、教会の狂奏曲]
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　祭りから三か月が過ぎた初夏の頃ころ、学校では二度目の採用試験の時期を迎むかえていた。

　旋せん律りつ士しになるためには、まず年に二回行われるこの試験に合格しなくてはならない。音楽を奏かなでるための技術や音楽性はもちろん、自みずからの身を守るための武術および学力の総合点で合否が決まる。合格者達は、自分が所属するクラスごとに貴族達の前で演奏を行い、双そう方ほうの合意を得た者が、晴れて〝旋律士〟として楽団の一員となれる。だが、貴族の中には自身の見栄を満たすために旋律士のクラスや容姿などを極きよく端たんに気にする者もおり、数少ない旋律士の中でも貴族達による取しゆ捨しや選せん択たくがなされているのが現実だ。

　つまり、いくら演奏が上手うまくとも、自分を欲しがる楽団がなければ旋律士にはなれず、比ひ較かく的数が多いブラスやストラ属性の低ランククラスでは入団先が見つからずに次の採用期間を待つことも稀まれにあった。加えて、中にはそもそもの試験に落第して留年を余よ儀ぎなくされる場合もある。学校にとっては頭痛の種だが、特に今年の〝種〟は筋金入りだと有名だった。

「……だから、何故なぜあなたは楽がく譜ふ通りに演奏しないのですか」

　もはや諦あきらめたような口調で言ったハーディガーディが、深いため息をついて目の前の音学生を見み据すえる。件くだんの種は、肩かたを落としてはいるものの、反省ではなく不満の色が前面に押おし出されている。

「あたしだって、別に外そうと思って外してるわけじゃないってば」

　斜ななめ下へ顔を向けて口を尖とがらせた学生に、ハーディガーディが眉まゆ根ねを極限まで寄せる。

「コハク・ランジュ。あなたには、今回の受験資格を与えるわけにはいきません」

　今度はコハクの眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

「なんで！　だって、十五歳さい以上の音学生は必ず受験することって規則になってるだろ!?」

「確かに、あなたはもう十六歳ですし、受験年ねん齢れいには十分達しています。ただ、その規則には〝学校が認めた〟という制限が付いていることをお忘れなく」

　ハーディガーディの冷静な反論に、コハクはぐぅと喉のどを鳴らすしかない。

　泣なきそうな目でこちらを睨にらむ学生に、ハーディガーディは僅わずかに表情を緩ゆるめて口を開く。

「旋律士となるに必要な武術と、そして音楽を心で感じる音楽性に関しては、あなたは他の者からも飛びぬけて素晴らしい素質を持っています。だから、それを生かすための努力をなさい。できないからしないのではなく、できるようになるにはどうすればいいのか、それを考えることが、今のあなたには必要です」

　才能を認めたハーディガーディの言葉に噓うそはない。それは、あの若き天才作曲家もが認めたことだ。彼女が単独でヴィンタールの町を訪れた際に、どういう経けい緯いがあったのか、彼の世話になっていたらしいのだが、彼が認めたとなれば、その素質は間ま違ちがいなく本物だ。

　静かに告げられた校長の言葉にも、コハクは視線を逸そらさない。しかし、それは人前では決して涙なみだをこぼさないでいようとする彼女の意地だ。それほどに、彼女にとって試験が重大な位置にあることはハーディガーディとて理解している。

　だが、今のままでは彼女が持つ自身の素質を生かしきれないことは明白だ。今回の判断は、ハーディガーディにとっても苦く渋じゆうの選せん択たくではあった。

「……先生、一つだけ聞いてもいい？」

　コハクがようやく口を開く。

「その判断は、あたしがスラム育ちだってこととは関係ないと思っていいんだよね？」

　ハーディガーディはその言葉を意外な思いで聞いた。この天てん真しん爛らん漫まんな少女から、そんな言葉が出ようとは。

　確かに、一部の貴族は旋せん律りつ士しを必要以上に飾り立て、ブランド化する愚おろか者もいる。そういった者からすれば、彼女の生い立ちは減点要素に成り得るだろう。しかし、多くの貴族は楽団の質を上げることを目指している。上辺だけがいくら立派な楽団であろうと、技術が伴ともなわなければ演奏できる曲に限りがあるためだ。例えば件くだんの作曲家の曲を演奏するには高いスキルが必要であるということは、貴族の間でも周知の事実となっている。
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　ハーディガーディは、身を屈かがめてコハクと視線を合わせるとはっきりと言い切る。

「当たり前です。周りには、あなたの生い立ちをとやかく言う者がいるかもしれません。けれど、そんな器の小さい相手は実力で黙だまらせればいいだけの話でしょ？」

　意味深に笑んだハーディガーディに、コハクはようやく微かすかな笑みを見せた。そして、勢いよく頭を下げると唐とう突とつに問う。

「先生、初級用の楽がく譜ふ、借りてもいい？　もう一回、最初から練習したいんだ」

「えぇ、もちろんです」

　答えを聞くが早いか、もうコハクは扉とびらに向かって駆かけだしていた。馬の尻尾しつぽのような髪かみの毛が嬉うれしげに跳はねる。

　バタンと勢いよく扉が閉められると同時に、奥おくの間から一人の男が姿を現した。

「お待たせして、申し訳わけありません」

　ハーディガーディの謝罪に、男は赤あか髪がみを揺ゆらしてくったくなく笑う。

「何、大した時間ではない。それに、例の少女を見ることができたからな。なかなか芯しんの強そうな娘むすめじゃないか。奴やつが気に入るわけだ」

「先日の祭りで、何かしらの良い影えい響きようを受けたようです。まぁ、欲を言えば、もう少し落ち着いてくれるといいのですが」

　ハーディガーディは肩かたを竦すくめて苦笑する。目の前の男はその言葉を聞いて快活に笑った。

「どうやらうちの問題児も、彼女と出会って覚かく悟ごを決めたらしい」

「と、言うことは……」

　男の言葉に、ハーディガーディは僅わずかに表情を硬かたくする。

「今すぐというわけではないだろう。だが、確実にその時は近づいている」

　自分の息子くらいの年ねん齢れいの男だが、その言葉には威い厳げんと重みを伴っており、ハーディガーディは自然に背筋が伸のびるのを感じた。

「各団長には、私から連れん絡らくを入れておきます」

「あぁ、有事の際には速すみやかに行動に移れるよう、編成はそちらに任せると伝えておいてくれ」

「承しよう知ちしました」

　深々と頭こうべを垂たれるハーディガーディの前を、男が大おお股またで通り過ぎてゆく。この後もまだ多くの仕事が控ひかえているのだろう。目が回るほどに多た忙ぼうの中、こうして自みずから指示を出しにくるあたりが、歴代の者達とは異なる点だ。それをどう捉とらえるかは人次第だが、少なくともハーディガーディはそういった姿勢からもこの男を信用していた。

「あぁ、そうだ。もう一つ」

「はい？」

　立ち止まった男がこちらへと顔を向ける。

「例のブタ男だん爵しやくが、彼女を探しているらしい。ただ先日の礼を告げたいだけなら良いのだが……金策にしか能がない小物だが、それ故ゆえこちらが考え付かないような行動に出るようだ。もし、何かあれば一報してくれ」

「かしこまりました」

　男は僅わずかに頷うなずくと、窓まどを開いて一つ階下にあるテラスへと飛び降りた。建物の陰かげになる位置で、手て摺すりに留まっていた猛もう禽きん類るいのようなライクフォーゲルが主に気付き黒い翼つばさをばさりと広げる。

「まさか、それでいらっしゃっていたのですか!?　いくらお忍しのびとはいえ、そんな剝むき身の乗り物で……」

　呆あきれたように言うと、ハーディガーディの元まで鳥を浮ふ上じようさせた男が楽しげに笑う。

「そう硬かたいことを言うな。こいつとの外出が私の唯ゆい一いつの楽しみなんだから」

　そう言って片手を上げた男は、勢いよく鷹たかを旋せん回かいさせて空高く舞まい上がる。主の希望に応こたえるように、ライクフォーゲルはグルグルと喉のどを鳴らして風を捉とらえる。

　そういえば、以前同じように無防備な飛行を諫いさめた相手は、件くだんの作曲家ではなかっただろうかとハーディガーディは苦笑する。

「全まつたく、我が国の高貴な方々は揃そろいも揃ってやんちゃが過ぎますね」

　小さく呟つぶやいたハーディガーディは、空高く飛び上がった鷹を見上げて、そのまぶしさに目を細めた。
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　誰だれもいない丘の上で、風音に混じって一つの音色が音楽を紡つむぐ。硬こう質しつでありながら、どこか甘あまさを含ふくんだ独特の音色。時折リズムを狂くるわせながらも、それは朗ろう々ろうと空気を震ふるわしている。

「──っあぁ！　ダメだ！　ズレた！」

　音が途と切ぎれると同時に、肩かたで息をしながらコハクが叫さけぶ。木陰とはいえ、容よう赦しやなく照りつける太陽で大気の温度は息苦しいほどに上じよう昇しようしている。

　受験資格を剝はく奪だつされてから、早二か月。コハクはあらためて己おのれの技術不足を感じていた。

「ヂェスの奴やつ、どうしてこう小難しい表現ばっかするんだよ」

　木の幹に張り付けた楽がく譜ふを睨にらみながら、この場にいない相手へと文句を言う。それは、技術力、表現力ともにかなり難なん易い度どの高い曲ではあったが、それでもこの曲を選んで練習をしているのは、ひとえにその作者を知っている方がコハク自身が奏かなでやすいためであった。

　コハクは他の音学生よりもかなり耳がいい。そのため、今までは耳で聴きいて曲を覚えることが多く、楽がく譜ふをしっかりと読んではいなかった。だが、楽譜にはリズムや音程だけではなく、もっと細かな指示が記されている。その場面場面での音の強さ、拍はくの感じ方、音質の変化。それらは、曲を作る上で必要な要素であり、いくら音を操る技術を持っていても、それらを表現できなければ旋せん律りつ士しとして役に立たないのだと、ようやくコハクは理解しつつあった。

「こんなことなら祭りのつまらねぇ貴族音楽でも、もっとしっかり聴いておけばよかった」

　そういうところに気を付けて聴いていれば、それを耳で拾ひろって体現することはさほど難しくはなかったかもしれない。つまり、コハクは楽譜を読むことが苦手なのだ。

　だが、苦手だと言っても旋律士になる以上、それができることは最低条件だ。そう思い直したコハクは、再度、楽譜を前に息を吸い込む。

　四よん拍びよう子しのゆったりとした曲。深く沈しずみこむような暗い音色。これが表現するのは、おそらく大海だ。数えるほどしか目にしたことがない海を思い浮うかべ、同時に作者であるヂェスがどのようにそれを表現したかったのかを考える。

　むずむずと湧わき上がる独どく創そう的なイメージを何とか内に堪こらえ、あくまでもこの譜面上で作られた風景を表現することだけに意識を集中させる。

　ヴィンタールから帰ったコハクは変わった。自分でもそう思うのだが、周囲はそれ以上にコハクの変化に驚おどろいているようだ。何せ、今までは爆ばく睡すいしていた講義を必ず最前列で受け、苦手な教本を読み直し、時間があればこうして自主練をしているのだから、自分でも信じられない。

　悪い物でも食べたのではないかと陰口を叩たたく者もいたが、コハクは一向に気にはならなかった。

　簡単な曲を最後まで演奏できるようになると、コハクは次第に曲のレベルを上げていった。

　追いかけるのはヂェスの作った貴族音楽。それはやはりつまらなくて無む駄だに雄ゆう大だいだったが、その中にも時折見え隠かくれするヂェスの意思のようなものに気が付いた時、コハクはそれらを探すことに夢中になっていた。

「音楽の中に〝言葉〟みたいなのが混ざってる。これって何なんだろうな」

　つっかえつつも何とか最後まで演奏しきったコハクは、額ひたいの汗を拭ぬぐいながら譜面を前にぽつりと呟つぶやく。それはいささか稚ち拙せつすぎて、言葉と表現するには適さないかもしれない。だが、そこには相手を意識した意思が確実に存在し、相そう互ごがこれを用いれば、簡単なコミュニケーションが成り立つのではないだろうかと思わせた。

　それが一体何であるのか、本人に直接尋たずねてみたいのだが、仮にも相手は王国全土を股またに掛かける貴族御ご用よう達たしの作曲家様だ。三日間を共に過ごしたとはいえ、今では彼がどこにいるのかすら、コハクには知る術すべがなかった。

「祭り、楽しかったなぁ」

　ぽつりと呟いた言葉には僅わずかな寂さびしさが含ふくまれる。ヴィンタールでの三日間は、コハクにとって学校に入って以来、最も楽しいひと時だった。祭りの雰ふん囲い気きと、そして何より心の底から楽しんで奏かなでた音楽。ジルバのダンスと、全すべてをまとめ上げるヂェスが刻むビート。

「ヂェス、今いま頃ごろどこにいるんだろ」

　こちらに柔やわらかな笑みを向ける青年の姿を思い出し、同時に明け方のひと時が脳のう裏りを過よぎる。途と端たんに落ち着かない気持ちになり、コハクは慌あわててその記き憶おくを意識の外へと追いやった。

「あたしは、あの音楽を奏でたいだけで、別に、ヂェスに会いたいってわけじゃない」

　誰だれに聞かれているでもないのに、言い訳わけするように独ひとり言ごつ。

　言ってまた、ため息が漏もれた。学校に戻もどってきてからは、ただただ厳しい現実に直面するばかりだ。ふさぎこみそうになる気分を頭を振ふって切り替かえる。

　今まで、コハクは単に旋せん律りつ士しという職につくことだけを考えていた。だが、今は違ちがう。ヂェスと出会って、初めて曲を奏でるのが楽しいと感じることができた。そして、数百年もの間生き続けた曲を耳にした。それらは全て同じ〝音楽〟で、それを奏でることができるのは、旋律士だけなのだ。その素質がせっかく自分にあるのなら、使いこなしてみたいとコハクは思うようになっていた。そして、いつか再びヂェスと共に、誰もが楽しめる曲を奏でるのだ。あの時の高こう揚ようを思い出し、コハクの顔に自然と笑みが浮うかぶ。

　コハクはその場に仰あお向むけに寝ね転ころがり、枝の間から澄すんだ空を見上げた。青い草の匂においが夏を感じさせる。暑さにはまいるが、夏独特の空気がコハクは嫌きらいではなかった。

「それにしても、もう少し陰かげってくれれば涼すずしくなっていいのに──って、あれ……？」

　突とつ如じよ、コハクが希望した通りに視界が暗くなる。雲が出たのかと仰ぎ見るが、どうやら何かが空を覆おおって日光を遮さえぎっているようだ。

　勢いよく身体からだを起こしたコハクは、木こ陰かげから飛び出て空を仰ぐ。

「あれって、確か……」

　コハクの目に飛び込んできたのは、巨きよ大だいな飛空船。その腹と帆ほに示された紋もん章しようは見覚えがあるものだった。

　こちらへと近づいてきた船は、そのまま学校の敷しき地ち内へとゆっくり下降する。プロペラで砂さ塵じんが舞まい、煙けむりを吐はいたようにその周囲の視界が悪くなる。

「何でこんな時期に貴族が……？」

　旋律士採用の頃ならまだしも、こんな時期に貴族が学校を訪れることなど滅めつ多たにない。それもあんな大型船で仰ぎよう々ぎようしく乗り込んでくるなど、何かあったのだろうか。

　学校を見下ろしたコハクは、暫しばし呆ぼう然ぜんとその様子を眺ながめ、そして我に返る。木の幹から楽がく譜ふをはがすと、転げるような勢いで丘を下った。あのブタ貴族は好きにはなれないが、あれだけヂェスに入れ込んでいたのだ。ひょっとすると、ヂェスも一いつ緒しよかもしれない。そんな淡あわい期待を抱いて、コハクは学校内へと駆かけ戻もどる。

　だが、その期待はあっさりと裏切られた。

「探しましたぞ、お嬢じようさん！」

　校舎に戻もどったコハクを出で迎むかえたのは、数か月前と変わらず、でっぷりと太ったシュヴァイン男だん爵しやくと、困こん惑わくした表情で額ひたいを押おさえるハーディガーディだった。

「な、何？」

　僅わずかに後ずさるも、相手は無ぶ遠えん慮りよにずかずかと間合いへと入ってくる。

「いやぁ、まさか音学生とは思いも寄らなかった。ようやく再会できて嬉うれしい限りだ。しかし、まだ試験に通っていなくてよかった。その方が、こちらとしても頼たのみやすいというものだ」

　何気に失礼な物言いを連つらね、こちらの戸と惑まどいなどお構いなく一方的に話を進める男爵に、コハクは思わずハーディガーディの背後へと逃にげ隠かくれた。

「一体何だってんだよ！」

　猫ねこのように相手を威い嚇かくしながら、コハクはハーディガーディに説明を求める。

「シュヴァイン男爵、取りあえずお座りになってください。コハクも。男爵は、あなたに御用があって、いらっしゃったのよ」

　ハーディガーディは小さなため息をついて男爵へ椅い子すを勧すすめ、コハクにもまた座るよう命じた。そして、控ひかえていた秘ひ書しよへお茶を用意させる。コハクはいつでも逃げ出せるように扉とびらから一番近い椅子に腰こし掛かけ、油断なく男爵の動きを見守っていた。

「いや、突とつ然ぜん押しかけてしまって。あの時のお嬢さんが音学生だと分かったら、居ても立ってもいられませんでな」

　丸々と太った指で華きや奢しやなカップを抓つまむ姿はあまりに似合わないが、本人は一向に気にせず、気取った所作で茶をすすると豪ごう快かいに笑った。

「何せ、あの時は命を狙ねらわれておりましたからな。助けてもらった礼もそこそこに去ってしまって申し訳わけなく思っておったのですよ」

「いや、別にあんたを助けたかったわけじゃねーし」

　素直に言ったコハクの膝ひざを、ハーディガーディがペシリと叩たたいた。だが、何故なぜかその言葉を受けた男爵は益ます々ます目を輝かがやかせる。

「いやはや、なんて謙けん虚きよなお嬢さんだ。それに、吾わが輩はいのような貴族を前にしてのその落ち着きっぷり。何とも素晴らしいじゃないか」

「……恐おそろしいまでのポジティブ思考だな、コイツ」

　苦々しく呟つぶやいたコハクの言葉に、今度はハーディガーディも小さく咳せき払ばらいをするにとどめる。

「では、今回こちらへいらっしゃったのはわざわざお礼を言いにきてくださったのですね？」

　念を押すように、ハーディガーディが言った。表情にこそ出さないが、ハーディガーディもまた、男爵の突然の訪問を訝いぶかしんでいるようだ。

　しかし、当の本人はこちらの思おも惑わくなど察する気配もなく、大きく手と首を振ふった。

「いえいえ、もちろんそれもありますがね。もう一つ大事な用件があって参まいった次第で」

「はぁ……大事な用件、ですか」

　意図が見えず、ハーディガーディの相あい槌づちにも困こん惑わくの色が混ざる。男だん爵しやくは芝しば居いめいた大がかりな所作で両手を広げると、高らかに言い放った。

「今日参まいったのは、他でもない。この勇ゆう敢かんなお嬢じようさんを、我が楽団へスカウトしに参ったのですよ！」

「……は？」

　コハクとハーディガーディが同時に短く声を上げる。

「ス、スカウトと言っても男爵、この子はまだ採用試験に合格しておりません。旋せん律りつ士しとして楽団に入ることはできないのですよ!?」

　何を血迷ったのか、楽団を抱える貴族であれば、それは知って然しかるべき基本的な規則だ。だが、それを知った上でのこの台詞せりふ。男爵の真意が読めず、コハクはただただ戸と惑まどうことしかできない。

　だが、その真意はあっさりと本人の口から発せられた。

「旋律士として、とは申しておりませんぞ」

　楽しげな笑みを浮うかべた男爵が、したり顔で続ける。

「吾わが輩はいも、最初は旋律士としてお嬢さんを迎むかえようと思っておったのです。だが、調べたところ、珍めずらしい音を持ってはいるものの、ウィンド属性の中でも成績は入学当時から常に最下位。その上、二年連続で試験に落ちているというじゃないか。ということは、どうにも旋律士としてはあまり期待できそうにない」

　どこで調べたのか知らないが、随ずい分ぶんと立ち入った情報をも入手している。しかも自分がその調査の対象だったということに、コハクの腕うでが粟あわ立だった。

「わ、悪かったな！　どうせ落ちこぼれだよ！」

　それでも、弱みを見せたくないコハクは必死に相手に嚙かみつく。

「何、だからこそ吾輩の話を聞いていただきたいのですよ」

　言って、男爵がずいと身を乗り出した。それに反してコハクの身体からだは後ろへと仰のけ反ぞるが、やはり相手は全まつたく気にしないらしい。

「吾輩も幸か不幸か、どうやら賊ぞくに狙ねらわれる立場になったらしくですな。先日のようにいつ何時襲おそわれるか分からないのです。このままじゃ外出するのも不安だと考えた時に、先日勇敢に吾輩を救ったお嬢さん、つまり君の姿が浮かんだのですよ」

　何を言い出すのかと固唾かたずをのんだコハクに、男爵はさらりと本題を言ってのけた。

「つまり、お嬢さんには、我が楽団の用よう心じん棒ぼうになっていただきたいのです」

「よ、よーじんぼう？」

　咄とつ嗟さにその単語の意味を摑つかみかねて、コハクの動きが止まる。

「お待ちください！　いくらこの子が強いからといって、音学生を用心棒にするだなんて常識から逸いつ脱だつしております！」

　理解が追いつかずに硬こう直ちよくしているコハクに代わって、ハーディガーディが声を上げた。

「それに、今はまだ試験に通ってはおりませんが、次年度は分かりません。もし受かれば、この子だって正式な旋せん律りつ士しになれるんです。それを、用よう心じん棒ぼうだなんて……」

　客人に対する最後の一線を残したギリギリのところで怒いかりを抑おさえたハーディガーディが、それでも声を僅わずかに荒あららげて抗こう議ぎする。確かに、由ゆい緒しよ正しい学校の校長にしてみれば、今の男だん爵しやくの言葉は侮ぶ辱じよくに値するものだ。

　だが、男爵は相変わらず厚い面の皮を保ったまま、悠ゆう々ゆうと話を続ける。

「落ち着いてくだされ。吾わが輩はいは何も『旋律士になるな』と言っておるのではありません。調べたところ、旋律士の採用規則には、音学生の立場でなければ試験を受けられないというような記述はどこにもありませんでしたぞ？　ならば、用心棒として仕事をしつつ、来年の試験に臨のぞめばいいのです」

　普ふ通つうの貴族であれば到とう底てい思いつかないような話を、男爵はさらりと言ってのける。こういう場でのやり取りの上手うまさは、さすがは一代で巨きよ額がくの富を得た商人だと認めざるを得ない。

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、ハーディガーディが口を戦慄わななかせるその隣となりで、渦か中ちゆうのコハクはようやく冷静に男爵の話を聞くまでに思考を回復させていた。

　その上で、男爵へと問う。

「けど、それってあんたの都合だろ？　あたしにとっての利点は何だよ？」

「もちろん、お嬢じようさんにもメリットはありますぞ。相手のニーズを探るのもまた商売の基本ですからな」

　その質問を待っていたかのように、男爵が満面の笑みを浮うかべて再びコハクへと顔を向ける。

「まずは、収入を得ることができる。額は後程交こう渉しようさせていただくが、そこらの酒場で働くよりかはずっと裕ゆう福ふくな暮らしができる額をお約束しますぞ」

「金を稼かせぐ方法なら他にいくらでもあるよ。それくらいじゃ、あたしをあんたの用心棒にするなんて無理な話だぜ？」

　男爵の言葉を一いつ蹴しゆうしたコハクが鼻で笑う。コハクとて、自分の人生を安売りする気は更さら々さらない。それに、音学生としてこの学校にいる限りは取りあえず衣食住には困らないのだから、旋律士として雇やとわれるのでなければ、いけ好かない相手を我が慢まんしてまで貴族の側そばで働く気はコハクにはなかった。

　だが、男爵はコハクの拒きよ絶ぜつに顔色を変えることなく言葉を続ける。

「では、更にもう一つ。お嬢さんは旋律士ではないから、旋律士の仕事の一環である合奏練習や演奏会には参加することはもちろんできないでしょうな。だが、個人の練習であればその範はん疇ちゆうではない。なので、仮にそこへ旋律士ではない君が入ったところで、果たして問題になりますかな？」

「……つまり、用よう心じん棒ぼうの合間にプロの練習に参加させてもらえるってこと？」

「ほう、飲み込みが早い。君なら商人としても成功できるかもしれませんな」

　男だん爵しやくが感心したように言う。確かに、男爵の持ち出した提案はコハクの心を動かすに値するものであった。

「君は、規則を破ってまで祭りの演奏を聴ききに来たというじゃないか。プロの演奏を日々目の当たりにできて、その上共に練習ができるとなれば、これは金銭に代えがたい利ではないですかな？」

「……もし、来年試験に受かったらどうなるんだ？」

　コハクの言葉に、ハーディガーディが咎とがめるような視線を送ってくる。

「ならば、取りあえず採用期間は一年間といたしましょう。そして、もし来年試験に合格した暁あかつきには、そのまま今度は我が楽団の旋せん律りつ士しとして正式に採用させていただくということでいかがですかな？」

　その最後の一言が、コハクを決断させた。

「分かった。その話、受けてやるよ」

「コハク！」

　ハーディガーディが叫さけぶ。

「ごめん、先生。でも、あたしはやっぱり音楽書や楽がく譜ふを睨にらんでるよりも、耳で聴いて身体からだで感じる方が得意みたいなんだ」

「だからって、用心棒だなんて……」

「大だい丈じよう夫ぶ。あたし、強いし」

「そういう問題じゃありません！　あなたは国に守られた音学生という立場なのですよ!?」

　眩暈めまいを堪こらえるように額ひたいを押おさえたハーディガーディは、怒いかりの矛ほこ先さきを男爵へと向ける。

「第一、旋律士の採用は国を通じてしか行えません。もし本気でこの子を採用する気であれば、国へ話を通す必要があります」

　だが、相手はハーディガーディよりも一枚上うわ手てだった。

「先生、それはあくまでも旋律士を採用する際の規則でありましょう？　先ほど申しましたように、今回のお話は旋律士ではなく用心棒としての採用だ。音学生が旋律士以外の職についてはならないという規則はないでしょう？　ならば、そこに学校や国が入り込む余地はありませんぞ」

　男爵の言葉は、見事に規則の隙すきを突ついていた。音学生が旋律士以外の職につくことなど前例がなく、それ故ゆえ、規則にもそのような記き載さいがされてはいないのだ。

　ハーディガーディがぐっと言葉と怒りを飲み込むのが傍はたからも見て取れた。

「……コハク・ランジュ。あなたは、本当にそれで良いのですか？」

　こちらへ向けられた目は真しん剣けんだ。コハクもまた、その視線をしっかりと受け止める。

「うん。あたしは、絶対旋せん律りつ士しになりたいんだ。そのためにも、身近で生なまの演奏を聴きける環境ってのはあたしにとっては絶対有利になる」

　耳で音楽を聴き取る能力が高いコハクにとって、その環境は書物で勉強をするよりも数倍の実力を身に付けることができるだろう。

「お願い、先生。来年、絶対試験を受けにくるから。だから、一年間あたしを男だん爵しやくの下で働かせて！」

　縋すがるようにして言ったコハクを、ハーディガーディは険けわしい表情を崩くずさずに見つめた。コハクもまた、ハーディガーディを見上げて視線を逸そらさない。暫しばらくの間、二人は無言で己おのれの主張を相手にぶつけていた。

　いつまで続くのかと思われたその均きん衡こう状態を先に破ったのは、ハーディガーディだった。

「……分かりました。では、就業体験に出るという名目の下に、あなたを一年間の休学扱あつかいといたします。その間に、何らかの労働をすることも認めます」

　ハーディガーディの言葉に、コハクがぱっと表情を明るくする。

「やった！　ありがとう先生！」

「ただし、決して練習を欠かさないこと。今音を出さなくなれば、ようやく身に付き始めている技術はあっという間になくなってしまうんですからね」

「分かってるって！　きっちり技術盗んで、来年には正式に旋律士になるからさ」

　飛び跳はねんばかりの勢いで言うコハクを心配そうに見つめた後、ハーディガーディは男爵へと頭を下げる。

「この子を、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。こんなに強いお嬢じようさんに来ていただけるとは、何とも心強いですからな」

　豪ごう快かいに笑う男爵は、さっそくコハクと給与の交こう渉しようを始める。金銭に関しては、ハーディガーディよりもスラムで育ったコハクの方がよほど詳くわしい。本人同士の話し合いに任せて身を引いたハーディガーディだったが、先日此処ここを訪れた赤あか髪がみの男の言葉を思い出し、一いち抹まつの不安に駆かられる。想像のつかないことを仕出かす男爵と、枠わくからはみ出た音学生であるコハク。果たして、この二人を繫つなげてしまってもよかったのか。そんな思いが過よぎるが、男爵の理論にはハーディガーディが口を挟はさむ余地はない。

　やがて、交渉の末に思いのほか高賃金の約束を取り付けたコハクが嬉うれしそうにこちらを振ふり仰あおぐ。その無む邪じや気きな笑顔に、ハーディガーディの不安はじわじわと増してくる。

　ハーディガーディは、内心の不安を二人に気取らせないように注意しながら、その一方で男へ至急の報告を取り付ける段取りを必死に考えていた。




　翌日、コハクは男爵と共に飛空船に乗り込み、音楽校を後にした。
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　白で統一された広間は、重苦しい空気に包まれていた。

　大きな円えん卓たくを囲む十数名の男達が緊きん張ちようした面持ちで上座に座る二人の男を見つめている。卓上に並ぶ豪ごう華かな料理に手を付ける者はおらず、冷めてしまったスープには膜まくができていた。

　円卓は、本来席順による序列なく対等になるよう円状になっている。だが、そこには見えない順列が、確実に存在していた。

　上座の男は双そう方ほう三十前後と、円卓を囲む中では最も若じやく齢れいではあったが、その二人がこの会議の事実上の主しゆ催さい者しやであり、トップであった。

　年齢こそ近い二人だが、その容よう姿しは全まつたくの対極にある。一方は流れるプラチナブロンドに翡ひ翠すい色の瞳ひとみを持つ眉び目もく秀しゆう麗れいな風ふう貌ぼう。もう一方は炎ほのおのような赤髪を持つ豪ごう傑けつ。互たがいに笑みを浮うかべてはいるが、どちらの目も油断なく相手を見み据すえている。

「では、貴国は連合に入る気はないと？」

　翡翠の眼を持つ男が、静かに言った。

「貴き殿でんもくどい男だな。何度も申している通り、我が国は複数民族の統合体だ。貴殿らのように、単独民族で構成されている国々とは毛色が異なり思想も様々だ。加えて、現状国営に困こん窮きゆうもしていない。貴国らと共に歩く理由がどこにある？」
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　良く通る声が、それに答える。外交とはいえ、言わば敵てき陣じんのど真ん中であるにも関わらず、その男に臆おくする様子は見られない。むしろ、その場にいる誰だれよりも尊大な態度とすら言えた。

「我々としては、最も平和的な解決策を申しておるのだが？」

　組んだ手を円えん卓たくに乗せ、翡ひ翠すいの男がにこやかに笑む。

「それは、宣戦布告にも聞こえるな」

　赤あか髪がみの男もまた、口元を大きく釣つり上げた。

「おや、提案としては受け取ってもらえまいか」

「提案というには、いささか尊大すぎやしないか？」

　笑い合う二人の姿に、円卓を取り囲む者々が息を飲む。

「話は終わった。私はこれで失礼させていただく」

　赤髪は立ち上がると、踵かかとを鳴らして出口へと向かう。そのまま、控ひかえの者を制して自みずから扉とびらの取っ手を摑つかんだが、そのままはたと足を止め、室内を振ふり返った。そして言う。

「そう言えば、先日の礼がまだだったな。祭りの当日に珍めずらしい贈おくり物を賜たまわり、痛み入る」

　髪と同じく赤味の強い瞳ひとみが、円卓に座る男へと向けられる。

「さて、何のことをおっしゃっておるのか？」

　笑顔を絶やさない相手を正面から見み据すえ、赤髪は嫌いや味みともとれる不敵な笑みを浮うかべたまま部屋の外へと出て行った。

「フォルモンド、先ほどの言葉はどういうことだ？」

　男が出て行った広間に、咎とがめるような声が響ひびく。

「大司教。公式の場だぞ、口を慎つつしめ」

　フォルモンドと呼ばれた男は、低い声で自分と同じ翡翠色の眼を持つ男を諫いさめた。

「向こうが何らかの勘かん違ちがいをしている。それだけだ」

　淡あわい笑みを浮かべてそう言うと、大司教は疑うたぐるような目を向けたもののそれ以上の追及を諦あきらめた。

「法王様、やはり相手は一ひと筋すじ縄なわではいかないようですな」

　円卓の一人が、フォルモンドの顔色を窺うかがうように尋たずねる。

「あの男が、こちらの思い通りに動かないことなど、最初から分かっていたことだろう」

　男は組んだ両手を口元にあてがい、口角を釣り上げる。そして、長い礼服の裾すそを翻ひるがえし、椅い子すから立ち上がった。

「我が国は、連合諸国の統とう括かつ者しやとなり久しいが、未いまだ各国のまとまりが取れてはいないように思うのは、私の思い過ごしではあるまい。そこで、貴公らに問いたい。連合諸国の中で最も小さな我が国が、他を差し置いて統括者として振ふる舞まっている理由は何か？」

　男の声が広間に響く。その場に居る者全すべてに問い掛かけているように見えるが、しかしその視線の先に居るのはただ一人だ。

「その理由は、何だ？」

　答えは問うまでもない。だが、男は敢あえて繰くり返し尋たずねる。視線の先で、自みずからと同じ顔を持つ大司教が、苦しげな表情でこちらを見つめていた。それは物言いたげにも見えるが、しかしこの双ふた子ごの弟がこういった場で意見を言う器量のないこともまた、フォルモンドには分かっていた。

　フォルモンドはわざとらしく大きなため息をつくと、浮うかべていた一切の笑みを表情から消し去った。

「──役者がお前では、力不足か」

　小さく吐はき出した言葉が、ため息の中へと消える。それとともに、もう一人の自分の表情が強こわ張ばるのが見て取れた。言葉を聞き取ったわけではないだろう。だが、仮にも血肉を分けた片割れであれば、心中を察することは容易たやすい。また、それはこちら側にも言えることであり、それ故ゆえ、弟の愚ぐ鈍どんさに苛いら立だちが募る。

「続きは次回だ。本日はこれで閉会とする」

　心中とは裏腹の笑みを再び張り付けそう告げると、フォルモンドは円えん卓たくに背を向けて歩き出す。背後では、弟が息を殺してこちらを見つめているだろう。だが、最早もはやフォルモンドには言葉を交わす気はなかった。

「ノイ、お前にその気がないのなら、代わりの役者を探すまでだ」

　そう呟つぶやいた男の表情は、悪あく魔まのように歪ゆがんだ笑みを湛たたえていた。
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　シュヴァイン男だん爵しやくの用よう心じん棒ぼうとなってから二週間。コハクは早くも現場に慣れ親しんでいた。

　元来、あらゆる意味で周囲への適応能力が高いコハクだが、エーンリッヒ家が成り上がり貴族であったことも幸いした。堅かた苦くるしい儀ぎ礼れいをせずとも、咎とがめるものがいないことは、コハクにとってありがたいことだった。

　男爵が外出の際には同行し、それ以外では午前中に武術の鍛たん錬れん、午後からは楽団の練習を見学して日々を過ごす。雇やとい主はともかく、旋せん律りつ士しの質はかなり上級だった。

　今日も外出の予定はない。コハクは朝の日課を終わらせ、ウィンドの練習場所へと走った。

「お、今日も来たなベルンシュタイン」

　書庫の扉とびらを開けると、小さな机つくえに向かっていた旋律士長のバッソンが笑顔でコハクを出で迎むかえた。

「やめてよ、その変な呼び名」

　クレームをつけるコハクに、バッソンは分かった分かったと、信用に値しない口調で軽く応じる。橙だいだいに近い黄金色の宝石を指すその単語をバッソンがあだ名とするのは、コハクという名が、異国でその宝石を示す単語と同じ発音を持つためらしい。だが、どことなく重々しいそのあだ名をコハクが気に入ることはなかった。

　そもそも、自分の名前に意味があることすら初耳だったが、バッソン曰いわく、音学生時代に読んだ古い書籍の中に〝コハク色〟は幸運をもたらす色だというような記き載さいがあったらしい。遠い過去の話で細部が曖あい昧まいだと言っているあたり、信しん憑ぴよう性せいは薄うすいとコハクは睨にらんでいるのだが。

「今日はどの曲をやるの？」

　コハクの問いに、バッソンがにんまりと笑む。

「お前さんがお待ちかねのやつだ」

　その言葉にコハクがパッと顔を輝かがやかせる。

「楽がく譜ふ取ってくる！」

「待て待て、もうここにあるんだ。ほら、出来立ての新作だぞ？」

　楽譜を収納している保管庫へと走ろうとするコハクを、バッソンが止めた。振ふり返ったコハクは、バッソンの腕うでに飛びつくようにして手中の楽譜を受け取る。薄うすい冊子状の表紙に滑なめらかな筆ひつ跡せきで書かれたヂェスのサイン。

「新作ってことは、ヂェスは此処ここに来たの!?」

「いや、奴やつはうちのボスが苦手だからな。足を運ぶのは曲を作る際の打ち合わせの時だけさ」

　バッソンの言葉に、コハクは僅わずかに肩かたを落とす。だが、すぐに浮ふ上じようして楽譜を広げた。

「うっわ……やっぱ難しい」

　びっしりと書き込まれた楽譜にコハクが思わず目を瞬しばたたくと、バッソンが豪ごう快かいに笑った。

「奴の曲は貴族受けするんだが、小難しくてな。俺おれ達の間じゃ旋せん律りつ士し泣なかせだと有名なんだよ。お前さんには難しくて当然さ」

「うぅー」

　それでも何とか読み込もうと眉み間けんに皺しわを刻んで楽譜を睨んでいたコハクが、ふと顔を上げてバッソンを見上げた。

「バッソンはさ、ヂェスの曲に〝言葉〟が混ざってる理由を知ってる？」

　コハクの言葉に、僅かにバッソンが目を見開く。

「……コハク。そのことはヂェスから聞いたのか？」

「ううん。学校にあった楽譜を練習してた時に気付いたんだ。言葉っていうか、〝言葉みたいな何か〟って感じだけど」

　ゆるゆると首を横に振るコハクに、バッソンの目が今度はあからさまに見開かれる。

「つまり、感覚的に捉とらえたってことか？」

　バッソンが呟つぶやくように言った。

「……こいつは驚おどろいた」

　顎あごに蓄たくわえた髭ひげを何度もさすりながら、バッソンがまじまじとコハクを見つめる。

「ど、どうしたんだよ？」

「コハク。そのことは誰だれかに話したか？」

「い、いや。今初めて言ったんだけど……」

　バッソンの気き迫はくめいた様子に、コハクは僅わずかに後ずさる。バッソンは一歩で間合いを詰つめるとコハクの肩かたを摑つかみ、身を屈かがめて視線を合わせる。その灰色の瞳ひとみから、気の良い旋せん律りつ士し長ちようとは異なる鋭するどさを感じたコハクは咄とつ嗟さに身構える。

「それはな、〝音語り〟っていうもんだ」

「お、おとがたり？」

「あぁ。音楽の中に言葉と同じように意味を持たせたものだ」

「ふーん。でも、そんなの聞いたことなかったよ」

　学校でも習ったことがない言葉に、コハクは首を傾かしげる。それとも、上級クラスにのみ教えられるものなのだろうか。

　僅わずかに目元を和やわらげたバッソンが、再びコハクと視線を合わせた。

「いいかコハク。俺おれが見てやるから、これからはヂェスの曲を中心に練習をするんだ」

「え？　本当!?　やった！」

　思いも寄らない提案に、コハクは素直に喜びを表す。

「あぁ。それで、来年は必ず試験に合格するんだ」

「うん。あたしも来年こそは絶対受かりたいんだ！」

　拳こぶしを固め、強い意志を笑顔で語ったコハクだが、バッソンは真しん剣けんな表情のままで話を続けた。

「だがな、音語りのことも、それを聞き取れることも、今は他の誰にも絶対に話すんじゃない。いいか？」

「え？　う、うん。けど、何で？」

「……それは、試験に合格すれば分かるさ」

　肝かん心じんなところを言わないバッソンに疑問を感じないでもなかったが、個人レッスンをしてもらえることはありがたい。バッソンはコハクと同じくウィンド属性で、奏かなで方も感情移入をしやすい。師とするには最適の人物であると言えた。

　頷うなずいたコハクに、バッソンの目元がようやく緩ゆるむ。そして、時計を見上げてあっと声を上げた。

「いかん、皆みなが待ってるな。ベルンシュタイン。先に行って楽がく譜ふを配っておいてくれないか？」

「だから、その呼び名やめろって言ってるだろ！」

　文句を言いながらも、コハクは大量の楽譜を抱えて足早に音楽堂へと向かった。







　楽がく譜ふを抱えて走り去る少女の後ろ姿を見送ったバッソンは、額ひたいに手を当てて天井を仰あおぐ。

「全まつたく、とんでもない音学生がいたもんだ」

　音楽の中に紛まぎれこませた言葉、〝音語り〟を瞬しゆん時じに理解するには、熟じゆく練れんの旋せん律りつ士し達ですら努力を必要とするものだ。それを何も知らない音学生の立場で、しかも感覚で読み取ってしまうとは。

　基き礎そができないことで落ちこぼれというレッテルを貼はられてしまったため、今まで見過ごされていたのだろう。だが、うまく育てばＳクラスにも値する逸いつ材ざいだ。とにかく、気が付いたのが自分でよかったとバッソンは胸むねをなでおろす。

「なんせ、最重要の国家機き密みつだからな」

　コハクのあの様子では、それがどれほどの意味を持つのか全く理解していないだろう。おいそれと口に出していたらと思うと、バッソンは身が竦すくむ思いだった。

「ともかく、夜にでもハーディガーディ先生とジルバに連れん絡らくを取らんとな」

　そう呟つぶやくと、バッソンは頰ほおを二、三度叩たたいてから、コハクの後を追って書庫を後にした。
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　バッソンとの練習に意気込んでいたコハクだったが、コハクの個人練習は数日で途と絶だえることになった。何故なぜなら、その数日後、男だん爵しやくの出張にコハクが伴ともなうことになったからだ。それも、ただの出張ではない。かつての戦争相手である神国へ赴おもむくというのだ。

「いいのかよ。相手は十五年前まで敵だったんだろ？」

　分厚いガラスの張られた窓まど枠わくに腰こし掛かけたコハクが、優ゆう雅がにワインを傾かたむける男爵へと問うた。ほんのり火ほ照てった頰が、ますます豚ぶたのようだが、その豚が今現在自分の雇やとい主であることに、コハクは心の中で嘆たん息そくした。

　王国から神国までは飛空船で約三日。初日は高い山脈の間を縫ぬうように進んでいたため、時折山風に煽あおられ機体が揺ゆれはしたが、それでも飛空船の中とは思えないほどに華か美びな装いの船内は地上と比べても劣おとらない快適な空間であった。三日目の今日などは、穏おだやかな大気の上で滑すべるように進み、ともすればここが空中であることすら忘れてしまいそうだ。

「最大の貿易相手に何を言っておるのだ」

　コハクの問いに、ソファーに腰掛けたシュヴァインが片方の眉まゆを持ち上げて答えた。

「終戦から十年近くかけてようやく交易が再開したのだぞ。我がエーンリッヒ家がここまで大きくなり得たのも、この貿易によるところが大きいのだ。これも、吾わが輩はいが地道に人脈を築いた結果であろうよ」

「ふーん」

　あからさまに気のない返事をするコハクだったが、シュヴァインは自画自賛を続ける。

「しかも、今日お会いするのは先方の事実上のトップ、法王様だぞ。吾わが輩はいの事業の更さらなる拡大のチャンスなのだよ」

「法王が一番偉えらいのか？　あたし、神国は大司教と法王の双そう権けん制せいだって学校で習ったぞ」

　ほとんど寝ねていたとはいえ、一通りの歴史は学校で習っている。全国民が一つの神を信しん仰こうしている神国では、神と最も近しい存在であり、また人々に神の教えを広げる司教という立場の人間がいる。宗教国である神国にとって、それは王と同等の権力を持つのだと教科書には記き載さいがあったと記き憶おくしているのだが。

「確かに神国には大司教という役職があるのだが、王と同等の権力を持っていたのは昔の話だ。吾輩の見立てでは、今は政治にほとんど関わってはいないようだったな。まぁ、金にならなそうな相手であることは確かだ」

　シュヴァインが答える。どこまでも儲もうけにしか視点を置いていないが、それ故ゆえ表に出ていない情報も得ているようだ。

「代わりに政権を握にぎっているのが、今の法王なのだ。若いのに、なかなかの御ご仁じんでな。以前は歯し牙がにもかけてもらえなかったのが、彼に代だい替がわりしてからは積極的に機械化を検けん討とうしてくれる。現状、最も仲良くしておきたい相手ということですな」

　下心が丸見えの発言だが、この男がそう言うからには、相手は相当のやり手なのだろう。何せ、金儲けと権力誇こ示じに関しては想像もつかないような力を発はつ揮きする男なのだ。商売相手にも鼻が利くとみて間ま違ちがいない。

　鼻の穴を膨ふくらませる男だん爵しやくから視線を逸そらしたコハクは、ふと根本的な疑問を口にする。

「ところでさ、うちって何売ってるの？」

　今いま更さらなコハクの言葉だったが、シュヴァインは気にした様子もなくワインで口を湿しめらせてから生き生きと語る。こういうポジティブさがシュヴァインを成金たらしめている所以ゆえんなのだろう。

「簡単に言えば各種の機械ですな。我らが王国は都を中心として戦後、急激に機械化が進んでいるが、神国は未いまだ機械に対する技術を持っておらんのだよ」

「あぁ、だからうちの機械が高く売れるってわけか」

　商売の話が存外嫌きらいではないコハクは、男爵の話に納得する。だが、話はそこで終わらず、シュヴァインはにやりと笑んで更に続けた。

「金儲けのネタはそれだけじゃないですぞ。神国は我が国よりも大きな鉱こう山ざんを持っておってな。鉄や銅が豊富で王国より安価なのだ。十五年前の戦争で我が国が狙ねらったのも、それですな」

　コハクはシュヴァインの言葉の意味を考える。

「ってことは、こっちからは機械を売って、向こうからは金属を買って帰ればいいわけだ」

　コハクの言葉に、シュヴァインは満足げに頷うなずく。

「素晴らしい！　やはり、君は旋せん律りつ士しにするのはもったいないくらいの商人気質ですな」

「別に、生きるために効率よく稼かせぐ方法を覚えただけだよ」

　それは、コハクにとって褒ほめ言葉にはならない。コハクの中で、金を稼ぐことは、即すなわち生きることと直結している。それを楽しみにしているシュヴァインとはその考え方が根本から異なるのだ。

　貧しいスラムで生きる方法は二つに一つしかない。それは、他人の物を奪うばうか、もしくは僅わずかなチャンスを金に換かえる術すべを身に付けるかだ。コハクの育ての親は、子ども達に後者を教え込んだ。

　そのおかげで、今でも胸むねを張って太陽の下を歩ける身分なのだが、そこに根付いた〝稼ぐ理由〟は、きっと一生変わらないのだろうとコハクは思う。

「いっそ旋律士なんぞ目指すのを止やめて、商売を始めやしないかい？　よっぽど君に向いていると思うがなぁ。何なら吾わが輩はいの経営学を直じき々じきに伝授して差し上げてもかまいませんぞ」

　冗じよう談だんか本気か測りかねるシュヴァインの言葉に苛いら立だちつつも、コハクは鼻先で笑うに留とどめる。この男の言うことをいちいち真に受けていたら、堪かん忍にん袋ぶくろがいくらあっても足りないということをコハクはこの数週間で学んでいた。これをクライアントとしなければならないヂェスの心中を思うと、同情を禁じ得ない。

　勝手に話し続けるシュヴァインを放置して、窓そう外がいへ目を向ける。そして、思わず声を上げた。

「うわ……すげー」

　目下に広がるのは、見たこともないような白い大地。

「この雪原を越こえればすぐに神国だ。そろそろ君も着き替がえて準備をしておくようにな」

　グラスに入ったワインを飲み干すと、シュヴァインは立ち上がり自室へと向かっていった。神国のトップに会うために、似合いもしない煌きらびやかな衣装を身に着けるのだろう。

「あたしも着替えなきゃ……」

　用よう心じん棒ぼうとはいえ、薄うす汚よごれたマントと飾り気のない普ふ段だん着ぎでは失礼だと、この日のために用意された服が、コハクの部屋に吊つるされていた。無む駄だに飾り布の多い煌びやかな服を着せたがるシュヴァインと何度も攻こう防ぼうを重ねた結果、質のよい生地でつくられたシンプルなズボンと、裾すそ幅はばが広く動きやすいチュニックに落ち着いたのだが、それでもコハクにとっては随ずい分ぶんと妥だ協きようしたと言える。

　一いつ張ちよう羅らの上から薄うす手でのコートを羽は織おり、トンファーを腰こしに携たずさえたコハクが甲かん板ぱんへ出ると、神国を真上に捉とらえた飛空船が下降を始めるところだった。

　容よう赦しやなく吹ふき付ける冷たい風に、一つに纏まとめた髪かみが頭上で四方に躍おどる。その上、風には細かな氷が混じり、呼吸すら儘ままならない。それでもコハクは腕うでで鼻を押おさえて舳へ先さきへと進んだ。

　手て摺すりから下を覗のぞき見る。緑が多い王国の山脈とは異なり、神国の山々はゴツゴツした岩場が多く、雪の隙すき間まに地じ肌はだが露ろ出しゆつしているところも多く見られた。

「……なんか、あんまり綺き麗れいなとこじゃないんだな」

　正直な感想を口にする。

　それは、王国を懐なつかしむ響ひびきを帯びていたが、コハク自身がそのことに気が付くことはなかった。

　灰色の空に対比して、一つの情景が思い浮うかぶ。

　無数の紙風船が浮かぶ明け方の空と、それを見上げて何かを想おもう、青年の横顔。

「コハク」

　背後から呼ばれた声に、はっとして振ふり返る。

「おぉ、ここにおったか。さぁ、参まいろう。しっかり吾わが輩はいを守ってくれよ」

　そこに立つのは、彼であるはずがない。コハクは自じ嘲ちよう気味に笑うと、手を上げて男だん爵しやくに応じる。

　着ぶくれて一回り大きくなった男爵が、短い脚あしをちょこちょこと動かして小走りに去る。そんなシュヴァインの背中を見送ったコハクは、小さく頭を振って気持ちを切り替かえた。

「そういえば、神国には旋せん律りつ士しっていないんだっけ……」

　もし旋律士がいたならば、そこからも学べる技術があったかもしれないのに、と思うと残念だ。だが、それが何であれ、新しいものに触ふれることは、表現力を高める術すべになるだろう。

「うん。せっかくの機会だし、できることをやっていこう」

　そう小さく呟つぶやくと、コハクは男爵の後を追って甲かん板ぱんを後にした。
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　誰だれかが、自分を呼んでいる。

　どうしてそう思ったのかは分からない。だが、直感的に目の前に振り下ろされた剣けんを薙なぎ払はらい、男は周囲を見み渡わたした。

　赤黒い煙けむりが立ち上り、敵味方すら分からない、かつてヒトだった塊かたまりが足元を覆おおっているが、それを気に掛かけることもできない最悪の状じよう況きよう。

　男は兜かぶとの中でほんの僅わずか目を閉じる。これは、きっと自分の願望が作り上げた幻げん聴ちようだ。こんな場所で、あの〝音色〟が聞こえるはずがない。

　男は手の中の剣を握にぎり直す。

　果たして、今この場で何人が動けるのだろうか。味方が奏かなでていた音楽は、いつの間にか途と絶だえてしまった。まるで巨きよ大だいな一人の人間のように連れん携けいして動いていたはずの仲間達が、いつの間にか四方へ散り、各人が目の前の敵を倒たおすことだけに意識を集中している。自身の発する叫さけび声すら、当人の耳に届いていないかもしれない。

　目の前で、仲間が首を落とされ屍しかばねへと変わる。だが、その死を悲しむ暇いとますらない。

　敵が迫せまりくる。切っても切っても、湧わき出てくるように現れる敵。死を恐おそれないその姿は、まるで白い悪あく魔まのようだった。

　指し揮き系統が崩くずれた今、無む秩ちつ序じよに戦うしかないこちらに最早もはや、応戦できる術すべはない。

　敗北の二文字が男の脳のう裏りを過よぎった、その時だった。

　澄すんだ水の如ごとく透すき通った音色が、光の筋のように戦場へと降り注いだ。

　男の顔に生気が戻もどる。自分が、あの音色を聞き間ま違ちがうはずがない。これは、まぎれもなく彼女の音だ。

　天を仰あおぐようにその音色の元を探る。彼女は、地面から突つき出すようにそびえる岩の上に立っていた。長く美しい髪かみは煤すす汚よごれ、しかしその凜りんとした顔に曇くもりはない。

　戦場に流れる音楽。無秩序なようで、しかし独自の規則を持つ、複雑で繊せん細さいな音運び。

　アナザー・ビートもうひとつの鼓動と自分が呼んだそのリズムに、彼女は音楽を乗せて演奏する。誰だれも聞いたことのない、彼女が独自に作り上げた世界でただ一つの曲。

　それを耳にした男は、彼女がそこに現れた意味を知った。そして、彼女が何を犠ぎ牲せいにしてそこに立っているのかも。

　男の脚あしに力が戻る。朦もう朧ろうとしていた意識がはっきりと輪りん郭かくを持つ。周囲を見み渡わたすと、自分と同様に立ち上がる味方達の姿が見て取れた。彼らもまた、彼女の音楽から、各おの々おのがすべきことを見み出いだしていた。

　男は自みずからを奮ふるい立たせて声を上げた。それは周囲へと伝染し、やがて男達の上げる声が音楽に重なる。

　それはまるで、巨きよ大だいな魔物の咆ほう哮こうのようであった。
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　天井まで続く螺ら旋せん階段の途と中ちゆうに一人の女が腰こし掛かけていた。

　丸レンズの眼鏡めがねに二つに粗あらく編んだ赤髪。その毛先は四方にはねており、どことなく野暮ったい印象を与える。年とし頃ごろの女にしては随ずい分ぶんと容姿に無む頓とん着ちやくだと言えるが、彼女にとって重要視すべきは外見ではない。ただ、まるで飢うえを満たすが如く知識を貪むさぼることだけが、彼女の意識の向く先だった。今もまた、分厚い丸レンズの奥おくで真しん紅くの瞳ひとみがせわしなく左右に動き、手元の書物の文字を追う。

　彼女が日々の大半を過ごす円えん筒とう状の塔とうは、壁かべ一面が本ほん棚だなになっており、他に部屋はない。螺旋階段はそれらの本を取るためだけに設置されているものだ。

　本だけが詰つめ込まれた塔の中に、規則的な靴くつ音おとが響ひびく。ゆっくりと上じよう昇しようした足音は、やがて女の前でぴたりと止まった。

「何か、面白い記述でもあった？」

　頭上からの声と、突とつ如じよ手元に落ちた影かげに、女が露ろ骨こつに不快な表情で顔を上げた。

「やぁ、久しぶり。エマ」

　覗のぞき込むように背を屈かがめた男が、女へと緩ゆるい笑顔を向ける。だが、女は目が合うなり表情筋が動き得る極限まで顔を顰しかめて舌打ちした。

「女の子が舌打ちとか。行ぎよう儀ぎ悪いよ？」

「貴様に言われる筋合いはない、ヂェス」

　再びチッと舌打ちしたエマは、ヂェスを眼鏡めがねの下から睨ねめあげる。その視線を受けたヂェスは、町の女達から黄色い声を上げられる爽さわやかな笑みでそれを受け流した。

「久々に従弟いとこと会ったってのに、つれないなぁ」

　ヂェスの軽口に眉まゆひとつ動かさず、エマは手元の本をぱたりと閉じた。そして、鋭するどい視線をヂェスへと向ける。

「貴様、また常識を逸いつした行いを仕出かしたそうだな」

「んー、どれのことだろう？　心当たりが多すぎて」

「誤ご魔ま化かすな。誰だれよりも規律を守らせなくてはいけない立場の貴様が、違い反はん音学生を匿かくまうとはどういう了見かと聞いている」

　わざと冗じよう談だんめかして言うヂェスに、口調を強めたエマの言葉が被かぶさる。

「匿ったわけじゃないよ。三日間、帰りを延のばしただけでしょ」
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「旋せん律りつ器官を隠かくし、目立つ行動を避さけ、護ご衛えいを付ける。これが匿かくまう以外に何だと言うんだ？」

「護衛とは重々しい言いようだね。ジルバにはただ黙もく認にんしてもらってただけだよ」

「だから、そういうことにジルバを巻き込むなと言ってるんだ！」

　突とつ如じよエマが口調を荒あららげた。髪かみと同じく赤い瞳ひとみが怒いかりに揺ゆれる。だが、今の発言で彼女の怒りの原因を摑つかんだヂェスは、相手に気付かれない程度に口元を釣つり上げた。

　つまり、彼女はヂェスが仕出かした事云々うんぬんではなく、ジルバに迷めい惑わくをかけた事実に対して怒おこっているのだ。

「あ、ひょっとしてオレとジルバが仲良しなのに妬やいてる？　大だい丈じよう夫ぶだよ、ちゃんとエマのことも好きだから」

「──殺すぞ」

　眼鏡めがねの下の双そう眸ぼうに剣けん吞のんな色が浮うかんだのを認めて、ヂェスはゴメンゴメンと雲よりも軽い謝罪の言葉を口にした。怒りを買うのを分かっていながらからかうヂェスの神経は、ジルバが言うようにとんでもなく太いのかもしれない。

　軽けい薄はくではあるが、一応の謝罪を受けたエマは、収まりきらない怒りを端はし々ばしに見せながらも大きく息を吐はいてから口を閉ざした。ヂェスを相手にこれ以上言っても意味がないと追つい撃げきを諦あきらめただけかもしれないが。

「それで、今年は何か良い話は聞けそう？」

　エマが落ち着いた頃ころ合あいを見て、階段の手て摺すりに寄りかかりつつヂェスが尋たずねた。

「残念ながら貴様の期待しているようなネタはない。だが、興味を持ちそうな文ぶん献けんなら、一つ見つかった」

　エマは、立ち上がると階段を少し登って一冊の本を壁かべの棚たなから引き抜ぬく。角を金属で補強した、立派な装丁の分厚いそれを、ヂェスへと渡わたした。もしこの高さから階下へ落としたら、当たった人はもれなく死ぬだろう重たさだ。革かわ張ばりの表紙はそこに書かれていたのだろう題名が全まつたく見えないほどに傷いたんでいるが、中の紙は表紙ほどの損そん傷しようは見られない。

「これは？」

　表紙を撫なでながらヂェスが問うた。

「三百年前に書かれた歴史書の原書だ。北の遺い跡せきから見つけた」

　この大陸の地下深くには多くの遺跡が眠ねむっている。考古学者であるエマは、単独遺跡を発はつ掘くつしては資料の読解に力を注いでいた。

「記き載さいされている地域や文字から見て、この国に住まう者達とは別の、単一民族による小国が書いたと推すい測そくされる」

「小国というと、神国の手下ってこと？」

「それが、そうとも言い切れないんだ。栞しおりを挟はさんでいる箇か所しよを見てみろ」

　手のひらで扱あつかうには重たすぎる本を片かた腕うでに乗せ、ヂェスは指示されたとおりに本を開く。そこに並ぶのは、今ではほとんど使われていない古代語だ。指で文字をなぞるようにして意味を追ったヂェスが僅わずかに眉まゆをひそめる。

「どうやらこの国は、信じる神は神国と同じであっても、神国の下に付くことを了りよう承しようしなかったようだね。そのことで神国やその取り巻きから反感を買っていたのか」

　おそらく、この民族は既すでに滅ほろぼされているだろうとヂェスは推測する。当時の神国は、自みずからの意思を神の意思だとし、それに従わないものはたとえ同じ神を信しん仰こうする国であっても、神への反逆と称しようして徹てつ底てい的に弾だん圧あつしていた。

　歴史上、神国に従わなかった国はなく、それら全すべてが今の連合国群だとされているが、おそらく従わなかった小国は歴史の裏で存在を抹まつ消しようされている可能性が高い。

「ここに神国から使者が何度か来ているとあるのは、時期的に見てきっと三百年前の大陸戦争の直前だね。戦力が欲しい神国は、小国を口く説どき落とそうとして──」

　文字をなぞるヂェスの手が止まる。

「……いや、それだとおかしいのか」

　自らの言葉を否定したヂェスの呟つぶやきに、エマが頷うなずく。

「資料から推測するに、この小国に住まう民族は数百人程度だ。そんな小人口国に、神国の使者が何度も訪れるのは、普ふ通つうに考えておかしいだろう」

「確かに、その程度じゃ戦力にもならない。住まう土地に有益な資源があったのなら、それこそ力で奪うばえばいいはずだ」

　だが、神国はそうしなかった。つまり、その国に住まう国民自体を必要としていたということになる。

「もう一つ、気になる記述がある」

　そう言って、エマはもう一つの栞しおりが挟はさまれている箇か所しよを開いた。そこに記されているのは文章ではなく、紙いっぱいにちりばめられた無数の文字と数字、そして特とく殊しゆな記号。

「これに関しては貴様の方が詳くわしいだろう？」

　意味深に言ったエマから奪うように本を手に取ると、ヂェスは食い入るようにそのページを見つめ、やがてゆっくりと口を開いた。

「……これが楽がく譜ふだとすれば、オレは、こんな音律を今まで聞いたことがない」

　それは、音律を数字と文字、記号で表した初期の楽譜だった。

　作曲には音を数字として捉とらえる数学的な思考をも必要とする。無限に高低がある音を数字に置き換かえ、紙に記したものが楽譜だ。

　そして、旋せん律りつ器官こそないが、ヂェスはそれぞれが表す音の高さを正確に認識しており、音を当てはめ組み合わせることで、実際の演奏と寸分の狂くるいなく、音楽を脳内再生することができる。これが天才作曲家と言われる所以ゆえんなのだが、しかし、そんなヂェスにも、この楽譜に記された音楽を想像することができなかった。

　今目にしているこの楽がく譜ふは、整数ではなく小数を当たり前のように使用していた。通常の耳ではその高低差を理解できないレベルの緻ち密みつな、つまり音楽として到とう底てい認知することができないものなのだ。

　ヂェスの記き憶おくにある限り、ここに刻まれた音を正確に発することができる旋せん律りつ士しは思い当たらなかった。

「音の分割が細かすぎて、どんなにレベルが高い旋律士でも安定した演奏は不可能だ」

「では、これは楽譜ではないのか？」

「そうだね、暇ひまな数学者が机き上じようの空論として作り上げたっていう可能性も──」

　言いかけたヂェスの言葉がふいに途と絶だえた。

　掠かすめるように脳裏を過よぎったのは、無む邪じや気きな笑顔と甘あまい音色。

　独特な感性と複雑なビートを操る彼女であれば、あるいは──

「ヂェス、どうかしたのか？」

「──いや、この場でこれを音楽じゃないと断定するのは早急すぎるかもね」

　果たして、この曲が書かれた当時には、これを奏かなでることができる者がいたのだろうか。

　楽譜から視線を外はずさないヂェスに、エマが新たな情報を告げる。

「あぁ、その意見には私も同意だ。その根こん拠きよなのだが、この民族は〝歌姫の一族〟と呼ばれていたらしい」

「歌姫？　姫ってくらいだから、何らかの役目を担になっていた女がいたってことかな」

「分からない。だが、古い言語では奏でることを〝歌う〟と表現されていることがある」

　エマの言葉に、ヂェスは僅わずかに目を見開く。エマはヂェスの意を読んだように頷うなずくと言う。

「それが、旋律器官を持つ民族であった可能性は高い」

　ヂェスは口元に親指を当てたまま考え込む。

「神国は、かつて何らかの理由で旋律士が必要だった」

　王国が旋律士を保護することには表向きとは別の理由が存在する。それは王国の重要機き密みつであり、一部の者だけが認識している事実だ。だが、その理由が神国に当てはまるとは思えない。

「さらに、その旋律士は今よりももっと高度な演奏技術を持っていた可能性がある」

　もし、この楽譜が実際に演奏されていたものだとすれば。

「一体、何のために……？」

　ヂェスがぽつりと呟つぶやいたのと同時に、ぎぃと重たい扉とびらが開く音が響ひびいた。手て摺すりから身を乗り出し、階下へと顔を向ける。そこに立つのは、長いスカートを両手で持ち上げ、息を切らす踊おどり子。

「ヂェス！　いるか!?」

　上階を見上げる友人に向かってヂェスがゆるゆると手を振ふると、こちらの居場所を確認した踊り子は高いヒールをものともせずに、螺ら旋せん階段を駆かけ上がってくる。

「ジルバ!?　……そんな恰かつ好こうのままでどうした？」

　数十秒後、踊おどり子スタイルのまま、肩かたで息するジルバを前に、エマが怪け訝げんそうに問うた。

「ご歓かん談だん中ちゆうに失礼します。ヂェスに至急で伝えたいことが」

「別に、コイツと歓談などしていない」

　不ふ機き嫌げんそうにエマが言う。彼女の不機嫌の理由が分からず、ジルバは困こん惑わく気味にヂェスを窺うかがう。

　ヂェスは小さく笑うと、エマの肩を肘ひじで軽くついた。エマは、やや決まり悪そうに二人から顔を背そむける。

「私のことは良い。早く用件を伝えろ」

　ぞんざいな口調で言うエマに、「素直じゃないねぇ」と呟つぶやいたヂェスは、先ほどと同じ体勢のまま腕うでを組み、視線だけを友人に向ける。

「で、着き替がえる暇ひまもないほどの一大事ってことだよね？」

　一大事という単語が似合わないほど緩ゆるい口調で言うヂェスに、ジルバが苦い表情を浮うかべた。

「あの馬ば鹿か貴族が、とんでもねぇことを仕出かした」

「馬鹿貴族？　八割方馬鹿でしょ、貴族なんて」

　鼻で笑うヂェスに、ジルバはため息とともに言い放つ。

「その中でも群を抜ぬいてる、あのブタ男だん爵しやくだよ」

　ヂェスが僅わずかに眉まゆを上げた。そして嘆たん息そくする。

「どうにも彼とは縁えんがあるね。どうせなら、もっと素敵な縁が欲しいよ」

「今回は更さらにもう一つ縁が絡からんできてるんだ。さっき、ハーディガーディ校長とシュヴァイン私設楽団の旋せん律りつ士し長ちよう、バッソンからほぼ同時に知らせが届いた」

　ジルバの言葉に、初めてヂェスの顔色が変わる。

「あの子に、何かあったの」

　それらの情報源から浮うかび上がる対象は、一人しかいない。

「二つの報告内容を繫つなげると、『落ちこぼれの音学生が一人、ブタ男爵に用よう心じん棒ぼうとして雇やとわれた上、貿易相手の神国に連れて行かれた』っつーことらしい」

　あえて平へい坦たんな口調で言ってのけたジルバからの報告に、ヂェスは片手で目を覆おおった。

「……何をどうしたらそんな事態になるわけ？」

「音学生に関する規則のグレーゾーンを突つかれたんだ。旋律士としての採用ではなく、用心棒としての採用なので、国が口を挟はさむことができない。同様に、旋律士を国外に連れ出すのは違い法ほうだが、まだ正式な旋律士でない音学生にその規則は該がい当とうしないってのが、奴やつの解釈らしい」

　ジルバの説明を聞いたヂェスは、彼にしては珍めずらしく露ろ骨こつな舌打ちをした。

「あのブタ……救いようのない馬鹿だね」

「全まつたく同感だ。──さらに悪いことに、その音学生は現時点で〝音語り〟を聞き取ることができるらしい」

「音学生が、か？」

　声を上げたのは、ヂェスの隣となりで同じように手て摺すりに体重を預けていたエマだ。

「えぇ。バッソンからの報告です。彼の見立てなら間ま違ちがいはないでしょう」

「貴様は知っていたのか？　ヂェス」

　驚おどろいた様子のないヂェスに、エマが探るような視線を向けた。

「確信していたわけじゃないけど。でも、何となくあの子ならそれも納得かなーって思ってさ」

　彼女が奏かなでる音楽は無茶苦茶だったが、彼女の感情そのものだと言えた。

　言葉を知らない赤ん坊ぼうが泣なき声でその感情を伝えるように、彼女は〝音語り〟を知らないながらも音楽でその胸むねの内を語ってみせたのだ。その素質は、おそらく天性のものだろう。

「現在の神国に旋せん律りつ士しは存在しない。だが、先ほど私が話した内容が事実だったなら──」

　エマの言葉に、ヂェスの双そう眸ぼうが剣けん吞のんに光る。

「楽観視できない事態に成り得る可能性が高いってことだね」

　そしてその場合、事態の中心に据すえられるのは、間違いなく件くだんの少女だ。

「上に報告は？」

「今からです。ヂェスには先に知らせておこうと思って」

　エマにそう言って、ジルバは僅わずかに笑む。

「今回は俺おれが動くよりヂェスの方が適役だ。お前なら、男だん爵しやく家けを正面から訪たずねる理由はいくらでも作れる。どうせ報告に立ち会う気なんてないんだろうしな」

　視線でこちらに問うジルバに、ヂェスはにやりと笑って頷うなずいてみせた。

「さすが親友。よく分かっていらっしゃる」

「お前と長く付き合うコツは、色々と諦あきらめることだと悟さとったんだよ」

　大げさにため息をつくジルバに、ヂェスはあははと軽く笑う。

「──ならば、コイツの代わりに私が行こう」

　眼鏡めがねを外したエマが徐おもむろにそう言った。毛先を縛しばっていた細ほそ紐ひもを解き、広がった赤あか髪がみの中で彼女の顔が引き締しまる。

「良いのですか……？」

　戸と惑まどいつつ、ジルバが尋たずねる。今から報告に行こうとする相手を彼女が敬遠していることは誰だれの目にも明らかだ。だが、髪を搔かき上げたエマの表情は既すでに意志を固めていた。

「認めたくはないが、血を分けた実の兄だからな。奴やつの腹黒さは私が一番よく知っている。こちらが知らない情報を握にぎっているか否いなかくらいは私にも見み抜ぬけるだろう」

　兄と同じ真しん紅くの瞳ひとみを怪あやしく光らせ口元を上げたエマに、ヂェスとジルバは顔を見合わせ苦笑を浮うかべた。この兄妹だけは決して敵に回したくない相手だとつくづく思う。

「頼たのもしいね。けど、その場で兄妹喧げん嘩かしないでよ？」

　凜り々りしい横顔に苦笑を向けてヂェスが言う。

「努力だけはしてみるさ」

　好戦的な双そう眸ぼうを細め、エマは言った。

　そんな従姉いとこにヂェスはジルバと顔を見合わせ小さく肩かたを竦すくめる。そして、低く言った。

「それじゃあ、行こうか」

　渦うず巻まく感情と似た形状の階段を、三人は足早に下っていった。
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　神国の首都、ケントロンの宿屋にコハクはいた。

　氷の中のような場所。それが、コハクの抱いた神国の印象だった。

　赤っぽいレンガの建築物が多い王国と比べて、神国の建物は木造で複雑な形状をしているが皆みな白っぽく塗と装そうされており、雪が降ると町そのものが吹雪ふぶきと同化すると聞く。それが閉へい鎖さ的な環境に輪をかけて氷のような印象を与えるのだろう。

「何だか、つまんねー国だな」

　部屋の出で窓まどに頰ほお杖づえをつき、コハクが呟つぶやく。

　神国に到とう着ちやくして早三日。男だん爵しやくが心待ちにしている法王への謁えつ見けんは未いまだなされていない。直じき々じきに招かれたのだと男爵は豪ごう語ごしていたが、この三日間の様子を見ているとその真しん偽ぎも怪しい。おそらく、男爵の方からゴリ押おしして取り付けたアポイントメントなのだろう。それでも、どんな形であれ一国のトップと謁見の機会を作り上げた男爵の商しよう売ばい魂だましいは認めざるを得ないが。

　当の本人はと言えば、腰こしを据すえて待つつもりらしく、ケントロンでも屈くつ指しの高級宿で部屋を半月もの期間押おさえてしまった。そのボディーガードであるコハクも必然的にその場で足止めをくらっている。

「なぁ、あたし外に出てきてもいいか？」

　昨日までは男爵について買付に回っていたが、今日はそれも落ち着き、コハクは部屋で暇ひまを持て余していた。

「焦あせったところで法王様が来てくださるわけでもない。のんびり待つのが得策ですぞ。ほら、この国のワインは甘あま口くちで非常に美味だ。君も一いつ緒しよにどうだい？」

　野菜と肉を煮に込こんだスープをすすりながら、男爵がワイングラスを掲かかげて見せる。

「そうじゃなくて、退屈なんだよ！」

　男爵が取り寄せる、高そうな料理は三日で飽あきてしまった。ワインと料理があれば一日を過ごせる男爵とは違ちがって、室内でじっとしていることはコハクにとって苦痛でしかない。

　たまりかねてそう言ったコハクに、男爵は思わせぶりに腕うでを組んでから、まぁいいだろう、と許可を出した。

「今日、吾わが輩はいは終日この部屋におることだしな。別段危険はないだろう」

　あくまでも自分本位な判断だが、男だん爵しやくを守るのが今のコハクの仕事なのだから仕方がない。

　何にせよ許可を得たコハクは、いつものフード付きマントを被かぶると、男爵の気が変わらないうちにと外へ駆かけだしていった。







　殺風景で寒々とした町並みに合わせるように、夏だというのに風が冷たい。夜は冷え込み、マント無しでは辛つらいが、太陽の出ている昼間であれば寒いと身を竦すくめるほどではなかった。

　コハクは思い切り伸のびをして、久々の自由を嚙かみしめる。

　男爵について買付に飛び回ったおかげで、ケントロンの地図はほとんど頭に入っている。というのも、ここは国の中心地でありながら、一日で一周できてしまうほどに小さい。

　国自体も王都と同規模くらいしかないのだから、各町は必然的に小さくはあるのだろうが、この小ささでどうして王国と同等に戦うことができたのか。学校で習った歴史を思い出そうと試みたが、コハクの記き憶おくは残念ながら霞かすみのかなたに散ってしまったようだ。

「……ま、別にいいや。今は戦争もしてないわけだし」

　楽観的に呟つぶやくと、特に目的も決めずに町をぶらつく。

　通りを歩けば飲食店に出くわすヴィンタールとは異なり、ケントロンの大通りにはほとんど飲食店が無い。そこで、大通りから外れた中道に入り店を探す。

　まるで迷路のように細い道が入り組んでいるが、もし道が分からなくなれば、街の中央に建ち、他の建物より頭一つ飛び出ている巨きよ大だいな白い建物──大聖堂を目指して歩けば迷うことはなかった。

　大通りから数本東に入ったところでコハクは小さな店へと入った。宿屋のようだが、一階は酒場のようになっている。中を覗のぞくと、どうやら食事もできそうだ。昼を少し過ぎているためか人ひと影かげはまばらだった。

「いらっしゃい」

　扉とびらを開くと、控ひかえめな声が出で迎むかえる。

「この町の名物を食べたいんだけど」

　カウンターに座って、この店のマスターと思わしき長身の男に声を掛かける。白い眉まゆ毛げの下で灰色の瞳ひとみが探るようにこちらを眺ながめ、頷うなずいた。どこか厳格さを帯びた目が、片方だけ僅わずかに歪ゆがむ。その所作に何となく怯ひるんでしまったコハクへと、マスターの抑よく揚ようのない言葉が頭上から低く降る。

「アンバーとは縁えん起ぎがいい。ゆっくりしていってくれ」

　どうやら、歓かん迎げいされていないわけではないようだ。

「アンバー？」

　聞き覚えのない単語に首を傾かしげるコハクに、マスターはカップに入った温かい飲み物を手て渡わたす。カップからふわりと香るのは蜂はち蜜みつと、ハーブだろうか。

「蜜湯だ。酒はまだ飲めないだろう」

　ありがたく口を付けると、ハーブの香りと共に温かみのある甘あまさが広がる。

「美味おいしい！」

　顔を綻ほころばせるコハクに、マスターはまた僅わずかに目を眇すがめた。どうやらこれがこの男の笑みらしいとようやく気付く。

「ね、アンバーって何？」

「その瞳ひとみの色だ」

「コレ？　蜂蜜みたいだとは言われるけど……」

　自分の瞳を指さしたコハクに、マスターは僅かに頷うなずいた。

「アンバーの瞳を持つ者は、神に近しい者だと言われている。……知らないのか？」

　この国では当たり前のことなのだろう、マスターはコハクへと問うように視線を向ける。

「あたし、王国から来たんだ。このあたりの国の人じゃないよ」

　言うと、途と端たんにマスターの表情が険けわしいものへと変わった。

「あんた、悪あく魔まの国の者なのか」

　その表情で、コハクは自みずからの失言に気付く。表面上は国交回復しているとはいえ、神国と王国の怨えん恨こんは根深い。若い世代はともかく、高こう齢れい者しやの中には未いまだ王国を敵とし、嫌けん悪おする者も少なくないのだ。

　いわば今は仮かり初そめの平和期間であり、だがその仮初の間にどれだけ儲もうけるかが商人の腕うでの見せ所なのだと男だん爵しやくがしたり顔で語っていたことを、こんな場面で思い出す。

　だが、今いま更さら思い出したところで発してしまった言葉はもう撤てつ回かいできない。考えるのが面めん倒どうになったコハクは、念のため腰こしに携たずさえた得物を確認してから、攻こう撃げきされたらその時だと、いつもの通り楽観的に話を続けることにする。

「じいちゃん、それはちょっと違ちがうぜ。悪魔の国じゃなくて、かつて悪魔に守られた国だよ。だけど、そんなのおとぎ話だ。イマドキ誰だれも信じちゃいないって」

　露ろ骨こつな敵意を受け流し、コハクは明るく笑ってみせる。

　それが意外な反応だったのか、マスターの双そう眸ぼうに浮うかんだ剣けん吞のんな色が消える。

「儂わしは長らくこの国から出ていない。この脚あしだから、礼拝以外には滅めつ多たに外にも出なくてな。だが、そんな儂でも分かるくらいに、未だ王国に対して敵意を抱くものは多い」

　そう言って下方を示したマスターに従ってカウンターの下を覗のぞいたコハクは、小さく息を飲む。ズボンから僅かに見えた男の右脚は、木でできていた。

「戦場でやられたんだ」

「……王国が撃うったの？」

「流れ弾だまに運悪く当たったのさ。今となってはそれが王国軍のものか、はっきり分からんよ。周囲の連中は皆みな、王国の仕業だと信じているようだが……戦場では目の前に立つのが敵か味方かも分からんような場面も多くあったからな」

　寡か黙もくそうな男が語る言葉には、恨うらみも憤いきどおりも見えない。ただ、当時の様子を客観的に語っているようだった。

　黙だまってしまったコハクに、マスターは目を眇すがめた。

「侵しん略りやくと違ちがって、戦争はどちらか一方が悪いわけじゃない。あんたの国が剣けんを振ふるったのと同じだけ、うちの国もあんたの国の兵士達を切り刻んだ。そこに差はない」

　ふっと息を吐はいて、マスターはコハクに背を向ける。寸ずん胴どう鍋なべの蓋ふたを取ると、中の料理を皿へとよそった。

「だから、別にあんたを責める気はなかったんだ。ただ、どうしても悪あく魔まの国と聞くと反応しちまってな。他にも儂わしのような反応をする奴やつは多い。あんたも、この国では迂う闊かつに王国の者だと名乗らない方がいいだろう」

　マスターの言葉に、コハクはこくりと頷うなずく。

「まぁ、黙ってさえいりゃあんたはアンバーだ。どこへ行っても歓かん迎げいされるだろうさ」

　そう言ったマスターがコハクの前にごとりと置いたのは、キャベツがふんだんに入ったシチューだ。

「これを食ったら、大聖堂に行ってみるといい。祈いのりの間にアンバーの由来が刻まれている」

「うん、そうする。ありがと」

　コハクは、マスターの厚意に感謝しつつ笑顔でスプーンを握にぎる。サワークリームの酸さん味みが効いたスープは、空の胃に優しく染み込んだ。







　料理を堪たん能のうしたコハクは、寡黙なマスターに別れを告げ店を出た。目指すのは、屋根の間から覗のぞく大聖堂の白く丸い屋根。

「そういや、大聖堂にはまだ行ったことなかったな」

　呟つぶやき、コハクは町の中央へと足を向ける。

　通りを行き交う人々は、皆白っぽい衣装を身に纏まとい、女性は顔こそ隠かくしていないものの、白い布を頭から被かぶっている。マントのフードがなければコハクは完全に浮ういて目立っていただろう。

　やがて、大通りの正面に堂々とそびえたつ大聖堂が現れる。

「うあー、間近で見るとすげーデカいな」

　口を開けて見上げるコハクを、周囲の人々が怪け訝げんそうな面持ちで窺うかがいながら通り過ぎる。先ほどの失態を思い出し、コハクはフードを被かぶり直して大聖堂に向かう人波に紛まぎれる。ただでさえ神聖な場所として警備が厳しい中、目立った行動は極力避さけるべきだろう。ここで問題を起こせば、ヴィンタールの時のように学校へ強制送そう還かんどころの話ではない。それに、此処ここには自分の味方になってくれる人もいないのだから、さすがのコハクも慎しん重ちようにならざるを得なかった。

　さりげなく周囲の会話に耳をそばだてながら、コハクはこの場所の情報を拾ひろっていく。この国特有だと思われるクセも抑よく揚ようもない話し方は、聞き取りやすい反面、感情が分かりにくくてどこか疎そ外がい感を感じる。

「まぁ、よそ者であることは間ま違ちがいないんだけど」

　自じ嘲ちよう気味に言って、コハクは礼拝者に続いて大聖堂の中へと入った。

　聖堂の中は、外部ほどに凝こったつくりにはなっておらず、一見、質素なイメージを与える。神の名の下に質しつ素そ倹けん約やくを掲かかげているからだろうが、ところどころに施ほどこされた細工や装飾は、見るものが見れば金をかけていることが分かる。

　人の流れに沿って奥おくへ進むと、やがて開けた場所へと出た。

　天てん窓まどから差し込む光が、白で統一された広間を淡あわく照らす。広間の中央では、俯うつむき跪ひざまずいた人々が両手を組んでいた。その先にあるものは、とろりと白い大理石で刻まれた女性の像。

　コハクは思わず足を止め、その神々しい姿に魅み入いられる。

　羽のように広がった着衣と、天へと差し伸のばされた細い腕うで。若じやつ干かんの幼さを残す面持ちは、今にもその閉じた目を開きそうだ。足元の台座に刻まれる模様は金の象ぞう嵌がん細工で、不均一に金の点が並べられている様子は星空のようにも見える。

「これを見るのは、初めてかい？」

　身動きせず像に見入るコハクに、背後から静かに声が掛かかった。気配を察せないほどに魅入られていたコハクは、反射的に腰こし元もとへと手を当て身構える。

「あぁ、すみません。驚おどろかせてしまったかな」

　振ふり返った先にいたのは、見るからに穏おだやかそうな若い男だった。色素が薄うすい人が多い神国でも珍めずらしいだろう、プラチナブロンドの髪かみに翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。一目で人を魅み了りようする要素を多く持ち合わせたその男は、コハクに向かってにこりと笑んだ。

「誰だれ？」

　素っ気なく言うコハクを押おしのけるように、こちらに気付いた周囲の信者達が一いつ斉せいに青年を取り囲んだ。あっという間に押し出されたコハクは輪の外から呆ぼう然ぜんとその様子を見み遣やる。

「どうか祈いのりの言葉をこちらへ」

「今年生まれた我が子です。どうか、祝福を」

　様々な言葉を向けられる青年は、どうやら神の下に勤める司教らしい。それにしても、これほどまでに人を集めるのは、やはりこの見た目が大きいのだろうか。その証しよう拠こに、取り巻く信者達は圧倒的に女性が多い。

「誰だれかとは大おお違ちがいだな」

　様子を見守っていたコハクがポツリと呟つぶやく。件くだんの作曲家とて女性に人気はあるらしいが、コハクが見る限りは面めん倒どうな男に言い寄られている印象の方が強い。その内の一人が今は自らの雇こ用よう主ぬしであるのだが。

　青年は信者達一人一人に丁てい寧ねいな言葉を返していく。言葉を受けた者は歓かん喜きの表情で祈いのりの言葉を口にする。それは、神への信しん仰こうを持たないコハクにとっては不思議な光景であり、同時に理解し難がたいものだった。







「──だってさ、実在しないものを崇あがめるとか、訳わけ分かんねーよ」

　開口一番、あまりに率直な感想を言ってのけたコハクに、正面に座る青年司教は驚おどろいたように目を見開いた。

　木製のベッドと古そうな書物が無造作に積まれた机つくえ。家具らしい家具もないこの簡素な部屋が、司教の自室なのだという。

　聖堂で、自分を取り囲む信者達一人一人に丁寧な対応をしていた司教だが、その間にも彼はこちらを気にして何度も振ふり返っていた。それに気付いたコハクは無む下げに去ることもできず、結局、彼が最後の一人を捌さばくまでその場にとどまってしまったのだが、その結果、聖堂から逃にげ込むように案内されたこの部屋で、何故なぜか二人は向かい合って甘あまい紅茶を飲んでいる。

　この展開に疑問を感じないでもないが、香りの良い紅茶をすっかり気に入ってしまったコハクは、司教自みずから注いでくれた二杯目のカップに木き苺いちごのジャムを入れつつ目の前の青年を見み遣やった。

　先の言葉を受けた司教は、カップを片手に困ったような笑みを浮うかべている。その表情に、コハクは自らがまた失言してしまったことに気付いて心の中で頭を抱えた。これでは神を信じていないどころか、否定だ。どう考えてもコハクが他国の者であるとバレてしまう。

「……まぁ、神を信仰していない人から見れば、そういった反応が普ふ通つうなのかもしれないね」

　苦く悶もんしているコハクを余所よそに、司教は紅茶を優ゆう雅がな所作で口へ運ぶと、思いのほか寛かん大だいにその言葉を認めた。

「では逆に尋たずねるけど、神を信じない君は一体何を信じているの？」

　穏おだやかに問う司教の言葉は、詰きつ問もんではない。純じゆん粋すいに興味があるのだろうことは、その表情が如によ実じつに語っていた。

「別に、特段何も信じちゃいないよ。強しいて言うなら、自分自身。それが一番手っ取り早いし、後あと腐くされがなくていい」

　この状じよう況きように、もはや開き直ってばっさりと言ってのけると、青年は興味深そうに頷うなずいた。

「なるほどね。でも、それは一番難しいことだね」

「……どこが？　自分を信じて思った通りに動く。それだけだろ」

「そう。たったそれだけのことだが、実際にできる人間はきっと少ない」

　司教の言葉が理解できず眉まゆをひそめたコハクに、彼はほんの僅わずか、目を伏ふせた。その表情に既き視し感を覚えたが、その理由に思い至る前に、憂うれいは笑顔の中へと消える。

「君の素直さがうらやましいよ」

　明るい声で言ってはいるが、その本心はきっと真逆だ。そこでようやくコハクは先ほどのデジャヴの正体に思い当たる。

「あぁ、そっか。あんた、ヂェスに似てるんだ」

　コハクの口から思わず言葉がこぼれ落ちた。件くだんの男は、見た目にも真面目まじめそうな司教とは似ても似つかぬ性格で、もっとのらりくらりとしていた。

　だが、時折彼が見せた何かを諦あきらめたような表情が似通っていたのだ。

「ヂェス？」

「うん。あたしの友達。貴族に人気のすげー作曲家なんだ」

　満面の笑みで言うコハクに、司教は微笑ほほえみかける。

「君にとって、大切な友人なのかな？」

「うーん。大切っていうか、見返したい相手だな。あたしはヂェスがびっくりするくらいの旋せん律りつ士しになって見返してやるんだ」

　それでも尚なお、嬉うれしそうに言ったコハクに、司教は思わずと言った体ていで笑う。

「なるほど、その友達のことが大好きなんだね」

　ちぐはぐな答えを返す司教に、コハクは話を聞いていなかったのかと言いかけて、だがその言葉を飲み込む。司教の双そう眸ぼうが、まるで何かを探るようにこちらへと向けられていたからだ。

　その視線に萎い縮しゆくしそうになる自分を叱しつ咤たして、コハクが問う。

「……なぁ、あんたは何であたしをここに連れてきたんだ？　普ふ通つうの参拝者はこんなところにまで来られないんだろ？」

　司教は、小さく笑ってコハクの瞳ひとみを指した。それだけで、コハクにも理由が思い当たった。

「〝アンバー〟だから？」

「そう。君のその瞳に魅み入いられてね。本当に、綺き麗れいな色だ」

「さっき、アンバーは神に近い存在だって教わった。その理由が祈いのりの間に書いてあるって聞いて、ここに来たんだけど──」

　当初の目的を思い出したコハクは、その理由を問うように相手を見つめた。小さく頷うなずいた司教はカップを置くと、コハクを促うながして立ち上がった。慌あわててコハクもその後を追う。

　先ほどの広間へと戻もどった司教は、天を仰あおぐ女性の像の前で立ち止まった。礼拝の時間が終わった広間には、信者達の人ひと影かげはもうない。

「これはね、天使様の像なんだ。この国が出来た頃ころは、天使が度たび々たび神の声を告げていたとされている。今では、その役目を〝司教〟が行っているんだけどね。そして、この天使の瞳ひとみが、アンバーだったと言われている」

「あのさ、てんし……って何？」

　司教は一寸驚おどろいたようにコハクを見下ろし、そして僅わずかに笑った。

「あぁそうか、神を知らないのであれば天使も知らないよね」

　そして、天使の像の足元に埋うめ込まれた石版へとコハクを誘いざなう。

「この少女の像は、神からの真言を受け取っている姿だとされている。神と、私達ヒトを繫つなぐ存在、それが天使なんだ」

「ふーん。じゃあこの子は人間じゃないのか？」

「人間でありながら、神と対話ができる者が天使になれるんだよ」

　分かったような分からないような表情で司教の話を聞いたコハクは、像を見上げながら台座の周りを一周する。煌きらめく星空の台座に立つ像は、細部まで繊せん細さいなタッチで刻まれ、胸むな元もとに落ちる髪かみの毛の一本一本が風に靡なびきそうなほどにリアルだ。

「……あれ？」

　不意にコハクの足が止まり、視線が一点に釘くぎづけになった。胸へと流れる長い髪の毛によって、少女の首元は隠かくれている。だが、その僅かな隙すき間まに、コハクには見慣れた模様が刻まれていた。それは、髪で半分以上が隠れている上、天てん窓まどから差し込む光の陰かげになり目につきにくい。

　隅すみ々ずみまで目に焼き付けるように像を見上げていたからこそ見つけられたそれは、おそらく信者ですら存在に気が付いてはいない可能性が高い。仮に気が付いたとしても、別段気に留めることがないのかもしれない。

　何故なぜなら、それ自体がこの国には存在しないものだから。

　そして、もう一つの可能性に気が付いたコハクは、腰こしを落として台座をなぞるように目で追った。先ほどまではただの星だった模様が、今のコハクには意味を持つものへと変わる。それは、旋せん律りつ士しにとって文字よりも見慣れた表記。

　コハクは、そこから視線を外はずせないままに、ゆっくりと口を開いた。

「なぁ、司教サマ。この子──天使は……旋律士だったんじゃないかな？」

「旋律士？」

　呟つぶやくように言ったコハクの言葉を、司教が口の中で転がすように繰くり返す。

「さっきも聞いた単語だけど、その〝旋律士〟というのは何のことだい？」

　司教は薄うすい笑みを浮うかべたまま、質問を返す。振ふり返ったコハクは、僅かの間逡しゆん巡じゆんし、そして思い切ったように首元に巻いていた布を取り去った。

「それはね、あたしみたいな奴やつってこと」

　そして、息を吸い込むと数日ぶりの音色を響ひびかせた。視界の端はしに映うつすのは、天使の台座に刻まれた楽がく譜ふ。だが、所しよ詮せんは初見。そもそも熟じゆく読どくしても楽譜通りに奏かなでることができないコハクが、初めて出会った異国の音楽を奏かなでられるはずがなかった。

　リズムがぶれ、まるで躓つまずいて踏鞴たたらを踏ふむように音楽が乱れる。音楽を知らないだろう者が聞いても不自然なその流れに、コハクは慌あわててロングトーンへと切り替かえた。

　ドーム状の天井は、コハクの奏でる音を拾ひろっては何度も響ひびきを繰くり返し、たった一人の十秒程の音色が、広間の残ざん響きようによって盛大な音楽のように耳へと伝わる。

　最後まで息を出しきったコハクは、酸素を吸い込んでから、ふぅと大きく深呼吸した。

「すげーなこの建物。まるでコンサートホールだ」

　貴族が力を入れているコンサートホールよりも精度が良いかもしれない反響に、コハクはぐるりと天井を仰あおいだ。偶ぐう然ぜんなのだろうが、なんともコンサートに適した造りになっている。

　そして、司教へと顔を向けると、彼は目を見開いたままこちらを見つめていた。きっと初めての体験なのだろう。音楽も旋せん律りつ士しも知らない彼にとっては、目の前の光景は理解不能な出来事だったに違ちがいない。

　コハクは、微び動どうだにしない司教を見つめて、僅わずかに肩かたを竦すくめてみせた。

「これが、旋律士。まぁ、あたしはまだ見習いなんだけど」

「……すごいね。まだ鼓こ膜まくが震ふるえているみたいだ。声とは全まつたく別の音だった。まさか人間がこんな音を出せるなんて」

　呆ぼう然ぜんとした面持ちで司教が言う。やがて小さく首を振ふり、こちらへ向き直った。
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「けれど、どうしてこの天使がその〝旋せん律りつ士し〟だったと分かるんだい？」

「ほら、この子も此処ここに同じ模様があるだろ？」

　像の左側に回ったコハクは、天使の首元を指さす。髪かみが覆おおう僅わずかな隙すき間まに刻まれているのは蝶ちようの羽のような模様。

　それは、コハクの首元に浮うかぶ旋律器官の痣あざと同じ形をしていた。ヂェスにも珍めずらしいと言われた形だが、まさか他国で自分と同じ形の者に出会うとは。不思議な気持ちでコハクは天使と言われる少女の像を見つめる。彼女の音色は、果たして自分と同じだったのだろうかと考えるが、今やその真しん偽ぎを確かめる術すべはない。

「コハク、君は王国からの商人に付つき添そってこの国に来たんだよね？」

　突とつ然ぜん、司教が脈みやく絡らくなくそう問うた。

「え？　う、うん」

　意識の全すべてを像へと向けていたコハクは、反射的に肯こう定ていする。そのため、どうして相手がその事実を知っていたのかに気を留めることができなかった。

　司教はうっすらと笑みを浮かべると、膝ひざを折りコハクと視線を合わせる。何故なぜだか、その笑みが先ほどまでとは異なるような気がして、コハクは僅かに身を硬かたくする。司教は、そんなコハクの心境を知ってか知らずでか、子どもに言い聞かせるようにゆっくりと言葉を連つらねた。

「君は、もうすぐこの国の法王と会うだろう。そうしたら、その場でさっきの音楽をもう一度奏かなでてはくれないかい？」

「あ、あたしは別にいいけど……それっていいのか？」

　仮にも一国のトップの前で、自分のような見習いが未み熟じゆくな音楽を奏でてもいいのだろうか。この国のことはよく分からないが、不敬罪などと言われたら面めん倒どうだ。そう懸け念ねんするコハクに、司教はにこりと笑んで、コハクの心配が杞き憂ゆうだと告げる。

「法王はね、私の双ふた子ごの兄なんだ。だから、大だい丈じよう夫ぶ。兄にも君のその音色を聴きかせたいと思ってね。だから、頼たのむよ」

「へぇ、あんた双子なんだな。そっか、うん。分かった」

　きっと仲の良い兄弟なのだろう。自分と共にスラムで育った兄弟達を思い浮かべ、コハクは司教の頼みを頷うなずき一つで承しよう諾だくした。先ほど司教から感じた言葉にし難がたい鋭するどい雰ふん囲い気きは、きっとコハクの思い過ごしだ。

「それと、もう一つお願いがある」

「へ？　何？」

「天使が君と同じ旋律士であることを、君の雇やとい主には言わないでいてほしい」

　訝いぶかしげな顔をしていたのだろう、コハクがその理由を問う前に、司教は小さく肩かたを竦すくめて片目を瞑つぶる。

「商しよう魂こんたくましい御ご仁じんだと噂うわさは聞いている。我々にとって旋律士が天使という特別な存在なのだと知れば、君の奏かなでる音楽にも高い金を要求しかねないだろう？」

　司教の見解はおそらく正しい。その場面を容易に想像できてしまったコハクは、苦笑とともに頷うなずいた。

「そうだね。あたしとしても、見習いなのにお金を取って演奏をしたら違い反はんになっちゃうだろうから避さけたいことだしな」

　コハクが司教へと笑みを返したのと同時に、夕刻を告げる鐘かねが鳴り響ひびいた。空はまだ昼間のように明るいが、この国は王国に比べて夜が短い。陽ひが高く昇のぼってはいても、時計の上ではもう夜と言っていい時間となる。

「あー、そろそろ戻もどらねぇと男だん爵しやくがうるさそうだな。それじゃー司教サマ、またな」

「あぁ、また会えるのを楽しみにしているよ」

　パタパタと走り去る少女の後ろ姿を見送って、司教は薄うすい笑みを口元に浮うかべる。

「──いつまでそこに隠かくれているつもりだ？」

　そして、完全に少女の姿が消えた広間で、司教が静かに口を開いた。その声に応じるように、奥おくの廊ろう下かから司教と同じ容姿を持つ男が姿を現した。

「君こそ、これは一体どういうつもりだ？」

　憂うれいを帯びた翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、責めるように司教へと向けられる。

「どういうつもりだ、とは？」

　司教はやはりうっすらと口元を上げたまま、正面に立つ自分と同じ姿の男に問い返す。

「私の衣装を身に纏まとい、まるで自分が司教のように振ふる舞まっていた理由は何だと聞いているんだ、フォルモンド」

　大司教であるノイモントと同じ格好をした法王・フォルモンドは、口元を怪あやしく歪ゆがめて先ほどまで浮かべていたものとは真逆の笑みを湛たたえ、弟を見み遣やった。

「何、少々お前の真似まね事ごとをしてみただけさ、ノイ。表情や態度まで完かん璧ぺきな模写だ。誰だれひとり私が法王だと気付いてはいなかったよ」

　二人の容姿は同じであるが、今やその表情は全まつたく異なっている。

「おかげで面白いものが見つかった」

「先ほどの少女が、何か？」

　怪け訝げんそうな弟に、フォルモンドは答えず小さく笑うに留とどめる。更さらに口を開きかけたノイモントを遮さえぎるように、小走りに足音が近づき、フォルモンドの側近が顔を出す。

「法王様、こちらにいらっしゃいましたか。もうすぐ会議が始まります。お早めにお戻りください」

　フォルモンドは、足元まで覆おおう司教の衣装をはぎ取るように脱ぬぐと、通り過ぎざまノイモントへと手て渡わたす。そして、小さな声で囁ささやくように言った。

「ノイ、やはり神は我々の後あと押おしをしてくださるようだ。情に厚く素直な人間は扱あつかいやすい。良い役者になるとは思わぬか？」

「フォルモンド、それは一体……」

「疲ひ弊へいした我が国に、救世主が現れたということだ」

　弟の不安げな言葉を背で聞きながら、本来の法王の顔に切り替かえたフォルモンドは側近と並んで足早に神しん殿でんへと向かう。

「先日謁えつ見けんを申し込んできた商人がいたな。明日の連合国首相の晩ばん餐さん会かいにその者も招待する、神殿に来るよう伝えておけ」

　法王の指示に、側近は一寸驚おどろいたように顔を見返した。

「一いつ介かいの商人相手に、そこまでしなくてもよろしいのでは？」

「その商人は非常に有益なものを連れてくる大切な客人だ。せいぜいもてなして、それを手に入れなければならぬからな」

「……かしこまりました。すぐに手配いたします」

　側近はそれ以上問うことはせず、こちらへ一礼するとさっそく準備のために執しつ務む室しつへと足を向けた。無む駄だな詮せん索さくはせず、仕事が早いこの側近はこういった場面で重宝している。数刻後には立派な招待状が商人の下へ届くだろう。

　フォルモンドは、くっと口元を上げて小さく呟つぶやく。

「アンバーだけでも有益だと思ったが、まさか本物の天使が舞まい降りてくるとは」

　自みずからの運と、神の采さい配はいに感謝しつつ、フォルモンドは窓まどから空を見上げる。

　まだ十分に明るい夜空には、白い三日月がうっすらと浮うかび上がっていた。
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　招待状を受け取った男だん爵しやくは、見ているこちらが気き恥はずかしくなるほどに歓かん喜きしていた。

「見たまえコハク。夕ゆう餉げに招待と書いてありますぞ！」

「あー、はいはい。良かったな」

　露ろ骨こつにおざなりな返事を返すコハクを咎とがめることもなく、男爵は文字通り小こ躍おどりして喜びを表す。

「ここで法王の心を摑つかめば、吾わが輩はいの商売は安あん泰たいだ。素晴らしい流れが来てますな」

　ほくほくと言う男爵の頭の中では、早くも算盤そろばんがはじかれているようだ。

　取らぬ狸たぬきのなんとやら。大たい言げん壮そう語ごを吐はくことはシュヴァインにとって息をするのと同義なのだろう。

「あぁ、コハク。君にもお声が掛かかっているのだよ。君と会うのを楽しみにしていると書いてある。一体これはどういうことだ？」

　笑顔にたるんだ頰ほおを震ふるわせながら、男爵が顔を近づける。極力顔を遠ざけようと身体からだを引きながら、コハクは何てことのないように今日の出来事をかいつまんで話した。

「なんたる偶ぐう然ぜん、なんたる運命！　君が出会ったそのお方は、大司教のノイモント様ですぞ！」

「大司教？　あいつが？」

　穏おだやかそうな面持ちを思い出し、コハクは眉まゆを寄せる。

「それほど偉えらそうには見えなかったけど」

　呟つぶやくコハクの言葉など耳に入らないかのように、シュヴァインは感極まった表情でコハクの両手を取ると上下に振ふった。思わず振り払はらいたくなるが、これは金ヅルだと自分に言い聞かせて何とか我が慢まんする。

「あぁ！　君が来てからというもの、吾わが輩はいに大きな運が向いてきている気がしますな。さすが、黄金色の瞳ひとみの持ち主だ」

「あんたもアンバーの伝説を知ってたのか？」

　驚おどろいて問うたコハクに、男だん爵しやくはぽかんとした顔でこちらを見つめた。

「アンバー、とは何だい？　吾輩はただ、黄金色が仲間を呼んでいるのではないかと思っているのだが」

「……聞いたあたしがバカだった」

　何の根こん拠きよもない理由に、コハクは自分の口元が引きつりそうになるのを必死に堪こらえた。

　こちらはとんだ理由であったが、そういえばコハクのことをベルンシュタインと呼ぶ旋せん律りつ士し長ちようもまた、それが幸福の石を指すのだとか言っていた気がする。

「なんだか、急にカミサマにでもなった気分だな」

　ため息とともにコハクは呟く。

　しかし、その言葉が後に冗じよう談だんだと笑えなくなることに、この時コハクが気付ける要素はどこにもなかった。







　翌日、目め一いつ杯ぱい着飾ったシュヴァイン男爵は、同じく正装させられたコハクを伴ともなって神しん殿でんへと向かった。昨日は入ることができなかった、法王の執しつ務む室しつ兼住居である神殿は、大聖堂に隣りん接せつしている。聖堂と同じく白を基調とした室内だが、聖堂と異なるのは、豪ごう奢しやな装飾を全まつたく隠かくしていないところだろう。

「質しつ素そ倹けん約やくじゃないのかよ」

　用意が整うまでと通された客間で、コハクが呆あきれた口調で言った。

「分かっておりませんなぁ、君は。一国の主が住まう場所を質素にしては、他国に軽かろんじられてしまうだろう。金をかけるべきところはしっかりと押おさえている。益ます々ます吾輩と話が合いそうですな」

　男爵が浮うき足あし立だった口調で応じる。確かに、そういった見解もできるが、それにしても少々金を掛かけ過ぎではないだろうか。そもそも、こんな小さな国のどこにこれほどの財源があるのか。いくら鉱こう山ざんを持っていても、所しよ詮せんは原料。ここまで潤うるおうほどの財源にはならないだろう。

　そう尋たずねたコハクに、シュヴァインはあっさりと答える。

「あぁ、それらのほとんどが連合国から寄せられた神への供く物もつでしょうな」

「連合国の奴やつって、皆みんな同じ神様ってのを信じてるのか!?」

　何を今いま更さら、といった表情でシュヴァインがコハクを見み遣やる。

「他に一体何があると言うのだ。神に祈いのりを捧ささげる聖堂を持ち、神の言葉を伝える司教がいること、それがこの国を強国たらしめている所以ゆえんですな」

「ふーん。要は、神を盾たてに偉えらぶって貢みつぎ物もので食ってる国ってことか」

「確かにその通りだが……仮にも法王の御ご前ぜんですぞ。口を慎つつしみなされ」

　身も蓋ふたもない言いように、シュヴァインが珍めずらしく真っ当な言葉でコハクを窘たしなめた。こちらとしても厄やつ介かい事ごとは避さけたいので、余所よそ様さまの国営に口を出すつもりは毛頭ないが、それでもコハクにとって、この国のあり方は随ずい所しよで理解し難がたいものだと改めて認識する。

　数刻の後、従者に付き添そわれて通された部屋は、巨きよ大だいな円えん卓たくが中央に鎮ちん座ざする広間だった。円卓の上には様々な料理が並び、湯気と共に香りを上らせている。

　円卓に鎮座するのは数名の男達。彼らは、神国を中心とする連合に加盟している小国の首相達だ。容姿や体格に統一感はないが、全体的に色のない装いだけは皆同じだった。

　そして、ほとんどの者が四十を越こえているだろうその中に、一人だけ突とつ出しゆつして若い者がいる。扉とびらの正面、角のあるテーブルならば上かみ座ざに当たるだろう位置に、その男は座っていた。

　身に着けているものこそ違ちがえど、翡ひ翠すい色の瞳ひとみとプラチナブロンドの髪かみは昨日コハクが出会った大司教と寸分の狂くるいもなく同じだ。つまり、この場で最も若い男こそが、この国と連合国のトップである神国法王ということだ。大司教の言ったとおり、本当に二人は双ふた子ごらしいとコハクは不ぶ躾しつけにならない程度に男を観察する。

「遠路遥はる々ばるご苦労であったな、シュヴァイン卿きよう」

　顔を上げた法王がにこやかな笑みを浮うかべて男だん爵しやくを歓かん待たいする。それを受けた男爵は、喜びに頰ほおを震ふるわせながら片かた膝ひざをついて法王の手を取る。

「このたびはこのような席にお招きいただき、身に余る光栄でございます」

「貴き殿でんが我が国にもたらした掘くつ削さく機きのおかげで、鉱こう山ざんでの作業が楽になったと聞いている。他の加盟国でも導入を検けん討とうしている国があるのでな。話を聞かせてもらえればありがたい」

　法王の言葉に、周囲の首相達が控ひかえめな笑みを浮かべて頷うなずいた。

「も、もちろんでございます！　新作の機械もございますし、必ずや皆々様のご要望に沿える機器をご紹しよう介かいいたしますので、是ぜ非ひにもご検討くださいませ」

　降ってわいたような大きな商売のチャンスに、男爵の小さな瞳が燦さん然ぜんと輝かがやく。そんな男爵に笑いかけながら、法王が儀式めいた礼を捧げた。

「今宵こよいはその礼も兼かねての宴うたげだ。存分に楽しんでいってくれ。そちらのお嬢じようさんもな」

「え、うん、あっ、いや、ハイ……」

　急に自分へ話を振ふられ、情けないほどしどろもどろな返事になってしまったコハクに、法王は小さく微笑ほほえみかけると二人に椅い子すを勧すすめた。

「遠えん慮りよはいらぬ。我が国の料理を堪たん能のうしてくれ」

　言うと、法王は率先して料理に手を付け始める。それが合図だったかのように、首脳陣じんも一いつ斉せいにフォークを手に取った。こちらが料理に手を付けやすくするための気き遣づかいなのだろうが、テーブルには用よう途との分からない多数の食器類が並び、そこに座る者へ格式めいたマナーを無言で強要する。

　それだけですっかり嫌いや気けがさしてしまったコハクだが、ここまで来て帰るわけにもいかない。横目でシュヴァインの動向をさぐりながら、何とかそれらしい行動を取り繕つくろうことで精せい一いつ杯ぱい、もはや味など分かったものではない。やはり、自分には酒場で食べるような庶しよ民みん料理の方が口に合うらしいとヴィンタールの酒場を懐なつかしみながらコハクは心中で嘆たん息そくする。

　一方の男だん爵しやくは、食通だと豪ごう語ごするだけあって、マナーに戸と惑まどった様子もなく料理を堪能しては大げさなほどに褒ほめちぎっていた。これだけ多くの一国の主達を前にして、萎い縮しゆくすることもなくここまでくつろげるのは、ある意味一種の才能なのかもしれない。

　おかげでコハクに会話を振られることはなく、これ幸いとその場を男爵に任せたコハクは、ひたすら目の前の料理を食べることだけに意識を向けることにする。

「──時に、コハク殿は変わった特技をお持ちだとか」

　難関だったメインディッシュの肉料理を何とか攻こう略りやくしたコハクが、ようやく食べやすいパンを口へと運んでいた最中さなか、法王がふいに思い出したようにコハクへ言葉を向けた。

　完全に想定外のふりに、コハクはパンを喉のどに詰つまらせる寸前で何とか水で流し込み、涙なみだ目めで口を開く。

「いや、特技っていうか……」

「この者は、〝音楽〟を演奏できる我が国の生きる宝〝旋せん律りつ士し〟なのですよ」

　コハクが答える前に、男爵が横から言葉を遮さえぎって自みずから説明をする。自分のことではないのに、何故なぜか誇ほこらしげなのが鼻につく。

「だから、まだあたしは旋律士じゃないっての。その見習い！」

「はは、なんとも元気なお嬢さんだ」

　コハクとしては男爵に注意したつもりだったが、コハクの言葉に法王が笑い声を上げた。そして、立ち上がると小国の首脳陣の注意を集めて高らかに言い放つ。

「皆みなよ、天使と同じアンバーの瞳ひとみを持つこの少女だ。その音楽とやらを聴きけば幸福が訪れるかもしれないな。あぁ、ひょっとすると、天使の生まれ変わりかもしれない」

　冗じよう談だんめかした法王の言葉に、周囲からどっと驚おどろきと感かん嘆たんの声が上がった。

「テンシ？　アンバー？　はて、一体何のことをおっしゃっておるのだ？」

「昔、神の言葉を伝えたとされた女の子が天使って呼ばれていて、あたしと同じ色の瞳ひとみをしてたらしいんだよ」

　一人状じよう況きようについていけていない男だん爵しやくに、コハクは簡単に事情を説明する。生まれ変わりだのという言葉が出たのは、天使が旋せん律りつ士しであったことに由来するのだろうが、どうやら男爵の前でその話を出さないことは兄弟間でも一いつ致ちした見解らしい。

「我が弟が言うには、それはまるで人ではない、何か神しん秘ぴ的な声のようだったとか。我々にも是ぜ非ひその音楽とやらを聴きかせてはくれないか？　シュヴァイン殿も、構わないだろうか？」

「えぇ、もちろん光栄なことでございます。ほらコハク、皆みな様さま方がたをお待たせするでない」

　快かい諾だくしたシュヴァインに、法王が期待に満ちた瞳ひとみでコハクを見つめる。周囲の者もまた、興味深そうにこちらへ視線を集めていた。他国の、しかもこんなにも大勢の前で自分の拙つたない音楽を奏かなでることは若じやつ干かん気が引けたが、ここまで期待されて無む下げに断ることなどできはしない。

「……まぁ、元々司教サマにも頼たのまれてたことだしな。うん、いいよ」

　ため息一つで了りよう承しようしたコハクは、首元に巻いていた布を取り、重い椅い子すを引いて立ち上がる。正直なところ、無言で肩かたの凝こる食事を続けるくらいなら、音楽を奏でる方がよほど良いと思ったのも事実だ。

　姿勢を正したコハクは、ぐるりと周囲を見回す。期待に満ちた首脳陣じんの眼まな差ざしと、心配そうな視線を向ける男爵。コハクの演奏次第では連合諸国全すべての機き嫌げんを損ねることもありうるこの状じよう況きようが不安なのだろう。学校でのコハクの成績を知っているのでは尚なお更さらだ。

　コハクは最後までなんとか通すことのできる数少ないレパートリーを頭の中で並べてみる。だが、楽曲は基本的に一人で奏でるようには作られていない。単独演奏かつ、コハクが演奏可能な曲となると、ロングトーンを基調とした音学生向けの練習曲くらいしか奏でられるものはなかった。

　そういえば、と法王を前にしてコハクは思い至る。天使の台座に刻まれた楽がく譜ふのことを尋たずねる機会なく大司教と別れてしまっていた。次に会った時に尋ねてみようと考える。

　薄うすく微笑ほほえんだ法王の姿に、コハクは我に返る。今は何より、この場を乗り切ることが先決だ。

　こちらに向けられる視線を気にしないよう目を閉じたコハクは、大きく息を吸って、まずは最初の一音を発した。

　音を拾ひろった耳が、それに続く残ざん響きようをも捉とらえる。大聖堂には劣おとるが、この場所もやはりコンサートホールに負けない響ひびきが得られる。

　コハクは再び息を吸うと、反響する音色に被かぶせるようにして、次々と一音ずつ丁てい寧ねいに音を重ねていく。響きが相そう互ごに混ざり合い、音が音楽を形成していく。単調なリズムをつい乱したくなる悪い癖くせがコハクを誘ゆう惑わくするが、この場でアレはさすがにない。自みずからを律し、なんとか最後まで奏でることができたコハクは盛大に安あん堵どの息を吐はいた。

　そして、ゆっくりと目を開く。

　その場の誰だれもが呆ぼう然ぜんとこちらを見つめていた。昨日と同じだが、今回はそれ以上に皆みな言葉を失っているようだった。ただ、法王だけは薄うすい笑みを浮うかべて軽く両手を打ち鳴らしてみせた。

「本当に素晴らしかった。なんとも言葉にし難がたい、心に直接語りかけるような声だ。あぁ。まるで、神の御み言こと葉ばのようだとは思わぬか？」

　同意を求められたのは、法王の隣となりに座る首相の一人だ。大げさなほどに何度も頷うなずいた男は、震ふるえる両手を握にぎりしめる。他の者たちも同様に、感激した面持ちで祈いのりの言葉を口にしていた。

「あぁ、何という奇き跡せき。まさかこの目で天使様のお声を聴きくことができるとは」

　目元には涙なみださえ浮かべて歓かん喜きする男達に、コハクは戸と惑まどいつつも喜びが湧わきあがってくるのを感じていた。音楽を初めて聴きいたことによる過大評価は否定できないが、それでも自みずからの演奏をこうも喜んでもらえると、慣れない場所でも演奏した甲斐かいがあるというものだ。

「コハク殿。そなたの音楽とやら、素晴らしかったぞ。皆を代表して礼を言う」

「あぁ法王様、そんなもったいないお言葉を賜たまわり、なんと申してよいか……感極まり言葉になりません」

　コハクを押おしのける勢いで、それまで完全に蚊帳かやの外に置かれていた男だん爵しやくが法王の前にしゃしゃり出た。

「だから、何でお前が感極まるんだよ」

　男爵の厚かましさに、コハクは口の中だけでぼそりと突つっ込む。だが、それでもまぁいいと思えるほどに、今のコハクは満ち足りた思いだった。

「シュヴァイン殿も、素晴らしい人材を持っておられる。うらやましい限りだ」

「いやいや、この者は国の定めた試験になかなか合格できなかったのですが、吾わが輩はいはその才能を見み抜ぬいておりましたのでな、特別に吾輩の側近として引き抜いたのです」

　単なる用よう心じん棒ぼうとしてコハクを雇やとった事実は都合よく伏ふせ、男爵はさも自らの功績であるかのように嬉き々きとして語る。

「ほう、貴国には心眼を持つ者が少ないのか。私ならば、すぐにでも此この者に位を与え大聖堂に遣つかわすものを」

「吾輩も、常々そう感じておりましてな。我が国には真の価値を見抜けぬ輩やからが多すぎるのがもっぱらの悩なやみでございます」

　積み重なる男爵の厚顔な言葉の数々に、もはや言い返す気にもなれないコハクは冷めた面持ちでその意味のない言葉の応おう酬しゆうを見守ることしかできずにいた。

「どうやらシュヴァイン殿は何事にも柔じゆう軟なんな考えを持ち、そしてそれを実行できる御ご仁じんだとお見受けする」

「まぁ、そうですな。僭せん越えつながら、それが吾輩の長所であると自負しております」

　得意げに鼻をひくつかせ、またもや恥はずかしげもなく言ってのけた男爵に対し、法王は薄い笑みを浮うかべて僅わずかに身を乗り出した。

「──では、貴き殿でんを見込んで、一つ私の頼たのみを聞いてはくれまいか？」

「えぇ、何なりと」

　褒ほめそやされ、もはや茹ゆで豚ぶたのごとく蒸じよう気きを上げる男だん爵しやくに、法王は静かに告げた。

「暫しばしの間、コハク殿を我が国にお貸し願えないだろうか」

　男爵へと言葉を向けながらも、法王の視線は、真まっ直すぐにコハクへと注がれている。

　言葉の意味が一いつ瞬しゆん理解できずにいた当のコハクは、呆ほうけたように法王の視線を見つめ返し、数秒の後、ようやく理解に達した。

　そして、更さらに一いつ拍ぱく後。

「うえぇっ!?」

　盛大に声を上げたコハクを、男爵がはしたないですぞ、と小声で窘たしなめる。

「だ、だって！　それってつまり、あたしにこの国に残れってことだろ!?　嫌いやだよそんなの!!」

「これ、コハク！　これがどれほど名めい誉よなことか分からぬのか？　法王様自らお声掛かけいただいたのだぞ!?」

「んなの知らねーよ！　あたしは来年には試験を受けなきゃいけないんだ。旋せん律りつ士しのいないこの国に居たら、何の技術も身に付かないだろ！」

　承しよう諾だくする気が満々の男爵に、コハクは思わず声を荒あららげた。当初の目的が達成できないのであれば、気に食わない男爵の用よう心じん棒ぼうなど端はなから了承していない。

「あぁ、そなたの都合も考えずに、私が無茶を申した。気にしないでくれ」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎをするコハクに、法王がそっと目を伏ふして呟つぶやいた。その言葉に、コハクはここが法王の御ご前ぜんだということを思い出し、慌あわてて法王に向き直る。

「あ……その、この国が嫌とかじゃなくて、あたしには正式な旋律士になるっていう目標があるんだ。だから、悪いけどここに残ることはできない」

「いや、こちらこそすまなかった。ただ、翌週からは我らの信しん仰こう上、暦こよみが年に一度の礼拝期間に入るのだ。連合各国から人が集まる儀ぎ式しきがあってな。そこでそなたの素晴らしい音楽を国民に聴きかせることができればどれほど良いかと思ったのでな」

　憂うれいを帯びた笑みとともに、法王が言う。

「儀式……？」

「あぁ。来週から月が満ちるまでの十日間は夜も大聖堂を開放して、亡くなった人々が無事に神の御み許もとへと辿たどりつけるようにと連日祈いのりを捧ささげる儀式なのだが……戦争で家族を亡くした者の中には、未いまだ悲しみに打ちひしがれている者も多い。そなたの持つその力で、彼らの痛みを少しでも和やわらげることができれば、と考えたのだよ」

　法王の言葉に、コハクはヴィンタールでのことを思い出す。明け方の空に無数に浮かぶ紙風船。戦いくさで家族を亡くした人が王国にたくさんいたのなら、その相手国だったこの国だって同様だ。酒場のマスターが、戦場では敵味方が分からないほどだったと言っていたことも思い出される。祈いのりに込められた人々の願いは、きっと王国でも神国でも共通することだろう。

　思わず口を噤つぐんだコハクにとって代わるように、男だん爵しやくが口を開いた。

「先ほど皆みな々みな様さまからご注文賜たまわった品がご用意できるのが、丁度今から一か月後だ。ならば、次回吾わが輩はいが品をお届けするまでこの国に滞たい在ざいし、皆の心をお慰なぐさめしてはどうかな？　コハク」

　コハクの心が揺ゆれる。一か月は短いようで長い。だが、自分の拙つたない音楽でも人々を喜ばせることができるのであれば……

「──分かった。一か月だけ、ここに残る」

「本当か!?　あぁ、感謝するぞ」

　心底嬉うれしげに言った法王は、コハクの手を取りしっかりと握にぎった。首脳陣じんもまた、口ぐちに神へ感謝の言葉を呟つぶやいている。

「それでこそ、吾輩が見込んだ者であるな」

　誇ほこらしげに言う男爵を睨にらみつけてから、コハクは小さく嘆たん息そくした。これで男爵の株も上がり、貿易はうまくいくのだろう。どうにも男爵に都合よく使われているとしか思えないのが腹立たしい。小さく舌打ちして、コハクは男爵から視線を背そむけた。

　背けた視線の先に、法王が居た。首脳陣一人ずつに挨あい拶さつをして回る男爵を見つめるその横顔は大司教と同じく慈いつくしみに溢あふれ、そして人を引き付ける魅み力りよくを持っている。

　だが、何故なぜかその横顔を見た途と端たん、コハクは何かに萎い縮しゆくしたように、どくんと大きく心臓が波打ったのを感じた。同時に両腕うでがざわりと粟あわ立だつ。咄とつ嗟さに身体からだを抱えるように両腕を押おさえたコハクだったが、その理由を考えるより前に、法王がこちらに気が付き視線を向ける。

「滞在中は我が国の主しゆ賓ひんとして、精せい一いつ杯ぱいのもてなしをさせてもらう。どうか、よろしく頼たのむぞ、コハク殿」

　こちらへと向けられる笑みは、欠点がないほどに綺き麗れいで完かん璧ぺきだ。だが、その笑みを向ける直前の刹せつ那な、法王の双そう眸ぼうが鋭するどく光り、それが無意識下で恐きよう怖ふに結びついていたことを、コハクの意識は気が付くことができなかった。
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　上じよう昇しよう気き流りゆうを避さけたヂェスはスワロウの翼つばさを畳たたませ、目的地に向かって一気に下降する。

　ヴィンタールから西へ半日、目的の屋や敷しきは工業地帯の外れにあった。

「相変わらず趣しゆ味みの悪い家だなぁ」

　ゴーグルを額ひたいまで上げ、ヂェスはげんなりした面持ちで屋敷を見上げた。目につくいたる所に黄金があしらわれ、屋根に鎮ちん座ざする獅し子しを象かたどったガーゴイルすら黄金細工で造られているそこには、シュヴァインの趣しゆ味みが如によ実じつに表れている。

　乱れた髪かみを手て櫛ぐしで軽く整えたヂェスは、鉄門を開いて中へと足を踏ふみ入れる。既すでに顔なじみになっている門番がすぐに気が付き屋敷内に続く連れん絡らく管かんを叩たたいた。耳に響ひびく金属質な音が管を伝わり室内へ来客を知らせる。

　ほどなく屋や敷しきの扉とびらが開き、壮そう年ねんの男が一人こちらへ足早に向かってきた。

「ヂェス！　早かったな」

「連れん絡らくありがとう、バッソン」

　その雇やとい主とは違ちがって信しん頼らいのおける旋せん律りつ士し長ちようの出で迎むかえに、ヂェスの表情も自然と緩ゆるむ。

「男だん爵しやくとコハクは戻もどってきたんだよね？」

　神国に滞たい在ざいしていたシュヴァインから帰国の連絡を受けてから三日。手紙が届くまでの期間を合わせるともう帰国している頃ころ合あいだ。

　ヂェスがここへ足を運んだのには理由があった。神国へと連れて行かれたコハクが旋せん律りつ士しとして紹しよう介かいされていたとすれば、向こうに何らかの反応があった可能性が高い。その様子を探るために、最も苦手とする貴族の元へとこうして自みずから出向いたのだった。

　だが、ヂェスの問いにバッソンの表情が曇くもる。

「昨朝、帰ってはきたんだ。ただし、男爵だけがな」

「……どういうこと？　コハクは？」

　嫌いやな予感が過よぎり、ヂェスの口調が僅わずかに強くなる。

「彼女は、まだ神国にいる」

　苦く渋じゆうの表情を浮うかべたバッソンに、ヂェスの表情から笑みが消えた。

「あの子一人が？」

「……あぁ。一か月後に品を届けるまでという期限つきで、向こうに残らせたらしい」

「理由は？」

「詳くわしい事情は俺おれも聞かされていないが、彼女の音楽を法王がいたく気に入ったらしい。国民にも音楽を聴きかせたがっていたとか」

　バッソンの言葉にヂェスは眉み間けんに皺しわが寄るのを自覚する。旋律士であることを知られずにすんだのではないかとの甘あまい願望は早くも断たれてしまった。

「主あるじの話ではコハクが自ら志願してのことらしいが……それも怪あやしいもんだな。デカい仕事を摑つかんできたようだし、先方のご機き嫌げん取りにあの子を利用したんじゃねぇかと俺は思うんだが」

「……言葉もないっていうのは、こういう時に使うんだね」

　怒いかりを通り越こし、ヂェスはもはや僅かに鼻で笑うことしかできない。男爵の軽率な行動のせいであることはもちろんだが、あの少女もまた深く考えずに感覚で動いてしまうタイプだ。加えて向こうの法王は切れ者ときている。おそらく上手うまく言いくるめられ、その場の判断で残留を決めてしまったのだろう。

「何にせよ、先方は、単に彼女の容姿をお気に召したというわけではなさそうだね」

「しかし、神国にはいない旋せん律りつ士しが珍めずらしかったからということも考えられるだろ」

　バッソンは希望的な言葉を口にしたが、それが本心からのものでないことは、彼の表情からも明らかだった。

「限りなく願望に近い可能性だね」

　ため息交じりのヂェスの言葉に応じようと口を開きかけたバッソンだが、すぐにヂェスの背にそっと手を当て、注意を前方へと促うながした。

「主役のお出ましだ。後は頼たのむ」

　耳元で小さくそう告げたバッソンは、ヂェスから身を引いて前方へと頭こうべを垂たれる。ヂェスが顔を上げたその先には、満面の笑みを浮うかべたシュヴァイン男だん爵しやくが待ち構えていた。

「これはこれは、先生自みずからおいでくださるとは！」

「……これはこれは。男爵自らお出で迎むかえくださるとは」

「先生がいらっしゃったと聞いて待ちきれませんでなぁ。この吾わが輩はい自ら出迎えに向かうなど、先生くらいのものですぞ」

　皮肉めいた口調で返したヂェスの真意に気付こうともせず、シュヴァインは矢や継つぎ早ばやに言葉を連つらね、笑いに腹を震ふるわせた。

　男爵の後に続き豪ごう華かなシャンデリアの下がる客間に通されたヂェスは、営業用の笑みを張り付け、男爵の薄うすっぺらな賛辞を聞き流しつつ話を切り出すチャンスを窺うかがう。

「あぁ、そういえば先日の新しい曲。あれもまた素晴らしかった！」

「お気に召していただけたようで、何よりです」

　あくまでも表向きの表情と口調で答えるヂェスに満足したようにシュヴァインは頷うなずき、ようやく欲しい言葉を口にした。

「しかし、先生。今日は突とつ然ぜんどうなさったのです？」

「えぇ、本日参まいったのは、男爵に一言お礼をと思いまして」

「ほう、吾輩にお礼とは？」

　はち切れそうな頰ほおをてからせる男爵にニコリと笑むと、ゆっくりとヂェスは言う。

「何でも、我が友人に研修の場を設もうけていただいたとか」

　男爵は大おお仰ぎように驚おどろいた動作でソファーに身を預けた。

「なんともいやはや、お耳が早い。そういえば彼女は先生のご友人でしたな」

「えぇ。ハーディガーディ校長からその話を伺うかがいまして。これは男爵に一言お礼を申さねばと思い立ち寄らせていただいた次第です。あぁ、それでコハクは今どこに？」

　笑みこそ絶やしていないが、ヂェスの言葉にはどこか凄すごみがある。男爵は僅わずかに身じろぎすると、ちらりと明後日あさつての方向を見み遣やってから、何かを期待するように再びヂェスへと視線を戻もどした。だが、ヂェスの眼は男爵を捉とらえて微び動どうだにしない。

「──じ、実はですな、彼女は今神国におるのですよ」

「神国に？　えぇ!?　何故なぜですか？」

　まるで今初めて聞いたかのように大げさな驚おどろきの声を上げたヂェスに、男だん爵しやくの後ろに控ひかえるバッソンが苦い笑みとともに目を伏ふせる。少々わざとらしすぎたようだ。

　だが、男爵は露ろ骨こつに視線を彷徨さまよわせてしどろもどろな回答を口にした。

「い、いや。実は神国の法王や連合諸国の首脳陣じんとの謁えつ見けんを許されましてな。その場で演奏した音楽を気に入られた法王が、礼拝期間中に国を訪れた信者へも彼女の音楽を聴きかせたいとおっしゃられたのだ」

「コハクが、それを了りよう承しようしたのですか？」

「最初は渋しぶっていたのだが、その儀ぎ式しきというのが慰い霊れいを目的にしたものでしてな。国民の心を癒いやしたいとおっしゃった法王の言葉に彼女も感かん銘めいを受けたようで残留を決めたのですよ。さすがは先生のご友人、何とも慈じ悲ひ深ぶかい娘むすめですなぁ」

　話すうちに男爵の言葉が次第にいつもの調子に戻もどっていく。どんな時にも胡ご麻まをすることを忘れない男爵に、心中で苛いら立だちながらも、ヂェスは表情に出さずに神しん妙みように頷うなずいた。つまりは、法王があの子の良心につけこんだのだろう。

　だがそれが、本当に国民を想おもう気持ちからの依い頼らいだったと思えるほど、ヂェスは神国を信用していない。エマが見つけた歌姫の記述のこともあるが、相手は何らかの利用価値をコハクに見み出いだしたとみて間ま違ちがいないだろう。果たして、何を企たくらんでいるのか。

　再び微び笑しようを浮うかべたヂェスは、その時の状じよう況きようを漏もれなく聞き出すべく会話を続けた。

「なるほど、理由は分かりました。それにしても、かつての敵国の者をよく礼拝期間に滞たい在ざいさせましたね。確か、その間は連合加盟国以外の者は神国内への立ち入りを禁じられているはずですが」

「それがですな、なんと彼女はアンバーでテンシの生まれ変わりだとして大司教様にも認められたらしいのですよ。いやぁ、ただ者ではないと見み抜ぬいた吾わが輩はいの心眼に狂くるいはありませんでしたな」

「アンバーで、テンシの生まれ変わり？」

「えぇとですな。確か彼らが崇あがめているテンシがコハクと同じくアンバーだったとか……」

　男爵自身もよく理解していないのだろう、先ほどまでの饒じよう舌ぜつさが噓うそのように歯切れの悪い説明だったが、少なくとも奴やつ等らがコハクを何なん等らかの形で特別な存在に仕立て上げようとしていることは間違いない。そう考えたヂェスはバッソンと視線を合わせた。バッソンは小さく頷くとさりげなく客間から退室する。今聞いた情報を早急にジルバに伝えるべく、鷹たかを飛ばすつもりだ。ジルバに伝われば、もれなくエマにもその情報が伝わる。考古学者であり他国の歴史にも詳くわしい彼女ならば、アンバーやテンシの意味が分かるかもしれない。

　ともかく、このまま何事もなくコハクが帰国できるとは到とう底てい思えない。そして、何より悪いのは、彼女自身にその危機感が全まつたくないということだ。

「男だん爵しやく、失礼を承しよう知ちでご進言差し上げたいことがございます」

　一いつ拍ぱくの後、ヂェスは男爵を正面から見つめて切り出す。

「なんですかな。先生のお言葉なら、吾わが輩はいに価値あることに決まっておりますからな」

　豊満な胸むねを反そらして愉ゆ快かいげに笑う男爵に、ヂェスは柔やわらかな笑みの中にも真面目まじめな表情を湛たたえて告げる。

「先ほどのお話を聞いて思ったのですが、神国に荷を届けるのを少し早めることはできませんか？」

　ヂェスからの依い頼らいに、男爵は首を傾かしげる。

「早く、ですか？」

「えぇ。注文の品を用意するのに時間がかかることは分かっております。しかし、男爵の手際の良さと普ふ段だんの仕事ぶりから考えれば、そう何日もかからないのではないですか？」

　露ろ骨こつにおだてると、男爵は鼻をひくつかせて胸を張る。

「そりゃあ、吾輩は普段から在庫管理は徹てつ底ていするよう言い聞かせておりますからな。届ける荷は来週早々には揃そろえられます。だが、神国の礼拝期間が終わるまでは入国ができませんぞ？」

「終わると同時に荷を届け、そして早急にコハクを王国へ連れて帰ってきていただきたく」

「し、しかし何もそんなに急がなくても。法王様も彼女のことを非常に気に入っておられた。約束よりも早く連れ帰るというのは……」

　男爵が良い顔をしない理由は、ここで相手の機き嫌げんを損ねて商売に響ひびくようなことを避さけたいからだろう。渋しぶる男爵に困ったように肩かたを竦すくめて見せたヂェスは、とどめの一言を付け加えた。

「実は、不確かな情報ではあるんですが」

　含ふくみを持たせた口調でヂェスが言う。

「礼拝期間が終わった神国に、我が国の国王が参まいる予定があるらしいのです」

「国王様が？」

「年に何度か神国の要人と我が国の国王が会談を行っていることは、男爵もご存じでしょう？　それが、このすぐ後に行われるとの話がありまして。それを聞いて、男爵が取られた行こう為いが発覚するのは、まずいのではないかと思ったのですよ」

　目を瞬まばたいた男爵は、短い首を傾げてこちらを見上げる。事の重要性を理解していないようだ。

「コハクを神国へ連れて行ったのは、旋せん律りつ士しとしてではなく、あくまでも用よう心じん棒ぼうとして。だから、規則に反してはいないということでしたよね？」

「そ、そうです。学校規則にも、楽団規則にも、旋律器官を持つ者を国外へ連れ出すことが違い反はんだという記述はありませんからな」

　必死に言い募る男爵に、ヂェスは微び苦く笑しようを浮うかべ、平へい坦たんな声で言う。

「しかし、彼女はあなたの指示の下、法王の前で演奏している。それにより、男爵の行為は私設楽団運営法に違い反はんしていることになります」

　思おも惑わく通りに男だん爵しやくのつぶらな瞳ひとみが不安げに左右に揺ゆれる。

「な、何故なぜですか!?」

「お忘れですか？　旋せん律りつ士しは本来、国に所属している存在であり、楽団は全すべて国王のものだ。だから現在も名目上、旋律士や音学生の長である楽団長は国王ですよね」

　今貴族が保有している楽団も、あくまでも国からその運営権を貸たい与よされているだけであり、全ての旋律士のトップは現在も国王であることに変わりはない。

「確かに、私設楽団の運営者には旋律士への演奏指示が認められている。しかし、その指示権が有効なのは楽団員として自らが雇用している旋律士に対してのみです。それ以外の者に演奏指示を行ったとすれば、それは王に対する反逆罪であると同時に、運営法が定める範はん囲いを超こえた、違法行こう為いになります」

　畳たたみ掛かけるように言ったヂェスの言葉に、今度こそ男爵が顔色を失う。

「演奏をしなければ、用よう心じん棒ぼうだと言い張ることもできたでしょう。しかし、演奏指示をしてしまったからには、言い逃のがれはできません。もし国王が神国へ赴おもむき、そこで演奏しているコハクを目にしてしまった場合……」

　シュヴァインの顔からサッと血の気が引いた。

　この国の貴族は皆みな、現国王を恐おそれている節がある。数代前までは国王に取り入り、媚こびを売っていればよかった貴族達だが、今の国王が求めるのは、真っ当な領土の統治と納税という貴族本来に課せられた領主としての仕事ぶりだ。それらを怠おこたり、結果を出せなかったものは容よう赦しやなく領土と私財を奪うばわれ、そして楽団をも解散させられる。権力の象しよう徴ちようともいえる私財と楽団を奪われることは、貴族には何よりも辛つらい罰ばつとなる。いわんや金策と見栄を生きがいとしているシュヴァインにとっては、死にも等しい罰だろう。

「せ、先生！　まさかこのことを国王様はご存じで……？」

「さぁ？　少なくとも、私の口から国王に告げていないことは確かですが」

　しれっと言うヂェスの言葉には、確かに噓うそはない。

「とにかく、一刻も早く神国からコハクを連れ戻もどすが得策かと思い、出過ぎた真似まねかとは思いましたがこうして進言差し上げたのですよ」

「あぁ、さすがは先生だ！　分かりました。すぐに荷の手配を完了し、礼拝期間が終わったと同時に入国できるよう出発いたします！」

「それが良いと思います。では男爵、我が友人をどうぞよろしくお願いいたします」

　拳こぶしを固めて言い放つ男爵に、ヂェスは胸むねに手をあて仰ぎよう々ぎようしく頭を下げる。果たして、神国が素直に男爵の入国を許可するかは怪あやしいが、打てる策は多いに越こしたことはない。

　これ以上男爵から聞き出せることはないと踏ふんだヂェスは、営業スマイルを携たずさえて、面めん倒どうな話が出ないうちにと早々に屋や敷しきを後にする。

　外まで見送ろうと言う男だん爵しやくの申し出をやんわりと断り、ヂェスは門外へと足早に向かう。鉄門に凭もたれかかるようにして、その場にバッソンが待っていた。

　視線を上げたバッソンは、大きな手でヂェスの背を叩たたく。息が止まるような衝しよう撃げきに、初めて自分の身体からだが強こわ張ばっていたことに気付かされる。だが、その原因には心当たりが多すぎて特定できない。

「落ち着け、ヂェス。何を企たくらんでいるにせよ、奴やつ等らが仕し掛かけてくるとしたら礼拝期間が終わってからだろう。それまでにこちらで選定しておく」

「うん。頼たよりにしてるよ」

　言葉少なく告げたバッソンに、ヂェスは肩かたの力を抜ぬくといつも通りの緩ゆるい笑みで答える。バッソンはそんなヂェスの頭を大きな手で摑つかむと、子どもにするように乱暴にかき混ぜた。

「……お前には、また辛つらい思いをさせちまうな」

　バッソンの手の下で、ヂェスの笑みが一いつ瞬しゆん搔かき消える。だが、すぐにそれは元へと戻もどり、顔を上げたヂェスは緩々と笑った。

「それは、お互たがい様でしょ。オレだけの負担じゃない。それに、あれから十五年。オレももう自分の立場が分からない子どもじゃないんだからさ」

　かつては戦友とも呼べない年ねん齢れいだった。しかし、今の自分はその言葉に違い和わ感がない年齢となっている。それでも、親ほどに年齢の離はなれたバッソンにとってはまだまだ子どものように映うつるらしい。

「あぁ。けど、今のお前はまだ、ただの〝作曲家〟だ。もう少し力を抜け」

　バッソンの言葉に、ヂェスは真しん剣けんな表情でバッソンを見上げた。

「それは、ちょっと違ちがうなぁ」

「違う？」

　眉まゆ根ねを寄せてバッソンが問い返す。

「オレはただの作曲家じゃなくって、貴族御ご用よう達たしの超人気作曲家ってこと」

　意味深に笑って見せたヂェスに、バッソンはようやく表情を緩めると、ヂェスの頭から手を離した。

「……あぁ、そうだな」

　呟つぶやいたバッソンにくるりと背を向けたヂェスは、そのまま庭の隅すみで大人しく主人を待つスワロウへと駆かけ寄る。相あい棒ぼうの低い鳴き声が、ヂェスの心を落ち着かせる。

　長年対立していただけに、神国については未いまだ不明な部分が多い。戦いくさになるにせよ、まずは相手を知るために情報の整理が最優先事じ項こうだ。

　僅わずかに傾かたむき始めた太陽に向かって、翼つばさを広げたスワロウは軽やかに飛び立った。
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　ケントロンの町の中央を走る大通りは、俄にわかに色めき立っていた。

「掏摸すりだ！　その男を捕つかまえてくれ！」

　人と人の間をすり抜ぬけるようにして走る男を複数の町人が追いかける。だが、男は器用に人々の手から逃のがれて裏路地へと駆かけ込んだ。

　裏道は細く入り組んでいる。ここに逃にげ込めば追っ手を撒まくのは掏摸を生業なりわいとしている男にとって難しいことではなかった。

「ちょろいもんだぜ」

　そう男が口元を上げた時、角を曲がった正面に小こ柄がらな人ひと影かげが映うつりこんだ。子どもらしいその人影は、表通りの喧けん騒そうに気が付いていないのか、こちらを見つめたまま道の真ん中で立ち尽つくしている。

「退どいてろガキ！」

　男は正面に立つ子どもを怒ど鳴なって牽けん制せいすると、そのまま横を通り過ぎようと足を踏ふみ出した。子どもはその場を離はなれようとしない。突つき飛ばす勢いで子どもの前に突っ込んだ男は、次の瞬しゆん間かん、その場に膝ひざをついていた。

「なっ……」

　声を上げようとするが、鳩尾みぞおちに激痛が走り息が詰つまった。何が起こったのか分からず、呆ぼう然ぜんと上を仰あおぎ見る。

「誰だれがガキだ!!」

「……は？」

　男の口からは思わず疑ぎ問もん符ふが漏もれる。的外れの抗こう議ぎを口にして憤ふん然ぜんとこちらを見下ろすのは、深いアンバーの瞳ひとみと、風に靡なびく、くすんだ金きん髪ぱつを持つ少女。両手に握にぎられている中ちゆう途と半はん端ぱな長さの二本の棒ぼうが、その手の中でくるりと回った。どうやら、自分はあの棒で鳩尾を突かれたらしいとようやく理解する。

「……お前、ひょっとして天使か？」

　鳩尾を押おさえて立ち上がった男は、少女を見下ろし呟つぶやいた。こちらを睨にらみあげるその瞳は、男が今まで見た中で最も綺き麗れいなアンバーだ。

　噂うわさに聞く、法王直じき々じきの客人だという少女がどうしてこんな下町にいるのか。その疑問の答えよりも早く、男の思考は算盤そろばんをはじき始める。アンバーを売りにして小国の金持ちに売り込むか。だが、国を相手取るほど男の肝きもは太くない。それよりも町で保護した体ていで法王の元に連れて行けば、褒ほう美びくらい出るかもしれない。

　安全第一に後者を選んだ男は、視線を少女に合わせて猫ねこなで声で語りかける。

「なぁお嬢じようちゃん。こんなところで迷子かい？　よかったら、おじさんが神しん殿でんまで送ってあげようか？」

「だから、子ども扱あつかいすんじゃねぇ！」

　再び憤ふん怒どした少女が叫さけぶと同時に男の視界に何かが過よぎった。途と端たんに顎あごに激痛が走る。頭を過るのは、自みずからの過あやまちと神への贖しよく罪ざい。あぁ、神様。ろくに祈いのりもせずに悪さばかりしていた自分を許してください──

　そして、男の世界は闇やみへと転じた。

「せこいことしてんじゃねーっての」

　吐はき捨てるように言うと、コハクは男の懐ふところを探り掏すった財布を奪だつ還かんする。ついでに所持品を漁あさってやろうかとコハクが考えていた折に、背後から複数の足音が近づいてきた。

「おぉ、アンバーの嬢じようちゃん！　さすがだな、助かったよ」

「あーあー、完全に目ぇ回してら。こりゃしばらく起きないぞ。ほんと、天使様とは思えない所業だな」

「自業自得だっての」

　呆あきれたように言う町人に、コハクはフンと鼻を鳴らした。

「以前は治安がよくて平和な町だったんだがなぁ、ここは」

　深いため息とともに、露ろ天てん商しようの男がこぼす。

「そう言えば、この前も空き巣が出たとかって言ってたよね？」

「あぁ。戦争からこっち、神国で最も安全だと言われたケントロンがこの様ざまさ」

「農耕地が少ないから元々作物が安くない国ではあったんだが……最近は野菜や果物の価格高こう騰とうが激しい。罪人を庇かばうわけじゃねぇが、庶しよ民みんにゃちと厳しいよな」

「地方に行くほど、窃せつ盗とうやら強盗やらの犯罪が多発してるって話だしな」

　ウンザリした表情で気絶した男を見下ろす町人達の目に浮うかぶのは、憐あわれみにも似た諦あきらめの色だ。この国へ来て数日であるコハクでも、王国に比べて神国の国力が疲ひ弊へいしていることが察せられた。

「天使様！　ご無事ですか!?」

　振ふり返ると、ようやく現場へ駆かけつけた警備隊が、コハクを見て悲鳴に似た声を上げる。だが、その足元に転がる掏摸すりの姿を見て、現状把は握あくができないように視線を町人達へと彷徨さまよわせた。軍を持たない神国では、近きん隣りんの連合国から警備隊が配置されているが、どうやらにわか天使の腕うでっぷしの強さまでは知らされていなかったらしい。

　コハクは警備隊の言及から逃のがれるように、後から追いかけてきた持ち主に財布を手て渡わたしてやる。感謝の言葉に合わせて神への祈りの言葉が付いてきたが、長々と続くそれを苦笑しつつ片手で遮さえぎると、コハクはその場の人々に掏摸男を任せて大通りへと足を向けた。このままでは道のど真ん中で集会が始まってしまう可能性が無きにしも非あらずだ。

　それほど、この国の人にとって神が重要な位置を占しめていることを、天使と崇あがめられるコハクは身を以もつて学んでいた。礼拝期間が始まって早五日。礼拝初日、法王は大司教を伴ともなってコハクを天使の生まれ変わりだと大々的に告知をしたらしい。その際に、天使の像に刻まれた旋せん律りつ器官の痣あざを聖せい痕こんなどと称しようしたものだから、うっかり首元を隠かくさず外出しようものならその聖痕を一目見ようと群衆が押おし寄せることも、初日の失敗から学んでいた。

　演奏に関しては、初めは多くの人の目に晒さらされることと、慣れない聖堂での演奏に戸と惑まどいを隠せなかったコハクだが、今では日々の基き礎そ練習と同じ感覚で演奏できるまでになっていた。一日に五回も行われる礼拝の度たびに奏かなでていれば、緊きん張ちようも解けるというものだ。

「やぁ天使様。大だい活かつ躍やくだったみたいじゃないか」

　乗合馬車を待つ人の列から、見知った男がこちらに気付き声を上げた。

「神しん殿でんに戻もどるのなら、一いつ緒しよに乗っていくかい？」

「まだ時間あるし、マスターんとこで休きゆう憩けいしてくる。疲つかれちゃった」

「天使様はすっかりあの店の常連だな。たまにはウチにも寄ってくれよ」

　苦笑とともに、男は言う。だが、コハクは盛大に眉まゆ根ねを寄せると大きく首を横に振ふった。

「嫌いやだよ。ウチって、先生医者だろ？　あたし、病院は嫌きらいなんだよ」

「おや、それじゃあ天使様が風邪かぜを引くのを待つしかないねぇ」

　ふくれるコハクを尻しり目めに、周囲は笑いながら軽口を叩たたく。

「無む駄だだよ！　あたし、元気だけが取り柄えだから！」

　コハクはべっと舌を出すと、そのまま笑みに変えて町人達へと手を振り先を急ぐ。彼らもまた、手を振り返して到とう着ちやくした馬車へと乗り込んでいった。

　神殿での生活が肌はだに合わず、毎日のように町へと下っているためか、今では町中にコハクの顔は知られており、気さくに声を掛かけてくる者も増えている。この国では決して安いものではないのに、通りすがりに果物などを手て渡わたしてくれる露ろ天てん商しようも多かった。

　細道を駆かけ抜ぬけたコハクは、目的地である小さな宿の前で足を止めた。

　木の扉とびらを開けると、いつものように長身のマスターが無表情にコハクを出で迎むかえる。

「マスター、蜜みつ湯ゆちょうだい」

　すっかり常連になった宿の一階の酒場で、お気に入りの飲み物を注文する。マスターは、僅わずかに目を眇すがめてから無言でカップを温めはじめた。

　まだ他の客はおらず、シュンシュンと湯を沸わかす音だけが静かに響ひびく。コハクはカウンター席に座り、足をぶらつかせながらマスターの背を見るともなしに眺ながめ待つ。

「お。なんだぁ、アンバー娘むすめがまた来てやがるぜ」

　声に振り返ると、仕事終わりらしき鉱こう夫ふが数人、からかうような表情を浮うかべて店に入ってきていた。

「表で聞いたぞ。掏摸すりを伸のしちまったんだってな？　聖なるお方が、こんな下町で傭よう兵へいみたいなことをしてていいのかぁ？」

「おっちゃん達こそ真まっ直すぐ帰らなくていいのかよ。また奥おくさんに怒おこられるんじゃないの？」

　コハクを法王直じき々じきの客人と知り、最初は遠巻きにしていた酒場の客達だが、ここでもやはり、今やすっかり軽口を叩たたき合う間あいだ柄がらとなっていた。

「なぁに、天使様とお会いしていたと言やぁ、ウチの奴やつもうるさく言えねぇよ」

「そうそう、嬢じようちゃんと話すのは神様と会話するようなもんだからな」

　冗じよう談だんめかした物言いでからからと笑いながら、男達は担かついだ荷物を床ゆかに下ろし後ろのテーブル席に着く。汗と土の混ざった匂においが鼻を突ついたが、それは労働の証あかしであり、嫌いやな気はしない。

「だから、あたしは神様なんか知らないって」

　本日何度目になるか分からない反論にため息をつきつつ、コハクは僅わずかに口を尖とがらせた。何度否定しても皆みなは揃そろってコハクを天使だと言う。だが、あいにく本人には全まつたくその自覚はないのだ。天使と呼ばれた旋せん律りつ士しが過去に実在したことは事実だろうが、だからと言ってコハクが天使であるという理由にはならない。神をも信じぬ他国民に変な期待をされても困るというものだ。

　ふて腐くされているコハクの前に、すっとカップが差し出される。湯気が立ち上るそれからは、ほっとするような甘あまい香りが漂ただよっている。

「酒を飲む理由がありゃ何だっていいんだよ。こいつらは」

　淡たん々たんと言うマスターに、男達が違ちがいねぇ、と笑う。コハクは受け取ったカップに口を付けてその味に思わず口元を綻ほころばせた。やはり、神しん殿でんで出される高級そうなワインより、こちらの方が断然美味おいしい。

「そういや、どうして礼拝期間なのに皆は普ふ通つうに働いてるの？」

　一息ついたコハクは、さっそくジョッキを呷あおっている男達をちらりと振ふり返ってマスターに問う。

「礼拝期間中は、一いつ般ぱん国民は聖堂に入れないからな」

　抑よく揚ようのない声で、マスターが言う。えっ、とコハクは目を丸くした。

「じゃあ、毎日あたしの演奏を聴ききに来てる人達って国民じゃないの？」

「なんだ、知らなかったのか？　ありゃ連合国群を含ふくめた各国の要人どもさ。普段の礼拝には全く来ないくせに、この期間の十日間だけ来て俺おれ達を締しめ出すんだから、ひでぇ話だよ」

「要人が来るってんで警備も全すべて神殿付近に集中しちまうからな。逆に町の警備は手て薄うすになって、今日みたいに掏摸すりやら何やらが頻ひん発ぱつするってわけだ」

　早くも二杯目のジョッキを空あけた男達が、不満もあらわに口を挟はさむ。おかわりを注文しながら、一人の男が諦あきらめたように続けた。

「仕方ないさ。礼拝期間ってのは、一年で唯ゆい一いつ神様が地上に降りていらっしゃる時だ。そんな時にお偉えら方がたが礼拝に訪れなけりゃ、さすがに面目が立たねぇだろ」

「だからって、俺おれ達を締しめ出すことはないだろう。昔はそんなことなかったじゃねぇか。こんな体制になったのは、今の法王様になってから──」

「あぁ、そうだ。連合国との結びつきを強化するためだと言うが、結局しわ寄せはいつだって我々一いつ般ぱん人じんに来ちまうんだよ」

「まぁまぁ、だからわざわざ早朝に大司教様が門を開いてくださってるんじゃないか」

　とりなすように一人が言い、ぼやいていた男達もようやく口を噤つぐむ。お国は変われど、庶しよ民みんが上流階級に不満を持つのは共通のことらしい。

「まぁ、ノイモント様の顔に免じて許してやらぁな」

　ふんと鼻を鳴らした男に、お前は何様だと周囲が野太い笑いを浴びせる。

「大司教……あの人って、何か前に会った時とイメージが違ちがうんだよなぁ……」

　男達の笑い声を聞きながら、コハクはそれまで感じていた疑問をぽつりと口にする。

「イメージが違うって、どう違うんだよ？」

「あ、ヴァルト。夕飯を買いにきたのか？」

　コハクと酒場で顔を合わせる機会が多い四十がらみの男、ヴァルトが手て袋ぶくろを外しながらコハクの隣となりに腰こし掛かけた。

「今日は仕事が早く終わったからな。カイムと一いつ緒しよに飯が食える」

　嬉うれしげに言うのは、十二歳さいになる息子のことだ。母親のいないカイムは、学校が終わってからヴァルトが仕事から戻もどるまでの時間を家事をこなしつつ一人で留守番しているらしい。仕事が早く終わった日には、こうして夕飯を持ち帰って息子と一緒に食べるのがヴァルトにとって何よりも楽しみだという。

「それで、どうイメージが違うって？」

　マスターに持ち帰り用の料理を注文しながら、あらためて向き直ったヴァルトがコハクに問うた。

「うーん。初めて出会った時はなんかこう、一見優しいけど抗あらがえないような強い雰ふん囲い気きがあったんだ。けど、今のあの人は儚はかないというか……振ふり返ったら、ふっと消えちゃいそうっていうかさ」

「あの方は、誰だれよりも神に近しく、心がお優しいのさ。儚げに映うつるのはそのせいじゃないか？」

「けどさ、最初に会った時は、どちらかというと生命力に満ちてたような……」

「お前そりゃ、フォルモンド様と勘かん違ちがいしたんじゃないか？　あの方はノイモント様とは逆に、その……相手を取り込むような強さを持っておられるからなぁ」

　僅わずかに言葉を選んでヴァルトが言う。

「違うよ！　だってあたし、その後に法王とも会ったけど、法王はあたしのことを弟から聞いたって言ってたんだから」

　口を尖とがらせて反論したコハクに、ヴァルトは驚おどろいたように大げさに肩かたを竦すくめた。

「大層なことを軽々と言ってくれるね。こんな子どもが法王様に謁えつ見けんとはな。本当に天使の生まれ変わりなんだなぁ、コハクは」

「結局天使の話になっちゃうから嫌いやなんだよ。ただ偶ぐう然ぜんが重なったってだけなのにさ」

　盛大に頰ほおを膨ふくらませたコハクを見ながら面白そうに笑ったヴァルトは、あやすようにコハクの頭を数回叩たたく。これでは完全に子ども扱あつかいだ。ともすれば、十二歳さいの息子と同等の扱いをされているかもしれないとコハクは心中で完全に拗すねていたが、ヴァルトはそんなコハクを全まつたく気にした様子もなく、言葉を続けた。

「まぁフォルモンド様も国を統治する立派な方なのだが……俺おれ達のような庶しよ民みんに目を向けてはくださらない。だがな、ノイモント様は本当ならば我々庶民ではお目通りできないほどの立場にあられながら、ためらいもなく我々の場所に降りてきてくださる。全まつたく、尊いお方だよ」

　熱く語るヴァルトに、話を聞いていたらしい周囲も、また深く頷うなずいた。どうやら、彼らの中の大司教は寸分の狂くるいなく同じイメージであるらしい。

「……まぁ、あたしもあれ以来、ちゃんと話をしたわけじゃないけどさ」

　あの時以降、コハクが直接ノイモントと話をする機会はない。毎日聖堂で音楽を奏かなでているコハクだが、演奏が終わった後は早々に退場するよう法王から指示されている。そのため、コハクが去った後の聖堂で大司教がどのような話をしているのかをコハクは知らない。ただ、入れ替かわりに聖堂に入ってくるノイモントの姿にはいつも深い陰かげがあった。

「なら、朝の鐘かねが鳴る前に聖堂に行ってみるといい」

　突とつ如じよ、こちらに背を向けたままマスターが言った。

「え？」

　首を傾かしげるコハクに、ヴァルトが横から補足する。

「今の時期、我々庶民のためにノイモント様が早朝聖堂の門を開けてくださっているんだよ。そこでなら話ができるかもしれないってことだ」

　マスターのさりげない助言に感謝しつつ、コハクは頷く。

「お、天使様も来てくださるのかい？　なら、神の言葉ってぇのも聞かせてくれや」

　椅い子すの背に凭もたれかかりながらこちらを向いた男達が言う。

「あ、そっか。おっちゃん達は聞いたことないんだもんね」

　先ほどの話では、町人達は聖堂に入ることが許されていない。コハクの演奏を聴きいているのは限られた人のみということだ。

　その事実に、コハクはふと疑問を感じる。フォルモンドは、国民の心を癒いやしてほしいとコハクに残留を申し込んだ。だが、実際は一いつ般ぱん国民にコハクの音楽は届いていない。それでは、意味がないではないか。

「どうかしたか、コハク？」

　突とつ然ぜん動きを止めたコハクにヴァルトが不思議そうな視線を向ける。皆みな、こうして陽気に笑ってはいるが、この中に傷を持たない者はない。ある者は親を亡くし、ある者は息子を亡くし、そしてマスターのように自身が身体からだの一部を失った者もいる。

　ヴァルトもまた、最愛の妻が戦後の流行はやり病やまいを患わずらい、十年前に亡くなったと聞く。息子のカイムも、ほとんど母の記き憶おくを持たずに育っているのだ。戦後復興は国の中心から離はなれれば離れるほど時間を要する。彼らにとってその傷はまだ深く、昔のことだと言い切れるほどに戦争が遠い記憶とはなっていない。

　コハクがこの国に残ったのはそれを癒いやすためではなかったのか。本来であれば、あの場にいるのは彼らのような一いつ般ぱん庶しよ民みんであるべきなのに。

　何故なぜか、コハクに法王への演奏を頼たのんだ大司教の、薄うすい笑みが思い浮うかんだ。目を見張るほどに綺き麗れいで、だが全まつたく感情の読めない表情。

　無意識にコハクは自みずからの胸むな元もとを摑つかんでいた。ざわざわと総毛立つような嫌いやな感覚。何かがおかしい気がするのだが、その正体が分からない。正体不明の不安がコハクを襲おそう。

「おい、コハク？　お前、本当にどうしたんだ？」

　はっとして顔を上げる。そこにいるのは、大司教とは正反対に雄お々おしく、薄く顎あご髭ひげを生やした男の姿。肩かたを摑んだヴァルトが、心配そうにコハクの顔を覗のぞき込んでいた。

「ごめん、ちょっと考え事してた」

　小さく息を吐はいて、コハクは言う。ヴァルトはほっとしたように笑うと力強い手でコハクの肩を叩たたいた。

　法王と大司教が何を考えているのかは分からない。だが、自分は当初の目的を果たすべきだろう。そう考えたコハクは手の中のカップをぐっと握にぎりしめる。

「なぁ、ヴァルトもおっちゃん達も、明日も朝に礼拝へ行くの？」

「あぁ、もちろん行くともさ。神様に挨あい拶さつ無しじゃぁ、怖こわくて鉱こう山ざんなんぞに潜もぐれやしねぇ」

　快活に笑う男達に、コハクは小さく笑ってみせる。

「じゃあ、明日の朝を楽しみにしておいて。ヴァルトはカイムと一いつ緒しよに来るんでしょ？」

「え？　まぁ毎朝、息子も一緒に礼拝へ行くが……けど、何をするつもりなんだ？」

　揃そろって怪け訝げんな表情を浮かべる男達に、コハクは意味深な笑みを向けた。

「おっちゃん達が言う、〝神の言葉〟ってのを聞かせてあげるよ」
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　翌日、陽ひもまだ昇のぼらないうちに寝ね床どこを抜ぬけ出したコハクは、大聖堂へと走った。雪こそ降ってはいないが、神国の早朝は寒い。マントを纏まとい、底冷えする石造りの宿舎の廊ろう下かを大聖堂のある区画へと急ぐ。

　廊ろう下かの突つき当たりにある鉄てつ扉ぴを開けると、聖堂へと続く回廊へと出た。普ふ段だん参拝者が通ることのない回廊だが、今日は人々が列を成している。不思議に思って外門へと目をやると、既すでに開門はされていたが、聖堂の正面扉が閉まっているため、人々は中庭を囲む回廊を通って裏口へ向かう必要があるようだった。コハクは列の切れ目を見計らいそっと回廊へと出た。

　朝も早いというのに、聖堂へと向かう人々は皆みな、仕事着姿だ。早朝に礼拝を行い、そのまま仕事へ向かうのだろう。

「コハク！」

　声を掛かけられ振ふり返ると、中庭を挟はさんだ向かい側からいつも酒場にいる客達と、ヴァルトがこちらに向かって手を振っていた。

「ヴァルト！　皆みんな！　おはよ！」

　コハクもまた笑顔で手を振り返す。中庭を突っ切り小走りに近づくと、何故なぜか男達は苦笑しながらそれを出で迎むかえた。

「本当に来るとは思わなかったぜ」

「あー見るからに朝弱そうだもんなぁ、嬢じようちゃん」

「そ、そんなこと──」

　否定しようと口を開いたコハクに、ヴァルトが苦笑しながらコハクの頭を指さす。

「寝ね癖ぐせ。すごいことになってるぞ」

　慌あわてて両手で頭を押おさえる。布団の誘ゆう惑わくを気力で振り切って、ろくに鏡を見る暇ひまもなく飛び出してきたのだが、ヴァルトの指し摘てきどおり、前まえ髪がみが重力に逆らって立ち上がっていた。その上、ここまで勢いよく走ったせいで完全に逆立ってしまっている。

「だ、だって約束しただろ？　言ったあたしが遅ち刻こくするわけにはいかないからさ」

　フードを目ま深ぶかに被かぶり直し、誤ご魔ま化かすように笑うと、つられたように男達も笑った。

「父ちゃん。この姉ちゃんが天使様？」

　突とつ如じよ混ざった高い声に、隣となりへ視線を向けると、ヴァルトの陰かげから少年がこちらを見上げていた。ヴァルトとよく似た眼まな差ざしを真まっ直すぐにこちらへ向けてくる。

「あぁそうだ。アンバーの瞳ひとみを持つ天使様だぞ、挨あい拶さつしな」

　ヴァルトが頷うなずきながら少年を前へと押し出す。

「おはよ。君がカイム？　あたしはコハク。天使様ではないけどね」

　身を屈かがめて視線を合わせると、食いつきそうな勢いでコハクをじっと見つめたカイムは拳こぶしを固めて父親を振り返った。

「すっげー！　こんなに綺き麗れいなアンバー、初めて見た！　オレ、天使様に会ったって学校で自じ慢まんしよ！」

「まずは挨拶、だろ？」

　興こう奮ふん気味に語る少年に苦笑しながら、ヴァルトが無理やりカイムの頭を下げさせる。

「お、おはようございますコハク様」

　力強い父親の腕うでには抗あらがえないのだろう、頭を下げつつ、だがカイムは興きよう味み津しん々しんに上うわ目め遣づかいでこちらを窺うかがう。

「コハクでいーよ。様って柄がらじゃねーし」

　ようやくヴァルトの腕から解放され、犬のようにぷるぷると首を振ふるカイムに、コハクは苦笑とともに言う。カイムは途と端たんにぱっと顔を上げた。

「よろしく、コハク」

　にっと笑うと、やんちゃそうな顔にえくぼが浮うかぶ。コハクもまた笑い返すと、聖堂へと向き直る。

「司教サマは中にいるの？」

「いや。ノイモント様は門を開けるとそのまま神しん殿でんへ戻もどられてしまった。残念だったな」

「……まぁ、今は居ない方が都合がいいかも」

　ぼそりと言うと、コハクは踵きびすを返して中庭の中央にある井戸の前へ立った。フードを取ると、束ねてこなかった髪かみが風に広がった。

　回かい廊ろうに並ぶ人々の視線が、興味深げにこちらへと向けられる。

「おい、あそこに居るの、天使様じゃないか？」

「本当だ。アンバーの嬢じようちゃんじゃないか。どうしてこんなところに？」

「俺おれ達に、神の声を聞かせてくださるそうだ」

「おぉ、そいつぁありがたい話じゃねぇか！」

　口ぐちに言う人々の声と、したり顔で説明する男達に向かって、コハクはにっと笑みを向けた。周囲の目が、一同にコハクへと注がれる。その視線を感じながらコハクは徐おもむろに首元の布を外す。おぉ、と小さな感かん嘆たんの声があちらこちらから聞こえた。

　コハクは目を閉じる。心の中でカウントし、そして、鋭するどく短く息を吸い込んだ。

　次の瞬しゆん間かん、ふわり、と中庭の空気が揺ゆれた。同時に、周囲の人々が一いつ斉せいに息を飲んだのが分かった。

　これは、毎日聖堂で奏かなで続けている、単調な練習曲ではない。

　神国に留とどまると決まった日から、密ひそかに練習を続けていた、天使の台座に刻まれた音楽。

　天使の像に旋せん律りつ器官の痣あざを見つけたコハクは、台座の模様が楽がく譜ふであることに気が付いていた。あれを楽譜だと気付けたのは、コハクだからこその理由があった。

　あの楽譜には音程の指示のみが記されており、通常楽譜には必ずあるべき、リズムの指示がなかった。まともな旋律士であれば、逆にそれが楽譜だと気付くことができなかったかもしれない。

　だが、コハクは普通の旋律士とは色んな意味で一線を画している。以前、ヂェスの部屋で奏でた、音程のみが記されたコハクのために作られた楽がく譜ふ。それを知っていたからこそ、この事実に気が付くことができたのかもしれない。加えて、曲の運びがコハクの性に合っているのか、初めて見た楽譜にも関わらず、不思議と戸と惑まどうことなく音楽としてそれを再現することができた。

　そんな、真の〝神の言葉〟を奏かなでるならば、今日ほどふさわしい日はないだろう。

　──だが、そんなコハクの想おもいは突とつ如じよ上がった叫さけび声によって断ち切られる。

「や……やめてくれ！」

「──え？」

　困こん惑わくの色を含ふくんだ言葉とともに、音楽がふつりと途と切ぎれた。コハクは状じよう況きようが把は握あくできないままその言葉が投げられた方を見み遣やった。そして、息を飲む。

　視線の先には、耳を押おさえてうずくまっている男の姿。しかも、一人や二人ではない。主に中年以上の男性、そのほとんどが何かに怯おびえるようにして身を震ふるわせていた。

「な、何で……？」

　コハクの呟つぶやきに答えられる者はいない。突とつ然ぜんの事態に、居合わせた子どもや女性は戸と惑まどいを隠かくしきれない表情でただただその場に立ち尽つくしていた。

「なぁ、おい、ヴァルト！　どうしたんだよ！」

　男達の中に、ヴァルトの姿をも捉とらえたコハクは、胸むねを押おさえるようにして膝ひざをつくヴァルトへと駆かけ寄った。その隣となりで、カイムが泣なきそうな表情でコハクを見上げた。
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「おい、ヴァルト！」

　前まえ屈かがみに覗のぞき込んだコハクの腕うでを、俯うつむいたままのヴァルトが摑つかんだ。その力の強さに、思わず顔を顰しかめる。

「……コハク、今のは、何なんだ？」

「今のって……」

　コハクが口を開く前に、ゆっくりと顔を上げたヴァルトが、苦しげな視線をこちらへと向けた。そして、震ふるえる唇くちびるを僅わずかに動かし、呻うめくように言った。

「あれは、かつて戦場で耳にしたことがある」

「……え？」

　言葉の意味が分からず、コハクは小さく聞き返す。

「戦場で、王国軍がこちらの軍に攻せめ入る時に、声とは違ちがう、あれに似た〝音〟が必ず聞こえてきていたんだ」

　切れ切れに発せられるヴァルトの言葉に、コハクは息を飲んだ。

「戦場に、音楽が流れていたってこと……？」

　自身が発した言葉なのに、耳に入ったそれを俄にわかには信じられない。

　大陸戦争と呼ばれた神国との戦争は、コハクが物心ついた時には既すでに終わっていた。そのため、コハクは戦争そのものを見たわけではない。

　実際に戦場へと赴おもむいたのは騎き士し団だんを中心とした成人男性だが、騎士団が解散した今となっては、そこでどのような戦いが繰くり広げられていたのかを知る機会は失われていた。

　だが、ヴァルトの言葉が本当なら、戦場で音楽を奏かなでた旋せん律りつ士しがいたということだ。旋律士であろうと、成人男性であれば戦場へ赴いた可能性は高い。しかし、何故なぜ進しん撃げきに音楽を奏でる必要があったのか。そして、どうして王国旋律士の奏でた音楽が天使の台座に刻まれていたのか。その理由をコハクが知り得る術すべはない。

「思い出しちまったんだよ。ここにいる男達は皆みな、十五年前の戦いくさを経験してる。さっきの音を聴きいて、俺おれ達の中で、あの時の惨さん状じようが蘇よみがえったんだ」

　ようやく落ち着いたらしいヴァルトが、息を整えるようにゆっくりと言った。他の者達もまた、次第に冷静さを取り戻もどしつつあるようだが、皆の表情には未いまだ陰かげりがある。

　自分の思いつきが、これほどまでに人々に悪あく影えい響きようを及ぼすとは考えていなかったコハクは、軽率な行動に自責の念が湧わく。

「あたし、偉えらい人達だけじゃなく皆みんなにも音楽を聴いてほしくて……だけど、こんな風になるなんて、思いもしなかったんだ。本当に、ごめん」

　頭を下げたコハクに、馴な染じみの男達が苦笑いで応じた。

「いや、まさか神の御み言こと葉ばが悪あく魔まの声に酷こく似じしているとは思わなかったぜ」

「なぁに、天使様の声は、俺おれ達には刺し激げきが強すぎたってことさね」

「他の連中も、お前が司教様達に認められた天使だってことは承しよう知ちしている。耳にできたことは光栄ですらあるんだよ」

　だから、気にするなと鷹おう揚ように笑う男達を前に、だが、コハクの視線はどんどん下がっていく。

　言葉をなくし、ついに完全に項垂うなだれたコハクの頭に、ぽん、とヴァルトの手が載のせられた。

「聖堂でいつも同じことをやってるんだろ？　だったら、それは司教様が認めていらっしゃる、れっきとした神の御み言こと葉ばってことだ。お前が謝る必要はねぇさ」

「オレは好きだぜ？　さっきのコハクの声！」

　フォローするように、カイムが父の台詞せりふに言葉を重ねた。

「頭の中に音が直接響ひびいてきて、神様が声を掛かけてくれてるのかと思ったもの」

　拳こぶしを固め、力を込めて言うカイムに、コハクはようやく小さく笑んだ。

「ありがと。カイム」

　へへ、と笑い合っていると、完全に元の調子を取り戻もどした男達が、首を傾かしげながら互たがいの顔を見合う。

「確かに、俺達もあの音自体が嫌きらいってわけじゃないんだよな」

「あぁ。ただ、あの次第に迫せまってくるような音の感じが、どうしてもあの時を思い出して拒きよ否ひ反応が出ちまって……」

　そうだな、と男達は互いに頷うなずき同意を求める。

「……それってつまり、〝音〟じゃなくて、この〝曲調〟が苦手ってこと？」

　音楽という存在を知らない彼らには、曲という概がい念ねんがないのだろう。コハクの問いに、皆みなは何とも言い難がたい表情で首を傾げる。皆が迫るようだと感じたのは、コードの並びがなんとなく似ていたために、コハクが知らず知らずに祭りで聴きいた国宝の曲をイメージして奏かなでたからかもしれない。

　人々が口ぐちに言う言葉を聞き集めていたコハクの中で、小さな感情がふつふつと湧わき上がる。

　自分の音自体がダメではないのなら、まだコハクにも彼らを笑顔にすることができるかもしれない。

　顔を上げたコハクは周囲を見回し、そして言った。

「なぁ、皆みんな。もう一度だけ、あたしにチャンスをくれないか？」

「チャンス？」

　コハクの言葉に、ヴァルトが怪け訝げんそうに問い返す。

「うん。気分が悪くなったらすぐにやめる。だから、もう一度だけ、奏でさせてほしいんだ」

　驚おどろいたように、男達は顔を見合わせた。

「あたしがここにいるのは、皆を音楽で元気づけるためなんだ。音楽は、人を楽しませるものなんだよ！」

　そう言い切ると、それがずっと昔からの常識だったようにストンとコハクの胸むねに落ちる。何故なぜ自分は貴族音楽が嫌きらいなのか、自分が目指していた音楽は何なのか、その答えは今自身が発した言葉の中にあった。

　コハクの意志が、強い視線となって男達へと突つき刺ささる。

「嬢じようちゃんの気持ちはありがたいが……しかしなぁ……」

　明らかに怯ひるんだ様子の男達に、周囲の女達が勢いのある言葉を重ねる。

「何だい、あんた達！　せっかく天使様がお声を聴きかせてくれると言ってるんだよ!?」

「そうさ、普ふ通つうならあたしら庶しよ民みんなんかが聴かせていただけるようなもんじゃないんだよ？　少しくらい我が慢まんしてごらんよ！」

　どうやら、戦場に出ていない女達は天使の声が聴けないことに不満すら持っているようだ。

　女達に叱しつ咤たされ、コハクから縋すがるような視線を受けた男達は、互たがいに顔を見合わせると、やがて覚かく悟ごを決めたように各おの々おの頷うなずく。

「あぁー分かった！　俺おれ達も男だ！」

　一人が叫さけぶように言うと、他からも一いつ斉せいに声が上がった。

「天使様、あんたを信じるよ！」

「コハクの腕うで前まえ、見せてもらおうじゃねぇか」

　ぱっと笑顔になったコハクに、隣となりに立つカイムも嬉うれしそうに父親を見上げる。

「うん、期待しててよヴァルト！」

　にっと笑んだコハクは、再び中庭の中心へと戻もどった。井戸の前に立つと、足元を確かめるようにつま先をトントンと上下させ、靴くつ音おとで独特のビートを刻みだす。

　規則性がないように刻まれるそれは、しかし耳に馴な染じむと何とも心地のよいリズムへと変わっていく。

　ここにいるのは皆みな、一いつ般ぱん庶しよ民みんだ。生きるために働いて、酒を飲んで笑い、家族での食事を楽しみに思う。そんな彼らの暮らしは、国は違ちがえどライカの酒場にいた人々と何ら変わりはない。

　ならば、コハクがつまらないと感じる形式ばった音楽よりも、自由で無む秩ちつ序じよな音楽を気に入ってもらえるのではないだろうか。そう考えたコハクは、ヴィンタールで生まれた酒場音楽を、天使の台座に刻まれた〝神の言葉〟で再現しようと試みたのだ。

　その演奏の価値は、曲に付けられた値段で決まるものではない。どれだけ周囲を楽しませることができるのか。それだけがここでコハクが演奏する意義となる。

　すぅと息を吸い、両目を閉じる。

　花火の煌きらめき、美味おいしい料理、祭り特有の匂におい、そして皆の笑顔。

　楽しかったあの夜を思い出し、ヂェスとジルバが刻んだリズムを頭の中で繰くり返す。あの音楽を奏かなでるコツは、もう摑つかんでいる。要は、自分自身が目いっぱい楽しめればいいのだ。

「さぁ、音楽会の始まりだ！」

　ヂェスを真似まねて声高らかに叫さけぶと同時に、コハクは盛大に旋せん律りつ器官を震ふるわせた。静せい粛しゆくな空間に、突とつ如じよ弾はじけるような音色が広がる。

「な、何だ!?」

　回かい廊ろうから人々の驚おどろきが口ぐちに発せられる。

　先ほどと同じ音程。だが、全まつたく異なるビートに乗って〝神の言葉〟が回廊を飛び回る。

「何だコレ……さっきの音と全く雰ふん囲い気きが違ちがう」

　人々の戸と惑まどいが、回廊を取り巻いていく。

「テンポを上げるよ！」

　踵かかとだけでは追いつかず、膝ひざを持ち上げ足を踏ふみ鳴らす。

　昇のぼり始めた朝あさ陽ひが、一筋の光を中庭へと差し込ませる。

　──もし本当に、この国の神様とやらがいたとして。

　音楽に飲み込まれそうになる意識の狭はざ間まで、コハクは思う。

　神が曲にのせて人々に大層な訓示を与えようとしていたのだとしても、残念ながら演奏者であるコハクがその言葉を理解していない。

　伝えたいのは神ではなくコハク自身が抱くこの感情。それを曲に上うわ塗ぬりすることで、この音楽は成り立っている。不ふ遜そん上等。姿も見えない神とやらの代弁者になってやる気はさらさらない。

「気分はどう!?」

　息いき継つぎの合間に叫んだコハクに、大人達は声を張って返答する。

「無茶苦茶すぎだ！　これじゃあ理解できるもんもできねぇよ！」

　だが、そう言う男達の表情は、さっきとは打って変わって明るく笑んでいる。

　その回答に、にっと笑んだコハクは、更さらに調子を上げて身体からだ全体でリズムを取りつつ音を重ねてゆく。細かく刻みながらスライドするように最高音へと上り詰つめると、そのまま絞しぼり出すように息を吐はききった。そしてすぐさま次の音をはじき出す。

「はは、すげーじゃないか。コハク」

　呆ほうけた笑みを浮うかべつつ、思わずといった体ていでヴァルトが呟つぶやいた。

　コハクもまた、自みずからの演奏に驚いていた。数か月前にはできなかった表現を、今は思い浮かべるままに奏かなでることができる。思わぬところで、基き礎そ練習を続けた成果が出たことに、コハクは心中で苦笑する。ハーディガーディがこの場に居れば、また眉み間けんの皺しわを深めてしまっていたことだろう。だが、自分が思い浮かべた通りの演奏ができることは、何とも言い難がたい心地よさがあった。

　気分の上じよう昇しように伴ともなって、無意識のうちにリズムはテンポを上げていく。ジルバのようにステップを踏ふめればいいのだが、あいにくコハクにはダンスのセンスはないようで、次第に疲つかれてきた踵かかとが音楽に遅おくれをとり始めた。それでも、コハクの顔に浮うかぶのは満面の笑み。そろそろ、周囲もこの音楽に慣れてきたようで、中には身体からだを揺ゆらしている者もいる。

「なぁ皆みんな、そろそろ聴きいてるだけじゃつまらなくなってきただろ？　それじゃあ、ほら手伝って！　あたしと一いつ緒しよに、リズムを刻んで！」

　コハクの言葉に、最初に反応したのは、カイムをはじめとする子ども達だった。勢いよく列から駆かけだすとコハクの周りに集まってきた。

「コハク、どうしたらいいの？」

　カイムが目を輝かがやかせながら尋たずねる。彼らは手ぶらで、スティック替がわりになるものはない。だが、これに関してもコハクはあることを試みるつもりだった。そのヒントは、ヴィンタールの祭りで強きよう烈れつな印象に残った、あのアンコール。

　足でリズムを刻みながら、コハクは両手を頭の上へ掲かかげる。そして、足の刻みから半はん拍ぱくずらして両手を打ち鳴らした。そのリズムは複雑で、気を抜ぬくとコハク自身でも踏ふみ外してしまいそうだ。しかし、ヂェスとジルバならば、きっと互たがいに競せり合いながらこなしてしまうのだろう。

　旋せん律りつ器官を持つ持たないは関係ない。悔くやしいが、今のコハクでは彼らに遠く及ばないと認めざるを得なかった。だが、自分とて日々成長しているのだ。悔しさの交じった複雑な笑みを口元ににじませたコハクは、期待に満ちた視線を向けてくる子ども達へと指示を出した。

「簡単だよ！　皆も、一緒に手を叩たたいて！」

「えぇ！　む、無理だよ！　オレ達が神様の言葉に乗っかるなんて！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　もし神サマが怒おこったら、あたしが代わりに怒られてやるから！」

　どこか面白そうに言うコハクに、子ども達は困こん惑わくしながらも見よう見まねで両手を叩き始める。

「もっと、もっと！　楽しんで！」

　煽あおるコハクに乗せられて、次第に子ども達の両手に力が込められていく。それを見て、コハクは再び旋律器官を震ふるわせた。

　ジルバのステップと、花のように広がった濃のう紺こんのスカート。軽やかな手さばきで振ふるわれる、ヂェスのスティック。今のコハクには、楽しい曲を奏かなでるためのイメージに事欠かない。

　いつの間にか、子どもに交じって大人達もが両手を打ち鳴らしていた。互いに顔を見合わせ、競うように独自のリズムを刻む。刻まれたリズムはコハクの奏でる音へと溶とけ入って、誰だれも演奏したことがない彩さい色しよくに満ちた音楽へと形を変えていった。




　そんな、歓かん喜きに満ちた一体感を打ち破ったのは、突とつ如じよ鳴り響ひびいた教会の鐘かねの音だった。

　鈍にぶい金属音によって遮さえぎられた音楽は、唐とう突とつに終しゆう焉えんを迎むかえるが、その場の誰もが、呆ほうけたようにただただ立ち尽つくす。

「すごい……」

　初めにポツリと呟つぶやいたのは、誰だれだったのか。やがて、波は紋もんが広がるように同意の声が回かい廊ろう中に響ひびき渡わたる。それに付ふ随ずいして湧わき上がったのは、拍はく手しゆと、歓かん声せい、そして笑顔。

「コハク、すごいよ！　オレ、すげー楽しかった！」

　興こう奮ふん冷めやらぬカイムに、周囲の子ども達も頰ほおを赤くして叫さけぶ。それは、数か月前の自分と同じ表情だ。

「あたしもだよ、カイム」

　笑い返すと、カイムは跳はねるようにその場で足を踏ふみ鳴らした。コハクが苦労して習得したリズムを、ものの数分であっさりと表現してみせたカイムに、コハクは目を見張った。何とも吸収が早い。ここがヴィンタールの酒場であれば、新たなメンバーで勝負が行われたかもしれない。果たしてそうなった時、ヂェスとジルバはカイムに手加減をするだろうか。いや、きっと彼らであれば子ども相手にでも大人気なく本気で勝負に出るのだろう。そんなことを考えて、コハクは一人湧き上がる笑いに頰を緩ゆるめた。

　やがて、興奮が収まってきた大人達が、現実に気付き声を上げた。

「あぁ！　もうこんな時間じゃねぇか！　仕事に行かねぇと！」

「本当だ！　おい、子ども達も早く学校に行け！」

　俄にわかに回廊が慌あわただしくなり、神への祈いのりもそこそこに町民達が門から駆かけ出ていく。中には門へと走りながら祈りの言葉を口にする者までいる始末。神様も、まさかニセモノ天使のせいで国民からこれほどぞんざいな扱あつかいを受けることになるなんて、思いも寄らないことだろう。とりあえず、機き嫌げんを損ねていたらごめんなさい、とコハクは心の中で小さく詫わびる。

　コハクを取り囲んでいた子ども達も、親達に急せかされるようにしておざなりな礼拝を済ませると、名残なごり惜おしそうな表情をこちらへ向けつつ学校へと向かっていった。

　一人、急ぐ必要のないコハクは、井戸から釣瓶つるべを引き上げると冷えた水で喉のどを潤うるおした。渇かわいた喉に冷たい水がしみこみ、ようやく人心地つく。

「コハク！」

　振ふり返ると、引きずられるようにヴァルトに連れられたカイムが、門の前からこちらに向かって叫んでいた。

「なぁ、明日も来る？」

　その答えに期待をしているのは、どうやらカイムだけではない。聞き分けのよい顔をしている他の子ども達もまた、窺うかがうようにこちらを見み遣やっていた。

　コハクは小さく笑むと、力強く頷うなずく。

「うん。明日も、この時間に」

　途と端たんに、ぱっと顔を輝かがやかせたカイムは、ヴァルトの腕うでを振り切ってこちらへと駆けてくる。

「絶対だぞ！　約束だからな！」

「そっちこそ、寝ね坊ぼうすんじゃねーぞ」

　手を摑つかんで言うカイムに、コハクもにっと笑みを返す。

「コラ！　カイム！　いい加減にしねぇと本当に遅ち刻こくすんぞ！」

　苦笑しながら声を上げたヴァルトは、コハクに向かって大きく手を振ふると、先に門をくぐって外へと出て行った。

「またな、コハク！」

　その背を見送りながら、コハクは小さく笑い声を漏もらす。

「へへ。〝アンコール〟だ」

　口ぐちに別れの言葉を告げながら去っていく町人達の姿を見送りながら、コハクもまた気持ちが浮うき上がるのを抑おさえることができなかった。
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　経典を読んでいるうちに、いつの間にかまどろんでいたらしい。

　ノイモントは、目頭を押おさえてため息をついた。ふと視線を上げると、窓まどの外から気き鬱うつを絵に描かいたような男がこちらを見つめていた。ノイモントは小さな声を飲み込むと、相手を見つめ、今度は自じ嘲ちようめいたため息をつく。

　何のことはない、それは窓に映うつった自分の姿だった。

「……あぁ、聖堂へ行かないと」

　机つくえに置いた懐かい中ちゆう時ど計けいは、説教の時間が近づいていることを示していた。

　礼拝期間が始まってから早五日。ようやく折り返しに来たという僅わずかな安あん堵どはあるものの、一日に五回も行われる大聖堂での説教は確実に体力を奪うばう。

　加えて、この期間に聖堂を訪れる者は各国の有力者であり、一いつ般ぱん国民は立ち入りを制限されている。常に張りつめた緊きん張ちよう感かんを伴ともなう日々に、ノイモントの疲ひ労ろうは蓄ちく積せきされていた。

　正装時にのみ使用するベールのついた白い円帽子を被かぶり、同じく白い手て袋ぶくろをはめる。神に近づくためには、下界の色を極力排はいする必要があるとされている。そのための白ずくめなのだが、これでは建物と同化してしまいそうだ。そう思うと三度目のため息が漏もれた。

　だが、ため息の本当の理由はそんなことではないことをノイモントは自覚していた。僅かに引いた扉とびらの隙すき間まから聴きこえてくる音。神しん秘ぴ的で、耳の奥おくを揺ゆさぶるような音色はその場の人々を容易に魅み了りようする。だが、それこそがこの気鬱の根本的な原因であった。

　意を決して講堂へ足を踏ふみ入れると、聖堂の奥に天使が立っていた。

　蜜みつのようなアンバーの瞳ひとみと、陶とう器きのように白い肌はだ。くすんだ長い金きん髪ぱつが華きや奢しやな首元を隠かくしているが、その下にある不思議な痣あざこそ、彼女が天使である証しよう拠こだという。

　──ノイ、天使が告げる神の言葉を皆みなに訳して聞かせるのはお前の役目だろう？

　自分と全まつたく同じ容姿の、だが全く真逆の表情を持つ男はそう言って翡翠の瞳を細めた。彼が何を言いたいのか、そして自分に何をさせたいのか。それが手に取るように分かってしまうのは、果たして血のなせる業わざだろうか。

　やがて、天使の歌声はふつりと途と絶だえる。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、人々の口から溢あふれんばかりに神への祝福の言葉が発せられた。天使は聴ちよう衆しゆうを見回すと、一言も発することなくそのまま背後の至し聖せい所じよへと姿を隠かくす。背を向ける直前の一いつ瞬しゆん、天使の視線がノイモントを捉とらえた。曇くもることのない真まっ直すぐな瞳ひとみが、今の自分には眩まぶしすぎる。

　光の残像を振ふり切るように目を閉じたノイモントは、天使の去ったその場へと進み出る。聴ちよう衆しゆうが静かに膝ひざを折り、組み合わせた両手を額ひたいへ当てた。大きく息を吸う。

「古いにしえの聖者は経典にこう記している。〝天の使いは神の意思を伝える。神の意思とは既すなわち我ら、神の子の指標である〟と」

　言葉に続けて祈いのりの一説を唱えると、聴衆がその後を追うように復唱する。

　ノイモントは項垂うなだれる聴衆を見み渡わたす。此処ここに集うのは連合国の人々だ。異なる国の者達を繫つなぐのは、目に見えぬ神。その繫がりを強めるには、実体の無い神に形を与えてやる必要がある。

「今こん日にち、我らの元へ神の使いが舞まい降りた。そしてこう告げられた。神は嘆なげいていらっしゃるのだと。我らのすぐ近くに、この平へい穏おんを打ち砕くだく悪あく魔まが住まっていることを。その場所に我々、神の子が居ることを」

　もう何度目かになる台詞せりふを口にする。

　──要は、神が王国を糾きゆう弾だんしている体ていを示すのだ。

　悪びれた様子もなく、フォルモンドはそう言った。神の口を偽いつわり語るなどできないと反論したノイモントに、兄は心底楽しそうに笑い声を上げる。

　──偽ってなどいないだろう。悪魔を近づけてはならない。悪魔は排はい除じよすべき存在だ。そんな言葉は経典の中に無数にあるではないか。それとも、お前が神の言葉を信じないとでも言うつもりか？

　あろうことか、法王である兄は神を盾たてに隣りん国ごくへの侵しん略りやくを示し唆さしようとしている。その事実に血の気が引いた。同時に、不ふ遜そんに微笑ほほえむ兄の表情に、ノイモントは逆らうことなど端はなからできないのだと悟さとった。

　祈りの言葉を切ったノイモントは、もう一度聴衆を見渡した。ゆっくりと顔を上げた人々は、何かに憑つかれたように恍こう惚こつとした表情で、ノイモントの背後に立つ天使の像を見上げている。その目に宿るのは、神から任務を与えられたとする使命感であり、そこに悪意は微み塵じんもない。だが、間ま違ちがいなく人々の心が戦いを挑いどむ方向へと傾かたむいていることは明白だった。

　人々のそんな様子から、あらためてその事実を目の当たりにしたノイモントはぞっとした。

　これは説教などではない。──ただの洗脳だ。

　それでも、その方針を決めた兄を非難することはできない。重責に耐たえられず、国政から逃にげ出した自分には、それに対し反論する権利すらもたないのだから。

「……天使の声は我らに届いた。神が示す道に光あらんことを」

　聴衆の復唱する声が、まるでノイモントを嘲あざ笑わらうかのように聖堂内に大きく響ひびいた。

　ノイモントは人々の目から逃げるように、至聖所へと移動する。耳鳴りのように、人々の喝かつ采さいが背後から追い縋すがる。途と端たんに視界が歪ゆがみ、胸むな元もとにせりあがった吐はき気に、ノイモントは思わず柱に寄りかかって窓そう下かへと嘔おう吐とした。そのまま、床ゆかへと崩くずれるようにうずくまり、膝ひざに顔を埋うめる。胃が疼うずくように痛み、呼吸が乱れる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　誰だれもいないはずの至し聖せい所じよ内で、突とつ如じよ頭上から掛かかった声にノイモントはゆるゆると顔を上げる。にじむ涙なみだで焦しよう点てんが合わない視界の中、こちらを覗のぞき込む人ひと影かげ。

　ランプの光に照らされる鈍にぶく光る金の髪かみと、アンバーの瞳ひとみ。

　──あぁ、天使様だ。

　差し伸のばされた白い手を取れば、そのまま神の元へと導いてくれるのではないだろうか。そんな魅み力りよく的てきな錯さつ覚かくに、ノイモントは重たい手を縋すがるようにそちらへと伸ばす。

「立てるか？」

　ノイモントの手をしっかりと摑つかんだ天使は、予想以上の力でその手を引き、ぐいと身体からだを持ち上げる。

「わ、顔真っ青だよ。町の先生を呼んでやろうか？」

　天使とは、これほどぞんざいな物言いをするのだろうか。そう思ってから、ようやくノイモントは自分の間ま違ちがいに気が付いた。

「コハク……様」

　目の前に立つのは天使ではあるが、信しん仰こう上の幻げん想そう的な存在ではない。先ほどまで神の言葉を伝えていた、生身の天使だ。

「お手を煩わずらわせてしまい、申し訳わけありません」

　慌あわてて摑んでいた手を離はなし、頭を下げようとしたノイモントを、コハクは両肩かたを摑んでとどめた。

「そんなのいいから。取りあえず部屋まで行こう。廊ろう下かの奥おくだったよな？」

　何故なぜ、コハクが自分の部屋を知っているのかと疑問が湧わいたが、以前兄が自分に成り代わっていたことを思い出す。あの兄のことだ。この少女を此処ここに留とどまらせるための口実を部屋で茶でも飲みながら語ったのだろう。

　情けないとは思いつつ、少女に支えられながら、ノイモントは冷たい廊下を身体を引きずるようにして部屋へと戻もどった。自室のベッドに腰こしを下ろし、深呼吸を繰くり返すとようやく呼吸が整った。

「ほら、水」

　声に顔を上げると、窓まどの外から水の入ったグラスが差し出されていた。驚おどろきつつそれを受け取ると、続いてコハクの身体が窓まど枠わくに上ってくる。どうやら窓から飛び降りて裏の井戸から水を汲くんできてくれたらしい。自分の背丈ほどもある窓枠を身軽に越こえて部屋の中へと飛び降りたコハクは、そのまま両手で裾すそを払はらった。法王に用意された純白の天使の衣装だが、飛び降りた際に汚よごしたのだろう、裾は土で汚れて黒くなっていた。

　グラスの水で喉のどを潤うるおすと、ノイモントはあらためてコハクへと目を向ける。

「どうして、あそこに？」

　演奏が終われば、天使は即そつ刻こく退場すべしと法王から指示がなされているはずだ。それは、神の声を聴きき、一体感と高こう揚ようを得た聴ちよう衆しゆうに洗脳めいた説教を聞かせるためであり、また人々の視線に長く晒さらさないことで天使を神しん秘ぴ的な存在とするための演出だ。そのため礼拝以外の時間は彼女が聖堂内を歩きまわることもなく、ノイモントが説教を終えて聖堂を後にした際にこうして彼女と行き会うことなど今まで一度もなかったのだが。

「あんたを待ってたんだよ。大司教サマ」

　くったくなく笑うと、コハクは行ぎよう儀ぎ悪く窓まど際ぎわのデスクへ深々と腰こしを下ろした。

「……私を？　何故なぜ？」

「んー。ちょっと、確かめたいことがあってさ」

　言うと、デスクに座ったまま上半身を乗り出して、大きなアンバーの瞳ひとみをこちらへと近づけた。黄金のような、蜜みつのような深い色味の中に、己の翡ひ翠すいの瞳が映うつりこむが、彼女とは真逆にその色に生気はなかった。

「前にさ、あたしはあんたと話をしたよな？」

　瞬まばたきするほどの時差を伴ともなって、だがノイモントは頷うなずくことでそれを肯こう定ていする。自分は兄のように人を意のままに動かしたり、利用する術すべを持たない。フォルモンドはそれを分かっていて、自みずからノイモントに成り代わることによってコハクに〝本来あるべき大司教の姿〟を演じて見せたのだろう。ここでそれがフォルモンドであったとばれることは、兄の緻ち密みつな計画に破は綻たんを来きたすことにもなりかねない。

　だが、コハクはそんなノイモントの心中を読んだかのように、更さらに問いを重ねた。

「その時、神を信じてないって言ったあたしに、あんたは何て返したっけ？」

「……あなたが神を信じない、その理由をお伺うかがいしたかと──」

　コハクの問いに、ノイモントは動どう揺ようを隠かくして最も可能性の高そうな答えを口にする。

　だが、少女は何故か大きなため息をつくと、後ろ手に体重をかけて天井を仰あおぎ見、嘆なげくように言った。

「うあー、クソ。ヴァルトの言うとおりだ」

　そして、目だけを動かしてこちらを見た。

「やっぱり、あの時あたしが会っていたのはあんたじゃなくて、法王サマの方だったんだな」

　コハクの言葉に、ノイモントは動きを止める。

　何故、と問いたくなるのを息を飲むことでかろうじてとどめた。だが、表情までは誤ご魔ま化かせなかったらしい。コハクは僅わずかに肩かたを竦すくめると、立てた膝ひざに頰ほお杖づえをつく。

「あの時のあんたは、あたしに『じゃあ、一体何を信じているの？』って聞いたんだよ」

　ノイモントは、コハクの言葉に思わず目を見開く。言われてみれば確かに疑問に感じることではあるが、自分では咄とつ嗟さに浮うかべることができないだろう問いだった。

「ここ数日、近くであんたを見ていたら、どうにもあの時の言葉が引っかかってきてさ。だって、あんたは〝神を信じない〟っていう考えそのものがないだろう？　神は存在して当然、信じることが当たり前。そう思ってるんだからさ」

　すらすらと言葉を並べるコハクの意図が摑つかめず、得体の知れない不安がノイモントを襲おそう。だが、目の前の少女は世間話でもしているかのような気軽さがあった。

　息を詰つめるノイモントを、アンバーの瞳ひとみが捉とらえる。

「そんなあんたにとって、あたしの言葉はそれ自体が不思議なセリフだったはずだ。どうして神を信じられないの？──ってね」

　それは、先ほどノイモントが口にした答えそのものだ。神国の大司教として、最も適切であろう発言を選んだつもりだったが、確かにその根底には今少女が言った意識が働いていたのかもしれない。

　ノイモントは、驚おどろきとともに、目の前の少女への認識を改めた。フォルモンドはこの少女のことを、素直で扱あつかいやすい人物だと称しようしていた。だが、彼女はただ素直で情に厚いだけの子どもではなかった。鋭するどい観察眼を持ち、ロジカルに物事を捉えることもできる。

　もし今、彼女がフォルモンドに少しでも疑ぎ惑わくを持てば、必ずその真意に辿たどりつくだろう。

「……コハク様、謀たばかるような真似まねをして申し訳わけありませんでした」

「うん。すっきりしたからもういいよ」

　非礼を詫わびたノイモントに、だがコハクはあっさりとそれを許す。拍ひよう子し抜ぬけして呆ぼう然ぜんとコハクを見み遣やると、少女らしい無む垢くな笑みが返ってきた。その表情の意味するところが分からないノイモントは、ただただ心中の焦あせりが外に出ないよう必死に冷静を装うことしかできない。

「あんたのことを悪く言う町人は誰だれひとりいないんだ。ここしばらく観察していたあたしも、あんたが真面目まじめでいい奴やつなんだろうってのは分かった。だけど、あたしが最初に出会ったあんたは、自分に自信があって、だけど本心を見せてないように感じた時があったからさ。それだけが気になって、どうもすっきりしなかったんだよね」

　そして、満足げに笑う。まさか、本当にそれを確かめることだけが目的だったというのか。それ以上に追及してくる気配がないことに、ノイモントは先ほどの見解を撤てつ回かいすべきか暫しばし心の中で葛かつ藤とうした。

　そんなノイモントを尻しり目めに、よっと小さな掛かけ声を上げたコハクは、腰こし掛けていた机つくえから勢いをつけて窓まど枠わくへと飛び移った。肩かた越ごしに振ふり返りこちらを見つめると、僅わずかに小首を傾かしげ、そして言う。

「大司教サマ。もし元気になりたいならさ、明日の朝、回かい廊ろうの中庭で待ってなよ」

「え？」

「あ、バレると面めん倒どうくさいことになりそうだから、一応法王サマにはナイショにしておいてくれると助かるな」

　にっと笑ってそれだけ言うと、コハクは窓まど枠わくを蹴けって身軽に窓そう外がいへと飛び降りた。軽やかな足音が遠ざかるのを聞きながら、ノイモントは頭の整理がつかないままに呆ぼう然ぜんと少女が消えた窓を見つめていた。

　結局、コハクの真意は全まつたく読めなかった。本当であれば、過去の入れ替かわりが露ろ見けんしたことを含ふくめてフォルモンドに報告すべきなのだろうが、それを躊躇ためらう自分にノイモントは気が付いていた。

　コハクの言葉が頭を過よぎる。真に神を信じていれば咄とつ嗟さに出ないだろう発言。つまり、それは言いかえれば、発した者は神を信じてはいないという事実に辿たどりつく。

　フォルモンドが礼拝堂で祈いのりを捧ささげている姿を最後に見たのは、果たしていつの頃ころであっただろうか。

　目を背そむけていた事実を突つき付けられ、治まっていたノイモントの胃が再び鈍にぶく軋きしみだす。

　その痛みを自分への口実にして、ノイモントは兄の元を訪ねることなくベッドへとその身を深く沈しずめた。




　　　　　　　　　　２




　バルコニーにスワロウを着陸させ、エマと共に窓から部屋へと入ると、校長の秘ひ書しよが何故なぜか苦笑を伴ともなってそれを出で迎むかえた。

「どうかしましたか？」

「いえいえ。校長がおっしゃる通りのご到とう着ちやくだったもので、つい」

　答えになっていない回答を口にすると、秘書は一つ上階の校長室へと二人を案内する。室内に入ると、そこには学校長のハーディガーディと、シュヴァイン男だん爵しやく私設楽団のバッソンが既すでに談義を始めていた。近づくと、二人揃そろってこちらへと顔を向ける。

「お待たせしました」

「やぁ久しいなエマ。また遺い跡せきに籠こもっていたのか？」

　気難しげな表情を崩くずさないエマに、バッソンが気さくに声を掛かける。

「えぇ、半年ほど。おかげでこれを見つけたのですが」

　エマの視線を受けたヂェスは、腕うでに抱えた本をテーブルの上へと広げ置き、二人を左右に据すえる位置に腰こしを下ろした。黙もく礼れいしたエマもまた、その隣となりへと座る。

「とりあえず、先にこちらの話からでもいいですか？」

　今日集まった理由はこれがメインではないが、本題は時間を要しそうだと判断し、ヂェスはもう一方の話題を挙げた。

「これが、例の楽がく譜ふですか」

　首からチェーンで下げていた眼鏡めがねを掛かけ、ハーディガーディが食い入るように古びたページを見つめる。

　そして、眉まゆ根ねを寄せた。

「こんなの、曲に成り得ません」

「これは……聞きしに勝るイカレっぷりだな」

　ページに指を這はわせて楽がく譜ふを読解しながら、バッソンもまた呆あきれたように言った。

「仮に、もしオレがこの曲を作ってきて、バッソンに演奏してほしいって頼たのんだとしたら？」

「気でも狂ふれたかと、まずは疑うだろうな」

　予想通りの答えに、ヂェスは小さく肩かたを竦すくめる。王国内で最も音楽的知識を持っているだろうハーディガーディと、演奏経験が豊富なバッソンの両名が諸もろ手てを上げたとなれば、この国にこの曲を演奏できる旋せん律りつ士しはいないとみて間ま違ちがいない。

「技術の問題だけじゃない。仮にこの音律をコントロールできる奴やつがいたとして、奏かなでた音楽は人の耳にはただのピッチが不安定な同音の羅ら列れつだ。不快感こそ煽あおれても、これなら基き礎そ練習のロングトーンでも奏でていた方がまだ音楽性があるってもんだろ」

「じゃあ、やっぱり数学者の気まぐれ作曲って線もあるかな？」

　ヂェスの言葉に、正面のハーディガーディがはっきりと首を横に振ふる。

「いえ、それにしては表現に関した指示が細かくされています。無む作さく為いではなく、何らかの意図を持って作られた曲だということは間違いないかと」

「だよね。オレもそう思う」

　かつて存在した民族が、一体何を目的としてこの曲を作ったのか。神国が何度も使者をよこしてまで手に入れたかったものは、この音楽だったのではないか。だが、推すい測そくは想像の域を出ない。

「ヂェス、こちらは引き続き私が調べる。話を先に進めろ」

　お目付け役でもあるエマが、憮ぶ然ぜんとした表情でヂェスの思考を遮さえぎった。楽譜の謎なぞが気になることは確かだが、これ以上の成果はここでは得られそうにない。ヂェスはため息とともに本を戻もどすと、あらためて本題へと話を移した。

「じゃあ、ここから今日のメインの話をしようか」

　いつも通りに浮うかべていた緩ゆるい笑みが、次の言葉を発すると同時にヂェスの表情から消え去った。

「現在、神国に滞たい在ざいしている音学生について」

　組んだ両手を顎あごに当て、静かな口調で言葉を紡つむぐと二人の旋律士が僅わずかに背を伸のばしたのが見て取れた。

　ここからは、作曲家と旋律士の会話ではない。上官と部下とのやり取りとなる。

　ヂェスは語気を強めると、二人を見み据すえて言った。

「先に言っておく。この件において、ここに居る両名に咎とがはない。よって、謝罪や後こう悔かいの言葉を発することは今後一切認めない。これは、命令だ」

　左右に座る二人が、同時に目を見開いた。

「この令は、この男の一存ではありません。上層部の見解でもあります」

　静かに重ねたエマの言葉が、二人にそれ以上の反論を許さない。

　表情にこそ出さずとも、ハーディガーディは学生の休学を認めたことを、バッソンは主人の愚ぐ行こうを阻そ止しできなかったことをそれぞれ悔くいていることは明らかだ。だが、悔やんでいても過去に立ち返ることはできない。

　交こう互ごに両側の部下を見み遣やり、そしてヂェスはふっと表情を緩ゆるめた。

「ま、とにかく建設的な話をしようってことさ」

　そして、ジルバから預かっていた資料を取り出すとテーブルへと並べる。

「現在、神国では礼拝期間の五日目に入っているはずだ。丁度折り返し地点だね。バッソン、男だん爵しやくは参拝者に音楽を聴きかせるためにコハクを留とどまらせたと言っているよね？」

「あぁ。法王直じき々じきの依い頼らいだったそうだ。戦争での傷を音楽で癒いやしてもらいたいなどと言っていたらしい」

「ですが、それもよく考えればおかしな話ですね」

　資料に目を通しながら、ハーディガーディが首を傾かしげた。

「仮にも我が国は、戦争をしていたその相手国です。年配の者には王国の者だというだけで不快感を持つものも少なくないはずでは」

　それにあの子がまともに演奏できる曲など限られていますし、とハーディガーディは小さな声で付け加える。これにはヂェスもバッソンも苦笑するしかない。

「ハーディガーディ校長の言うとおり、王国は神国の敵だった。オレもそこが引っかかってさ。かつての敵だった国の民を、神国にとって特別な時期である礼拝期間に立ち入らせるなんて、普ふ通つうでは考えられない」

「戦争は過去の話だと全すべて水に流して笑い合う間あいだ柄がらでないことだけは確かだな」

　終戦にあたり条約を結んだとはいえ、友好な関係が築けているかと言えば、答えは否いなだ。

「兄上に探りを入れたんだが……奴やつの腹の奥おくは深すぎる。私達が知らない何らかの情報を持っていることは確かなんだが、口を割らせることはできなかった」

　舌打ちしたエマが心底悔くやしげに言う。それでもあの男を相手に腹に抱える何かを察することができたということは、それ相応の心理戦を繰くり広げたのだと想像できる。その場に同席したジルバにとってはさぞかし恐おそろしかったことだろう。

「まぁ、何か裏があるのは間ま違ちがいないだろうね。だから、男爵が言っていた〝アンバー〟と〝テンシ〟についてエマに調べてもらったんだ」

　ヂェスの視線を受け、エマがテーブルに並ぶ資料から、一枚の古い絵を取り上げて見せた。

「これが、その〝天使〟です」

　二人が同時にエマの手元を覗のぞき込む。そこには少女と思わしき人物が、天に向かって片かた腕うでを伸のばしている姿が描えがかれている。

「〝アンバー〟は色を示す言葉で、黄金のような、蜜みつのような色だとここに記されています」

　エマはびっしりと記号が書かれた手帳を開きながら絵の下方に記された文字を指す。どうやらその手帳は自作の単語対比表らしい。

「そして、その色の瞳ひとみを持つものは天使と呼ばれ、特別な存在だと言われているらしいんだよ。その詳しよう細さいは不明だけどね。ほら、この子もコハクと同じ蜜色をしてるでしょ」

　ヂェスの言葉に、二人は再びエマの手元へと顔を近づけた。

「つまり、音楽を聴きかせたいというのは口実で、天使の瞳を持っていたから引き留められたということですか？」

「うーん、それだけの理由じゃ弱すぎる気がするんだけどさ。幸運を呼ぶんだとも言われていたらしいから、礼拝期間に箔はくをつけたかったって可能性もあるけど……」

「あぁ、〝ベルンシュタイン〟か」

　バッソンが、我が意を得たりというように声を上げた。

「ベルンシュタインって、宝石の？」

　突とつ如じよ宝石の名前を挙げたバッソンに、ヂェスは首を傾かしげる。

「そう、あの子の名前だ。〝コハク〟ってのは異国の言葉で幸運をもたらす宝石、ベルンシュタインを指す単語と同じ発音なんだ」

「耳にした時、珍めずらしい名前だとは思いましたが……」

　珍しく驚おどろきを表情に出してエマが言う。

「おそらくあの瞳の色から付けたんだろうな。だから俺おれはあの子のことをベルンシュタインと呼んでたんだよ」

「……コハク、それ嫌いやがってたでしょ」

「露ろ骨こつに口を尖とがらせてたな。それがまた面白くて懲こりずに呼び続けてやったが」

　頰ほおを膨ふくらまして抗こう議ぎするその表情が目に浮うかぶようで、こんな場面ではあるが何となく彼女を知る者の顔には苦笑が浮かぶ。

「バッソン、けれどあなた、よくそんな異国の言葉を知っていましたね」

　ハーディガーディの言葉に、かつての教え子は小さく頭を搔かく。

「いや、本で目にしたのをたまたま覚えていただけですよ。ほら先生、学生時代に旧書庫の掃そう除じを手伝ったことがあったでしょう。あの時に見つけた古い異国の本を、興味本位で眺ながめていたんです。あぁ、そうだ。確か最も美しいとされる言葉で──」

「東の島国の言葉ですか？」

　食いつくようにエマが尋たずねる。

「そうそう、それだ。そこにコハク色の瞳ひとみを持つ者は特別な存在だとか書かれていて──」

「バッソン……ちょっと待って。何かそれって、今話したばかりの内容と同じに聞こえるんだけど……？」

　ヂェスの言葉に、バッソンとハーディガーディがはっと動きを止めた。

「けど、確かに神国の本ではなかったぞ……？」

「しかし、類似しているってことは、関連する可能性が高いと思います」

　丸いレンズの奥おくで、エマの赤い瞳がギラリと光る。彼女の知識的欲求は、今にも舌なめずりをしそうな勢いだ。

　食いつくようなエマを押おさえ、代わりにヂェスがバッソンへと問うた。

「その本はどこにあるの？　タイトルとかは？」

「学校の旧書庫にあったってことしか……なんせ三十年近く昔の話だ。表題なんか覚えちゃいないさ」

　そのまま、ヂェスの視線はハーディガーディへと向けられる。

「わ、私も全すべての書籍を把は握あくしているわけではありません。なんせ、ここの書庫には音楽や旋せん律りつ士しにまつわる全ての本が百万冊以上所蔵されているのですよ」

「今から探すってのは？」

「とんでもない！　旧書庫は特に、建国以前の書物を含ふくめ、普ふ段だん利用しない古い書物ばかりが詰つめ込まれています。その上、戦時中の混乱で目録も無くなっていますし、そんな中でタイトルも分からない一冊の本を探し出すなんて、無む作さく為いに地面を掘ほり起こして化石を発はつ掘くつするようなものですよ。一体何日かかるやら」

　悲鳴を上げるハーディガーディに、ヂェスは肩かたを竦すくめて自みずからの提案を取り下げる。

「それなら、オレ達が探すよりも専門家に頼たよった方が早そうだね。東の島国の言葉で絞しぼれば、範はん囲いはぐんと狭せばまるでしょ」

　ちらりと隣となりを見み遣やると、ヂェスが口にするよりも早くエマがハーディガーディへと向き直る。

「ハーディガーディ校長。お手数ですが書庫への立ち入り許可と、宿泊許可を出していただけますか。五日もあれば探し出して読解してみせます」

「えぇ、許可します」

　心底ほっとしたようにハーディガーディが了りよう承しようする。

「では、さっそくですが私は旧書庫へ参まいります」

　立ち上がったエマはブーツの踵かかとを鳴らして、扉とびらへと向かう。

「待ってエマ。三日で解読までできないかな？」

　肩越ごしに彼女を見遣ってそう問うたヂェスをじっと見つめてから、エマは顔を顰しかめて小さく舌打ちした。

「貴様は、誰だれにものを言っているか分かってるのか？」

「それはつまり、エマだったら余よ裕ゆうってことでしょ？」

　にこりと笑んで見せたヂェスに、エマは奥おく歯ばを嚙かんだ。このように挑ちよう戦せん的な言い方をすれば、勝負を受けない選せん択たく肢しなど彼女にはなく、そして負けず嫌ぎらいの彼女は徹てつ夜やをしてでも完かん遂すいするのだと分かるくらいにはヂェスはエマの腕うでを信用していた。

「──これは貸しだからな」

　再び舌打ちしてからそう言い放ったエマに、ヂェスは小さく苦笑を浮うかべた。彼女の性格を分かっていてこのような依い頼らいをするあたりが、彼女から露ろ骨こつに嫌われる所以ゆえんかもしれないが、効率重視で考えれば、たとえその感情に拍はく車しやをかけてでも彼女に依頼するのが妥だ当とうだろう。異国語にも古代語にも詳くわしいエマならば、本命だけではなく関連した書物を見つけることもできる。露ろ骨こつな舌打ちと毒を含ふくませた台詞せりふくらいは甘あまんじて受ける覚かく悟ごだ。

「さてと。書物の件はエマに任せるとして、オレ達も考えるべきことはあるね」

　紅あかい髪かみの一ひと房ふさがドアの奥に消えるのを見送ってから、ヂェスは二人に向かって仕切り直す。

「先刻シュヴァイン男だん爵しやくから連れん絡らくがあった。三日後の朝、神国へ出発できる算段が整ったとのことだ。上手うまくいけば、礼拝期間が終了次第入国できるはずだよ」

「自みずからの立場がかかっているからな、何としてでも入国してコハクを連れ帰ろうと画策するだろうよ、我が雇こ用よう主ぬしサマは」

　皮肉でもなく言ったバッソンとは逆に、ハーディガーディは嫌けん悪おも露あらわに鼻を鳴らす。

「金策をするのは結構ですが、他者を巻き込むやり方はご遠えん慮りよいただきたいですわね」

「まぁまぁ、奴やつがその性格だからこそ今回は利用できるんだからさ」

　とりなすヂェスに、ハーディガーディは不服を眉み間けんににじませながらも口を閉ざした。それを見計らってから、再びヂェスは話し出す。

「神国への到とう着ちやくは五日後の未明。その翌日、礼拝期間が終了次第、押おし入る形で入国することになっている。法王への謁えつ見けんは早くても当日の午後以降だろうね」

「荷を渡わたして、そのままコハクを引き取り帰国できればいいんだが……」

「それが最さい善ぜんだけど……十中八九、無理だろうね。彼らは敵国の人間であるにも関わらず手元に置くほどの価値をコハクに見み出いだしている。そしてその価値は時期から考えて、我が国との戦いくさを仕し掛かける布石になるものだ。そう易やす々やすと返すはずがない」

「入国できないように何らかの手を打ってくるかもしれないってことか」

　難しい顔でバッソンが腕を組む。だが、ヂェスは小さく首を振ふった。

「入国拒きよ否ひよりも、もっと悪いことがあるんだ」

　バッソンの見解も可能性としては高い。だが、神国からシュヴァインが機械の注文を受けたことに、ヂェスは引っかかりを覚えていた。神国が王国との戦争を企くわだてているならば、シュヴァインがもたらす王国製の掘くつ削さく機きや工作機械は、手に入れたい物品のはずだ。

「シュヴァインを入国させ、商品も手に入れ、だけどコハクだけは帰国させない。それにはどうすればいいと思う？」

　ヂェスの問いに、ハーディガーディとバッソンが顔を見合わせる。

「男だん爵しやくを脅おどす、とか？」

　探るように言ったバッソンに、再びヂェスは首を振ふった。

「いや、そうなればコハク自身が黙だまってないよ。あの子は感情と行動が直結している。無理に留とどめようとすれば、法王を殴なぐってでも逃にげ出すさ」

　その様子を想像したらしく、思わず微び笑しようを浮うかべたバッソンが、だが次の瞬しゆん間かん、凍こおりつくように笑みを消した。

「まさか……」

「けど、あの子に限ってそんな……」

　ハーディガーディもまた、その結論に辿たどりついたらしい。強こわ張ばった顔を無理に緩ゆるめようとして口元が歪ゆがんでいる。

「相手の意思とは関係なく、そうせざるを得ない状じよう況きように持っていく。奴やつはそういう男だ」

　ヂェスの表情に変化はなく、淡たん々たんと話す口調はいつもと変わらない。だが、その声は重く低い。

「奴……」

　二人が声を揃そろえる。ハーディガーディは、不思議そうに、そしてバッソンは心得たように。一度目を伏ふせた紫むらさきの瞳ひとみが、鋭するどく細められる。

「神国の現法王、フォルモンド」

　ヂェスの脳裏に、忘れたくても忘れられない冷たいグリーンアイが浮かぶ。悲ひ惨さんな戦場に似つかわしくない、ぞっとするほどに綺き麗れいな笑顔。

　まだ十五、六の少年でありながら、彼は小隊を任され指し揮きを執とり、神の威い厳げんを上手うまく利用できるだけのカリスマ性を見せつけた。

　だが、同時に味方さえも捨すて駒ごまのように扱あつかい、かつての戦争において見せた残ざん虐ぎやく性せいは、今もヂェスの記き憶おくに深く刻まれている。

　当時、王国の捕ほ虜りよを辺境にある連合国の一つへと連れ帰ったフォルモンドは、あろうことか町に火をつけ、連合国の民もろとも焼き払はらった。当時の戦争における規定で、終戦のその時まで、敵国の捕虜を直接手に掛かけることはできなかったのだが、神国側にも犠ぎ牲せい者しやを出したことで、結局事故ということで戦後もその行こう為いを罰ばつすることはできていない。

　そして、その殺された捕虜の中には王家の遠とお縁えん──ヂェスの母や姉もが含ふくまれていた。

　その男が、神国のトップに立っている。彼の捨駒は、今や連合国を含めた国民全すべてに相当する。

「オレ達の敵は、実質上、奴一人だと言ってもいい」

　そう言ったヂェスは、まるでそこに相手がいるかのように鋭い視線で宙を睨にらみつけていた。
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　最後の音と共に目を開くと、回かい廊ろうの片かた隅すみで呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす男と目が合った。確かに目の位置は合っているのだが、男がこちらの視線に気が付いているかといえば、それについては少々怪あやしい。現に、周囲の喝かつ采さいにびくりと肩かたを震ふるわせている。どうやら意識は完全に彼方かなたへ流れていたらしい。

「コハク！　ぼく、今日は最後までできたよ！」

「わたしも！」

　音が途と切ぎれると同時に、常連の幼い子ども達がじゃれつくようにしてコハクの周囲を取り囲んだ。

「だから、ごほうびにお首をさわらせて！」

「てんしさまのしょうこをさわらせて！」

　わらわらとコハクの喉のど元もとへと手を伸のばす子ども達の首根っこを、背後から伸びた手が摑つかんで引き離はなす。

「コラ。お前ら、噓うそつくなっての」

　呆あきれたように言ったカイムが、両手にぶら下げた子ども達を睨にらむ。

「最後の方は手も叩たたけてなかったろ？　噓つく子は、神様から罰ばつが下されるんだぞ！」

「うー。何だよ！　兄ちゃんだってさわってみたいって言ってただろー！」

「ばっ、馬ば鹿か！　何言ってんだ！」

　真っ赤になったカイムが慌あわてふためいて両手を離し、足元に転げた子ども達が一いつ斉せいに不満の声を上げる。

　その様子を笑いながら見ていたコハクは、カイムも含ふくめた子ども達へと顔を近づけ、にやりと笑んだ。

「いいかお前達。こいつは、あたしにとって命と同じくらい大切なモンだ。そう易やす々やすと他人には触ふれさせねぇんだよ」

　えぇー、と子ども達がブーイングする。

「じゃあ、どうしたら触さわらせてくれるんだよー!?」

　地じ団だん駄だ踏ふむ子ども達の頭を順に撫なでて軽くいなすと、鼻に皺しわを寄せて挑ちよう発はつ的に笑ってみせる。

「だから触らせねぇっての。あんた達だけじゃない、法王サマにだって触らせやしねぇさ」

　コハクの応こたえに、一いつ瞬しゆんきょとんとした子ども達だが、この国のトップですら不可能だと言われ、不ふ承しよう不ぶ承しようではあるがようやく反論を諦あきらめる。

「じゃあまた明日な。ほら、カイムも早く学校行かないと、またヴァルトにどやされるぞ」

「うわ、ホントだ！　ほら、行くぞチビども。またな、コハク！」

「引っ張らないでよ兄ちゃん！　ばいばい、コハク！」

　カイムに引きずられるようにして、子ども達が裏門へと去っていく。いつも子ども扱あつかいされている身としては、自分より年下の子ども達を諭さとすのは少しだけ気分が良い。

　コハクは町人達が仕事へと向かうのを見送ってから、人々から隠かくれるように回かい廊ろうの柱に身を潜ひそめている男の元へと向かった。

「コハク様」

　男は翡ひ翠すい色の瞳ひとみを見開いたまま、こちらへ顔を向けた。

「今日は入れ替かわってないよな？」

　からかうようなコハクの確認に、意識は上の空ながらも男は頷うなずいた。

「で、どうだった？」

　にっと笑って言ったコハクに、その男、ノイモントはまだ放心した表情で言う。

「あんなに楽しげな国民の姿を、私は初めて見ました」

「そうじゃなくて！　あんたは、どうだったんだよ？」

　もどかしげにコハクが問う。

「今胸むねに灯ともったこの感情を何と言うのか、正直私には分かりません。だけど……皆みなが一体となるようなあの響ひびきが、今も頭から離はなれません」

　コハクは小さく顔を顰しかめて口を尖とがらせる。

「あーもー、ごちゃごちゃと面めん倒どうくさい奴やつだな。つまり、それって楽しかったってことだろ？」

　コハクの言葉に、ノイモントは虚きよを突つかれたように目を丸めてこちらを見つめた。そして、睨にらむようなアンバーの瞳に向かって小さく頷く。

「……はい。そのようです」

　ノイモントの言葉を受け、コハクの顔には満足げな笑みが広がる。

「コハク様、あれはいつも聖堂で奏かなでているものとは随ずい分ぶん趣おもむきが異なっていたと思うのですが……」

「うん。コレ、法王サマにはナイショにしておいてほしいんだけど──」

　前置きをして探るように相手を見つめると、大司教は不思議そうな表情を浮うかべつつも頷く。それを確認してから、コハクはノイモントの耳元へと口を近づけた。

「実はさ、こっちが本当の〝神の言葉〟かもしれないんだ」

　含ふくみを持った笑みで、コハクは言う。不思議そうに目で問うノイモントに、コハクはかつてのフォルモンドのように聖堂の中へとノイモントを誘いざなうと、天使の像の前で足を止めた。

「ここに刻まれてる模様が何なのか知ってる？」

「この象ぞう嵌がん細工ですか？　これは星空ではないかと……」

「ハズレ。実はコレがさっきの曲を示した楽がく譜ふなんだ」

「ガクフ？」

　要領を得ないノイモントに、コハクは「あぁ」と説明を加える。

「音楽を作る設計図って言えばいいのかな。あたし達旋せん律りつ士しは、作曲家が作った楽譜っていう音楽の設計図を元に曲を奏かなでるんだ」

「この模様が、そうだと言うのですか？」

　静かに驚おどろきを示したノイモントに、コハクは頷うなずく。

「本当はもっと複雑に指示があるんだけどね。これは走り書きレベルだから、普ふ通つうなら曲として演奏なんかできないと思う。だけど、あたしはちょっと特とく殊しゆでさー」

　良く言えば独どく創そう性せいが強い、悪く言えば協調性のないコハクの演奏が、こんなところで役立った。

「この国には旋律士がいない。だから音楽は存在しないって聞いてたんだけどさ、現にこの天使像には旋律器官があるし、台座には楽譜も記されてる」

　天使の像を見上げたコハクには、消えてしまったこの国の旋律士や音楽の行方を知る術すべはない。

「この国の音楽は、一体どこに消えたんだと思う？」

　コハクの問いに、ノイモントはゆるゆると首を横に振ふった。

「そっか、あんたなら何か知ってるかなと思ったんだけど」

「……お役に立てず、申し訳わけありません」

　しおしおと項垂うなだれるノイモントに、コハクは慌あわてて両手を振る。

「わわ、ちょっと謝るなよ。あたしが苛いじめたみたいじゃないか」

「そ、そんなつもりは……あぁ、私が不ふ甲斐がいないばかりに、本当にすみません」

「だから謝るなって……あーもうどうしようもねぇな」

　再び盛大に萎しおれてしまったノイモントに、コハクはため息をつく。これでは何のために早朝の音楽会へ彼を招待したのか分からないではないか。

　こんな時、何か気の利いたことを言えればいいのだろうが、あいにくコハクの語ご彙い力りよくはそこまで優ゆう秀しゆうではない。

　しかし、とコハクは思い直す。その代わりに、コハクには音楽があるではないか。ヂェスの曲に刻まれた〝音語り〟。自分にもあれと同じことができないだろうか、と思いつくままの音を並べるようにして奏でてみる。

　寄る辺のない中で奏でられた音楽は、コハクの施律器官を通じて外界の空気を揺ゆらした。

　だが、それは素人しろうとにもはっきりデタラメだと分かる軽い音を鳴らしただけで曲というには程遠く、しかも最後は尻しりすぼみに消えてしまった。残ざん響きようすら不安定な空間に、重い沈ちん黙もくが降りる。心境的には、堅かた苦くるしい式典の最中さなかに盛大にすっ転んだに等しい恥はずかしさだ。

「……や、やっぱイチから作るのは無む謀ぼうだった」

　ノイモントを元気づけようと試みた即そつ興きよう演奏だが、あまりにも恥はずかしい駄だ作さくに終わり、コハクはこの場に他の旋せん律りつ士しが居なくてよかったと心底思った。

　ちらりと上うわ目め遣づかいでノイモントを見上げると、彼は、また動きを止めてこちらを凝ぎよう視ししていた。そして、コハクと目が合うとぱっと口元を押おさえて横を向いた。

「し、司教サマ？」

　横を向いたまま、ノイモントの身体からだが細かに震ふるえる。次第に腰こしを折った彼は、顔を赤くして笑っていた。

「す、すみませんコハク様。だけど、さっきの音……」

　必死に抑おさえてはいるものの、笑いを堪こらえるあまり声が震えている。

「そんなに、変だった？」

「まるで、屋根から落ちた猫ねこの悲鳴みたいでした」

　ノイモントの表現は、まさに先ほどの演奏にふさわしい評価だ。思わず吹ふき出したコハクにつられるように、ついに堪えられなかったらしいノイモントの笑い声が重なる。

　少々陰かげがあり、暗い印象のあったノイモントだが、目の前で笑っているその姿は若々しく、コハクが持っていたその印象を大きく変えた。

「司教サマ、元気になったか？」

　ようやく笑いを収めたコハクが問い掛かけると、ノイモントは虚きよを突つかれたように笑いを止め、やがて柔やわらかな笑みを浮うかべて頷うなずいた。

「──えぇ。私は、今日ここに来て本当によかったと思います」

　憂うれいが消えたノイモントの微笑ほほえみは、町の女達が騒さわぐのも無理はないと納得できるものだった。

「そっか。ならよかった」

　嬉うれしくなったコハクが笑い返すと、ノイモントは一寸目を見開いてからコハクの視線から逃にげるようにすっと目を逸そらした。

「司教サマ？」

「あ……いえ。私を、気き遣づかってくださっていたのですね。コハク様、ありがとうございます」

「……なぁ、その『コハク様』ってのやめない？　柄がらじゃないし、堅かたっ苦しいの嫌きらいなんだよ」

　何日経たとうが、自みずからを様付けで呼ばれることに、コハクはどうしても慣れることができない。

「コハクでいーよ。町の子ども達だって、皆みんなそう呼んでるんだしさ」

　コハクの提案に、ノイモントは逡しゆん巡じゆんするように翡ひ翠すいの瞳ひとみを左右に揺ゆらす。だが、やがて静かに首を振ふった。

「いいえ、あなたは法王が認めた国こく賓ひんです。立場上、私が気安く名を呼んで良い方ではない」

「あたしが良いって言ってるのに」

　不満げに口を尖とがらせるが、ノイモントは微かすかな苦笑を浮うかべるだけで譲じよう歩ほする気はないらしい。その表情はどこか頑かたくなにすら見えた。

「石頭」

「えぇ。残念ながら、生まれつき」

　間かん髪はつを容いれずにそう切り返す口調は、兄のフォルモンドを連想させる。だが、発した皮肉を表情で表すことができないのが、ノイモントとフォルモンドの徹てつ底てい的な違ちがいのようだった。

　ノイモントの毒気の無い皮肉を受け、諦あきらめたコハクは小さく息を吐はいて肩かたを竦すくめる。

「だけど──」

　ふいにノイモントが口を開いた。顔を上げると、彼は天使の視線の先を追うように、頭上を見上げていた。

「……司教サマ？」

　小さく問い返すと、ゆっくりと振ふり返ったノイモントは口元を緩ゆるめ、コハクへと顔を近づけた。そして、言う。

「もしコハク様がお嫌いやでなければ、私のことをノイと呼んでくださいませんか？」

　それがノイモントにとって精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほだと気が付いたコハクは、小さく鼻を鳴らして流し目に相手を捉とらえる。

「しょーがねぇな。それで妥だ協きようしてやるよ、ノイ」

「──ありがとうございます、コハク様」

　ノイモントは穏おだやかに微笑ほほえみを返した。その笑みを受けたコハクは、疑問とともに目を瞬またたく。何故なぜだかコハクには、彼が泣ないているように見えた。

「では、コハク様。そろそろ礼拝の準備がありますので、失礼しますね。明日の朝にまた伺うかがいます」

「ノイ！」

　去っていく背を思わず呼び止める。ノイモントが振り返った。しかし、その綺き麗れいな横顔に、涙なみだの流れた様子はない。

「……明日も、絶対来いよ？」

　ようやくそれだけ言ったコハクに、ノイモントは小さく頷うなずいた。

「えぇ。必ず」
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　約束どおり、ノイモントはそれから毎日早朝の音楽会に参加をするようになった。

　礼拝堂では相変わらず言葉を交わすことはなかったが、早朝町人達が帰ってから、朝の礼拝が始まるまでの僅わずかな時間をたわいのない会話で過ごすことが、コハクの新たな日課となっていった。

　コハクの言葉を聞きながら、ノイモントはいつも微笑ほほえんでいた。コハクもまた、新たな友を得た嬉うれしさから、その時間を楽しみにしていた。

　しかし、コハクは知らなかった。聖堂へと向かうノイモントの顔から、一切の表情が消えていることに。そして、聖堂でコハクの音楽を聴きく要人達の視線が、怪あやしい熱を帯びてきていることに。

　そして、コハクは気付くことができなかった。

　自分自身が、もう後あと戻もどりのできないところまで押おしやられてしまっていたという事実に──




　その事実が露ろ見けんしたのは、礼拝期間が終わる前日の早朝だった。

　いつものように朝の音楽会へと向かったコハクは、集まった人々の様子がおかしいことに気が付いた。

　普ふ段だんは思い思いに集まって談笑している大人達が、今日は一カ所に集まり険けわしい表情を湛たたえている。

　幼い子ども達はいつもの通りふざけ合っていたが、それでも大人達の様子を察してか、井戸の周りで一ひと塊かたまりになっていた。

「カイム」

　子ども達の中心にいた最年長の少年に声を掛かけると、周囲の子ども達が一いつ斉せいに顔を上げた。

「コハク……」

　カイムの声には僅わずかに不安がにじんでいる。

「何かあったのか？」

　膝ひざを折り、子ども達と視線を合わせた途と端たん、幼い子ども達がコハクに飛びつき我先にと話し出す。

「あのね、悪いやつをやっつけるんだって」

「わたしたちは神さまがミカタだからだいじょうぶなんだって」

「それに、コハクだってミカタでしょ？」

　要領を得ない子ども達の訴うつたえに、コハクはカイムへと視線を移す。カイムは、唇くちびるを嚙かみしめると掠かすれた声で言った。

「──戦争が、始まるって」

「……え？」

「昨日、町で偉えらい人達が話していたらしいんだ。礼拝期間が終わったら、王国に宣戦布告をするって」

　短く吸った息が、喉のどの奥おくをひゅっと鳴らす。

「噓うそ、だよな？」

　思わずカイムの両肩かたを摑つかんで問うたコハクの視界に、不安げな瞳ひとみが映うつりこむ。周囲を見回すが、こちらに気が付いていた大人達も、誰だれひとり否定の言葉を発することはない。

「そんな……何で!?」

「神が、そうお告げになったんだ」

　短く叫さけんだコハクの背後から、宥なだめるようにヴァルトが言った。

「礼拝期間には神が地上に降臨するってことはお前も知ってるだろう？　その時に、神は我々に最さい善ぜんの道を示してくださる」

　口を噤つぐんだまま睨にらむように自分を見上げるコハクに、ヴァルトは口調を変えず続けた。

「隣りん国ごくに住まう悪あしき魔まを排はいさねば、神の子である我らに真の光が届くことはない」

　嚙かみしめていた奥おく歯ばが、ギリと鳴る。比ひ喩ゆでもなんでもない。それは、悪魔の国を滅ほろぼせと示し唆さしているに他ならない。

「今期の礼拝で、神はそうお告げになられたのだとノイモント様はおっしゃったそうだ。それで、この国に集まっている各連合国が結束し、王国に戦いくさを仕し掛かけることになったんだと酒場に来た連合国のお偉えら方がたが話していたらしい」

「何だよ……何だよそれ!?」

　コハクの叫び声が回かい廊ろうに響ひびいた。

　大司教であるノイモントは確かに神の声を皆みなに聞かせる役割ではある。だが、今回はその役目をコハクが担になっていたのではなかったのか。〝神の声〟を聴かせることで、人々を戦の苦しみから解放するのではなかったのか。

「あんた達はそれでいいのか!?　前の戦争で辛つらい思いをしたんじゃなかったのかよ!?」

「落ち着け、コハク」

「だっておかしいよ！　戦争を喜んでいる人なんていないんだろ？　そこにあんた達の意思はこれっぽっちもないじゃないか！」

　ヴァルトの手を振ふり払はらってコハクは叫ぶ。

「神がそうお決めになったなら、我々はそれに従わないといけないんだ」

　静かに言ったヴァルトの言葉に、コハクの感情が理性を凌りよう駕がした。

「神が決めた!?　じゃあ何だ、神が死ねと言えば、あんた達は素直に死ぬってのか!?」

「コハク様！」

　耳に通る鋭するどい抑よく制せいにはっと顔を上げると、子ども達が驚おどろきと怯おびえに目を見開き、こちらを見上げていた。

「──……ごめん」

　小さく呟つぶやいたコハクが視線を先へと向けると、目の前に礼拝時と同じ白い衣装に身を包んだノイモントが静かな面持ちで立っていた。

「ノイ……」

　ノイモントはゆっくりとした歩みでこちらへ近づいてくる。いつもであれば彼を取り囲む町人達も、今日ばかりは一歩下がって道を開く。コハクの正面に立った男は、感情の見えない静かな声で言った。

「コハク様。法王があなたをお待ちです。神しん殿でんへいらっしゃってください」

「……どういうことだよ、これ」

　湧わき上がる憤いきどおりを飲み込み低く問うたコハクに、だが白いベールの隙すき間まから覗のぞく緑の瞳ひとみは前へと向けられていた。そして、こちらを窺うかがう町人達を見回すと、儚はかなげにも見える笑みを湛たたえて静かに告げる。

「皆みなさん、驚おどろかれたかとは思いますが、落ち着いてください」

「け、けど大司教様。また戦いくさになるのでしょう？」

　乳ち飲のみ子を抱きかかえた女性が、ノイモントへ不安げに問うた。ノイモントは答えず、ただ静かに頷うなずく。

　ざわ、と周囲に動どう揺ようが走った。

「おい、ノイ！　どういうことかって聞いてんだ」

　混乱が広がりつつある場の中で、コハクはノイモントへと詰つめ寄った。だが、ノイモントは静かにコハクの肩かたに手を置き、町人達へと向き直る。

「皆さん、落ち着いてください。これは、悪あしき者の手中にある者達を、神の名の下に救う、救済行こう為いです。我々には神がついている。そして、この場には天使様もいらっしゃる。我々が恐おそれることなど、何もないのです」

　静かに、だがはっきりと言ったノイモントの言葉に、町人達は顔を見合わせる。不安げな表情は拭ぬぐいきれないが、それでもこの場がパニックに陥おちいることは避さけられたようだ。

「コハク様。あなたが動揺すると国民に不安が広がります。どうか、移動を」

　顔を寄せ、懇こん願がんするような口調で言うノイモントに、コハクはゆっくりと周囲を見回した。

　こちらへ向けられるのは、縋すがるような視線と不安に揺ゆれ動く人々の目。

「……分かった」

　司教の後に続いたコハクは、通り過ぎざまに幼い子ども達の頭を撫なでる。

「……コハク」

　最後に、不安げに見上げるカイムへ小さく笑いかけると、コハクは司教の後を追って足早に神殿へと向かった。

　町人達の視線が届かなくなった神殿へ続く廊ろう下かで、ノイモントは無言で足を止めた。

　ベールを上げ、ゆっくりと振ふり返ったその表情を見て、コハクは自みずからの過あやまちに気付いた。

「何か変だと思ったんだ。あんた、ノイじゃない。法王サマだろ」

　円帽子を取り払はらった男が、コハクの視線を受けて薄うすく笑う。

「おや、残念。今回は騙だまされてくれなかったか」

　隠かくすつもりもないらしい。躊躇ためらう素そ振ぶりなく認めた法王を、コハクは油断なく見つめた。

「……ノイは、どこ？」

「君はすっかり弟に懐なついてしまったのだな。私では話し相手にならないかい？」

　楽しげに言うフォルモンドは笑顔だが、こちらを見下ろすその眼は冷たく鋭するどい。言い知れぬ不安を感じ、コハクは僅わずかに後ずさる。

「……どうして、あんたがノイの恰かつ好こうをしてるんだよ」

「この恰好かい？　何、直接出来栄えを見たかったのでな。なかなかに良い具合の出来で安心した。予想以上にしっかりと国民の心を摑つかんでいるじゃないか」

　法王が何を言っているのか分からないが、それでも自分にとってそれが喜ばしくはないだろうことは、肌はだで感じるこの空気が語っている。

　そんなコハクに気を留めた様子もなく、法王は快活に話を進める。

「だが、驚おどろいたな。まさかもう町人に話が漏もれていたとは」

　大して驚いた様子もなく言ったフォルモンドの言葉で、コハクは直感的に察した。

「……全部、あんたが企たくらんだことなのか？」

　鼓こ動どうが高まる。今まで心の奥おく底そこで感じていた法王への小さな疑念が、確信へと変わっていく。

「神サマのお告げだと戦争をけしかけたのは、あんたなんだろ!?」

　コハクの言葉を否定も肯こう定ていもせず、法王はただ小さく口元を釣つり上げた。

「王国に戦争を仕し掛かけるって、どういうことだよ!?」

「──予定より早く事を進めることになってしまったが……まぁ良いだろう」

　身構えたコハクに、フォルモンドは目を見張るように綺き麗れいな笑みを浮うかべた。そして告げる。

「神の使いとして、君を正式にこの国へ迎むかえ入れさせてもらう」

「──は？」

　悠ゆう々ゆうとした所作で両手を広げて見せる法王に向かって、コハクは思い切り顔を顰しかめた。

「何言ってんだ？　ひと月だけの約束だ。あたしはシュヴァイン男だん爵しやくの船で王国へ帰る」

「帰る？」

　にこやかな笑みを浮かべたまま、法王が問い返す。その相手から視線を外さないままに、コハクはゆっくりと腰こし元もとへ手を伸のばす。

「あぁ。こんな下らねぇ理由で戦争を仕掛けてくるような国に──」

　言葉を切ったコハクは、視線を左右に素早くめぐらす。背後に二人、左右にも一人ずつ。

　深く身を沈しずめ、腰に差していたトンファーを勢いよく抜ぬき放つと、すぐ真横にまで迫せまっていた警備員の喉のど元もと目がけて横よこ殴なぐりに握り部分グリツプを打ちつける。

「いつまでも居られるかってんだ！」

　怒いかりに任せて言い放つと、咄とつ嗟さに身を引いてギリギリで打だ撃げきを躱かわした警備員の間をすり抜け突とつ破ぱする。身を低めたままに駆かけ向かう先は、外へと続く廊ろう下か奥おくの扉とびら。

「天使様、お戻もどりください！」

　慌あわてた様子で追いかけてくる警備員達にも、振ふり返りざまトンファーで一いち撃げきを食らわせる。だが、相手の人数は多く、次から次へと現れコハクの前に立ちはだかる。

「天使様、法王様の元へお戻りください」

「退どけ！」

　眼前に立ちはだかる者には容よう赦しやなく打撃を叩たたき込むが、こちらが単独なのに比べて相手の数が多すぎた。一いつ瞬しゆんの隙すきを突つかれ、とうとう壁かべ際ぎわへと追い詰つめられたコハクは、大おお柄がらな警備員達に左右から腕うでを取り押おさえられる。

「離はなせっ！」

　何とか逃にげ出そうと全身で抵てい抗こうを試みるが、腕を摑つかむ男の力は強く、小柄なコハクの身体からだは軽々と持ち上げられる。

　人ひと垣がきが割れるようにして、法王が前へと進み出た。

「まるで野の良ら猫ねこのようだな、君は。我が国の中心に立つ者として、もう少し知性的な振る舞まいを身に付けてもらう必要がありそうだ」

「──誰だれが、お前の思うとおりに動いてなんかやるもんか！」

　嚙かみつくように言い返すが、法王は何も聞こえなかったかのように両サイドからぶら下げられる恰かつ好こうのコハクの正面に立った。コハクの背後は壁。歯をむき出して威い嚇かくするが、この場から逃げ出せる道がないことは明白だった。

「おやおや、ノイとは違ちがって嫌きらわれてしまったものだな」

　言葉とは裏腹に心底楽しそうな声でそう言うと、法王はコハクの乱れた髪かみを指先で軽く梳すく。

「触さわんな！」
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　身をよじらせて吼ほえるコハクに、文句をつけようがないほど綺き麗れいな笑みを向けた法王はゆっくりとその手を離はなした。そして、言う。

「私が何も言わなくても、君は自分の意思でこの国に残るさ」

「そんなこと、ありえねぇよ！」

　鼻で笑ったコハクに、法王は再び笑みを向ける。

「戦争の火種が、君自身だと言ってもかい？」

　思いも寄らない言葉に、コハクは一瞬抵抗することも忘れて動きを止めた。

「は？　何言って──」

「君の音楽は神の声として人々を魅み了りようし、そして同時に衰すい退たいを恐おそれる我ら連合国に一筋の希望をもたせてしまった。〝我々には神がついている、悪あしき者を倒たおし、神の国にもう一度かつての栄光を〟とね」

「……何だそりゃ。そんなの、ただの言いがかりじゃないか。あたしはあんたに頼たのまれて音楽を奏かなでただけだ。それを神の声だのなんだのと、勝手に騒さわぎ立てたのはあんたらだ！」

「そのとおり。だが、君がどう思っていたかはここでは問題ではない。君はこの国で天使として認知され、そして君の奏かなでる音楽は神の言葉として人々に受け取られた。君の存在が、結果的にはこの国の人々に再び剣けんを取らせるきっかけになったのだよ。それは紛まぎれもない事実だ」

　法王の余よ裕ゆうが、コハクを不安にさせる。法王の本性が見えた今となっては、全すべてが仕組まれていたことだとコハクにも理解できた。そんな緻ち密みつな計画を練っていた相手が、こんな言いがかりに他ならない理由だけで、コハクを留とどめておけるなどと安易に考えているはずがない。それが分かるのに、コハクにはまだ、法王の打った手の先が読み切れない。

「……だからと言って、あたしがこの国に残る理由にはならねぇよ」

　探るように言ったコハクに、芝しば居いじみた所作で両手を広げた法王はいともあっさりと頷うなずいた。

「あぁ、そのとおりだ。もし君がどうしても王国へ戻もどりたいと望むなら、私はそれを止めはしない」

　真意が見えない法王の言葉に、コハクは口を噤つぐんだまま探るように相手を見み据すえる。それが言葉通りの意味でないことは、さすがのコハクにも察せられる。

「──だが、そうなれば一つ気がかりなことが出てくるな」

　そんなコハクの視線を受けながら、意味深に眉まゆをひそめ、法王が続ける。

「もし君が王国へ渡わたったと知れれば、我らが同どう胞ほう達はどうするだろうな？」

「どうするって……」

「この十日間ですっかり君に心しん酔すいしてしまった者達だ。〝天使様が我々を見捨てるはずがない。きっと、本意ではなく悪魔の国へ連れ去られたのだ〟という誤ご解かいをしてしまうやもしれんなぁ？」

「なっ──……」

　コハクの声が短く途と切ぎれ、そのまま言葉を失う。ここに来て、ようやくコハクにも法王が廻めぐらせた策さく謀ぼうの全すべてが見えた。

　もし、コハクが王国へ戻もどれば、天使を取り戻そうと神国とその連合国は王国に攻せめ入るだろう。だが、たとえコハクがこの国に留とどまったとしても、神の言葉を信じる者達は、天使であるコハクを思想的基き盤ばんとして悪魔を滅ほろぼさんとやはり王国に攻め入るのだ。

　神国が宣戦布告をしたとなれば、騎き士し団だん無き王国とてそれに立ち向かわないはずがない。

　つまり、コハクがどちらを選んでも王国へ攻め入る図式は完成しており、その中心となるのは、コハク自身なのだった。

　コハクを中心に据すえた歯車は、本人の気付かぬうちに動きだしており、最早もはや自身の意思でそれを止める術すべはない。

「王国に戻るか、このまま我が国に留まるか。君が好きなように決めればいい」

　腰こしを屈かがめた法王が、楽しげに言う。

「──てめぇ……」

　絞しぼり出すように言った声が、怒いかりに震ふるえる。コハクは空中を蹴けりあげて、回転し様ざまに腕うでを摑つかむ警備員の眼前へと蹴しゆう撃げきを放つ。怯ひるんだ相手の隙すきを突つき自由を得ると、息も整わないうちに眼前で微笑ほほえむ男へとトンファーを振ふり上げた。周囲に動どう揺ようが走る。

　だが、法王は避さけることなく一歩前へと踏ふみ出しコハクの懐ふところへと入り込むと、その手を伸のばしコハクの喉のど元もとへとあてがった。

「──っ！」

　力こそ入っていないが、その指は的確に急所を捉とらえコハクの動きを封ふうじる。法王の指が旋せん律りつ器官の痣あざに触ふれた瞬しゆん間かん、背中を這はうような悪寒が走った。同時に、子ども達との約束を破ってしまったという小さな罪悪感がコハクの頭を一瞬過よぎる。

「全まつたく、油断も隙もない」

　可笑おかしそうに喉を鳴らすと、そのまま法王はコハクの耳元で囁ささやいた。

「今いま更さら足搔あがいたところで事態は何一つ変わらない。君だって、自分を慕う者達に無む駄だな血を流させたくはないはずだ」

　咄とつ嗟さに浮かんだのは、気さくな笑みを向けてくれる町人達の姿。そして、コハクを天使と信じて疑わない子ども達と、不安げな瞳ひとみでこちらを見上げたカイム。

「王国にも、失いたくない者達がいるのだろう？」

　優しげな法王の声が耳の奥おくへと響ひびく。何を言いたいかは分かっていた。宣戦布告で始まる戦いくさは最低限のルールの下に行われる。互たがいの国土をむやみに戦場とすることはなく、また白旗を上げた相手を滅めつ亡ぼうさせることもない。だが、敵国に連れ去られた者を奪うばい返すことが目的となれば、そんなルールは無効となり、戦争が侵略へ変わる可能性は高い。コハクがこの国を去ることは、即すなわち双そう方ほうの国民らをより危険な目に合わせる結果を生じることとなる。

　口を閉ざしたコハクに、畳たたみかけるように法王が続けた。

「だが、考えてもみろ。王国に戻もどったところで、君は最早もはや裏切り者だ。君がいくら相手を想おもっても、居場所などないだろう？　何せ、敵国の民の心を支えているのは他でもない、君なんだからな」

　コハクは悔くやしさに涙なみだをにじませながらギリと奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　これも全すべて計算の内だ、こんな奴やつの言葉に耳を貸す必要はない。そう頭では理解していても、法王の言葉は容よう赦しやなく鼓こ膜まくを揺ゆさぶり、コハクの心を突つき刺さした。

　やがて、振ふり上げていた腕うでを静かに下ろし俯うつむいたコハクに、法王はゆっくりとその手を離はなした。

「分かってくれたようで、嬉うれしいよ」

「……あたしは、あんたがヂェスに似てると思った。けど、全然違ちがう。あんたは、あたしが出会った中で最低の人間だ」

　嚙みつく気力は既すでに無く、抑よく揚ようのない声で言ったコハクに、法王はさも楽しげに笑った。

「どう思ってくれても結構だ。──さぁ、あらためて歓かん迎げいするよ、天使様」

　にこやかな笑みを浮うかべる法王の顔は、もはやコハクの瞳ひとみに映うつってはいなかった。
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　店を閉めたマスターは、鍋なべに残ったスープを見つめてその無表情を僅わずかに動かした。普ふ段だんより半分以上少なく作ったにも関わらず、それでもかなりの量が残ってしまった。

　常連客の食が進まないのも当然だ。数日もすれば、彼らは戦場に立つことになるのだから。

　僅かにため息が漏もれる。こうなることは予想できたことだ。予想しながらそのことから目を逸そらし続けていたことは、自分の罪に他ならない。

　小さく首を振って残ったスープを処分しようとした時、ぎぃという音とともに店の扉とびらが開いた。どうやら閂かんぬきを落とし忘れていたようだ。

「まだ、やってますか？」

　顔を覗のぞかせたのは若い女。髪かみをうなじで緩ゆるく束ねたその女は、長い睫まつげを瞬またたかせて店内をぐるりと見み渡わたす。ロングスカートの裾すそから覗くヒールの高いブーツがコツリと床ゆかを鳴らした。

　服装からすると、この国の者ではないようだが、イントネーションには特とく徴ちようが見当たらず、言葉から国を判断することができない。意図を持ってそうしているのであれば、それは逆に怪あやしさに繫つながる。

「え、もしかしてここも、もう終わり？」

　続いて女の後ろから入ってきた男が店内を見回し言う。こちらも若く、穏おだやかな顔と、全身に纏まとう柔やわらかな雰ふん囲い気きが、一見して女性に好まれそうだと思わせる。

「すみません。先ほど店みせ仕じ舞まいを」

　気取られないよう相手を観察しつつ、静かに答える。

「あら、そう……残念だわ。食事をしようと思ったのだけど、どこも店が開いていなくて」

　男と顔を見合わせた女が困ったように言う。

「仕方ない。今日は夕飯抜ぬきだね」

　言って、男は小さく肩かたを落とす。その様子が心底残念そうで、マスターは思わず手元へと目を向けた。そして、言う。

「もし、冷めていてもよければ、スープが残っていますが……」

　途と端たんに、ぱっと男が顔を綻ほころばせる。その様子は、どこか最近よく店を訪れる少女を思い出させ、マスターは警けい戒かい心しんを僅わずかに緩ゆるめる。そして、二人組をカウンターへと促うながした。

「うわ、美味おいしい！」

　スープを口に運んだ男が感かん嘆たんの声を上げる。

「ほんと。酸さん味みが効いてて美味しいわ」

　女もまた小さく顔を綻ばせる。

「ここのところ、高級ってだけで美味しくもない料理ばっかり食べてたから、身に染みるね」

「全まつたくだわ。あんな脂あぶらっぽいものばかり食べてたら太っちゃうわよ」

「──お二人は、この国の方ではないようですが？」

　グラスを拭ふきながら、さりげなく聞く。

「えぇ、この国には昨晩着いたところ。そしたら、礼拝期間って言うの？　それが終わるまで入国できないって言うじゃない。途と方ほうに暮れてたら、同じく入国待ちの貿易商から食事に誘さそわれたのだけど……それが、少々やっかいなお方で」

「そうそう。自分はこの国の法王様と特別に親しくしているだの、自分の側近が法王様に見み初そめられてこの国に滞たい在ざいしているだのと、一口料理を食べる間に一体どれほどの自じ慢まん話を聞かされたか分からないよ」

　言葉の端はし々ばしに疲ひ労ろうをにじませながら男が言った。

「明日もまた法王様にお会いになる約束だそうで。全く、どこまで本当なのかしらね」

　言って、女も苦笑を浮うかべる。

　おそらく、彼らが会ったのは、先日この国を訪れていた王国の商人だろう。法王によって天使に祭り上げられた少女を連れてきた、元敵国の船。

　だが、目的の少女は既すでにフォルモンドの手の中だ。

　少女の無む垢くな笑みを思い出し、マスターの表情は僅わずかに硬かたくなる。法王の企たくらみに感づいていながら何もできず、結果、あんな子どもに業を背負わせる結果となってしまった。

「マスター、どうかされましたか？」

　僅かな表情の変化を読み取ったらしい女が、気き遣づかわしげにこちらへと視線を向ける。

「──いや。それより、二人とも目的が済めば、早々にこの国を発たった方がいい」

　顔を見合わせた二人が、視線でこちらに問うてくる。

「じきに、隣りん国ごくとの戦争が始まる。ここにいれば巻き込まれてしまいますよ」

「──それは〝ここに居ると法王様にいいように利用されるぞ〟ってことだったりして？」

「え？」

　思わず聞き返す。冗じよう談だんめいた口調で言った男の言葉だが、冗談にしてはあまりに的を射すぎてはいないだろうか。

　真意を尋たずね返そうと口を開いた時、女がふいに男の腕うでに手を置いた。男は小さく頷うなずくと、こちらに向かって緩ゆるやかな笑みを向けた。

「スープ、すごく美味おいしかった。ごちそう様。いくらですか？」

「あ……いや、どうせ余ってしまって捨てるはずだったものだ。お代はいらないよ」

　元の話題に戻もどることもできず、ただそれだけ言う。

「えー、それだと申し訳わけないなぁ。あ、そうだ。じゃあオレ達二人で掃そう除じを手伝いますよ」

　視線を向けられた女が頷く。

「えぇ、そうね。……ちょっとした大掃除になりそうだし」

「え？　いや、掃除など──」

　言いかけた言葉は、男の鋭するどい視線によって止められる。その指先で示されたのは、扉とびらの外。そこで、ようやくその言葉の本当の意味を理解した。

　扉一枚を隔へだてた場所からは隠かくしきれない剣けん吞のんな気配が、それも複数感じられた。

「早くカウンターの下へ。絶対に出てこないでくださいね」

　こちらを庇かばうように立ち上がった女が言う。

　目の前の二人の素性は知れない。しかし、外にいる者達は、間ま違ちがいなく招かれざる客だ。

　マスターは小さく頷くと女の指示に従った。

　身を隠かくしたその刹せつ那な、バンと乱暴に扉が開かれ、複数の足音が静かな店内に響ひびいた。カウンター下に置いた樽たるの陰かげからそっと様子を窺うかがうと、顔を布で覆おおった屈くつ強きような男達が六人、男女と向かい合っていた。その腰こしには皆みな、剣を帯びている。

「もう閉店ですよ、お客さん」

　悪意を隠そうともしない相手に臆おくした様子もなく、緩い口調で男が言う。

「この店の主人は、どこだ」

　ぐるりと店内を見み渡わたした覆ふく面めんが、男に問うた。

「さぁて、どこでしょう？」

　笑いさえ含ふくめて返した男に、覆ふく面めん達から剣けん吞のんな空気が溢あふれだす。

「ふざけていないで、正直に言った方が身のためだぞ」

　言うと、覆面の一人が素早く女の背後に回り、その首に抜ぬき身の剣を当てた。

　だが、男の表情は変わらない。それどころか、剣をあてがわれた当の本人からも全まつたく怯おびえた様子は見られない。

「ちょっと、何簡単に背後取られてるのさ」

　その上、呆あきれたように肩かたを竦すくめて女にそう言った。女は小さく息を吐はくと、形の良い眉まゆを僅わずかに寄せる。

「仕方がないでしょ。こうでもしないと此処ここ、狭せまくて間合いが取れないんだか、らっ」

　強めた語尾とともに、捕とらえられていた腕うでの中から女の姿が消え、代わりに長いスカートがふわりと舞まった。同時に、剣を突つき付けていた覆面の顔面に女の踵かかとが綺き麗れいに決まり、短い悲鳴とともにどさりと倒たおれる。

　女は、倒れた相手の喉のど元もとを容よう赦しやなくヒールで踏ふみつける。今度こそ鋭するどい悲鳴が上がり、そして覆面は動きをなくした。

「気安く触さわってくれてんじゃないわよ？」

　女は、赤い口元を釣つり上げ妖よう艶えんに笑む。

「──こ、このアマ！」

　あまりに惨むごい仲間への仕打ちに、僅かな時間絶句していた覆面達が一いつ斉せいに剣を抜き、女へと切りかかる。

「ちょっと、アタシばっかりに相手させてないで、アンタも手伝いなさいよ！」

　まるでステップを踏むように軽やかに剣けん筋すじを避さけながら、女が男へと不平を漏もらす。男はと見れば、カウンターに片かた肘ひじを突ついて、まるでショーでも見るかのようにその様子を眺ながめていた。

「えー。だってオレ、素手じゃ戦えないし」

「だからってのんびり観戦してんじゃないわよ！」

　嚙かみつくように言うと、女は覆面の腹に拳こぶしを叩たたきつけて剣を奪うばい、未いまだカウンターへ腰こしを落ち着けている男に向かって振ふりかぶって投げつける。

「うわー。今の投げ方、何だか悪意がこもってたんだけど？」

　抜き身の剣をボールでも受け取るような気安さでキャッチした男が、子どものように口を尖とがらせた。

「うるさいわね。いいから早く加勢しなさいよ！」

「オレ、他人の剣って嫌きらいなんだけどねぇ」

　不満げに言うと、男は手の中でその感覚を確かめるようにくるりと剣を回した。

　そして、手首を返すやいなや、横なぎに一いつ閃せん。そして振り返りざまにもう一閃。その間、僅か一息。

「──っぎゃああああ！」

　獣けもののような悲鳴がその場に響ひびく。声から遅おくれること数すう拍はく。男に向かって剣けんを振ふり上げていたはずの覆ふく面めん二人の、顔を覆おおう布が真っ赤に染まった。

　剣を落とした覆面達は、両手で顔を押おさえて床ゆかへと転がり、男の足元で苦痛に悶もん絶ぜつする。だが、男の視線が向く先は既すでに倒たおれた相手にない。正面から切りかかってくる敵を見み据すえ、男は紫むらさきがかった瞳ひとみを細めて薄うすい笑みを浮うかべた。

　上段へと突つき出された剣を身を屈かがめて難なく躱かわすと、低く保った姿勢のままで相手の脇わき腹ばらに鋭するどい突きを返す。

　うめき声とともに倒れた相手から剣を抜ぬき、そして、不服そうな表情でそれを目前に掲かかげた男は、眉み間けんに皺しわを寄せて深いため息をついた。

「ほら、やっぱり変なクセがついてる。だから嫌いやなんだよね、ヒトの剣って」

　先に女が倒した二人を含ふくめ、ほんの数秒で五人の仲間を倒され、残った一人が怒いかりに身を震ふるわせる。

「き、貴様ァア!!」

　最後の覆面が咆ほう哮こうを上げながら、その鍛きたえられた腕うでを頭上から振り下ろす。

　キンッ、と初めて男の剣が金属音を鳴らす。相手の一いち撃げきを受け止めたものの、体格の良い覆面の中でも一際身体からだの大きなその相手と対たい峙じすると、線の細い男はまるで子どものようだ。力任せに押おされ、男の身体が僅わずかに沈しずむ。

「何だ、さっきの余よ裕ゆうはどこにいった？」

　顔を覆う布の隙すき間まから、僅かに覗のぞく口元が歪いびつに釣つり上がる。

「そんな細腕で、俺おれに敵かなうと思うのか」

　上から押し付けられた剣が、男の顔のすぐ上まできていた。覆面の腕に更さらなる力が入る。ついに、押し負けた男の膝ひざが、崩くずれるように床ゆかにつく。

　覆面の口元に笑みが浮かぶ。

　──しかし。

「……え？」

　覆面は、おそらく自みずからが見たものを理解することができなかっただろう。

　勝利を確信した、その直後。突とつ如じよ、腕を引かれる感覚と同時に全すべての視界が上下に反転したのだ。

「なっ……!?」

　叫さけんだ疑問は言葉にならず、頭に殴なぐられたような衝しよう撃げきと激痛が走ったのを最後に、覆面の世界は暗転した。

「『素手じゃ戦えない』って言ったのは、どこの誰だれだったかしら？」

「帰郷の度たびに懲こりずに再会の抱ほう擁ようをしてくる誰だれかさんのおかげで、オレにも投げ技が身に付いていたみたいだね」

　責めるような口調の女にしれっと言い返した男は、足元に落とした剣けんを拾ひろい、重なり合って伸のびている元の持ち主へと返へん還かんする。

「マスター、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そして、緩ゆるい笑みを湛たたえて、カウンターへと声を掛かけた。

　マスターは、力の入らない足を引きずるようにしてカウンターの下から這はい出ると、信じられない思いで目の前に立つ二人組を見つめた。

「あんた達は、一体……」

「オレ達は、この国であなただけが知っている昔話を聞きたくて此処ここに来たんですよ、〝エールデ〟様」

「どうして、その名を……」

　今では滅めつ多たに呼ばれることがなくなった己おのれの名に、マスターは目を見開く。

「十五年前、戦場で──と言えば、分かっていただけますか？」

　飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさず、しかしその瞳ひとみはぶれることなく真まっ直すぐにこちらを見み据すえる。

「コイツらは、あなたに昔話を語られては困る人が差し向けたんでしょうね」

　重なり倒たおれる悪漢をつま先で蹴けりながら、男は言う。

　男の見解は、おそらく正しい。そして、覆ふく面めん達を差し向けた人物が誰であるかも、見当がついていた。奴は、たとえ確証がなくとも、僅わずかでも危険性を感じれば即そく座ざにそれを取り除のぞく。そこには一いち抹まつの迷いも躊躇ためらいもない。

「仮に、儂わしがその昔話とやらを知っていたとして……あんたはそれを聞いて、どうするつもりだ？」

　マスターは静かに問うた。目の前の相手が自分の想像通りの者だったとすれば、その答えには予想がついたが、それでも敢あえてマスターは相手へとその答えを求めた。

　だが、男からの回答はマスターが考えていた内容と全まつたく異なるものだった。

「その話で、救われる子がいるかもしれないんだ」

「救われる子……？」

「あなたも知ってるでしょう？　神国の民を救うためだと言いくるめられ、まんまと生贄にされてしまった〝天使様〟ですよ」

　はっとして顔を上げる。途と端たんに鋭するどい光を帯びた紫むらさきの瞳ひとみに射い竦すくめられるが、その瞳に挑いどむように、マスターは両りよう拳こぶしを握にぎり固めた。

「もし儂があんたに話せば、この国全すべての民を裏切ることになる。それは、儂にはできない」

　マスターの言葉に、だが紫の瞳は動かない。

「しかし、彼女を救いたい気持ちは、儂とて同じだ。だから儂は、儂が話すことのできる相手にその真実を告げよう」

「その相手は、オレが信ずるに値する人かな？」

　食えない笑みを湛たたえて男は問う。

「まだ未み熟じゆくであることは否定できない。だが、儂わしが育てた者だ」

　そう言い切ると、男は暫しばし、こちらを探るように見つめ、やがて小さく笑んで肩かたを竦すくめた。

「なるほどね。それじゃあこちらはあなたを信じて、そのヒトにお願いすることにしますよ」

　言って、床ゆかに転がる覆ふく面めんを二人まとめて摑つかみあげると外の通りへと放り出す。

「いいの？　こいつらをそこいらに放っておいて」

　同じく二人を軽々と摑んだ女が言う。

「こいつらは、金で雇やとわれたゴロツキだよ。大方、牽けん制せい目的で、ちょっと脅おどしてこいとでも命じられたんでしょ」

　ゴミでも捨てるように全すべての覆面を通りへ転がすと、男は両手を払はらってこちらを振ふり返る。

「それじゃ、またどこかでお会いしましょうね、マスター」

　軽く手を振り微笑ほほえむと、振り返ることなく男は店を去っていく。女もまた、その後へと続いた。

　暫しばし呆ぼう然ぜんとその背を見送ったマスターだったが、やがて二人の名前さえ聞いていなかったことに気が付く。今ならまだ二人に追いつく。咄とつ嗟さに扉とびらに手を伸のばしたが、その手は扉を引くことなく止まった。

「……知らずにいる方が、互たがいのためか」

　小さく首を振ったマスターは、今度こそしっかりと扉に閂かんぬきを落とし、店みせ仕じ舞まいを完了した。
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　予定より五日ほど早く到とう着ちやくしたシュヴァインを、王国側の予想に反して法王はにこやかに受け入れた。

「法王様に早くお届けせんと、頑がん張ばらせていただきました」

　そのことに気を良くしたのか、堂々と胸むねを張りそう言い放ったシュヴァインだが、彼はヂェスから王への反逆罪を指し摘てきされ、内心気が気ではないはずなのだ。だが、もしそれを気にしながらも全まつたく表に出していないとすれば、自じ称しよう王国一の商人だというのも伊達だてではない。

「貴き殿でんの仕事ぶりは、我が国でも評価が高い。よい品を届けていただき感謝する」

　朗ほがらかな態度で接する法王に、シュヴァインはその血色の良い頰ほおを震ふるわせた。

「あぁ、何ともったいないお言葉。今後とも、よい付き合いをさせていただければ幸いでございます、法王様」

　感極まった男だん爵しやくが法王に握あく手しゆを求め、終始穏おだやかなやり取りで取引は無事に完結する。

　従者の手から受け取った納品書に自みずからサインをした法王は、軽く手を叩たたいてその場をまとめた。

「さぁ、長旅で疲つかれているだろう。ささやかではあるが食事を用意させている。あぁ、もちろん従者殿方も一いつ緒しよにな」

　法王は絶えず笑みを浮うかべているが、だが従者らを見る一いつ瞬しゆん、それが鋭するどくなっていたことに、浮かれた男だん爵しやくが気付くはずはない。

「いえいえ、斯か様ような者が法王様とご一緒するなどとんでもございません！」

　当とう惑わくしたような様子を見せた従者に代わって、男爵が口を挟はさむ。

「まぁよいではないか。そこの男、そなたは何か得意なことはないのか？」

　先ほど納品書を手て渡わたした従者の一人に向かって、面白そうな口調で法王が問う。だが、男は恐きよう縮しゆくしたように首を竦すくめると、囁ささやくような声で「いいえ」と呟つぶやき、そのまま俯うつむいてしまった。

　その様子に、法王は小さく苦笑する。

「それは残念だ。シュヴァイン殿の従者を務める者には過度な期待をしすぎてしまう悪いクセがついてしまっておるようだ」

　冗じよう談だんめかして言った法王に、すかさず男爵が頭を下げた。

「大変申し訳わけございません、法王様。こ奴やつはただの荷物運びですので、大した芸も特技も持ち合わせてはおりませんでして……後程、我が国でもトップクラスの踊おどり子の舞まいをご覧にいれましょう」

　もみ手をせんばかりの口調と上うわ目め遣づかいで従者と法王の間にずいと身体からだを割り込ませた男爵は、背後に控ひかえるドレス姿の女を示し言う。女は長いスカートの裾すそをつまんで膝ひざを折ると、妖よう艶えんに微笑ほほえんで見せた。

「ほう、貴国で一番。それは楽しみだな」

　王の関心が従者から逸それたことに内心で大いに安あん堵どしながら、男爵はようやく本題を切り出す。

「ところで法王様、吾わが輩はいの用よう心じん棒ぼうは貴国のお役に立ちましたかな？」

「あぁ、彼女のおかげで素晴らしい礼拝期間となった。斯様な者を紹しよう介かいしてくれた貴き殿でんには大変感謝しているよ」

　優ゆう雅がに両手を広げて見せる法王に、シュヴァインは頰ほおを釣つり上げた。これは、今後の商売にも繫つながるのでは、などと考えているのが傍はたから見ても分かる笑みで頰をてからせている。

「あぁ、何ともったいないお言葉！　これしきのことで法王様の麗うるわしい笑顔を見せていただけるのならお安いものです！」

　またペラペラと薄うすい賛辞を浴びせ始めた男爵の袖そでを、従者が横から軽く引いた。それによって再び我に返った男爵は、はっと動きを止めて視線だけで従者を見み遣やる。穏おだやかそうな笑みの中に冷たさが混じるその視線を感じ取った男爵は、ワザとらしい咳せき払ばらいを一つして、あらためて法王へと向き直った。

「え、えー、あの、法王様。それで、先ほどから姿が見えませんが、コハクは今どこにおりますでしょうか？」

　探るように問うた男だん爵しやくに、法王は眉み間けんに指を当て、小さくため息をついて見せた。

「あぁシュヴァイン殿。それがな、困ったことに彼女が帰りたくないと申して姿を隠かくしておるのだ」

「な、何ですと!?」

　耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声でシュヴァインが叫さけぶ。

「私の推すい測そくだが……彼女の音楽はこの短期間で多くの国民から支持を受けておるからなぁ。シュヴァイン殿、もしかすると、帰国したところで彼女は音楽を演奏する場所がないのではないか？　彼女は音楽を奏かなでることが大層好きなように見受けられた。だからこそ、帰国を拒こばんでおるのではないだろうか」

　法王の言葉に、今度こそシュヴァインの顔が青くなる。

「ほ、法王様！　小こ娘むすめの我わが儘ままにお耳を貸される必要などございません！　今すぐ探し出してまいります！」

「そう急せかれるな、シュヴァイン殿。今我が弟が彼女を探しておる。隠れる場所など、たかが知れている。直じきに連れてまいるだろう」

　あからさまな動どう揺ようを見せた男爵に、だが法王はたおやかな所作で片手を開き、テーブルを指した。

「さぁ、せっかくの料理が冷めてしまう。食事をしながら待つことにしないか？」

　法王にそこまで言われてしまうと断れず、シュヴァインは中ちゆう途と半はん端ぱな笑みで顔を強こわ張ばらせながら先導する法王の後に続く。

「男爵」

　背後からの小さな呼びかけに、シュヴァインは足を止めて振ふり返る。先ほど法王に声を掛かけられた従者の男が、真まっ直すぐにこちらを見ていた。その視線は鋭するどく強く、先ほどのような気おくれした様子は見受けられない。

　その視線を受け、シュヴァインは微かすかに頷うなずく。そして、小さく咳せき払ばらいをすると、周囲に聞こえるように声を張った。

「ああー、お主達は、先に船に戻もどって吾わが輩はいが帰るまで待っておれ」

　しっしと追い払うように従者達に帰船命令を出したシュヴァインは、ちらりと従者の一人を見み遣やる。視界の端はしに映うつったその男の口元が僅わずかに上がり、特とく徴ちよう的てきな紫むらさきの瞳ひとみが頼たのもしげに光る。

「──頼みましたぞ」

　祈いのるような気持ちを込めて口の中でそう呟つぶやいた男爵は、法王の背を追って再び前を向く。すると、法王もまた後ろを振り返り、去っていく従者達を見送っていた。

「シュヴァイン殿、先ほどの従者は面白い眼をしているな」

「へっ？　あ、あぁ。そうですな。言われてみれば、珍めずらしい色かもしれませんなぁ……」

　動どう揺ようしながら言った男だん爵しやくを見つめた法王は、薄うすく張った氷のように笑み、そして言った。

「──シュヴァイン殿。私から一つ、貴き殿でんに提案があるのだが」
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　男爵の船が到とう着ちやくしたと知ったコハクは、何かを考えるよりも早く、その場から逃にげ出していた。人目を避さけて神しん殿でん内を駆かけているうちに、気付けば大聖堂の中央にそびえる塔とうの上まできてしまっていた。国を一望できるその場に佇たたずみ、コハクは唇くちびるを嚙かみしめた。普ふ段だんなら心が躍おどるだろうその風景も、濁にごった視界の中では何の魅み力りよくも感じられない。

「……どうしろって言うんだよ」

　思わず漏もれた言葉は、背後から吹ふき付ける冷たい風の中に消える。束ねることなく背に流した髪かみがコハクの心境を表すように四方へ散らばり暴れる。

　法王は、選せん択たくをコハクに任せると言い切り、それからこちらには干かん渉しようしてこない。コハクがどちらを選択したところで、彼の目的である〝王国へ宣戦布告する大義名分〟は確立しており、更さらに言えば、コハクが神国の民を見捨てることができないことすら見み越こしているのだろう。

　そして、法王の読みは悔くやしくも正しい。コハクが迷っているのは自身の感情の置き所だけであり、答えは既すでに不動のものとなっていた。その状じよう況きようが、コハクには苦しく辛つらい。

　ふいに、大司教を装ったフォルモンドの言葉が思い出される。自分が信じたとおりに行動することが難しいと言った彼の言葉が、今なら少しだけ分かるような気がした。それがまた、自分が築いてきたものが目の前で潰つぶされたように感じ、どうしようもない悔くやしさが湧わき上がる。

「──コハク様」

　背後から、今ではすっかり耳慣れた声が静かにコハクを呼ぶ。

「……何しに来た」

　後ろを振ふり返ることなく、コハクは低く硬かたい声音で応じる。

　相手は、僅わずかに怯ひるんだように間を空けて、そして思い切ったように再び口を開いた。

「申し訳わけ、ありません……」

　相手が思いつめたような謝罪を口にした途と端たん、コハクは勢いよく振り返る。そこには、法王と同じ顔をした男が、全まつたく真逆の表情をして立っていた。

　コハクは相手の顔を睨にらみつけ、そして叫さけぶ。

「申し訳ない？　あんたは、一体何に対して謝ってんだ？　兄貴の策略を知っていながら素知らぬ顔をしていたこと？　それとも、この計画のためにあたしに近づいて友人のふりをしたことか!?」

「違ちがう！　それだけは、違います……私は、本当にあなたのことを……」

「──あぁ、そうだな。違うんだ。あたしも、そんなことを怒おこってんじゃねーんだよ！」

　苛いら立だたしげに拳こぶしを柱へとぶつける。石造の巨きよ大だいな塔とうは、コハクの拳くらいでは衝しよう撃げきを僅わずかも床ゆかに伝えることはない。それが、自分の存在の小ささを表しているようで、コハクは奥おく歯ばを嚙かみしめた。そして、ふうと息を吐はくと今度はゆっくりと目の前に立つ〝友人〟に問うた。

「なぁノイ。一つだけ教えてくれ。あんた自身も、今のこの状じよう況きようを望んでいたのか？」

　ノイモントは、胸むねのあたりで両手を重ねたまま動きを止める。口を開くことなく、ただコハクの瞳ひとみを見つめる。答えないのではなく、答えることができないという表現が正しいのだろう。

　それほどに、ノイモントは追い詰つめられた表情をしていた。

　コハクはぐちゃぐちゃと身体からだ中を駆かけ巡めぐる様々な感情を押おし殺し、努めて冷静な声を装って更さらに問いを重ねる。この場で感情に負けて声が震ふるえてしまうようなことだけは、意地でも避さけたかった。

「もし、あんたも兄貴と同じように戦争を望んでいたんだって言うなら、あんた達兄弟の罠わなにまんまと嵌はまったあたしが馬ば鹿かだったってだけの話だよ。けど、あたしにはあんたが戦争を望んでいるとは思えない」

　静かに告げたコハクの言葉に、ノイモントが両手にぐっと力を入れたのが傍はたからも見て取れる。口を開きかけ、そして再びその口を噤つぐんだノイモントだが、言葉はなくともその答えは明白だった。

　コハクは拳を握にぎりしめ、相手を精せい一いつ杯ぱい睨にらみつける。そして、言う。

「だったら、あんたはちゃんと戦うべきだったんだ。あたしは、自分の気持ちから逃にげて、あんたが戦わなかったことに怒ってるんだよ！」

　一息に言い切ったコハクの言葉に、ノイモントは打たれたように目を見開いた。やがて、組んでいた両手がほぐれ落ちるように両りよう脇わきへと下がる。だが、ぐっとその拳を握りしめると挑いどむような視線でコハクへと向き直った。

「分かってるさ！　でも、簡単に言わないでくれ！　私はフォルモンドとは違う！　人を動かす力もなく、武器を取る強さもない　！　そんな私が、一体どう戦えばよかったと言うんだ!?」

　それは、終始穏おだやかだが、決して本心を出さなかったノイモントが初めて見せたむき出しの感情だった。

「私だって、戦争など望んじゃいない！　けど、仕方がないんだ！　この国は、外から見える以上に窮きゆう乏ぼうしている。供く物もつでなんとか体面を保っているが、このままでは、立ち行かないんだ。幸い、連合国群はそのことに気が付いていない。小国ながら武力に自信のある国も多い。ならば、まだ余力があるうちに団結して戦いを挑むべきだとしたフォルモンドの考えを、この国に住まう私には否定する権利はない」

「なら、この先ずっと、この国は他国へ戦争を仕し掛かけて他国から奪うばうことで生きながらえていくっていうの!?」

「それは……」

　ノイモントが言葉に詰つまる。

「あんた達がしようとしてるのは、そういうことじゃないのかよ!?」

　感情が先立ち、自身の意見を上手うまく伝えられないことに苛いら立だちを感じながら、コハクは叫さけぶ。

　コハクの育て親は、たとえスラム暮らしの苦しい中にあっても、他人を傷つけその物に手を出すことを決して許しはしなかった。一度でも手を汚よごし、地へ落ちてしまえば、あとは人から追い立てられ、地べたを這はう生活しか残されない。そうならないように、文字を覚えた者は代書人に、手先の器用な者は刺し繡しゆう職人にと、育てていた子ども達全すべてに真っ当な生き方を示してくれたのだ。コハクより年上の子ども達は、皆みな各職で立派に生きている。

　最後に残るは、一番年少だったコハクだけなのだ。亡くなった育て親のためにも、自身の矜きよう持じのためにも、コハクには旋せん律りつ士しになるという強い想おもいがある。だからこそ、こんなところで打ちひしがれて立ち止まっている暇ひまはない。

　拳こぶしを固めたコハクは自身に言い聞かせるかのように語気を強めて言い放つ。

「あたしは、絶対にこの場を諦あきらめたりしない！　たとえ王国から敵視されても、一人になっても、絶対最後までこの現状に抗あらがって、戦ってやる！」

　ノイモントが、再び打たれたように瞠どう目もくする。その目から視線を外さず、コハクはぐっと下から睨にらみつけた。

　コハクの決意は固かったが、同時にそれはひどく辛つらいものだった。その決断は、生まれ育った国に後ろ指を指されて背を向けられる行こう為いであることには間ま違ちがいないのだから。

　高ぶった感情を、コハクは僅わずかに残る理性で何とか押おさえつけてはいたが、少しでも気を抜ぬけば、感情に負けて泣なきだしてしまいそうだった。

　二人の間の空気がぴんと張りつめる。相手もまた、こちらの視線を受けたまま微び動どうだにしない。

　睨み合うこと暫しばし、その場に張りつめた静せい寂じやくを打ち破ったのは、突とつ如じよ背後から介かい入にゆうした、石を鳴らす靴くつ音おとだった。

　その意味に気付いたノイモントは、一いつ瞬しゆん浮うかんだ動どう揺ようをすぐさま取り繕つくろい、その場に現れた訪問者を振ふり返る。

「すみません、ここは一いつ般ぱんの方はお入りになれない場所です。お戻もどりいただけますか？」

　大司教の白い装束が風に広がり、コハクの視界から訪問者の姿を隠かくす。

「あぁ、すみません。ここは立ち入り禁止なんですか。そこに女の子が居るからいいかなと思って」

「──彼女は、この聖堂で神に仕える方です」

　言葉の中に僅かな警けい戒かいをにじませながら、ノイモントが答える。だが、訪問者は臆おくすことなく、あろうことか鼻で笑って言い放った。

「神に仕える？　そんなはずはないでしょう」

　信じられない思いで、コハクはその声を聞く。耳に絶対の自信を持つコハクは、人の声をも聴きき分ける。

「だって、彼女は善ぜん良りようなる一国民だ──我が王国のね」

　そして何より、コハクが彼の声を間ま違ちがえるはずなどない。

「──っ」

　だが、その名を呼ばわる寸前で、コハクは今の自分の立場を思い出し、動きを止めた。覚かく悟ごをしたものの、彼から直接敵視されることが怖こわかった。

　男の方へ向かって一歩踏ふみ出したノイモントが、穏おだやかに言う。

「……シュヴァイン殿の従者の方でしょうか？　申し訳わけありませんが、コハク様には王国に戻もどられる意思がないようです」

　ノイモントが腕うでを広げて、コハクを背に隠かくすようにして男の前に立つ。だが、男はノイモントの発言に困こん惑わくした様子もなく、平へい坦たんな声でそれに応じた。

「ふーん。それって本当に彼女の意思？　オレには、どうも信じられないんですよね」

「……もちろんです。コハク様は演奏の場を与えられるこの国を気に入ってくださいました。私達国民もまた、コハク様の音楽が聴けることを心より望んでいます。音楽を奏かなでられない王国に戻るよりも、我が国に居たいとお思いになるのも当然では？」

「──演奏の場を与えられる国を気に入った、だって？　──はは……あははは!!」

　ノイモントの言葉を繰くり返した男は、何を思ったか突とつ然ぜん盛大な笑い声を上げた。

　その様子に、ノイモントはもとより、背後で息をひそめていたコハクまでもが驚おどろきに声を失う。

　ひとしきり笑った男は、やがて小さく息を吐はいてからゆっくりと顔を上げた。その瞳ひとみの力強さに、ノイモントは僅わずかに後ずさる。

「なるほどね、これではっきりした。それは、彼女の意思じゃない」

「な、何を根こん拠きよに」

　思わず声を上ずらせたノイモントに、男は小さく肩かたを竦すくめた。

「場所がなければ、自みずからその場を探し駆かけ回る。それがオレの知るコハクって子なんだよ」

　にこりと笑ってさらりと言った男の言葉と、風に舞まう袖そでの陰かげから目に映うつったその表情に、コハクは自らを押おさえていた最後の理性が吹ふき飛ぶのを感じた。

「──ヂェス……」

「やぁ、コハク。久しぶり」

　ようやく声を絞しぼり出したコハクに、その男は何の気負いもない笑みで小さく手を振ふってみせた。

　同時に、今まで堪こらえていた感情が一気に吹ふき上がる。驚おどろいたようにこちらを見み遣やるノイモントが視界の端はしに映うつったが、それはすぐに流れ落ちる涙なみだの中へと姿を隠かくす。唯ゆい一いつ視界の中に残るのは、相変わらずの緩ゆるい笑みを浮うかべるヂェスの姿。

「──っ」

　何も考える暇ひまはなかった。コハクは視界を遮さえぎる長い袖そでの下を潜くぐり抜ぬけ、ヂェスの胸むねへと勢いよく飛び込んだ。

「一人で頑がん張ばったね、コハク」

　コハクの身体からだを受け止めたヂェスが、さらりと言う。

　その一言が、じわりとコハクの心に染みわたった。

「うわぁあああぁん！」

　気付けば、ヂェスの腕うでの中で、自分でもびっくりするような声を上げてコハクは泣ないていた。

　全身を震ふるわせて子どものように泣きじゃくるコハクを、ヂェスは小さく苦笑しながらも落ち着かせるように優しく背を撫なでる。

「はは、せっかく綺き麗れいな恰かつ好こうをしてるのに、そんなに泣いてちゃ台無しだ」

　からかうようなその口調が、コハクを安心させる。弱みを見せたくない一心で強がっていたが、自覚していた以上に、今の状じよう況きようが辛つらかったのだとあらためて思い知らされる。

「ヂェ、ス……あた、あたしのせいで、戦争が……」
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　しゃくり上げながら言ったコハクに、頭の上からヂェスの声が重なる。

「違ちがうよ、コハク。神国はもうずっと前から戦争を仕し掛かけるつもりで動いていたんだ。君はたまたまその渦か中ちゆうに巻き込まれただけ。──そうでしょう？　ノイモント司教」

　ノイモントの名を口にしたヂェスの声音が低く変わる。

「……君は、誰だれだ？」

「オレですか？　オレは彼女の友人であり、しがない作曲家ですよ。今は、ね」

　食えない笑顔で答えたヂェスに、ノイモントは戸と惑まどいを隠かくしきれないのか、そのまま言葉を詰つまらせる。そんなノイモントに畳たたみ掛かけるように、ヂェスは腕うでにコハクを抱いたまま口を開く。

「あなた方は、ずっと宣戦布告できるネタを探してましたよね？　関係がさほど悪くもないのに宣戦布告をしてしまうと、連合国から不信感を持たれる可能性がある。だから、暴動を起こさせたり、祭りに〝悪漢〟どもを紛まぎれ込ませたりして、なんとか王国のボロを出そうと躍やつ起きになっていた」

　すらすらと言うヂェスに、ノイモントは口を開かない。コハクもまた、その事実を驚おどろきとともに聞いていた。何故なぜ、作曲家であるヂェスがそんなことを知っているのだろうか。

「けど、全すべて空から振ぶりに終わった。あなた達が欲しがっていたネタ──王国が条約に違い反はんして騎き士し団だんを保有しているという確証は得られなかった」

「──ならば、私達があなた方にとって敵だと分かっているはずです。なのに、どうしてそんなことを、私に？」

「あはは。否定しないんですね。意外と潔いさぎよい。オレ、あなたのことは嫌きらいじゃないなぁ」

　茶化すように言ったヂェスから、ノイモントは警けい戒かい心しんを露ろ骨こつに浮うかべた視線を外さない。

「あなたにこんなことを言った理由は、後々お話しするとして──」

　そこで一度言葉を切ったヂェスは、ふいに腕の中のコハクへと視線を移した。そのままじっと目を見る。

　ひくり、ひくり、と繰くり返していたコハクのしゃっくりが、ヂェスの視線を浴びてぴたりと止まった。

「……ヂェ、ス？」

　紫むらさきの宝石、アメテュストと同色の瞳ひとみの中に、呆ほうけたような自分の顔が映うつりこんでいる。それを見た途と端たん、コハクは先ほどの自分の行動を思い出し、どうしようもない恥はずかしさがこみ上げた。子ども扱あつかいするなと散々言っておきながら、今の自分はまるっきり子どもと変わらない。

　居た堪たまれなくなり思わず視線を外したコハクに、上からヂェスの声が降る。

「ねぇ、コハク」

「な、何!?」

　動どう揺ようが思いっきり声に出てしまい、そのことで更さらにコハクは動揺する。動転して咄とつ嗟さに身を離はなそうとするが、それよりも早く、ヂェスが真しん剣けんな口調で問うた。

「この国のどこかで、音楽を連想させる何かを見かけたことはない？」

　コハクははっと動きを止めて、ヂェスの言葉に意識を集中させる。ヂェスが、何か重大なことを仕出かそうとしていることがその雰ふん囲い気きから察せられた。口調と同じく真剣な視線がこちらを見下ろしている。

　そして、その問いの答えをコハクは知っている。

「あるよ！　天使の像！　首にあたしと同じ旋せん律りつ器官があったから、きっと旋律士だよ。聖堂に置かれているんだ」

　勢い込んで答えたコハクの言葉に、ヂェスはにやりと口元を釣つり上げた。

「──やっぱりね。だけど、この国の人々がそれを認知してる様子はない、と」

「うん。法王も首を傾かしげてた。あれは、きっと演技じゃない」

　ノイモントを装っていたとはいえ、コハクが天使を旋律士だと指し摘てきした時の法王はその言葉を理解してはいなかった。

「あ。あと、像の台座に、楽がく譜ふが刻まれてたんだ。何の指示もない、ヂェスがあたしにくれたみたいな、すごく単純なやつ」

　ヂェスの顔色が変わる。そしてちらりとノイモントを見み遣やった。

「……見せてって言っても、今は見せてくれないだろうなぁ、さすがに」

「あたし、覚えてるよ！」

　言って、コハクはチャンスとばかりにヂェスから身を離す。そして、二人が何か言う前にすっと息を吸うと、毎朝中庭で演奏している音楽を奏かなでた。風に霧む散さんして、その音は遠くまで響ひびくことはなかったが、それでも塔とうのドーム型の屋根の中でくるくると音おん符ぷが飛び回るように音が弾はじける。

　決して長くない音楽だが、それを奏でている間、コハクは今自みずからの身に起こっている全すべてのことを忘れてのびのびとした音を紡つむいでいた。

　最後の音を流し切ると同時に目を開くと、いつもの穏おだやかな表情を浮うかべたノイモントが視界の先にいた。

　だが、コハクと目が合うと、途と端たんに我に返ったようにその表情を険けわしく切り替かえる。

「ヂェス、どう？」

　楽譜を知らせるための演奏ではあったが、ヂェスに少しは成長しただろう演奏を聴きかせたかったという欲求がなかったわけではない。

　しかし、振ふり返ったヂェスは、咄とつ嗟さに楽譜を書きつけたのだろう手帳を広げて、今までの彼からは見たこともない難しい表情を浮かべていた。

「ヂェス……？」

　不安に駆かられたコハクは、ヂェスの顔を覗のぞき込む。

「コハク、今のは、本当にこの国にあった音楽なの？」

「そうだよ。何も指定記号がないから、あたしが勝手にアレンジしてるけど」

「もしかして、初めにそれを演奏した時、周囲で嫌いやがった人もいたんじゃない？」

　まるで見たかのように言い当てたヂェスに、コハクは驚おどろきとともに頷うなずいた。

「う、うん。最初に演奏した時、町の皆みんなが戦争を思い出すって怖こわがって……」

「──そうか。うん、そうだったんだ」

「ヂェス……？」

「──悪あく魔まは、確かに存在したんだ」

　コハクの戸と惑まどいに答えることなく、ヂェスは、笑みとも歯は嚙がみとも取れる口元でそう呟つぶやくと、パタンと手帳を閉じる。そして、コハクの両肩かたに手を置くと、身を屈かがめて視線を合わせた。

「いいかい、コハク。これから、神国と王国との間で戦争が起きる。これはもう止めることができない」

　ヂェスの言葉に、コハクはぐっと唇くちびるを嚙みしめる。分かっていたことだが、あらためてヂェスの口から告げられると、その事実は重く胸むねへとのしかかる。

「そして、君はこの国から出ることができない状じよう況きように陥おちいっている、そうだね？」

　断言したヂェスに今いま更さら誤ご魔ま化かしは通用しない。コハクは俯うつむき、こくりと首を倒たおす。ヂェスはコハクの身に起こったことをも全すべて把は握あくしているらしい。

「戦争が始まれば、オレは王国側として神国と戦う立場になる。それも、分かるよね？」

　子どもに言い聞かせるようなヂェスに、しかし頷うなずくことしかできないコハクは再び首を縦たてに振ふる。ヂェスの年ねん齢れいなら、間ま違ちがいなく戦力として駆かり出されるだろう。それを拒きよ否ひすることは、いくら有名人と言えども、一いつ介かいの国民には難しい。

　コハクの肯こう定ていを見て取ったヂェスは、自みずからも頷き、しかし次の瞬しゆん間かん、コハクが思いもしない言葉を発した。

「神国にいる間、君は〝味方〟じゃなく〝敵〟であるオレの姿を突つき付けられるかもしれない」

　ヂェスの言葉の意図が読めず、コハクは咄とつ嗟さに問いかけようと口を開いた。様々な疑問が駆け巡めぐったが、ヂェスの普ふ段だんからは想像もつかないほど真しん剣けんな眼まな差ざしに気付き、コハクは喉のど元もとまで出ていた言葉を飲み込んだ。

「それを知って、嫌きらってもいい、軽けい蔑べつしてもいい。でも、オレがこの戦争を収めたいと思っていることだけは、信じていてほしい。オレを信じて、この国で音楽を奏かなで続けてほしいんだ」

　何か言おうとして、しかし結局言葉は喉を通らない。

　コハクの当とう惑わくを読み取ったらしいヂェスの視線が少しだけ緩ゆるむ。

「……君にとって辛つらいことを言ってるって自覚はあるよ。でも、この戦争を収めるには、この国で奏でる君の音楽が必要なんだ」

「戦争を、収めることができるの!?」

　勢いよく顔を上げたコハクに、ヂェスはいつもの緩ゆるめの笑みを向ける。

「うん。コハクがオレのことを信じてくれるなら、君の決意と一いつ緒しよにオレも戦うよ。だから、辛つらいかもしれないけど、もう少しこの国に残っていてくれる？」

　その言葉が、ヂェスがコハクを信じていることを前提に話されていることに気付いたコハクは、両りよう拳こぶしをぐっと握にぎりしめた。

　たとえ一人きりになっても、諦あきらめないと決めた。だが、そこにヂェスが手を添そえてくれるという。たとえ隣となりに立ってはいなくても、どこかで自分を信じて一緒に戦ってくれる人がいる、それだけで人はこれほど強い気持ちになれるのか。

　湧わき上がった感情の抑おさえがきかず、コハクは目の前のヂェスに思い切り抱き付いた。

「信じる！　信じて、ここで頑がん張ばる！　……だから」

　この国でコハクが音楽を奏かなでれば、それは再び法王によって、王国を倒たおすべく、神国の人を動かす道具として使われるかもしれない。

　怖こわくないといえば噓うそになる。それでも、戦争が長引いて、王国や神国にいる大切な人達の命が消えてしまう方がずっと恐おそろしい。

　コハクは抱き付いた腕うでに力を込める。

「だからさ、お願い。ヂェスも……絶対に、死なないで」

　囁ささやくようにそう言うと、ヂェスはコハクの頭をそっと撫なでた。そして、低く言う。

「……死なないよ、オレは」

　小さく、だがはっきりと言い切ったヂェスは、すぐに苦笑交じりの声で続けて言った。

「あとね、コハク。小さな子どもじゃないんだから、もう少し感情と行動を切り離はなせるようになるべきだとオレは思うなぁ」

　この場でヂェスがそんなことを言い出した意味が摑つかめず、腕の中から首を傾かしげて見上げると、ヂェスは再び小さく苦笑して、「まぁ、いいか」とあっさりと自己完結してしまった。

「さてと」

　切り替かえるようにそう言うと、ヂェスは先ほどから身動きしないでいるノイモントに向かって満面の笑みを向けた。

「さっきからそこで固まってらっしゃる司教様。あなたも、オレ達と一緒に戦ってみようと思ったりはしませんか？」

「……どういうことでしょうか？」

　当とう惑わくした声で尋たずね返したノイモントに、ヂェスはにっこりと微笑ほほえみかけた。

「うーん。簡単に言っちゃえば、『たとえ相手が国だとしても、皆みんなで刃向かえば怖くない』──ってこと？」

　そう言ったヂェスの顔は、微び笑しようの中にも大変悪そうな表情を浮うかべていた。
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　嫌いや味みなほどに真っ白な衣に身を包んだ使者が、広げた公文書を朗ろう々ろうと読み上げる。

　正面の王座に座った国王は、肘ひじ置おきに凭もたれながら黙もくしてただ聞き役に徹てつする。その表情からは彼の心中を量り知ることはできない。

　法王の名で文章を締しめた使者は、丁てい寧ねいな手つきで文書を巻き直し、台の上へと乗せる。横に控ひかえていた王の側近がその台を抱え、王の元へと差し出した。

「──非常に回りくどく長ったらしい文章ではあったが、要約するとだ」

　台が足元に置かれるのを待って、王がようやく口を開く。

「悪あく魔まを信じる我が国は貴国等にとって許し難がたい存在であるから、悔くい改めて神の赦ゆるしを得ろ。さもなくば神の命の下、悪魔を倒たおしにくるぞ──と」

　発せられた声は、決して大きくなかったが、その言葉を受けた使者は息を飲み、僅わずかに身体からだを強こわ張ばらせる。

「わ、我々も戦いくさを望んでいるわけではなく、ただ貴国に巣食う不ふ浄じような伝説を取り除のぞかんと……」

　思わずといった体ていで言い繕つくろった使者に、燃え盛る炎ほのおを連想させる瞳ひとみが正面から睨にらみつける。

「不浄、とは聞き捨てならんな」

　今度は、明らかに声に怒ど気きが混ざる。使者の肩かたがびくりと震ふるえた。

「十五年前、長年続いた戦いを終えた時に、我らは互たがいの領地を奪うばい合うことを止やめ、互いを信しん頼らいするためにと、貴国の言う悪魔──つまり、騎き士し団だんを解散させた。そのことに相そう違いないな？」

　使者が答える前に、王は続けて言い募る。

「武力を手放してまで貴国と友好でありたいと望んだ我らに対し、三百年前のおとぎ話を理由に、再び戦を仕し掛かける貴様らの神が、果たして崇すう高こうであると言えるのか？」

「か、神を愚ぐ弄ろうするか！」

　声を荒あららげた使者に、王はふんと鼻で笑う。

「貴様が先ほど申したことは、よほど今の言葉をしのぐ愚弄ぶりだったがな」

「くっ……そ、それでは貴国は最後の申し入れを拒きよ否ひしたと、法王へは伝えさせていただく！　次回の会合が、正式な宣戦布告の場となりましょう」

　かっと顔を赤めた使者は、礼もそこそこに立ち上がると、足早にその場を後にする。

「ふん、まるで逃にげるように帰りおったな」

　不満げな口調で言う王に、側近が呆あきれたように息を吐はく。

「あなたが苛いじめるからですよ」

「何、あれくらいで苛めるなどとは生ぬるい。相手が法王であれば、さっきの倍以上は応おう酬しゆうが飛び交ったぞ。所しよ詮せん、使い走りだな」

「口論であなたと対等に戦えると言うからには、法王も相当な口をお持ちなのですね」

　側近の皮肉を意に介かいした様子もなく、さも愉ゆ快かいそうにくっくと喉のどを震ふるわせて笑いながら、王は丸めた公文書を指先で弄もてあそぶ。

「そう言うお前とて、奴やつ等らの下らない言いぐさをいつまでも聞きたくはなかっただろう？　なぁ、ジルバ」

　側近、もといジルバは王の指し摘てきを肯こう定ていも否定もせずにただ小さく肩かたを竦すくめてみせた。

「しかし、神の命の下、とはなんとも便利な言葉だな。三百年余りも見み逃のがしてくださっていたのに、今いま更さらどういう気まぐれを起こされたのだろうなぁ」

　再び小さく鼻で笑った王が慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調で言う。

「俺おれが神なら、見つけた時点で消しますね。そもそも、全能だと言うのなら人間など使わずに己おのれの力で倒たおせばいいはずだ」

「はは、違ちがいない」

　声を上げて笑った王は、しかし次の瞬しゆん間かんその笑みを一物含ふくんだそれへと変える。

「先代までの馬ば鹿かどもとは違い、我々は平和が何よりの富だと知っている。手に余る富などは望まねぇ。今両手に抱えている物だけで充じゆう分ぶんだ」

　にっと笑った王の片手の中で、公文書がぐしゃりと握にぎりつぶされる。

「──ただし、そのささやかな富をも奪うばおうとする輩やからには、一切の容よう赦しやはしねぇ。十五年前は戦場に立っていたのが正式な指揮者じゃなかったから引き分け止まりだったが、今回は違う。何の枷かせもなく、全力でぶっ潰つぶせる」

　怒ど気きを孕はらんだ声に反応するかのように、赤い髪かみと瞳ひとみが燃え盛る炎ほのおのように揺ゆれ、口元を釣つり上げる様は、悪あく魔まと言うに他ならない。ジルバはごくりと喉のどを鳴らす。これほどまでに悪魔めいた王ではあるが、この国の本当の悪魔はこの男ではない。

「奴等がこの国にいる間に、取れる情報は取っておきます」

　宿泊先はあらかじめ確認している。王都で一番のホテルだが、食事の際に給仕としてもぐりこむことはジルであれば難しくない。

「得意の色いろ仕じ掛かけでか？」

「ええ、そうですよ。諜ちよう報ほうたるもの、どんな手を使っても欲しい情報は取りにいきます。でなきゃ、わざわざ普ふ段だんから女装なんてしてませんよ」

　茶化すように言った王に、ジルバは顔色一つ変えずに肯定してみせる。ここで下手へたに反論すれば、更なる追い討うちをかけてくることは長年の付き合いで把は握あくしていた。

「何だ、女装は趣しゆ味みじゃなかったのか」

「そんなわけないでしょ！」

　思わず反論してしまったジルバに、王はさも面白そうに笑い声を上げる。分かっているのについ応じてしまった自分自身に落らく胆たんするが、ヂェスといい王といい、自分の周りには食えない人間が多すぎるとジルバは小さくため息をついた。

「ところで、奴やつはまだあちこち飛び回っているようだが、いつ戻もどる？」

　笑みを収めた王が、ジルバへと問うた。

「明日、ないし明後日あさつてには」

　ジルバの回答に、上等だとばかりに王はほくそ笑む。

「奴が戻り次第、儀ぎ式しきを執とり行う」

　王の言葉に、ジルバは来きたるべき時が来たのだと悟さとった。

「十五年ぶりに、伝説の悪あく魔まの復活だ。他の者々にも、そう伝えておけ」

　口元を歪ゆがめてそう告げた王に、ジルバは内心の動どう揺ようを押おし隠かくして静かに頭こうべを垂たれる。

「──御ぎよ意いのままに」

　頭を下げるジルバの前で、王はただ、不敵に笑った。
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　頰ほおを打つ雨に、ようやく意識を取り戻した男は、ゆっくりと目を開いた。

　左腕うでは肩かた下したから動かず、右足首には血の気が引くような激痛が走る。どうやら腱けんが切れているようだが、それでも男は痛みに顔を顰しかめながらも立ち上がり、周囲を見回す。

　最後まで残った小隊は皆みな、自分と同じように倒たおれてはいたが、幸い息がある。

　今、自分達が生きているということは、勝利したのはこちらなのだろうと察せられたが、男には終しゆう焉えんの様子を全まつたく思い出すことができなかった。ただ、まるで何かに操られるかのように、がむしゃらに剣けんを振ふるい続けた記き憶おくがあるだけだ。

　男は、周囲で倒れる者達の中に、親友の姿がないことに気が付く。誰だれよりも強く、最後まで立ち続け、剣を振るっていただろう騎き士し団だん長ちようの姿を。

　痛む身体からだを引きずり、地面に剣を突つき立てながら男は友の姿を探す。雨音に紛まぎれて、微かすかに聞こえる音楽を辿たどり、そして、男は友を見つけた。

　だが、目に映うつったその光景に、男は言葉を失い立ち尽つくす。

　屍しかばねが折り重なったその中心に座り込み、虚うつろな目で空を見上げ音楽を奏かなでる一人の少女と、その膝ひざで力なく横たわる漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆう。

　男は動かない身体を必死に動かし、二人の元へと身体を向ける。

　少女は、すぐ隣となりに立った男へ顔を向けることなく、天を仰あおぎ、細い音色で音楽を奏で続ける。血の混ざった雨が、赤い涙なみだのように少女の頰を次々と伝う。

　彼女の喉のどから生まれて雨の中へと消えゆく音楽は、先ほど隊の窮きゆう地ちを救った勇ましい音楽と同じであるはずなのに、今聞こえるものは、まるで言葉を持たない彼女の悲痛な叫さけびのように聞こえた。

　男は少女の膝ひざの上で静かに横たわる親友を見下ろす。

　敵国から悪あく魔まと畏い怖ふされた漆しつ黒こくの兜かぶとの下には、到とう底てい剣けんを振ふるうものとは思えない、柔やわらかで優しげな顔があった。だが、命が尽つきるその時まで彼が握にぎりしめていたのは、何度も王国の窮きゆう地ちを救ってきた青く光る巨きよ大だいな騎き士しの証あかしだった。

　男は、震ふるえる声で友の名を呼ぶが、その瞳ひとみが開くことはない。

　やがて、天を仰あおいでいた少女が最後の音を流し切り、ゆっくりと顔を膝元へと向ける。何かを告げるように少女の瞼まぶたが微かすかに動く。だが、閉じられることのない瞳が、彼女の失ったものの大きさを語っていた。

　少女は雨と血に濡ぬれた親友の髪かみをそっと梳すく。もう片方の手は、自みずからの腹に当てられていた。

　彼女が、そして親友が、互たがいをどれほど大きな存在としていたか、王国でおそらく唯ゆい一いつその内情を知る男はそれを誰だれよりも理解していた。

　友はきっと最後まで彼女と共に戦ったのだろう。そして、命を懸かけて愛いとしい者を守りぬいたのだろう。

　少女がこちらへと目を向ける。言葉を持たない彼女の瞳は、時に言葉以上に多くを語る。

　男は少女を見下ろし、そして一つの決断をする。

　神国は、同どう胞ほうの裏切りを決して許さない。おそらく、彼女の祖国は数日のうちに存在自体を抹まつ消しようされるだろう。そして、彼女自身も間ま違ちがいなく命を狙ねらわれることになる。神国にとって彼女の犯した罪は重い。ただ命を奪うばわれるだけでは済まされない可能性が高かった。

　──ならば、いっそ……

　ゆっくりと腰こしから剣を抜ぬいた男は、その切っ先を少女の首元へとあてがった。少女は、男から視線を外し、すっと目を伏ふせた。

　心の中で親友に詫わび、次いで少女に向かって低く一言詫びる。

　そして、男は剣を握にぎった手首を鋭するどく返した。振り払はらった刃の中に一いつ瞬しゆん、自らの真っ赤な髪と瞳が映うつりこむ。

　──ハ・ロ・ル・ド

　彼女の最後の音楽が、消えてしまった親友の名を奏かなでる。

　同時に、少女の細い首筋からは、真っ赤な鮮せん血けつが飛び散った。




　　　　　　　　　　９




　書庫に籠こもってから、一体何日が経過したのだろう。

「……クソ、目が霞かすむ」

　万年筆のインクが擦こすれたのかと思えば、霞んでいたのは自分の目の方だった。眼鏡めがねを取って手の甲こうで乱暴に目元をこするが、回復する見込みはない。どうやら寝不足が極限を迎むかえたらしい。

　エマは観念して積み上げた本の上へと突つっ伏ぷすと、ものの数秒でコトリと眠ねむりに落ちた。

　数刻後、がばっと身を起こしたエマは手探りで外した眼鏡めがねを探す。

「おはようございます」

　少し高めの男の声が耳を突つき、エマは眼鏡を摑つかんだままぴたりと動きを止めた。ピントの合わないぼやけた視界が、窓まど辺べに立つ人ひと影かげを捉とらえる。

　動どう揺ようを悟さとられないように敢あえてゆっくりと眼鏡を装着し、しかし手早く髪かみを整える。普ふ段だんは周囲から呆あきれられるくらいに容姿へ頓とん着ちやくしないエマだが、全体から見ればほんの一ひと匙さじ程度にかろうじて存在する女心が、今、猛もう烈れつに鏡を欲しがっていた。

「……いつからそこに居た？」

　努めて、いつもと変わらぬ平へい坦たんな声で言う。

「半刻ほど前でしょうか。あまりにも気持ちよさそうだったので、お目覚めになるまで待たせていただきました」

　という事は半刻もの間、間ま抜ぬけな寝ねヅラをさらしていたということか。

　地味にショックを受けてふと足元を見ると、肩かたに掛かけてくれたのだろうショールが落ちていた。拾ひろい上げて視線で問うと、相手も口を開かずただにこりと笑んだ。

　押おし付けがましくないさりげない優しさが彼の好感度を上じよう昇しようさせるのだが、それを伝える表現に乏とぼしい彼女にとってはもどかしさの原因でもあった。

「早々で申し訳わけありませんが、ヂェスから依い頼らいが」

　今度は寝起きはおろか、いつであっても聞きたくない名が耳に入り、エマは一気に冷静さを取り戻もどす。

　会うたびにエマをからかう二つ年下の従弟いとこは、エマが兄の次に敵視する男だ。本人が直接来たのなら忙いそがしいと一いつ蹴しゆうするのだが、相手がジルバであればそうもいかない。それが分かっていて敢あえて親友を使いに出したのだとすれば、全まつたく腹立たしいことこの上ない。

「──どんなことだ？」

　結局、ジルバの探るような眼まな差ざしに負けて、エマは露ろ骨こつに声を低めつつも内容を問う。ジルバはそんなエマの葛かつ藤とうを知ってか知らずでか、小さく苦笑してから口を開いた。

「我が国の〝騎き士し音楽〟の起源について知りたいのだそうです」

「起源？　そんなもの、三百年前の戦争からだと騎士であれば誰だれでも知っていることだろう」

　何を今いま更さら、と眉まゆ根ねを寄せたエマに、ジルバは小さく首を振ふった。

「すみません、俺おれの言葉が足りませんでした。ヂェスが気にしているのは、騎士音楽、つまり〝音語り〟の起源なんです」

　エマは小さく肩を竦すくめる。

「……我が国に古くから伝わる技法で、三百年前、ハロルド騎き士し団だん長ちようが初めて騎士音楽に流用した──というのが通説だが」

　国家最重要機き密みつを堂々と口にしたエマは、不服そうに眼鏡めがねを押おし上げる。長年、王国騎士団が最強と言われた理由はこの秘密にあった。

　そして、悪あく魔まと呼ばれたハロルド騎士団長は、音楽の中に隠かくされた〝言葉無き言葉〟を操り、完かん璧ぺきな指し揮きを行った英えい雄ゆうであり、ヂェスの遠い祖先でもあった。

「えぇ、俺おれ達もそう思っていました。国家機密とはいえ、騎士や旋せん律りつ士しにとっては〝音語り〟は存在して当然のもので、その起源など気にしたこともなかったのですが」

「だが、気にする必要が出てきた、と。それは、今度の戦いくさに関係があるんだな？」

　確信した口調でエマは言う。ヂェスの依い頼らいは唐とう突とつで迷めい惑わくなのは確かだが、意味のないことをする男ではないこともまた事実だった。

「えぇ。だからこそ、あなたに依頼させていただいたんです」

「……しかし、形あるものならまだしも、音楽や言葉は無形物だ。その過去を探るのは途と方ほうもない作業だと分かってるのか、あの馬ば鹿かは」

　当然の権利として渋しぶるが、ジルバの視線は外れない。

「ヂェスが言うには、この国には歴史から消された大きな過去があり、それを摑つかむことがこの戦を収める鍵かぎになるかもしれないと」

　ジルバの言葉に、エマは眼鏡の奥おくで目を見開いた。歴史から消えた過去。それを探るのが考古学者の本質であり、つまりエマの本質でもある。この台詞せりふも、ヂェスがエマを動かすためにジルバに言わせたものなのだとはさすがに分かっている。そして、奴やつの意のままに動くのも悔くやしい。

　──だが。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]腹立たしいが、今私がこうして調べているのが正にそのことなんだよ！」

　悔しさを言葉の端はし々ばしににじませながら、エマは山積みにされた本へ両手を突つく。

　歴史を浚さらっていたエマはその違い和わ感に気付いていた。

　この国には三百年前の戦についての資料があまりに少なすぎるのだ。敗者であったなら、敵国の圧力によることも考えられる。だが、王国は勝者だ。つまり、自国の勝利の記録よりも重要とされる削除すべき過去があったということではないだろうか。

「それがどうしても気になって、学校から戻もどってきてからこっち、ずっと調べていたんだ」

　言いながら、これではまるでヂェスのために調べていたようではないかと、エマは自分の底を知らない知的欲求を憎にくむ。

「それで、お前達が神国から持ち帰ってきた情報は？」

　間ま違ちがってもジルバにそのような誤ご解かいを持たせないように、エマはすぐさま本題に入る。

「神国で、コハクが〝旋律士〟の証あかしと、〝音語り〟の楽がく譜ふを見つけていました」

「やはり、神国にも音楽はあったんだな。山脈を隔へだてているとはいえ、王国と神国は地続きだ。三百年前から互たがいの領地を狙ねらって戦いくさを行うほどには交流があったはず。ならば、神国にだけ旋せん律りつ士しが存在しないことがそもそも不自然だと、もっと早くに気付くべきだったんだ」

　あっさりとその事実を受け入れたエマに、ジルバは僅わずかに驚おどろいた表情を浮うかべたが、すぐに話を続ける。

「ヂェスが言うには、その音楽は非常に原始的で、しかし複雑な音語りが含ふくまれている、と。そして、それは我が国の〝国宝〟と非常に近しいものだったそうです」

　さすがのエマも、ジルバから飛び出した言葉に一いつ瞬しゆん耳を疑う。

「あれの原本が、神国にあったというのか？　それを見つけた場所は？」

「大聖堂に置かれた天使の像の台座だと聞いています。そして、その天使自体にも旋律器官があったとのことです」

「また天使か……」

　難しい顔でため息をつく理由は、つい先ほどまで格かく闘とうしていた本の山にある。手を伸のばして机つくえに散らばる紙をかき分けると一冊の本をジルバへと手て渡わたす。

「例の〝コハク色〟について記き載さいされていたのがこれなんだが、東の島国からきた使者が書いたもので、国土拡大を狙っていた王国への手て土産みやげに大陸の他国の文化や情勢を記したものだと思われる」

　かつては留学生を受け入れるなど、王国と友好関係にあったその国は、ここ数百年で近きん隣りんの複数国から国土を奪うばわれ、今では国自体が消しよう滅めつしてしまった。だが、当時から複雑な文法を使い、繊せん細さいな感情をも表現可能としたその国の言葉は、今でも言語学者から最も素晴らしい言語だと言われ研究が続けられている。

「だから、バッソンも興味を持ったのだろうな。だが、彼は一つ思い違ちがいをしていた」

　本を開いて見せたエマは、その中の一文を指で示す。

「ジルバも、多少は読めるんだろう？」

「〝コハク色の瞳ひとみを持つ娘むすめは、その国では特別な存在である〟ですか？」

　ジルバの回答に、だがエマは小さく首を振ふる。

「近世の読み方ならば、それが正しい。だが、この本が書かれた時代には、ある特定の人物を指す場合には主語と述語を倒とう置ちして記載する傾向があった」

　エマは人差し指と中指で、二つの単語を同時に指示し、そして手首を返した。配置の変化によって、各文節の担になう役割が変化する。

「〝その国で特別な存在であるその娘は、コハク色の瞳を持っている〟」

　口に出したジルバが目を見張る。その文章は、先ほどまでとは全まつたく意味合いを変えていた。

「本当に重要だったのは、瞳の色じゃない。特別な者が、たまたまコハク色の瞳だったという話だ」

「ちょっと待ってください。それじゃあ、神国の〝幸運のアンバー〟とこの話は、偶ぐう然ぜん似ていただけで、実は無関係だったということですか？」

　額ひたいを指先で押おさえたジルバが尋たずねる。だが、エマはジルバの言葉に首を振ふり否定を示す。

「一いち概がいにそうだとは言えない。ここに記き載さいされるほどに、当時から〝コハク色〟の瞳ひとみは珍めずらしかったんだろう。だから人々の印象に残りやすかった」

　一度言葉を切ったエマは、薄うすい笑みをジルバへと向けた。

「たとえば、本来は最も重要となるはずの、その娘むすめを特別たらしめた〝要因〟が何なん等らかの理由で隠いん蔽ぺいされたとしたら？　言い伝えには外見的特とく徴ちようだけが残るとは思わないか？」

「つまり、意図的にその特徴が隠かくされた……？」

　満足そうに頷うなずいたエマは、丁てい寧ねいな手つきでページを捲めくる。

「〝その者は言葉を持たず、水すい滴てきが水面を震ふるわせる様を思わせる、澄すんだ音を発して互たがいに意思を伝える。我々からすれば非常に交信が困難な民族である〟」

　目視で文字を追いながら、詰つまることなくエマは読み進める。

「言葉を持たない？」

「そうだ。ここにあるように、その娘の民族は言語ではなく、音楽でコミュニケーションを取っていた。つまり、ここに記載されているその〝特別な者〟は、そんなことができるほどに高い技術と独自の音楽性を持った旋せん律りつ士しだったんだ」

　瞠どう目もくし、言葉を失うジルバに、エマは小さく肩かたを竦すくめる。

　遺い跡せきで発はつ掘くつした歴史書にあった、楽がく譜ふのようなもの。あれを、歌姫の一族にとっての〝文字〟なのだと考えれば、その異常なまでの複雑さにも納得がいく。

「奴やつも、同じように驚おどろいていたよ」

　困ったように笑って、エマは本を閉じた。

「奴に告げたのはここまでだ。だが、この時点ではまだ最も重要なことが分かっていなかった」

「重要なこと？」

「〝その国〟が、現在も存在するのか、そして存在した場合、今のどの国を指すのか──」

　はっとした表情でジルバが顔を上げる。その本の編集目的が王国への手て土産みやげだったというのなら、〝その国〟が王国でないことは確かだ。

「この民族に関する他の項こう目もくを読めば、国というよりも集落のような規模のものだったように思える。だが、いわば戦国時代とも言うべきこの時代に、そんな弱小民族が単体で生き残れるとは思えないから、どこかの国に従属していたのだろうとは考えていたんだが……」

　そして、推すい測そくでしかなかったその答えが、ヂェスの持ち込んだ情報で明確となった。

　立ち上がったエマは、腕うでを組みながら狭せまい書庫の中をぐるぐると歩き回る。

「神国における天使信しん仰こうの歴史を調べたんだが、かなり古いんだ。今のように正式な国となる前から、あのあたり一帯の民族は神と、神の言葉を伝える天使を崇すう拝はいしていた。聖堂に置かれているものはその時代から現存する最古のもので、三百年やそこらではないらしい。楽がく譜ふはそれが造られた当時に刻まれた可能性が高い。つまり、三百年前の戦争の際には既すでに神国の音楽が確立していたことになる」

　頭を駆かけ巡めぐる大量の情報を、言葉に変へん換かんすることで脳へと再び取り入れる。

「〝音語り〟の発はつ祥しようはこの民族で間ま違ちがいないだろう。分からないのは、どうしてそれが敵である王国に伝わり、しかも騎き士し音楽に取り入れられるに至ったか」

　元の位置まで戻もどったエマは、その歩みを止めてジルバを振ふり返る。

「それを調べていたんだが、情報が全まつたくと言っていいほどないんだ。いっそ、不自然なほどにな」

　騎士音楽に用いられる前の情報すらもがないことに、エマは違い和わ感を拭ぬぐえない。

　この場合、歴史が空白だから情報が消えたと考えるのが妥だ当とうなのだろう。だが逆に、その情報を消したいがために、歴史が改かい竄ざんされたとは考えられないだろうか？

「他にこの本から分かったことは、王国を守る〝ある者〟は、その演奏を〝アナザー・ビートもうひとつの鼓動〟と呼んでいたということだけ」

　不本意だが、今の自分は兄と同じような表情をしているのだろう。ジルバが小さく息を飲んだのが分かった。

「だが、目安はついている」

「それは──……」

　エマは口を開きかけたジルバに大おお股またに近づくと、その胸むねへと指先を突つき付ける。

「その前に、一つだけ聞いておきたい。お前は、曲がりなりにも王直属の騎士団諜ちよう報ほう員いんだ。此処ここを訪れたことも、報告するのだろう？」

「そうですね。諜報として動いた際の報告は義務ですので」

　静かな口調でジルバが言う。

「だが、これから私がしようとしていることは、結果的に王の意向から背そむくこととなるだろう。ヂェスも同じだ。奴やつがただ自分の欲求だけでこんなことを調べるはずがない。何かを企たくらんでいるに決まっている。きっと、この国の未来を動かすような」

　ジルバの薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみがこちらを見下ろす。視線を逸そらさせないように、エマはもう一歩足を踏ふみ込む。

「だから、今、聞きたいんだ。お前は、王を裏切ってでもヂェスや私の隣となりに立つ覚かく悟ごはあるのか？　もし、それができないのなら、ここから先にお前を立ち入らせるわけにはいかない」

　好意を持つ相手に対して告げる内容ではないとエマも自覚している。だが、これは感情だけで選せん択たくできる問題ではない。

　もしジルバが王を裏切れないというのなら、それも仕方がない。自分の想おもいには蓋ふたをして、後はジルバに情報を与えることがないよう口を閉じ続けるというだけの話だ。

　探るように視線を交わすこと暫しばし、ジルバがゆっくりと双そう眸ぼうを閉じた。

　そして言う。

「……残念です」

　エマは、僅わずかな落らく胆たんとともにその答えを聞く。真面目まじめなジルバのことだ。こういう結果になることは分かっていた。

「そうか、なら……」

「残念ですよ。そんな確認をされるほど、俺おれは信用されていなかったなんて」

「……え？」

　エマはその言葉に耳を疑う。

「だって、お前、報告は義務だって……」

「えぇ。諜ちよう報ほうとして動いた場合は。けど、俺がこうして今動いているのは、親友の頼たのみを聞いているからに過ぎません。プライベートな付き合いまでもを逐ちく一いち報告する義務なんてないでしょう？」

　そう言ったジルバは憮ぶ然ぜんとした態度で、しかし口元に微かすかな笑みを浮うかべて言い放つ。

「王の諜報ではありますが、それ以前に俺はヂェスの親友だ。そして、あなたの友人でもある」

　こんな時にも関わらず、自分はただの友人なのかとヂェスと己おのれを比べている自分に気が付き、エマは思わず苦笑を漏もらす。だが、ジルバの言葉を聞いて、自分が心底安あん堵どしているのもまた事実だった。

「それに、曲がりなりにも俺は騎き士しの一人ですよ？〝王国騎士団の守るべきは王国の民であり、その中の一人として王が含ふくまれる。決して王一人を守る者であってはならない〟そう規律にも書いてあるんだから、問題ありませんよ」

　重ねて口にしたその言いぐさが、誰だれかを彷ほう彿ふつとさせる。

　エマはふっと笑うと、拳こぶしの甲こうでジルバの胸むねを軽く叩たたいた。そして言う。

「彼女に〝コハク〟という名を付けた者は、少なくとも東の言葉を理解していたはずだ。そして、彼女が間違って覚えていたという伝でん承しよう。果たしてそれは、本当に間違いなのか？」

　エマの言葉に、ジルバがはっと目を見開く。

　──それだと、窮きゆう地ちに陥おちいって初めて悪あく魔まが出てきたことになるじゃない。

　コハクを諭さとした自みずからの言葉が蘇よみがえる。

　国の目が届く範はん囲いで情報が抹まつ消しようされているというのなら、国の目が届かない場所で眠ねむっている可能性は高い。そして、それが一風変わった伝承を生んだとすれば。

　名目上は王国の統治下でありながら、独自のルールが優先され、各国を追われた無法者が集まる場所。この国で唯ゆい一いつのアンダーグラウンド。

　即すなわち、探るべき場はコハクが育ったスラム特別区だ。

「ついてこい、ジルバ。過去に埋うもれた真実の発はつ掘くつ作業だ」

「お供しますよ、王女殿でん下か」

　微び苦く笑しようを浮うかべ、ジルバはまるで古いにしえの騎き士しのように恭うやうやしくその手を取った。
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　ヂェスは白い石が敷しき詰つめられた廊ろう下かを歩いていた。

　履はきなれない硬かたいブーツがカツカツと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「音だけで肩かたが凝こりそうだ」

　一人呟つぶやくと、数段の階段を上り、目の前に立ちふさがる重々しい扉とびらへと手を掛かけた。

　中には炎ほのおのような髪かみを持つ男が、一人。

「この部屋へノックも無しに入ってくるのは、エマかお前くらいだな」

　組んだ脚あしに肘ひじを乗せてこちらを見み遣やり、にやりと笑む。

「何ぶん、礼れい儀ぎを知らない下町育ちなもので」

　悪びれずにそう言うと、ヂェスは敢あえて足音荒あらく、男の前へと進む。纏まとった正装用のマントが、手足に絡からまりどうにも扱あつかいにくい。

「下町の人間が聞いたら怒おこりそうな言いぐさだな」

　窘たしなめるでもなく、むしろ楽しげに赤髪の男が言う。

「怒る人なんていないでしょ。誰だれかと違ちがってオレは町では人気者なんでね」

「相変わらず、口の減らない奴やつだ」

　言って、男は笑う。

「だったら、そういう血筋なんじゃないの？　オレの記き憶おくが確かなら、あんたも相当口が減らないはずだ」

　挑ちよう発はつ的に笑んだヂェスが、それでも形の上では敬意を示す礼を行う。それを受け、男は僅わずかに目を見開いた。

「ほう、礼が取れるようになったとは、大人になったじゃねぇかヂェス」

「ヤだなぁ。嫌いや味みも通じないの？　年を取ったね、我が従兄いとこ殿どのは」

「この場に部下が一人でもいれば、不敬罪で即そつ刻こく首をはねているところだぞ？」

　口調はそのままに、だが低く、地を震ふるわすような声と突つき刺ささるような視線がヂェスへと向けられる。

「だからこうして誰もいない今、言いたいことを言ってるんだよ、ロイ」

　臣下をも震わす男の迫はく力りよくに怯ひるむことなく、ヂェスは友人と接するかのように飄ひよう々ひようと言い返す。

　ロイと呼ばれた男の手が、脇わきに置かれた剣けんを手に取る。手入れの行き届いたそれは、華か美びな飾りはなくとも十分にその価値の高さを表している。

　そして、男はそれをヂェスへと突つき出した。

「十五年来の預かり物だ。そろそろ返へん却きやくさせてもらうぞ」

　鞘さやに入っているとはいえ、切っ先を顔へと向けたのは、男の意い趣しゆ返がえしだろう。

「いい年して、子どもっぽい真似まねしないでくれる？」

　ため息交じりにそう言うと、ヂェスは躊躇ためらう素そ振ぶりもなくその剣けんを受け取り、鞘から引き抜ぬくと片手で軽々とそれを掲かかげた。

　長年離はなれていたとは思えないほど、しっくりと手に馴な染じんだそれが、ヂェスの今の立場をはっきりと自覚させる。

「戦場におけるお前の曲作りの能力が、亡くなった先代──つまり、お前の祖父を超こえていることは十五年前に証明済みだ。そして今、ようやく剣を扱あつかう力もその能力に追いついた」

　十五年前、戦火を見下ろす高台で、ロイは今と同じように幼いヂェスへと剣を突き付けた。

　つい先刻まで祖父が握にぎっていた、騎き士し団だん長ちようの証あかし。だが、刃ではなく柄つかに付着した大量の血が、その持ち主の最期を明確に語っていた。

　何故なぜか、涙なみだは一いつ滴てきも出なかった。ただ、手にした剣のあまりの重さに、ヂェスは愕がく然ぜんとした。

　──こんなに重くちゃ、正確な指揮ができない。

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたヂェスの両肩かたを、背後に立ったバッソンが痛ましい表情を浮うかべて強く摑つかんだ。バッソンの表情の意味にも気付くことなく、ヂェスは頭の中で湧わき上がるように鳴り響ひびく、勝利のための〝音語り〟をひたすらに反はん芻すうしていた。

　曲の完成度には自信があった。だが、それを指揮するだけの力が、幼いヂェスには無い。

　──これは、今のお前には重すぎる。自分の手で持てるようになるまで、剣は俺達が預かる。

　立ち尽つくすヂェスの手から、ロイは奪うばうように剣を取り上げた。

　──だが、曲を作るのに力はいらねぇよな？

　その意味を察し、値ね踏ぶみするようにこちらを見下ろすいくつもの目。その中で唯ゆい一いつ、紅あかい瞳ひとみだけは揺ゆらぐことがない。

　大人達を無感情に見上げるヂェスへ、ロイは悪あく魔まの如ごとく不敵な笑みを向けた。

　──俺達の手で、悪魔の曲を戦場に聴きかせてやろうじゃねぇか。




　今思えば、そこに騎士の誇ほこりなどは微み塵じんもなかった。ただ、失った家族のことを考えてしまう恐きよう怖ふから目を逸そらしたくて、無心に創そう作さくしたその曲が、結果的に王国を窮きゆう地ちから救ったというだけだ。

　あれから十五年。今のヂェスには自みずから剣を振るう力も、そして剣を握る覚かく悟ごも備わっている。

「ヂェス＝ハロルド・ガスリー。王家ローガンの名の下に、本日をもって、貴様を十二代目の王国騎士団長に任命する。併あわせて、王国楽団長として、戦場における楽団及び騎士団の指揮権を一任する。三百余年にわたる騎き士しの名に恥はじぬよう、精せい々ぜい努めてくれ」

　朗ろう々ろうと言い放った男の言葉に、感情を見せないままにヂェスは剣けんを腰こしへと帯びる。

「はいはい。しかと拝命いたしましたよ、我が主」

　おおよそ騎士とは思えない口調で言ったヂェスは、それでも目の前に立つこの国の長へと頭こうべを垂たれてそれに応じた。

「やけに素直に応じるじゃねぇかヂェス。お前、何か企たくらんでるのか？」

「失礼だなぁ、どうしてそういうひねくれた考えに至るのさ」

　こちらへ向けられる従兄いとこの胡乱うろんげな視線を受け流し、ヂェスは小さく肩かたを竦すくめた。

「さっき自分で言ってたじゃないか。オレも大人になったってことだよ」

　ロイはしばらく探るようにこちらを見つめていたが、やがて切り替かえるように再び口を開く。

「お前も知っているとおり、いよいよ神国の奴やつ等らが動き始めた。こちらとしては、あくまでも今は条約に則のつとった国営を行っており、戦いくさの火ひ蓋ぶたを切るような真似まねをこちらが取ってはならない」

　組んだ脚あしの上に頰ほお杖づえをつき、ロイはその鋭するどい双そう眸ぼうをゆっくりと細めた。口元がそれに応じて怪あやしく上がる。

「だが、辿たどりつく先はもう見えてんだ。おめおめとその時を待つだけってのは馬ば鹿からしいと思わねぇか？」

「だから、こうやって内々で騎士団を復活させたってわけでしょ？」

　諦あきらめたような口調でヂェスが言う。形式にこだわりたがるのは、高い位を持つ者に共通していることなのだろうかと肩を落とす。しかし、そのためだけにこんな恰かつ好こうをさせられたんじゃ、本人としてはたまったものではない。

「今は公おおやけにはできんがな。向こうが真っ向宣戦布告をしてきたら、正式に団結式をやってやるよ。他の団員達も、今いま頃ごろ納屋でこっそり剣を磨みがいていることだろうしな」

　赤い髪かみの王がにやりと笑って言った。

「まぁ、十五年間欠かさずに手入れと訓練をしてきた人達だからね。こんな儀ぎ式しきめいたこと、今いま更さらだって鼻で笑うでしょ」

「その際、同時に楽団を貴族から回収する。回収するに十分な理由は既すでに手中にあるからな」

　悪い笑みを浮うかべた王を流し目に捉とらえたヂェスは小さく嘆たん息そくする。

「まさか、自分の雇やとっている旋せん律りつ士しが、全すべて王の息がかかった諜ちよう報ほう員いんや騎士だとは、貴族の皆みなさんは夢にも思っていないだろうね。養わせておいて最終的には弱みを握にぎって奪うばい返すんだから、性格の悪さがにじみ出てる国策だとオレは思うよ」

「何、カッコウだって同じようなことをしているだろう」

「うわー、それカッコウに失礼でしょ」

　思い切り顔を顰しかめてから、ヂェスは追つい撃げきが来る前にと早々に立ち上がった。甲かつ冑ちゆうが擦こすれ重々しい金属音が響ひびく。式典用の黒い甲冑を身に着けた姿は、まさに、祭りのパレードで先頭を切っていた男の姿に酷こく似じしていた。

「ヂェス」

　早々にその場を後にしようと背を向けたヂェスに、背後からロイが呼び止める。露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうに振ふり返ったヂェスに、真しん紅くの瞳ひとみが突つき刺ささった。

「分かっているとは思うが、一時の情に流されて大局を見失うなよ」

「──何が言いたいわけ？」

　ヂェスの表情に変化は見られない。だが、静かに問い返すその口調とは裏腹に、ヂェスの返した視線だけが鋭するどい。

「敵国の道具として扱あつかわれた者を救う余よ裕ゆうなど、今の我が国にはないということだ」

「……それは、コハクのことを言っているのかな」

「ブタ男だん爵しやくは彼女を連れ帰ることに失敗し、その上、罪に問われることを恐おそれて帰国するや姿をくらましやがった。全すべては、彼女が自みずから神国に残ることを選せん択たくしたことが起因だ。お前も同行していたなら、それが何を意味するかは分かるだろう」

　抑よく揚ようのない声で言ったロイの言葉は、予想通りのものではあったが、こうも簡単に切り捨てる判断を促うながす王に、ヂェスの中に燻くすぶるような怒いかりがこみ上げる。

　ヂェスと話をした後とはいえ、あれほど素直で自分の気持ちに正直なコハクが、法王や男爵の前で自ら敵国に残ると口にするに至るには、一体どれほど悔くやしく辛つらい思いをしたことだろう。

　押おし殺していたものが一気にはじけ飛んだように泣なきじゃくった少女の姿を思い出し、ヂェスの拳こぶしに力が入る。

「──あの子に、罪はないだろ」

「問題は本人に罪が有る無しじゃねぇんだよ。あの娘むすめの存在自体が、我が国にとっての脅きよう威いと成り得る可能性があることが問題なんだ」

　言葉を切ったロイは、背せ凭もたれに身を預け、ゆったりとした所作で腕うでを組む。その間の取り方が、ヂェスにとっては腹立たしくあったが、それを表に出すことなくただ相手を見み据すえ待つ。

　ロイは、そんなヂェスの内面の苛いら立だちをも計算に入れていたように一呼吸置いて、ようやく口を開いた。

「──今や、あの娘は神国とその連合諸国にとっての思想的基き盤ばんであり、民の心の支えだ。つまり、我が国における〝悪あく魔ま〟と同じというわけだ」

　俯うつむいたヂェスの双そう眸ぼうが足元に向けて見開かれる。僅わずかに体たい軀くが揺ゆれ、腰こしの剣けんがチンと鍔つばを鳴らした。ゆっくりと顔を上げたヂェスは、いつもの緩ゆるい笑みを浮うかべて目の前の食えない相手に問いかける。

「ロイ、あんたは何を知ってるんだ？」

　静かに、だが威い圧あつ的な声で問うたヂェスの瞳は剣けん吞のんな光を帯びている。

　ヂェスが神国に乗り込んだと知り、そのまま大人しく王座に収まって新たな情報を待っているような男ではない。きっと、自みずからも動いて情報を集めているに違ちがいなかった。

　だが、そこで得たものは彼だけが握にぎっており、彼の口を割らせない限りはそれを知る術すべはない。無む駄だだとは知りながらも、ヂェスは敢あえて真っ向からロイに詰きつ問もんした。

「頂点に立つものだけが知っている事実というものは、往々にしてあることだろう？」

　ロイは、薄うすい笑みを浮うかべてヂェスの視線を受け止める。

「オレに言う必要はないってこと？」

「知りたければ、俺おれと同じ立場になるしかないと言っているんだ」

　不敵な笑みを浮かべるロイをしばし睨にらみつけたヂェスだったが、やがてカツンと踵かかとを鳴らし、王へ背を向けた。

「オレはあんたのようにはなれないし、なるつもりもない。残念ながら、オレは騎き士しだから」

　王座から数歩離はなれたヂェスは、ふいに立ち止まる。そして、徐おもむろに剣けんの柄つかへと手を掛かけた、その刹せつ那な。

　弧こを描えがくように走った青い光が、風を薙なぐ。

　光の加減で普ふ段だんよりも赤味がかった紫むらさきの双そう眸ぼうは、相手を見み据すえて動かない。

「──これは何の真似まねだ？」

　呼吸さえ聞こえない静せい寂じやくの中、王が問うた。

　ヂェスが鞘さやから解き放った青い刃は、主である王の首元へと真まっ直すぐに突つき付けられている。

　だが、その状じよう況きように臆おくした様子もなく、王はただ面白そうに口元を釣つり上げる。

「今言ったとおりさ。オレは、これでも騎士なんだよ。騎士の第一優先事じ項こうは、この国の民を守ること。それを脅おびやかす敵がいれば、相手が誰であろうと迷わず切り捨てる」

　そして、ヂェスは冷ややかに薄く笑う。

「そして、あの子もまた我が国の民だということを、決して忘れないでいただきたいね」

　低く静かな声でそう言い切ると、くるりと手首を返して剣を鞘へと納め、今度こそ二度と振ふり返ることなく規律的な足音とともに扉とびらの奥おくへと消えた。

　その背を、ロイは苦い笑みを浮かべて見送る。

「つまり、自分が指し揮き権けんを握にぎっている限り、あの娘むすめに手は出させねぇぞ、ってことか」

　しかし、今回のようにヂェスが自分に対してはっきりと反発を示したのは初めてのことだった。今までの彼なら、たとえ腹の中ではそう思っても、皮肉で飄ひよう々ひようとはぐらかしていたはずだ。

「……ありゃ、奴やつ自身は気が付いてねぇんだろうな」

　呆あきれたように鼻を鳴らしたロイは、珍めずらしく感情を表に出した従弟いとこの射るような視線を思い返し、僅わずかに肩かたを竦すくめた。滅めつ多たにあることではなかったが、ヂェスの紫の瞳ひとみの中に自分と同じ真しん紅くを見ると、普ふ段だんは微み塵じんも感じない己おのれとの血けつ縁えんを強く意識させられる。

「天使と悪あく魔まの会合か。三百年前の馬ば鹿かどもが過去の亡ぼう霊れいにしちまったそのツケを、まさか俺の時代に払はらわされることになるとはな」

　苦いものを嚙かみ潰つぶしたような、歯嚙みにも似た表情でロイは低く呟つぶやく。あの様子では、ヂェスもまた埋うめられた過去を掘ほり出しにかかっているようだ。

　だが、それは少なくとも王国として最も守らなければならない秘密ではない。

　歴史というものはいつも事実だけが残るとは限らない。時には事実の上に虚きよ偽ぎが上書きされ、あたかもそれが事実であるかのように振ふる舞まっている。過去は過去でしかなく、それが事実と異なっていたとしても今を生きる者達にはさして支障はない。

　だが、その鍍金上書きが剝はがれてしまうとなると、話は変わる。信じていた歴史が全まつたく異なるものだったと知れた時、人は自みずからが立つ足場を見失い、混乱は崩ほう壊かいを生む。

　剝がれてしまった鍍金めつきを修復するためにも、王の称しよう号ごうを得た者には代々過去の真実を口伝されていた。

「できることなら、俺おれも真実なんぞ知りたくはなかったんだがな」

　自じ嘲ちよう気味に言ったロイは、小さく鼻で笑うと瞳ひとみの中に赤い炎ほのおを再び灯ともした。

「まぁ、何にせよ、神国の思うままに動くってのも癪しやくな話であることは確かだ」




　神国から王国へ宣戦布告がなされたのは、それから一週間後のことだった。
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　王国へ正式に宣戦布告したという情報は、ノイモントの耳にもすぐに入った。

　毎日のように武装した男達が聖堂を訪れ、神への祈いのりを捧ささげていく。そこで音楽を奏かなでるのはコハクであり、神の言葉を告げるのはノイモントの役目となっていたが、そこにフォルモンドが現れたことはない。各国の要人達もまた、礼拝期間が過ぎると、ぱたりと足が途と絶だえ、今の参拝者は兵役を命じられた一いつ般ぱん国民ばかりとなっていた。

「恐おそれることはない。神は、我々を常に見ていてくださる」

　既すでに頭の中に深々と刻まれている言葉を口に出す。心から語っているようでいて、実際ノイモントの心中は他のことを考えていた。

　視界の端はしに、こちらを見上げるコハクが映うつっている。先日この国を訪れた彼女の友人、ヂェスは、あろうことか、敵国の高位に位置するノイモントへ協定を求めた。そして、あるまじきことは、ノイモント自身もまた、それを受け入れたという事実。

　二人の間で交わされた話の詳しよう細さいをコハクは知らない。二人が話をする時間を作るために、自ら法王とシュヴァインの元へ行き、神国への残留を告げていたためだ。

　きっと彼女はその場で屈くつ辱じよく的てきな思いをしただろう。それでも、彼女は今日も天使としてこの場に立っている。彼女をそうさせているのは、ヂェスへの信しん頼らいだ。

「神の声を聞きなさい。神の声こそが我々に正しい道を示す、唯ゆい一いつの指針です」

　ステレオタイプのフレーズを繰くり返しながら、ノイモントは思う。

　フォルモンドに騙だまされ、利用されていたと知った時の、彼女の精神的な打だ撃げきは計り知れない。

　それが分かっていながら、自分は何一つ手を差し伸のべることなく、その上、自みずからの痛いところを突つかれ、感情のままに彼女へ反論すらした。心のどこかで、彼女なら大だい丈じよう夫ぶだと思っていたのかもしれない。ノイモントの知るコハクという少女はいつも真まっ直すぐで、そして強かった。

　だから、気付くことができなかった。その時の彼女の心は、壊こわれてしまう寸前まで追い詰つめられていたことに。

　ボロボロと涙なみだをこぼしながら、脇わき目めも振ふらずに彼の元へと飛び込んだコハクの姿が頭を過よぎる。声を上げて泣なくその様子は、何の力も持たない少女でしかなかった。

　その時になってようやく、ノイモントはコハクがぶつけた怒いかりの理由を理解した。

　自分は、戦うという言葉の本当の意味すら知らなかったのだ、と。

　緩ゆるい笑みの奥おくに隠かくされた、強い視線がノイモントを貫つらぬく。

　あの男は、神を信じてなどいない。しかし、たった一言で、コハクの心を救った。

　一方の自分は、どうだろう。人々を救うだなどと偉えらそうなことを口にしながら、実際は目の前の女の子一人助ける力すらないことに、ノイモントは愕がく然ぜんとした。

　あれ以降、彼女の瞳ひとみには彼女の魅み力りよくでもある強い光が再び灯ともった。ゆるぎない信頼が、彼女を本来のコハクへと戻もどしたのだ。

「大司教様」

　小さく呼ばれてはっと顔を上げる。説教は終わり、皆みなの視線はこちらへと集中していた。その複数の顔を、ノイモントは説教台からぐるりと見下ろす。礼拝期間中とは違ちがい、伝わってくる感情は様々だ。

　不安や緊きん張ちようから縋すがるような視線を向ける者、活かつ躍やくし名を上げようと高ぶる者。小国の者であれば、国の期待を背負っている者もいるだろう。

　同じ戦いくさに赴おもむくというのに、皆の心中は多様で統一性はない。だからこそ、法王は皆の思想の基き盤ばんとなる〝天使〟を用意した。四方を向いている人々の目を一つに集める存在。それが、この国でコハクに押おし付けられた役目だった。

　いつの間にか前へ出たコハクが、ノイモントに視線を送る。ノイモントが決意するように小さく頷うなずくのを確認すると同時に、彼女はすぅと息を吸った。

　──いつから、この国の旋せん律りつ士しは姿を消したんだと思う？

　ヂェスの言葉が蘇よみがえる。

　──あなた達の国は、かつては旋律士を有し、天使と称しようして重要視していたはずだ。それが、どうしてこれほどすっかり消えてしまったのか？

　ヂェスの言葉にはっとする。以前、コハクにも同じことを聞かれた。あれから気になり自分なりに調べてはみたのだが、未いまだにその痕こん跡せきすら見つけることはできていない。仮にも大司教である自分が見つけることのできないこの国の過去。つまり、それは自然に消えたのではなく、誰だれかの手によって意図的に消されたのではないだろうか？

　ノイモントの表情を読んだらしいヂェスは正解だと言わんばかりに、にこりと笑む。

　──あなたは、近いうちにその過去を知るはずだ。かつてこの国にいた旋せん律りつ士し達が、どのように使われ、そしてどうして消え失うせたのかを。

　意味深な言葉を告げたヂェスは、ためらうことなく自みずからの本当の立場を明かした。その事実に、ノイモントは耳を疑い言葉を失う。

　十五年前、王国は圧倒的不利な状じよう況きようから急激に勢いを付け、最終的には引き分けにまで持ち込んだ。そこに戦術に秀ひいでた軍師の存在を見た神国は、躍やつ起きになってその正体を探ったが、結局、その者に関する情報は何一つ摑つかむことはできなかった。

　その戦術を組んだのが、当時僅わずか八歳さいの子どもだったとは、果たして誰が想像できただろう。

　そんな機き密みつを、仮にも敵国の人間に話していいのか、と若じやつ干かんの疑ぎ惑わくを持ちながら尋たずねると、彼は食えない笑みを湛たたえて、さらりと言った。

　──これからオレがしようとしていることは、オレの立場を知っていなければきっと信じられないと思うから。

　確かに、彼の語る内容は背景を知らなければ理解すらできないだろう計画だった。この男に騙だまされている可能性もある。だが、この場で彼が正体を明かしてまで空そら言ごとを語る理由が思いつかないのも、また事実だった。

　そして、彼はこの計画におけるノイモントの役割を語った。

　──これは、あなたにしかできないことだ。だけど、強制はしない。決めるのは、あなた自身。神に背そむいてでも、民を助けようと思う気持ちがあるか否いなか。

　そう口にしたヂェスの双そう眸ぼうには迷いがない。相手の答えを確信した上で語るそれは、フォルモンドと同様に、強者だけが持てる絶対的な視線だ。

　しかし、彼はフォルモンドとは違ちがう。二人を決定的に隔へだてているのは、他者を巻き込む力の方向なのだろう。他人の力を支配によって利用する者と、信しん頼らいによって協力を求める者。

　騎き士し団だん長ちようは神国にとって倒たおすべき敵だ。順当に考えれば手を組むどころか、この場で倒すべきだろう。

　しかし、彼の語った内容に偽いつわりがなければ、今この場で彼を討うつことは、多くの命を救う唯ゆい一いつの可能性を潰つぶすと同義だ。

　どちらを選せん択たくしても自らが貫つらぬいてきた神の教えに反してしまう。これは、フォルモンドの策略を知っていながら戦わなかった報いなのかもしれない。

　だが、もし神に背そむいてでもどちらか一方と戦わなければならないとすれば。

　刃を向ける先は、考えるまでもなかった。

　──私は、あなたを信用はしません。……ただ、見み据すえる先はあなたと同じのようです。

　ノイモントの答えに、ヂェスは上等だ、と軽く笑った。それから、笑みを消してこちらを見据えたヂェスは、もう一つだけ頼たのみがあると告げた。

　──あの子には、このことを黙だまっていてほしい。できれば、間際までオレの正体を知られたくないんだ。

　その言葉で、コハクがまだヂェスの本当の立場を知らないことが窺うかがえた。ヂェスの信しん頼らいで立ち直った彼女が、王国の騎き士しを率いて戦っているのがヂェスだと知ることは心の均きん衡こうを保てなくなる要因に成り得るからだろう。

　──コハクのため、なんてカッコいい理由じゃないんだ。

　だが、ヂェスはノイモントの解釈に、小さく首を振ふった。

　──ただ単に、オレが辛つらいんだってこと。

　ノイモントは、思わず正面に立つ男の顔を見据えた。

　痛みを伴ともなった笑みを浮うかべてそう言った姿は、悪あく魔まと呼ぶには程遠い、人間そのものだった。







　コハクが息を吸う。聖堂は暫しばしの静せい寂じやくに包まれる。

　そして、音楽が弾はじける。身体からだを震ふるわすビートは初めて音楽を耳にする者を困こん惑わくさせ、同時に感じたことのない高こう揚ようを体感させる力を持っている。

　ヂェスから託たくされた特別なその曲は、天使の台座に刻まれていた楽がく譜ふがベースになっている。しかし、王国のどの旋せん律りつ士しが演奏しても、コハクと同じ音楽を奏かなでることはできないらしい。

　逆に、コハクは王国の旋律士のように演奏することができない。

　そこがポイントなんだ、とヂェスは意味深に笑った。

　小こ柄がらな身体の全すべてを使って、コハクは音楽を奏でる。旋律士というのは、自みずからの魂たましいを削けずって音楽に変えているのではないだろうか、とノイモントはふいにそう思った。

　演奏を止めることなく、コハクが目でノイモントを促うながした。

　徐おもむろにすっと両手を上げると、ノイモントはコハクのビートに合わせて手のひらを打ち鳴らす。

　ドーム型の天井に手て拍びよう子しが響ひびくと、コハクに見入っていた人々が驚おどろいたようにこちらへと視線を移す。

　前の音に引っ掛かけるようにして後ろを強く刻むリズムは、慣れるまでは合わせることができなかった。だが、何度も繰くり返し聴きいているうちにそれは身体に馴な染じみ、そして、決して器用な方ではないノイモントでも、自然にコハクの音楽に乗ることができるようになっていた。

　大司教の奇行を困こん惑わく顔がおで見ていた聴ちよう衆しゆうが、一人、また一人と次第に両手を打ち合わせ始める。初めはたどたどしく周囲を探りながら、そして徐じよ々じよに我を忘れて夢中で手を叩たたく。

　その場を満たしていく、無茶苦茶で協調性のない手て拍びよう子しは、コハクの奏かなでる音楽そのもののようだった。

　ノイモントは、説教台の上に開いていた経典へと目を落とす。古いにしえから語られてきた神の言葉は、いかに神が偉い大だいであるかを綴つづり、それを信じることが全すべてだと刻まれている。そして、それを守るこの国が、世界の中心であるかのように語られている。

　だが、果たして神は、そんなことを伝えたかったのか。この国の偉大さを伝えるために言葉を残したのだろうか。

　そうであったとすれば、それは最早もはや神の言葉などではない。

　ノイモントは経典を静かに閉じた。人の手によって改かい竄ざんされた神の言葉など、クソくらえだ。

　緊きん張ちようを抑おさえ、大きく息を吸う。

「汝なんじらは、神の徒として戦場に立つ。だが、神が望むのは汝らの幸福であり、決して汝らの死ではない」

　音楽に合わせて発した言葉は、長年の信しん仰こうによって、ノイモント自みずからが捉とらえた神という存在の本当の姿。

「神は、汝らの命を求めてなどいない。もし、命を差し出せと告げるものがあれば、それは神を騙かたった悪あく魔までしかありえないのだ！」

　両手を打ち鳴らし、コハクのリズムに身体からだを合わせている聴ちよう衆しゆうの視線がいつの間にかノイモントへと集中していた。

　自信を持って語るのだ、と自分自身に言い聞かせる。

　神の代わりを務められる者など、この国において自分以外にありえないのだから。

「悪魔はいたる場面で現れる。だが、案ずるな。今、こうして心に刻まれた神の言葉は、汝らが迷いを生じた際の道しるべとなろう」

　高らかに言い放ったノイモントの言葉に、聴衆がおぉ！　と声を上げる。静かに始まり静かに終わる、そんな礼拝の姿はそこになかったが、それでも人々の心が一つになるという意味では普ふ段だんよりも数段効果があった。







[image: 第四章　戦場の天使、悪魔の協奏曲]
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　規律的で重々しい足音が、勇ましい音楽に迫はく力りよくを加える。音楽は人の心を動かす力を持つ。それは、戦場においても言えることだった。

　心臓に直接響ひびくような重厚な音楽は、恐きよう怖ふ心しんを取り除のぞき、襲おそい来る敵に立ち向かう勇気を与える。王国が古いにしえの時代から戦場に音楽を用いてきた当初の理由は、おそらくそこにあったのだろう。

　目を閉じて空気の振しん動どうを感じつつ、頭の中で〝音語り〟が指示を出すとおりに隊列を動かした。

　口の中で三つカウントを取ると、剣けんを突つき上げ手首を返す。手の中でくるりと回った剣に合わせてフレーズが変化し、頭の中の布ふ陣じんもその隊形を変えた。

　三百年前の戦いくさであれば、全身を黒い鎧よろいで固めた重じゆう騎き士しが砂さ塵じんを散らしていたのだろうが、昨今では機動性を重視して急所のみを防護する形の軽装備へと変わっており、一見すると単に馬を馴ならしているようにすら見える。

　無む秩ちつ序じよに動いているようでいて、その実、一人一人全すべての動きは計算しつくされている。少人数の隊に分かれて相手をかく乱し、敵の隊が統制を乱したところを再び集結して一気に突き破る。それは突とつ撃げきが中心だった三百年前の戦いにおいて、初めて騎馬による隊列を組み、戦に〝戦略〟を用いた初代騎士団長・ハロルドが得意とした戦術だ。そして、その男の血を引くヂェスもまた、隊を分散させ巧こう妙みような罠わなを仕し掛かける戦いを得意としていた。

　十数頭の馬がまとまり駆かける姿を見つめ、ヂェスは掲かかげた剣を横へと薙なぎ払はらった。びゅと風を切る音とともに、右方向から一いつ斉せいに射られた矢がヂェスの剣にはじかれ地面へと落ちる。そのまま返す刀で遅おくれて射られた数本を叩たたき切った。背後では、騎士はもちろん旋せん律りつ士しもが易やす々やすと防ぼう御ぎよしていた。三百年前と今とで異なるのは、旋律士自身が戦うことができる点だろう。騎士のように直接敵を倒たおすことはできなくとも、自分の身を守ることができるだけでも騎士の負担軽減は大きい。

　直属の隊にヂェスが口頭で指示を出すと同時に、矢を射った神国の兵達が弓矢を落として両手を上げる姿が視界の端はしに映うつった。気が付いた時には、既すでに王国の一隊によって包囲されていたのだ。おそらく、神国の兵達は自分達が目標になっていることにすら気が付かなかっただろう。それほどに、騎き士し達の動きは巧こう妙みように計算されたものだった。

　歩兵であれば、文字通り足並みを揃そろえることで隊列を動かすのは難しくない。だが、馬で駆かけまわりながら少人数の隊を巧たくみに操ることができるのは、戦場のどこにいても耳に届く音楽に乗せて、敵に知られず指示を出すことができるからだ。戦士の感情を鼓こ舞ぶする音楽。そして、そこに加わった〝音語り〟の技術によって、騎士音楽は王国の戦争の歴史になくてはならないものへと変わっていった。

　つまり、とヂェスは考える。

〝音語り〟と呼ばれる技法は、少なくとも戦争が始まる前には王国に伝わっており、それを使いこなせるだけの知識がハロルドにはあったということになる。

　しかし、ハロルド自身が旋せん律りつ士しではなかったことは、王国の記録からも間ま違ちがいない。そうなれば、彼に〝音語り〟を伝えた旋律士が存在したはずだ。なのに、その気配すら王国の歴史書には残っていなかった。

　だが神国で仕入れた情報と、またジルバとエマがもたらした情報が、その答えを明確に打ち出した。

　歴史書に残っていなかったのではない。正しくは、歴史に残ることがないよう全すべて消し去られていたのだ。

「──ヂェス！」

　鋭するどい呼び声に目を開くと、遠目に銃じゆう槍そうを構える歩兵の集団があった。こちらを狙ねらっているようだが、神国の銃の性能ではあの距きよ離りからここまで弾たまを飛ばせる力はない。

　ヂェスは、旋律士達の先頭に立つバッソンと視線を合わせると、再び剣けんを操り旋律士隊への指し揮きを執とる。指揮に従って奏かなでた音楽が、同時に広い戦場に散った騎士団全体を動かしていた。

　神国の歩兵はこちらが気付いたことを察したらしく、銃口を下ろすと足早に後退していく。だが、そこには既すでに騎士団が待ち構えているのだ。連射のできない銃では、未いまだ槍やりと剣にはかなわない。彼らもまた、武器を捨て両手を上げる以外に道はない。

「このバカが。戦場のど真ん中でぼーっと考え事をする奴やつがあるか」

　ヂェスが動かしたばかりの小隊で、旋律士を囲むように配置されていた騎士の一人が呆あきれたように言いながらこちらへと馬を近づけた。見事な手た綱づなさばきで並走したのは、宿屋のブルースだ。彼もまた、十五年前から密ひそかに剣を磨みがき続けてきた一人だった。

「ごめんごめん。けど、あの距離なら弾は届かないし大だい丈じよう夫ぶだと思って」

「考え事をしていた言い訳わけにはなってねぇぞ」

　場面にそぐわない軽い謝罪を口にしたヂェスに、ブルースは半目で突つっ込む。しかし、言っても無む駄だだと思ったのだろう、小さなため息一つで話を切り替かえた。

「それにしても、おかしいと思わねぇか？　神国の奴やつ等ら、俺おれ達が攻こう撃げきを仕し掛かけようと動くと必ず先に動き出しやがる。おかげで、こっちは防ぼう御ぎよ一方だ。まぁ、それでも確実に奴等の数は減らしちゃあいるが……焦じれったくて仕方がねぇ」

　ブルースが愚ぐ痴ちるような口調で言ったのは、今回の戦いくさにおいて、未いまだ大きな戦火が上がっていないことへの不ふ審しんが募っているのだろう。

「良いことじゃない。敵だろうが味方だろうが、死人は少ないに越こしたことはないでしょ」

　指し揮きを止めることなくしれっと言う。音楽に合わせて、最も大きな隊が十数人の小隊に分かれ四方へと散った。各隊に数名ずつ配属されている旋せん律りつ士し達が、馬の蹄ひづめが刻むビートを頼たよりに音を重ねて戦場全体に音楽を作り上げていく。

「でも、これじゃあいつまで経たっても決着がつかないじゃねぇか！」

　ブルースが焦れる気持ちは分かる。持久戦に持ち込まれれば、間ま違ちがいなく先に力ちから尽つきるのは王国側だ。こちらに余力があるうちに一息に攻せめ入り、陥かん落らくさせるのが良策であることは間ま違ちがいなかった。

　だが、ヂェスの考えは別にあった。

「もう少しの辛しん抱ぼうだよ、ブルース。手っ取り早くけりを付けるには、もう少し待つ必要があるんだ」

「けりを付ける……？」

　ブルースが探るような視線を向けてくる。

「おいヂェス、お前、何かとんでもねぇことを企たくらんでんじゃねぇだろうな？　あんなに持つのを嫌いやがっていた騎き士し団だん長ちようの証あかしだって、あっさり受け取ったらしいじゃねえか」

「ちょっと、ブルースまでそういうこと言うんだ？　オレはこうやって真面目まじめにやってるってのにさ」

　若じやつ干かん拗すねたように返すが、ブルースの疑いの視線は揺ゆるがない。

「お前が真面目に騎士をやってるのが違い和わ感だっつってんだ」

　仮にも上官であるヂェスに対して、遠えん慮りよなく言葉をぶつけるブルースに、ヂェスは苦笑したが、反論はしなかった。

　そんなヂェスを見つめ、ブルースは再びため息をつく。

「お前が何も言わねぇってことは、言わねぇ理由があるんだろうが……お前自身も、俺達騎士団が守るべき国民の一人だって自覚をなくすんじゃねぇぞ」

　ヂェスは、ブルースの言葉に思わず苦笑を収めて真顔で見返す。

「……何だよ？」

　訝いぶかしげに問うたブルースに、小さく首を振ふる。

「いや、どこかで聞いたセリフだなぁーと思って」

「どこかでも何も、俺達がお前にガキの頃ころから言い続けてきたことだろうが」

　憮ぶ然ぜんと言うブルースに、一いつ瞬しゆんのフリーズの後、戦場のど真ん中であるにも関わらず、ヂェスは堪こらえきれずに盛大に吹ふき出した。

「ヂェス……？　お前、本当に気でも狂くるったか？」

　士気を下げるどころの話ではないヂェスの奇き行こうに、ブルースが馬から身を乗り出そうとするのを片手で制して、ヂェスは喉のどの奥おくを震ふるわせながら言った。

「いやいや、オレって結構周囲に影えい響きようされやすい子どもだったんだなぁと思ってね」

　十五年前の終戦以降、騎き士し団だんの面々はヴィンタールで町人として生活してきたが、ヂェスもまたヴィンタールに隠かくれ住んでいた。騎士団長の祖父と、騎士の一人だった父が戦死し、ヂェスはほとんどブルースやライカなど、元騎士団員達に育てられたようなものなのだから、彼らの発言が身に染み込んでいても仕方がない。

　たとえ、それが王へ向かって放った精せい一いつ杯ぱいの啖たん呵かだったとしても──

「ま、アイツにバレなきゃいい話だね」

　笑みの中で僅わずかに顔を顰しかめてから、ヂェスはようやく気持ちと顔を引き締しめ直す。

「あと少し待てば、好機が向こうからやってくるはずだ。だから、それまではなんとか持ちこたえてほしい」

　ブルースは、じっとヂェスの顔を見つめ、そしてヂェスの剣けん先さきに己おのれの剣先を当てた。キンと鳴った細い金属音が、音楽の中に溶とけ入るようにして消える。

「お前を信じるよ、団長」

　言うと、再び手た綱づなを操り自分の持ち場へと馬を馳はせた。

　その後ろ姿を見送りながら、ぽつりと言う。

「オレも守られるべき国民の一人、か。……ますます、死ねなくなっちゃったな」

　死なないでと呟つぶやいた、強くて優しい少女の顔が頭を過よぎる。彼女も今いま頃ごろ、神国で戦っているだろう。そして、あの大司教も。

　フォルモンドと瓜うり二ふたつの顔に、真逆の表情を湛たたえた男。ヂェスが敵国の中ちゆう核かくに位置する彼を信用しようと決めたのは、要人の後押しがあったこともあるが、何よりあの瞳ひとみを見たからだ。

　コハクに向かって、どうすればよかったんだと心の内を吐と露ろした男の瞳は、幼い頃の自分と同じ感情を湛えていた。コハクの指し摘てきは真まっ直すぐで正論だ。しかし、様々な理由から真っ直ぐ突つき進むことができない者がどれほど存在することか。彼もまた、その一人だったというだけだ。

　彼は、騎士という立場から逃にげていた頃のヂェス自身だった。自分よりもずっと真面目まじめなのだろう彼は、それを受け流すこともできず抱え込んでいるように見えた。

　だが、それを発散できる風穴は、どこまでも真っ直ぐなコハクの言動によって破られた。ならば、後は通気口を整えてやればいい。双そう方ほうの国が生き残るための、道筋を。
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　戦いは平行線のまま、時間だけが経過する。

「団長！　ライカが戻もどってきました！」

　背後に配置していた騎き士しが、馬を操り戦場を駆かけ抜ぬけるライカの姿を捉とらえ叫さけぶ。

「ヂェス！　奴やつ等らが動いた！　十二時の方向だ！」

　馬を急停止させ、ライカが叫ぶ。それだけ伝えると、再び向きを変えて王の元へと走り去る。

　細身の剣けん一本と馬術だけで戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回る姿は、普ふ段だん酒場を切り盛りしている女主人と同一人物だとは到とう底てい思えない。ジルバの師ともいえる諜ちよう報ほう員いんでありながら、戦せん闘とう時じにおける彼女の勇ましさは男にも劣おとらない。

「ライカ姐ねえさん、ありがとう！」

　その凜り々りしい背中に声を投げ、ヂェスは視界を空へと向ける。そして、笑みとも歯は嚙がみとも取れる表情を浮うかべた。

「──来た」

　雲の隙すき間まから差していた光が、何かの影かげを地面へと落とす。

　忍しのびよるように動く巨きよ大だいな影は、やがて雲を散らしてその全ぜん貌ぼうを露あらわにした。

　それは、巨大な飛空船。嫌いや味みなほど真っ白に塗と装そうされ、神国のシンボルマークが刻まれてはいるが、元はシュヴァインが保持していた船であることは明白だった。

「なんであの船が!?」

「ちくしょう！　あのブタ、裏切りやがった！」

　ヴィンタールの町で男だん爵しやくの船を目にしていた騎き士し達もまた、その正体を見極めて侮ぶ蔑べつの声が各所で上がる。

「ヂェス」

　息いき継つぎの僅わずかな隙すきを突ついて、バッソンがこちらへ穿うがった視線を送る。船が来ることをヂェスが見み越こしていたことがバレているようだ。だが、ヂェスは船から視線を外さず、風の流れを読みながらこの後の動きを予測した。

「旋せん律りつ士し隊は集中！」

　短く叫んでからバッソンの視線に小さく微笑ほほえむと、ヂェスは騎士達の叫びに思わず空を見上げた旋律士達に向かって鋭するどく声を上げる。

「テンポを変える！」

　言うと、馬の首を勢いよく引く。馬は驚おどろいて両前足を上げ、その影えい響きようで拍はくの頭を刻んでいたリズムが僅かに後れを取った。

「このまま進行！　オレの馬に合わせて！」

　バッソンを含ふくめ、その一声だけで瞬しゆん時じに切り替かえ、持ち直す腕うではさすがだ。

　ヂェスは満足げに頷うなずくと、剣けんを取り上げ背後の小隊から順に戦場に散る各旋せん律りつ士し隊へと音楽を連結させていく。

「全隊は攻こう撃げきを止めて四方へ拡散！」

「ヂェス!?」

　音楽から撤てつ退たいの指令を聞き取った騎き士し達から驚おどろきの声が上がる。遠目に見える味方の小隊達も、戸と惑まどっている様子が見て取れた。

「早く！」

　短く叫さけぶ。これから起こることは想像できたが、それを説明している時間はない。

　ヂェスは馬を操り、騎士の僅わずか後方で隊を組む旋律士団へと並んだ。バッソンが音楽を止めることなくこちらへと視線を向ける。何を企たくらんでいるんだ、とその目が問うていた。

「バッソン、これからオレが何をしても、そして何が起こっても、絶対に音楽を止とめないで」

　それだけ言うと、バッソンの返事を待たずに再び駆かけだす。

　船はゆっくりと、だが確実に戦場の中心へと移動していた。やがて、その船首に立つ人物を肉眼で捉とらえることができる距きよ離りまで来ると、地上から歓かん喜きの声が上がった。神国の兵が、ようやく自国の船と理解したらしい。機械工学の発達が王国より遅おくれている神国の民は、見慣れぬ巨きよ大だいな飛空船を自国のものだと認識するまでに時間を要したようだ。

「……フォルモンドだ」

　騎士の一人が、その姿に低く呟つぶやく。

　風に靡なびくプラチナの髪かみと、翡ひ翠すいの瞳ひとみ。その美しい容姿で、かつての戦場に立ち、多くの同どう胞ほうを死に追いやった若き統率者。そして、卑ひ劣れつな手で力のない者を惨ざん殺さつした憎にくむべき悪あく魔ま。

　騎士団には忘れたくても忘れられないその姿が、はるか上空からこちらを見下ろしていた。

　その男の隣となりに立たされているのは、神国の純白衣装に身を包んだコハクだった。手て摺すりから食い入るように地上を見つめていたコハクが、こちらに気付き、何事かを叫んだ。だが、すぐに背後から近づいた男達によって手摺りから引き離はなされ、その姿は地上から見えなくなった。

　フォルモンドが、視線の先に狙ねらったようにヂェスを捉とらえ、そして僅かに口元を釣つり上げたのが遠目でも分かった。馬を駆かりながら視線を上へと向けていたヂェスも、挑いどむような笑みでその視線を受け取った。

　フォルモンドがすっと手を上げた、次の瞬間。

　ドンッと地面が揺ゆれた。激しい爆ばく発はつ音おんが戦場に響ひびき渡わたり、悲鳴のような馬の嘶いななきが戦場に溢あふれかえる。

　敵味方が入り混じる、戦場のど真ん中。暴れまわる馬達がようやく落ち着いた頃ころには、地上には、すり鉢ばち状の穴が開いていた。周囲の土は燃え、数頭の馬が血を流して倒たおれている。

「振ふり返るな！　各自、一気に走り抜ぬけろ！　次が来るぞ！　旋律士隊はＡの三番をリピートし、各隊の誘ゆう導どうに専念すること！」

　それまで決して隊列を崩くずさなかった隊が、テンポを上げる音楽に合わせて四方へと散った。旋せん律りつ士し達も同様に分散するが、それでもヂェスの指し揮きと蹄ひづめの音でリズムを保って音楽が止まることはない。ヂェスもまた、隊から離はなれて数キロ先にある丘の上へと馬を走らせた。

「ヂェス、何なんだ、ありゃ！」

　いつの間にかヂェスの隣となりに並走したブルースが、怒ど鳴なるように問うた。

「飛空船に、爆ばく弾だんを積んでいたんだよ。威い力りよくはさほど大きくないようだけど、近くにいたら爆発時の破片にやられる」

　視界の端はしで、神国の兵士が横よこ倒だおしになった馬の下から這はい出てくるのが分かった。だが、兵士は視界に映うつった景色に悲鳴にならない声を上げることしかできない。

　王国の騎き士しは皆みなヂェスの指示に従ってその場から離れており、逃にげ遅おくれ、混乱しているのは皮肉なことに神国側の兵ばかりだった。

　再び、風を切る音とともに爆弾が投下される。爆音の中、騎士達は完全に隊列を解き、互たがいに集まらないことで爆弾投下の目標になることを避さける。個々に馬を走らせて四方の高台へと避ひ難なんしていく最中、神国の隊は完全に統率を失っている様が見て取れた。

「あれが、奴やつ等らの切り札だ。最初から、あの船が欲しくて男だん爵しやくを巻き込んだんだと思う」

　神国からコハクを連れ帰れなかった男爵は、王国で罰ばつせられるのを恐おそれて神国へと亡命する。そして、その見返りとして、ご自じ慢まんの大型飛空船を献けん上じようさせられたのだろう。

「一体どこから仕組んでたのか……侮あなどれないね、やっぱり」

　呟つぶやくように言ったヂェスの視線の先には、冷れい淡たんに地上を見下ろす男の姿があった。

　神国の兵が逃げ腰ごしだったのは、兵士ではなく即そく席せきで作られた一いつ般ぱん市民の部隊だったからだ。

　あの男にとって、この場にいる兵士は騎士団を戦場に集めるための捨すて駒ごまでしかない。おそらく、爆ばく撃げきによって数を減らし、生き延のびた者は戦場から逃げ出したところを、正規の兵士が襲おそうのが狙ねらいなのだろう。

「だから、オレは敢あえてこちらから戦場を離れる指示を出したんだけど──」

　中ちゆう途と半はん端ぱに言葉を切ったヂェスが、手た綱づなを引いて馬を急停止させる。ブルースもまた、その隣で愛馬の綱を引いた。

　丘の上には、待ちわびていたように白い兵士が並んでいた。

「王国の騎士団長とお見受けする。貴き殿でんは悪あく魔まの力を使い、神の国に脅きよう威いをもたらした。その罪は死に値する」

　一見して戦いくさ慣なれしていると分かる風ふう貌ぼうの男が、細い剣けんを鞘さやから抜ぬくと同時に真っ白な馬を一歩前へと進めた。

　ヂェスは相手を一いち瞥べつし、そして、ふっと小さく笑う。

「貴殿は、どうやら自分の置かれた立場を分かっておらぬようだ」

　その笑みを見み咎とがめた男は、憤ふん怒ぬを堪こらえたように低く言う。

「我々の手で悪あく魔まを滅ほろぼすのだ！　突とつ撃げき！」

　背後に控ひかえる兵士達へと高らかに号令を叫さけび、男は自みずからも剣けんを突つき上げる。

　だが、それに応じる者は誰だれひとりいなかった。まるで、男の空回りを嘲あざけるように、しんと静まり返ったその場が痛々しくすらある。

　ヂェスとブルースからのあからさまな失笑を受け、男は浮うき出した血管が千切れんばかりに勢いよく背後を振ふり返った。

「おい、お前達──……」

　叫さけんだ言葉は尻しりすぼみに消え、そして、真っ赤であった顔は驚おどろくほど早く真っ青に切り替かわる。そこには、先ほど確かに分散したはずの騎き士し団だんが乱れなく並び、剣先をこちらへと突き付けていた。そして、ようやく男は現状を把は握あくする。自分以外の兵は、既すでに彼らによって完全に包囲されているということに。

「君達は、オレ達の力を弱めようと隊を分散させたみたいだけど、オレ達が得意とするのは、本当は少人数ずつ分かれての戦いなんだよね」

　言葉を失う男の前に、ヂェスがずいと進み出た。その背後に、ブルースも続く。

「俺おれ達は、いくら細かく分かれて行動していても、決して単独行動にはならねぇ。距きよ離りのある集団行動となんら変わらねぇんだよ」

「君達には一見、無む秩ちつ序じよに逃にげ惑まどっているように見えたかもしれないけど、目標とした避ひ難なん場所に辿たどりついた時には隊列がきっちりと組まれているってわけ」

　そう言って、ヂェスは相手ににっこりと微笑ほほえみかける。

「せっかく待ち伏ぶせしてくれてたところ悪いんだけど、大人しく降伏してくれないかな？」

　四方八方から剣を突き付けられた男は、ゆっくりと両手を上げることしかできなかった。







　待ち伏せ隊の捕ほ縛ばくをブルースに任せたヂェスは、単独で岬みさきの高台まで駆かけ上がる。他の隊も皆みな、四方の丘で無事に敵を捕縛したようだ。

　作戦が失敗に終わったことを悟さとったのか、砲ほう撃げきは止やんでいたが、自国から攻こう撃げきを受けた神国の民達は、戦意を削そがれたのか呆ぼう然ぜんと空を見上げている。こうなれば、彼らを再び駒こまとして使うことは難しい。だが、このまま引き下がる相手でもないことは、過去の戦いくさからしても明白だ。すぐに新たな策を考え、そして新たな兵を投入するつもりだろう。人的な余よ裕ゆうがある以上、分が悪いのが王国側であることに変わりはなかった。

　だが、ヂェスの狙ねらっていた好機は訪れた。フォルモンドを戦場に引き出すこと。それが当初からヂェスが待ち望んでいたシチュエーションだった。

　後は、計画を実行するのみ。

「ヂェス！」

　海の方からの呼びかけに、ヂェスは馬から降りて声の主を迎むかえる。

　軽い羽が風を切る音とともに、切り立った崖がけの下からスワロウに乗ったジルバが姿を現した。

「遅おそいから、どこかで墜つい落らくでもしたんじゃないかって心配したよ？」

「俺おれが高いところが苦手だって知ってんだろ!?　ここまでこいつを連れてきてやっただけでもありがたいと思え！」

　叫さけびつつも慎しん重ちようにスワロウを着地させたジルバは、背から降りるや否いなや地面にしゃがみ込み大きく息を吐はく。ライクフォーゲルなど、一生乗らないと言っていたジルバがここまで来られたことだけでも、確かに奇き跡せきに近い。

　スワロウも心配そうに頭上から覗のぞき込んでいたが、近づいてきた主人の姿を認めると嬉うれしげにぐるぐると喉のどを鳴らし騎き乗じようしやすいよう自みずから身体からだを下げた。

「はは。ありがとう、助かったよ」

　そう言うと、ジルバに替かわってスワロウに乗り込む。ライクフォーゲルは空を駆かけ、馬よりも小回りが利くが、風を受けて飛ひ翔しようするため強風に弱い。それ故ゆえ、普ふ通つうは戦いくさに駆り出されることはないのだが、今回は特別だった。

　操そう縦じゆう席せきに乗り込みスワロウの顔を撫なでると、翼つばさが大きく開かれた。身体に伝わる心音が、こんな場面でも心地よさを与えてくれる。

「ヂェス、くれぐれも無茶はするなよ？」

　立ち上がったジルバが、念を押おすように真まっ直すぐにヂェスを見た。

「大だい丈じよう夫ぶだって。この戦いに終止線を引いてくるよ」

　ぐんと操そう縦じゆう桿かんを引き上げるように握にぎると、身体がふわりと持ち上がった。そのままスワロウを半回転させると崖がい下かへと回り込み、ヂェスは隠かくれるようにして飛空船を目指す。

　その姿を、ジルバは祈いのるような気持ちで見送った。
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　聖堂での演奏を終えたコハクとノイモントがフォルモンドに呼び出されたのは、戦争が始まって、五日ほど経たった頃ころだった。

「明日、私は戦場へ向かう。お前達も一いつ緒しよに来てくれるだろう？」

　ノイモントは、兄の言葉に無言で頷うなずいた。だが、そこには今までコハクが感じていた怯おびえのようなものはない。しっかりと相手の目を見つめる様は、どこかフォルモンドに負けまいとする気き概がいすら感じられる。

　ノイモントが変わったのは、ヂェスと出会ってからだ。

　彼とノイモントが何を話したのか、その詳しよう細さいをコハクは知らない。だが、ヂェスの何かがノイモントを変えたのだろうという確信だけはあった。

　フォルモンドは、弟に向いていたその視線をコハクへと動かす。

「……どうせ、あたしには拒きよ否ひ権けんなんて無いんだろ」

　睨にらみつけるように言うと、フォルモンドは可笑おかしそうに喉のどを鳴らし笑う。

「思いのほかあっさり承しよう諾だくしたものだ。ようやく腹をくくったのか？　もっと嫌いやがってくれれば面白かったのだが」

　この男の言うことをいちいち真に受けてはいけないとコハクは自分に言い聞かせる。うかつに反論すれば、ヂェスの計画の妨さまたげにならないとも限らない。

　ヂェスが計画の詳しよう細さいをコハクに伝えなかったのは、思ったことをすぐに口に出してしまうコハクの性格を見込んでのことなのだろう。それでも、コハク自身が気付かないうちに相手に何かしらの情報を与えてしまうことは避さけたかった。

　せめてもの反はん抗こうとして、無言で相手を睨みつけることが、今のコハクにできる精せい一いつ杯ぱいだった。

「てっきり、お前は国へ帰る選せん択たくをすると思っていたのだが……あの男に何か言われたのか？」

「あの男？　シュヴァインのことか？」

　思わず聞き返してしまい、コハクは自分の軽率さに舌打ちしたくなった。喋しやべらないと決めていて尚なおこれだ。

「いや、先日男だん爵しやくと共にこの国に来た、あの男だ」

　思わず声を上げそうになり、だが声になる寸前でなんとか飲み下す。

　法王はそんなコハクの姿を見てさも面白そうに双そう眸ぼうを細めた。

「王の命を受けて、秘ひ密みつ裏りにお前を取り戻もどしに来たのかと思ったが、どうやらそれも違ちがったようだ。さりとて、私の命を狙ねらいに来たというわけでもない。果たして、奴やつは何をしにこの神国まで来たのだろうか？」

　法王が、芝しば居いがかった口調で声低く問うた。だが、コハクはそれに答えず、フォルモンドの言葉にあった違い和わ感を問い返す。

「……何で、ヂェスが王の命令を受けてるなんて思ったんだ？」

　すると、フォルモンドは片目を細めて探るようにコハクを見つめた。

「お前は、あの男が何者か知らないのか？」

「知ってるよ！　だから不思議なんだ。どうして作曲家が王の命を受けるんだって！」

「作曲家──あぁ、なるほど。そういうことか」

　納得したようにそう呟つぶやいたフォルモンドは、口元を歪ゆがめた笑みでコハクを見つめる。

「な、なんだよ」

　睨みあげるコハクに、法王は言った。

「あの男は、作曲家なんかじゃない。類たぐいまれなる軍師の才能を持ち、十五年前に僅わずか八歳さいで騎き士し団だんを動かし我が国に大だい打だ撃げきを与えた、騎士団長。それが奴やつの本当の姿なんだよ」

「──え？」

　フォルモンドが言った言葉の意味を理解できず、コハクの思考が止まる。

「本当の名は、ヂェス＝ハロルド・ガスリーと言ったか。お前も王国に居たなら聞いたことくらいあるだろう？　伝説の悪あく魔ま、そして、王国における英えい雄ゆうの名だ」

　何故なぜ、そんなことをフォルモンドが知っているのか。デタラメなのではないかと、コハクはすぐ隣となりに立つノイモントを振ふり返った。だが、その表情から、コハクの期待は裏切られることになる。

　何故。どうして。湧わき上がるように様々な疑問が浮うかぶが、コハクは頭を振ふってそれらを振り払はらう。ヂェスが自みずからのことを話さなかったのなら、言わない理由があったに違ちがいない。

　再び口を噤つぐんだコハクに、フォルモンドが意地の悪い笑みを浮かべる。

「騎き士し団だん長ちようと言えば、国王に次ぐ権力の持ち主だ。そんな男がお前をこの国に残した。あぁ、コハク。ひょっとして、お前は王国から切り捨てられたんじゃないのか？」

　コハクは拳こぶしを握にぎりしめて感情を押おし込めると、見返すように口元を釣つり上げて見せた。法王の挑ちよう発はつをやり過ごす方法を、ここに来てコハクはようやく覚え始めていた。

「無む駄だだよ、法王サマ。何を言われても、あたしはヂェスを信じてるし、あんたがあたしの敵だってことは変わらない」

　コハクの静かな啖たん呵かに、フォルモンドは僅わずかに目を細めたが、それ以上言い重ねることはなかった。

「もう話は終わっただろ？　あたしは、部屋に戻もどる」

　コハクは露ろ骨こつに足音を荒あららげて部屋を出る。そして、そのまま部屋へは戻らず町へと下った。

　まだ夕刻であるにも関わらず人通りがなく、閑かん散さんとした道を駆かけ抜ぬける。

　普ふ段だんなら、仕事を終えた男達が酒場へと向かい、露ろ天てん商しようからは威い勢せいのいい呼び声が響ひびいているだろう。だが、今はそんな日常の風景が遠い過去のように思える。

　開戦し、最初に駆り出されたのは、ヴァルトを始めとする町の男達だった。出しゆつ征せい前まえの最後の礼拝を終えたヴァルトは、コハクの元へ来て笑顔を見せた。

　──まさか、あの無茶苦茶な音楽を聖堂で聴きけるとは思わなかったよ。

〝神の言葉〟ではなく、〝音楽〟とヴァルトは言った。それがどういう意図を持ってのことだったのかを考える間もなく、ヴァルトが再度口を開いた。

　──コハク。お前がこの国に残ってくれたおかげで、子ども達を始め、多くの国民がお前に心を支えてもらっている。本当に感謝している。そして、自国を裏切るような真似まねをさせてしまって、すまない。

　瞠どう目もくし、どうして、とコハクはヴァルトに詰つめ寄った。どうして、自分が王国の人間だと知っていたのか、と。表向きは、王国とは関係のない遠方の国から来たことになっていたはずだ。

　コハクの疑問に、ヴァルトは軽く笑って答える。

　──昔、戦場に出ていた奴やつは皆みな気が付いていたさ。お前のイントネーションは、王国特有のものだからな。

　その答えにコハクは驚おどろきを隠かくせなかった。初めから、敵国の人間だと気が付いていたというのなら、どうしてこれほど気さくに受け入れることができたのか。

　コハクの疑問を察したのだろう、ヴァルトはコハクの頭に手を置いて言う。

　──マスターが言ったんだ。あの娘むすめは大だい丈じよう夫ぶだって。俺おれ達は、マスターに絶対の信しん頼らいを置いているからな。

　意味深に言ったヴァルトは、そのままコハクの頭を搔かきまわし、またな、と一言告げると手を振ふりあっさりと去っていった。

　戦場に赴おもむいたヴァルトの安あん否ぴを今のコハクが知る術すべはなく、ただその無事を信じることしかできない。

　不吉な想像をしてしまいそうになり、コハクは走る速度を上げた。角を曲がり、路地へと入ると、肩かたで息をしながら酒場の扉とびらを開いた。

「マスター」

　ぎぃと木製の扉が軋きしみを上げ、カウンターでグラスを磨みがくマスターの姿を見た途と端たん、ホッと肩から力が抜ぬけるのを感じた。

「コハク！　いらっしゃい！」

　マスターよりも高い声が、コハクを出で迎むかえる。視線を下へ向けると、一丁前にエプロンをつけたカイムが笑顔を向けていた。

「蜜みつ湯ゆだよね？」

「うん、ありがと」

　ヴァルトが出しゆつ征せいした日から、カイムはマスターの下で暮らしている。脚あしを無くし、戦場に出られないマスターが自みずから保護者を買って出たのだと聞いている。

「マスター、カイム。あたし、明日戦場に出ることになった」

「何で!?　コハクも兵になるの!?」

　驚きのあまり、カップを取り落としそうになったカイムに、マスターがさりげなく手を添そえる。

「法王の付き添いだろ。だから、そうそう危険なことはないだろうよ」

　コハクの代わりに、マスターが淡たん々たんと答える。カイムの視線に、コハクは頷うなずき肯こう定ていする。

「カイム、約束だ。あたしは、この戦争を絶対に止めてくる。ヴァルトがこの町に帰ってこれるようにする」

　驚いたように目を見開いたカイムに、コハクはしっかりと頷いて見せた。

「天使が言うんだ。信じろよ」

「……うん、うん！　絶対だよ！　約束だからな！」

「あぁ、任まかせとけ！」

　にっと笑い合った二人を、マスターがカウンターの奥おくから僅わずかに目を眇すがめて見つめていた。

「カイム」

　マスターに呼ばれ、カイムが振ふり返る。

「すまんが、先に家に戻もどって貯蔵庫の在庫を確認しておいてくれないか？」

「了解！　じゃあね、コハク」

「うん、またな」

　カイムが勢いよく扉とびらを開けて、宿のある二階へと外階段を駆かけ上がっていくのを見送ったコハクは、ようやくカウンターへと腰こしを落ち着ける。

「コハク」

　それを待っていたように、静かに口を開いたマスターは、磨みがいていたグラスを置くと、コハクに向き直った。

「法王様が王国に戦争を挑いどむ理由を知っているか？」

　突とつ然ぜんの問いに、コハクは戸と惑まどいながらも小さく頷うなずく。

「神国は貧しいからだって聞いた。戦争をして領土を奪うばったり、勝って賠ばい償しよう金きんを得ないと生きていけないって」

　コハクの答えに、マスターは一度頷いてから、今度は小さく横に首を振った。

「それは正しい。だが、それだけではないんだ」

「それだけじゃない？　他に理由があるの？」

　マスターはすぐには答えず、ポットに水を入れるとマッチを擦すってコンロに火を灯ともした。シュボッと微かすかな音とともに、硫黄いおうの匂においに鼻がツンとする。

「──そろそろ、訪ねてくる頃ころかと思っていましたよ」

　手元に視線を落としたまま、マスターが言う。誰だれに対しての言葉か分からず戸惑うコハクの耳に、ぎぃと扉の軋きしむ音が聞こえた。振り返ると、そこには白っぽい外がい套とうを纏まとった男が立っていた。

「ノイ!?　お前、なんでここに……」

　思わず叫さけんだコハクに、ノイモントは僅かに口元を緩ゆるめると、外套を脱ぬいでコハクの隣となりへと腰こし掛かけた。

「私にも、そのお話を聞かせていただけますか？」

「えぇ。もちろん、そのつもりですよ」

　目を眇めたマスターがゆっくりと頭を下げた。

　二人のやり取りは、既すでに互たがいの内情を知っている者同士のそれであり、ノイモントの登場に疑問を感じているのはどうやらコハクだけのようだ。

　理由が気にはなったが、それよりも重要なのは、先ほどのマスターの問い掛かけだと思い直し、コハクは再び前を向いて椅い子すに座り直す。

　マスターは、コハクとノイモントを交こう互ごに見つめてから、抑よく揚ようのない声で言った。

「法王様は、王国から悪あく魔まという存在を消してしまいたいんだよ」

　マスターの答えに、コハクは肩かたを竦すくめる。

「それは表向きの理由だろ？」

「違ちがう。それは、表向きの理由であり、裏の事情でもある」

「……どういうこと？」

　謎なぞかけのようなマスターの言葉に、コハクはカウンターに身を乗り出してその答えを求める。ノイモントは組んだ手をカウンターに乗せたまま、じっとマスターを見つめている。

　マスターは、ゆっくりとした所作でポットをコンロの火にかけると、静かな声で語った。

「三百年前の戦争で、我々神国は、悪魔の力によって王国に倒たおされたと言われている。そのため、王国は悪魔の国であり赦ゆるしがたい存在だと語られてきたんだ」

　それはコハクも知っている話だ。神の国における敵は悪魔であり、だからフォルモンドはそれを利用して王国に攻せめ入る理由としたのだと思っていた。現に、ノイモントもそう言っていたはずだ。視線で問うと、ノイモントは同意するように僅わずかに頷うなずいた。

「これは、大司教様もご存じない話だと思います。本当であれば、こんな場で話すべきではないのでしょう。ですが、今回の戦いくさは、歴史を変える大きな機会になるかもしれない。だからコハク、そしてノイ。君達だけには、話しておこうと決めたんだ」

　コハクは思わずノイモントを振ふり返る。マスターは、確かに〝ノイ〟と呼んだ。コハクはともかく、ノイモントは本来、一いつ介かいの町人が気軽に愛あい称しようで呼べるような立場ではない。

「教えてください、エールデ司教」

「し、司教!?　マスターが!?」

　思わず声を上げたコハクに、ノイモントが真面目まじめな表情で頷く。

「エールデ様は、先代の大司教を務めていらっしゃったお方です。十五年前の戦で大おお怪け我がをなさってからは役職を降り、町人として暮らしていますが、私を育ててくださったのはエールデ様です。同時に私の師でもある」

　先日ヴァルトが、町人はマスターに絶対の信しん頼らいを置いている、と言っていた理由をコハクはようやく理解することができた。

　マスターは目を眇すがめ、僅かに苦笑と分かる笑みを浮うかべた。

「古い話だ。今の私はただの酒場の主人さ。それよりも、本題に入ってもいいか？」

　コハクの姿勢は自然と伸のびる。これから聞こうとしている話は、普ふ段だん無口なマスターが饒じよう舌ぜつになるほど、重要な話なのだろうから。

「かつて、神国には歌姫の一族と呼ばれる民族がいた。正確には、単一民族で構成された小国があったんだ。彼らは、不思議な音を操ってコミュニケーションを取っていた。いつしかそれは、彼らの身体からだを通して神が言葉を告げているためだとされ、礼拝期間に〝神の言葉〟を告げるのが、彼らの役割となった。その音は、我々にとって心地よく、その音を聞くために各国の人々はこぞって礼拝堂を訪れたという。──おそらく、一種の催さい眠みん作用をもたらしていたのだろうがね」

「──ひょっとして、それがあの聖堂にある天使？」

　マスターは、コハクの言葉に無言で頷うなずき、続きを語る。

「彼らは言葉を話さない。そもそも言葉を持たないんだ。そのため、彼らとコミュニケーションを取るには、彼らの〝音〟を理解する必要があった。そこで、天使の通訳をする、〝司教〟という存在が生まれたんだ」

　コハクは首を傾かしげる。今、神の言葉を告げるのは、司教であるノイモントの役目であり、天使はどこか象しよう徴ちよう的てきな存在になっている。だが、今のマスターの言葉からすれば、役職の一つとして〝天使〟が存在したはずだった。

「じゃあ、天使は、どこに消えたの？」

　蒸じよう気きを上げるポットから、こぽこぽとカップに湯が注がれる。ふわりと香った甘あまい蜜みつとハーブの香りに、品の良い紅茶の香りが後から追従する。

　二人の前に、一つずつ入れたてのカップを置きながら、マスターは言った。

「天使は、人間に恋こいをして悪あく魔まになったのさ」

「……天使が、悪魔に？」

　まるでおとぎ話のような答えに、コハクは反応に困り隣となりのノイモントを見み遣やった。だが、ノイモントは顔を強こわ張ばらせて食い入るようにマスターを見つめている。

「ノイ？」

「そうか……だから天使は、この国から消されたんだ」

「なぁ、ノイ！　あたしに分かるように説明してよ！」

　一人で納得しているノイモントに、焦じれながら言うと、ノイモントはようやくコハクの存在を思い出したかのようにこちらを振ふり返った。

「天使は、この国を裏切ったんです。裏切って、王国の味方についてしまった。だから、その存在ごと神国から抹まつ消しようされたんです」

「え、じゃあ、悪魔っていうのは……」

　戸と惑まどうコハクに、マスターが答える。

「王国の悪魔というのは、騎き士し団だん長ちようを指すのではない。本当は、王国に味方をした神国の天使を指してそう言ったんだ」

「王国の悪魔は、神国の天使だった……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたコハクに、マスターは新たに入れた紅茶で口を湿しめらし、そして語り始めた。




　三百年前の戦争が始まる少し前、歌姫の一族であった一人の少女が、王国の青年と出会った。

　青年は、王国を守る騎き士しであり、少女は神国で神の言葉を告げる天使だった。少女が特別な民族だと知った青年は、少女の〝音〟を独学で習得し、互たがいを理解した二人はやがて恋こいに落ちた。

　だが、折しもそのすぐ後に、神国と王国の間で領土をめぐる戦争が勃ぼつ発ぱつした。二人の立場は敵同士となり、会うことすら許されなかった。

　騎士である青年は、少女の〝音〟から得た〝音語り〟の技術を王国の旋せん律りつ士し達に用いて、不利な戦いくさを切り抜ぬけていった。だが、時が経たつにつれ、圧あつ倒とう的な戦力差により王国は次第に窮きゆう地ちに追い込まれる。やがて万策尽つき、自身も怪け我がを負った騎士がついに覚かく悟ごを決めた時、戦場に天使が現れた。少女は、愛する者を守るため、母国を裏切り、青年の元へと駆かけつけたのだ。

　そして、彼女は奏かなでた。彼の代わりに、王国を救うべく戦いくさの音楽を。

　彼女の特とく殊しゆな音楽は乱れた隊列を組み直し、騎士達へ戦う気力を蘇よみがえらせた。

　騎士達は最後の力を振ふり絞しぼり、王国は窮地を乗り切ったが、二人は力尽き、そのまま戦場で息絶えた。

　やがて少女の裏切りを知った神国は、一族を裏切り者として処しよ罰ばつし、国もろとも滅ほろぼした。

　そして、天使が神国を裏切ったという事実を隠かくすために〝天使〟が〝旋律士〟であった事実は歴史上から徹てつ底てい的に削さく除じよされ、人々の口伝によって〝アンバーの天使〟という形を変えた象しよう徴ちようのみが現在に残ったのだった。

「……それじゃあ、天使の一族は我々が存在を抹まつ消しようしたというのですか……」

　話を聞き終えたノイモントが、震ふるえる声で言った。

「長い時を経て、天使の特性や音楽そのものについての知識は失われつつあったが、かつて我が国で大きな裏切りがあり、そして裏切った同どう胞ほうの一族を根絶やしにしたという事実は、代々大司教と法王だけに語り継つがれていた。秘ひ密みつを秘密として認識し、隠し続けるために」

「では、どうして私が大司教を継ぐ時に教えてくださらなかったのですか？」

「法王の判断だ。彼は、国の脅きよう威いになるものはどんな小さなことでも消してしまいたかった。昔と違ちがい、今の神国は連合国からの貢みつぎ物ものがなくては立ち行かない。そんな中で、もし神の言葉を告げる天使を、神国自みずからが殲せん滅めつしたという過去が露ろ見けんしてしまったら」

「……神国に対する疑ぎ惑わくや、反乱を生じかねないですね」

　ノイモントが神しん妙みように頷うなずいた。

「だから、王国を攻せめ、勝利し、〝窮地を救う悪魔〟の存在そのものが打ち消されることを望んでいるんだ。神がいる限り、悪魔は存在できないのだと周囲に知らしめるためにも」

　コハクは、複雑な思いでマスターの話を聞いていた。

　三百年前の天使は、ただ好きな人を助けたくて動いたに過ぎない。だが、それが原因で三百年経たった今でもその因果を断ち切ることができないでいる。それが、コハクにはかわいそうでならなかった。

「必ず自分の手で消してみせる。もうすぐ消えてしまうものを後こう継けい者しやに伝える意味はない、と法王はおっしゃった。国民や小国にその情報が漏もれる危険性を僅わずかでも取り除のぞきたかったんだろうな」

　マスターの答えに、ノイモントがカウンターの上で組んでいた両手にぐっと力を入れたのが分かった。人々の心を救う聖職者が、自みずから民を殺していた。その事実は、ノイモントにとってどれほど苦痛なことだろう。

「ノイ……」

　コハクの呼び声に、ゆるゆると生気のない視線を向けたノイモントが、はっと顔を上げた。

「待ってください。もし、天使の一族を殲せん滅めつしたのなら、コハク様はどうなるのですか？　この痣あざは天使が持つものと全まつたく同じです。王国の旋せん律りつ士しとも形が異なると聞きました」

　ノイモントの言葉に、マスターはコハクの首元へと視線を移し、そしてコハクの両目を見つめた。

「コハク」

「は、はい？」

　ふいに矛ほこ先さきを向けられ、コハクは慌あわてて答える。

「君の名前は、東の島国の言葉から付けられたというのを知っていたか？」

「え、そうなの？」

「その国で、黄金色の宝石という意味だ」

　そういえば、バッソンがコハクのことを宝石のベルンシュタインを意味するんだと言っていたことを思い出す。あれは、東の島国の言葉だったのかと一人納得する。

「国こそ無くなっているが、東の島には今も君や天使と同じ系統の旋律士達が住んでいるはずだ」

「それは……」

　驚おどろきに目を見開くノイモントに、未いまだ要領を得ていないコハクが視線で問う。ノイモントは、再度マスターに向き直ると、確信にも近い口調で問うた。

「三百年前、一族の殲滅を実行したのは、通訳をしていた司教だったのですね？」

　今度こそ、はっきりと笑みだと分かる表情を浮うかべたマスターに、ノイモントは嬉うれしそうに頷うなずく。

「コハク様。あなたの祖先は、歌姫の一族は、神国の目が届かない東の島国に逃にげ延のびていたんですよ！」

　ノイモントの言葉に、今度はコハクが目を丸くする。自分の親を知らず、どこで生まれたかも知らない。気が付けばスラムで老人に育てられていた。ただそれだけがコハクの過去であったのに、自分と同じような演奏をする旋せん律りつ士しが、他の国に存在するなんて。

　コハクは右手でそっと首筋に触ふれる。

「行って、みたいなぁ……」

　そして、ぽつりと言う。そこでなら、皆みなを楽しませることが目的の、自由な音楽が奏かなでられるのだろうか。

「行けますよ。この戦争が終われば、きっと」

　ノイモントがそっと微笑ほほえみかける。コハクは、小さく笑って「うん」と頷うなずいた。

「これで、ヂェスが求めていた答えは全すべて揃そろいました」

　すっかりぬるくなってしまった紅茶に口を付けて、ノイモントが言う。

「後は、コハク様。あなたと彼が戦場で出会えば、その時が終しゆう焉えんの始まりです」

「──なぁ、ノイ。あたしがそこですべきことは分かってる。だけど、ヂェスは何をするつもりなんだ？」

　コハクはその計画の全ぜん貌ぼうを未いまだ知らない。だが、ノイモントは小さく首を振ふり、答えようとはしなかった。

「あなたはただ、最後まで彼を信じていてください。私から言えるのは、それだけです」

　こういう場面では、いくら食い下がってもノイモントが口を割ることがないというのは、今までの付き合いから察せられた。不安はあるが、ヂェスが信じろと言うのなら、コハクは信じるしかない。

　コハクは一息にカップの中身を飲み干すと、腹をくくったように言い放つ。

「絶対、この戦いくさを止めてやろうな。三百年前の、天使と騎き士しのためにも！」

　息巻くコハクに、ノイモントと、そしてマスターが僅わずかに驚おどろき、だが、しっかりと頷いた。
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　スワロウを甲かん板ぱんに接近させたところで、神国の兵士がこちらの存在を認めた。

「空だ！　撃うて！」

　一いつ斉せいに銃じゆうがこちらへと向けられる。所しよ詮せん歩兵用のマスケット銃なので、射程は短く大した威い力りよくはないが、それでも繊せん細さいなスワロウの羽を傷つけられるのはよろしくない。

　ヂェスは再度浮ふ上じようして、射程外まで甲板から距きよ離りをとる。

　甲板では、ヂェスの姿を認めたコハクが、両手を押おさえていた兵士を蹴けり飛ばし、船せん尾びまで走ってくる姿が見えた。

「ヂェス──！」

　ぐるりとスワロウを旋せん回かいさせたヂェスは、銃兵の背後に回り込むと風の向きを読んで一息に船の甲板へと飛び降りた。

　とん、とコハクの目の前に着地をすると、途と端たんに必死の形相でコハクが飛びついてくる。受け止め、コハクに押おし倒たおされる形で船室の壁かべに背を付けると、そのすぐ目の前を弾だん丸がんが通過していった。

　ほぅ、とコハクの肩かたから力が抜ぬける。どうやら感極まっての抱ほう擁ようではなかったらしい。

「やぁ、コハク。元気そうでなにより」

「馬ば鹿か！　ンなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　怒ど鳴なりつけたコハクの肩かた越ごしには、あまり見たくはない光景。

「あー……まぁでも、そうなるよねぇ」

　のんびりとした口調で言うヂェスの前には、駆かけつけた兵が横一列に並んで銃じゆう口こうをこちらへと向けていた。

「まさか、悪あく魔まが単独で神の領域に乗り込んでくるとは、一体どういう了見だ？」

　その後ろで、白い軍服に身を包んだ男と、やはり白い礼拝服に身を包んだ男が、全まつたく同じ表情を浮うかべて立っていた。

「こちらこそ、神に最も近しい二人にお出で迎むかえいただけるとは光栄だね」

　緩ゆるい笑みを浮かべたまま言うと、二人のうち、軍服姿の男が僅わずかに口元を上げて一歩前へと歩み出た。

「コハク、こちらへ来なさい。天使であるお前が、悪魔と共に居ることは許されない」

「嫌いやだ、ね！」

　間かん髪はつを容いれずに言い返したコハクに、思わずヂェスは吹ふき出す。神国に残したことが内心不安だったが、懐かい柔じゆうされるどころかすっかり反はん抗こう期きだ。

「お前は、まだ自分の立場が分かっていないのか？」

　表情を変えることなく、だが威い圧あつ的に言ったフォルモンドに、コハクの肩が強こわ張ばる。しがみつくようにヂェスの胴どうに回された両腕うでにも、ぎゅっと力が入ったのが分かった。

　今やコハクは神国の国民全すべてを人質にとられているようなものなのだ。ましてや、この船の真下では、コハクが最も守りたいと願った一いつ般ぱん国民達がフォルモンドの駒こまとして配置されている。ここで迂う闊かつな行動を取ることは避さけるべきだった。

「オレは大だい丈じよう夫ぶだから、一度戻もどって？」

　囁ささやくようにそう告げるが、コハクはしがみついたまま嫌々をする子どものように首を振ふる。

「コハク」

　その背を撫なでながら諭さとすように名を呼ぶと、不安に揺ゆらぐ瞳ひとみがこちらへ向けられる。その蜜みつ色の瞳に小さく笑んで頷うなずいてみせると、コハクはようやくゆっくりとヂェスから身体からだを離はなした。

　そしてフォルモンドに向き直ると、その正面に指を突つき付け言い放つ。

「あたしはそっちへ戻る！　だけど、離れた途と端たんに一いつ斉せい射しや撃げきとかは無しだからな!?」

「あぁ、いいだろう」

　法王の承しよう諾だくを確認したコハクは、相手を睨にらみつけながら真まっ直すぐにフォルモンドの元へと歩み寄る。その間、ヂェスは諸もろ手てを上げて無む抵てい抗こうを示し続けた。

　コハクが法王の傍かたわらに辿たどりついた時、ヂェスはあらためて口を開く。

「法王サマ。オレは、ここに奇き襲しゆうを掛かけにきたわけじゃない。交こう渉しように来たんだ」

　ヂェスの言葉に、法王は首を傾かたむけて面白そうに両口元を釣つり上げた。

「交渉だと？　戦争を止めてくれ、とでも言うつもりか？」

　茶化すように言った法王に、だが、ヂェスは緩ゆるく笑いながら両手を広げてみせた。

「あぁ、その通りだよ。法王サマ」

　その言葉を聞いた兵士が、僅わずかに動どう揺ようを見せる。コハクもまた、啞あ然ぜんとした表情でこちらを見つめていた。唯ゆい一いつ、ノイモントだけが表情を変えることなくこちらを見み据すえている。

「戦争を止めたい、か。それは、王国として降こう伏ふくを認めるということか？」

「いや。ここに来たのはオレ一人の意志。国王がこのことを知ったら、たぶんオレ、殺されると思うなぁ」

　まるで他人ひと事ごとのように言うヂェスの真意を怪あやしんだのか、さすがのフォルモンドも眉み間けんを寄せて探るようにこちらを見つめた。

「たかが騎き士し一人が国同士の争いに口を挟はさもうとは、ひどく傲ごう慢まんな話じゃないか。そんなものが、通用すると思うのか？」

「通用するも何も、この戦争の原因はそもそもが悪魔オレ一人にあるはずだよね？」

　ヂェスの言葉に、フォルモンドがぴくりと片かた眉まゆを上げた。

「あなた達神国は、神の命によって悪魔を倒たおしに来た。それが戦争の目的だったと記き憶おくしている。だったら、悪魔さえいなくなれば、戦争をする理由はなくなるはずだ。そうだよね？」

「ヂェス!?」

　思わず叫さけんだコハクが飛び出そうとしたが、ノイモントによって引き留められる。

「ほう。ならば、お前は自みずから命を差し出すために此処ここへ来たというのか？」

「だから、交渉しに来たって言ってるじゃないか」

　にこりと笑って、ヂェスは向けられた銃じゆう口こうに目もくれず、真っ直ぐに法王の元へと歩み寄る。

「オレは別に自身が悪魔だとは思っていないし、そんなおとぎ話を理由にそう易やす々やすと自分の命を捧ささげるつもりもない。だが、あなた達はどうしたって悪魔の存在が許せないらしい」

　含ふくみを持たせたヂェスの口調に、フォルモンドは目を眇すがめてこちらへ近づいてくる男を見据える。銃兵達は銃口をヂェスに向けて動かしていたが、一定の場所でその動きを止める。これ以上追うと、ヂェスの前に立つ法王にも必然的に銃口を向けることになるからだ。

　それを見み越こしているかのように、ヂェスは歩みを止めない。法王もまた、その一挙一動を見み逃のがすまいとするように、ヂェスから視線を外すことはなかった。

「残念ながら、オレには自分が悪あく魔まじゃないという証しよう拠こもなければ、そう言い切れるだけの根拠もない。だけど、敵であるあなたが悪魔だと言っても、それを鵜う吞のみにできるわけがない」

「……何が言いたい？」

　手を伸のばせば触ふれられそうな位置まで来たヂェスは、そこでようやく歩みを止めた。

「簡単な話ですよ。人が決められないのであれば、あなた達の信じる〝神様〟とやらに決めてもらえばいいんだ」

　そう言うと、ヂェスは下から睨ねめあげるようにして、にぃと悪魔のように笑ってみせた。フォルモンドは、表情を変えないまま、視線だけでヂェスの挑ちよう発はつを受け止める。

「まさか、悪魔の口から神に問うなどという言葉が出るとは思わなかった。だがしかし、神を信じてもいないお前が、どうやって神からの啓けい示じを受けるというんだ？」

「どうやってって、そこにいるじゃないですか。神の言葉を告げる、天使様が」

　振ふり返ったフォルモンドを、コハクが挑戦的な視線で見つめ返す。

「……なるほどな、考えたものだ」

　そう呟つぶやき、不敵な笑みを浮うかべたフォルモンドは、再度ヂェスへと向き直った。

「だが、彼女が告げるのは、神の国の言葉だ。それを解かい釈しやくするのは、誰だれだ？」

「フォルモンド、それは私が……」

「ノイ。お前はこの娘むすめと、そして敵であるこの男に内心で肩かた入いれしているだろう？　私が気付いていないとでも思っているのか？」

「そんなことは……」

　反論しようとしたノイモントの言葉が、尻しりすぼみに消える。

「やっぱり、そう甘あまくはないよね」

　口の中で、ぼそりとヂェスが言う。ノイモントに告げさせることができれば手っ取り早いと思ったが、さすがにそう上手うまくはいかない。

　傍はた目めにも困こん窮きゆうしているノイモントに気にするなと小さく笑いかけ、ヂェスはフォルモンドへ告げた。

「ならば、ここに居る全すべての人々に判断していただきましょう！」

「……全ての人々、だと？」

「えぇ。神国の民も、もちろん我が王国の民も、全てだ！」

　ヂェスが言うと同時に、コハクが船の舳へ先さきへと走り出た。軽やかな身のこなしで、手て摺すりの先せん端たんへ飛び乗ると、それに気が付いた地上の兵士達から声が上がった。

「何をしている！」

　思わず叫さけんだフォルモンドの前に、ノイモントが進み出た。

「フォルモンド、これは公平な判断です。神の声は平等に人々に降り注ぐ。しかし、それに応じられるのは、神を信ずる者だけのはず。これほど公平な判断がありましょうか？　否定するということは、国民の前で法王が神を疑ったとも取られかねません」

　暗に、神の威いを借りている今の政治を示し唆さした物言いをする弟の力強い視線に、フォルモンドは怒いかりのこもった眼光を向けたが、それ以上言及することはなかった。

　ノイモントは、コハクが立つ手て摺すりの前に行くと、地上を見下ろし、声を上げた。

「皆みなの者！　これから、この場に紛まぎれる悪あく魔まをあぶり出すため、神の言葉を告げる！」

　よく通る声が、その場に響ひびき渡わたり、地上で剣けんを振ふるっていた双そう方ほうの動きを止めた。

「日ひ頃ごろより信しん仰こうのあるものは、それを身体からだで感じることができるだろう。しかし、悪あしき者には、その言葉を受け止めることはできないはずだ！　さぁ、耳を傾かたむけよ！　そして感じるのだ！　我らが神の言葉を！」

　ノイモントの最後の言葉と同時にすうっと息を吸う音が甲かん板ぱんに響いた。

　そして、空中にパンッと音楽が弾はじけた。

　音おん符ぷが踊おどり狂くるうような旋せん律りつと、刻まれるビートは拍はくの後ろにアクセントが置かれる。

　そのビートに引っ張られるように、前の音に引っ掛かけるようにして紡つむぎだされる、癖くせのあるリズム。だが、そこには貴族音楽には見られない、熱い魂たましいのようなものが映うつし出されていた。
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　敵の攻こう撃げきを避さけて後退していたヴァルトは、突とつ如じよ響き渡ったノイモントの声と、そして続けて響き渡った聞き覚えのある音色に耳を疑い、思わず空を見上げた。

「コハクと、ノイモント様……？」

　ヴァルトの居る位置からは船の腹しか見えなかったが、あのよく通る声、そしてあの無茶苦茶だが何故なぜか心が躍おどる音色を間ま違ちがえようがない。

「おい、ヴァルト。こりゃ、どういうことだ？　あれは嬢じようちゃんだろ？　一体何を始めたんだ!?」

　同じ隊の男が、呆ほうけた表情で尋たずねる。ヴァルトにも、その意図は見えない。だが、ふいに聖堂でノイモントが告げた言葉が蘇よみがえった。

「分からん。だが、迷った時には神の声が指針になる──今までもそうだったじゃないか。敵に攻せめ込まれそうになった時や、さっきの砲ほう撃げきだってそうだ。この戦場から聞こえる音の中に時折混ざる神の声を信じて辿たどっていったから、俺おれ達はこうして皆無事なんじゃないか！」

「あぁ、確かにそうだ。最初はまた悪魔の声だと怯おびえていたが、確かに時折神の声が聞こえていた！」

　周囲の男達は口ぐちに同意し活気づく。それは、コハクの声を聴きき慣れていなければ気付かなかっただろう曲調の変化。

　馬の蹄ひづめの音に合わせて刻まれる悪あく魔まの声が、時折そのリズムからずれることがあった。すると、どういうわけか、それまで悪魔の声に聞こえていた音色が、コハクが聖堂で奏かなでていた神の声に切り替かわって聞こえたのだ。

　それを聞き、音を辿たどって移動をすると必ずその後、先ほどまでいた場所へ敵の襲しゆう撃げきがあった。

　味方だと信じていた母国の船から、まるで自分達は捨すて駒ごまだというかのように爆ばく撃げきをされた時にも、命を救ったのは戦場に響ひびいた神の言葉だ。

　ヴァルトは、悪魔の声に隠かくして神の言葉を紛まぎれ込ませたのが本当は誰だれなのかに気が付いている。だが、それを他の者に告げるつもりはない。他の者達は皆みな、神が救ってくださったのだと信じており、それこそが〝彼〟の狙ねらいなのだろうから。

「あの音を、神の声だと信ずるに値することは実証済みだ」

　ヴァルトの言葉に、皆は、互たがいに顔を見合わせる。

「だったら、今回も従うまでだ！」

「おい、みんな。聖堂でコハクがやっていたようにやるんだ！」

　おぉ、と声を上げた男達は、銃じゆうや剣けんを投げ出すと、吸い寄せられるように一いつ斉せいに両手を高く掲かかげた。







「士長ぉ……」

　情けない声を上げる若い旋せん律りつ士し達に向かって、バッソンは目線で演奏を続けるように促うながす。

「そんなこと言ったって、こんなリズムじゃ……」

　旋律士達が音ねを上げるのも頷うなずける。かく言うバッソン自身も、一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけば向こうのペースに飲まれてしまいそうになるのだから。

　それほどに、コハクの奏でる音楽は力強く、勢いがあった。

「バッソン。こりゃあ、とんでもねぇ娘むすめがいたもんだな」

　捕ほ虜りよを縛しばり上げていたブルースが、空に向かって音楽を奏でる少女を見上げ、ため息とともに言った。そうだなと応じたいところだが、今のバッソンには全まつたくもって余よ裕ゆうがない。

　戦場をくまなく取り巻いていた騎き士し音楽が、いつの間にか弱まりつつある。他の隊に配置された旋律士達も、演奏を続けていられるのはほんの一部だけだと察せられた。

　だが、ヂェスの指示は「何があっても演奏を続けろ」だった。ならば、旋律士長である自分が演奏を止めるわけにはいかない。

　必死にリズムに食らいつき、音を追いかけていたバッソンに、ブルースが思いついたように言う。

「なぁ、バッソン。ヂェスは、演奏を続けろって言っただけだよな？」

　バッソンは視線だけで肯こう定ていを示した。するとブルースはふむ、と頷うなずき、何を思ったか両手を叩たたき始めた。

「無理にあの娘むすめのリズムに合わせようとするからいけないんじゃねぇか？　ほら、よくヂェスとジルバが酒場でやってるだろう？　異なるビートの組み合わせ。ああすれば、意外に上手うまくいくんじゃねぇか、と」

　そう言いながら、ブルースはコハクが強く刻むリズムだけを取り出すように手でビートを刻んだ。促うながされ、半信半疑ながらにバッソンはブルースのビートに乗せて音楽を奏かなでだす。すると、先ほどまでの奏で難にくさが噓うそのように、するすると音が重なり合っていくのが、バッソン自身にも感じられた。

「おぉ、いい感じじゃないか。おい、お前達もこれならいけるんじゃねぇか？」

　楽しげに両手を叩きながら、ブルースが演奏から落ちていた旋せん律りつ士し達に声を掛かけた。だが、旋律士達は真しん剣けんな表情で音楽に耳を傾かたむけている。

「どうした？」

　ブルースの問いに合わせて、バッソンも怪け訝げんな表情を向けると、若い旋律士達は啞あ然ぜんとした面持ちで言った。

「これ……〝音語り〟になってます」

「何!?」

　思わず声を出してしまってから、慌あわてて演奏を続ける。バッソンの驚おどろきを引き継ついで、ブルースが耳に意識を集中させるように目を閉じた。二つのビートが重なり合って生まれた新たな音楽には、確かに〝音語り〟が存在している。ブルースが、にっと口元を引き上げて笑った。バッソンもまた、この音楽に隠かくされたヂェスのメッセージを聞き取ることに成功する。

　いわく。

「〝音楽を楽しめ、そしてアナザー・ビートもうひとつの鼓動を刻め〟、だ！」

　ブルースの言葉に、様子を見ていた他の騎き士し達も一いつ斉せいに両手を打ち鳴らし始める。この場にいる者のほとんどが、ライカの酒場でヂェスとジルバの〝勝負〟を目の当たりにしている。一度乗ってしまえば、自みずからビートを刻むことに何の抵てい抗こうもない。

「お前達も、奏でろ！」

　息いき継つぎの合間を縫ぬって、バッソンは叫さけぶ。自ら手を打ち、他の旋律士達が音楽に入りやすいようリズムを作る。コハクの音色を中心として、王国の旋律士達が次々と輪に入ってくる。

　音と音が重なり合い、再び戦場には音楽が広がっていく。

「楽しめ！　きっと、それも含ふくめてヂェスの作戦なんだよ！」

　ブルースの煽あおりを受け、騎士達もまた両手を高く掲かかげて力強いビートを刻み始めた。







　岬みさきの先せん端たんからヂェスの馬で王の下へと向かっていたジルバは、目下の光景を信じられない気持ちで眺ながめていた。

　戦場に流れる自じ由ゆう奔ほん放ぽうな音楽に〝音語り〟が混ざり、そして人々の手て拍びよう子しが加わる。

　何より信じられないのは、そこにいる人々の表情だ。手を叩たたく人々は、皆みな楽しそうに笑っている。──ここは戦場だというのに、だ。

「これが、奴やつの企たくらんでいたことか」

　戦場を見下ろす高台の上。馬を降りたジルバを出で迎むかえたのは、赤い髪かみを同じように一つに束ねたロイとエマだった。こうして並ぶと、迫はく力りよくがある二人だと王家の二人を前にジルバはあらためて思う。

「王である俺おれを出し抜ぬいてまで、何をする気かと思っていたが……中々面白いことを考えたな。法王がどう出るか、全まつたくもって見物じゃねぇか」

　一見、心底楽しそうにロイは笑っていたが、その目は隙すきなく船上の法王を追っている。

「申し訳わけありません。王に危険が及ぶことは避さけたかったので」

　しれっと答えると、ロイは含ふくみを持たせた笑みでジルバを見て、手先を軽く振ふった。

「こちらとしては、国を守れさえすれば文句は言わん。だが、こんな面白い賭かけにのっけから乗れなくなったことは、今のこの立場を恨うらむしかないな」

　そんな兄に、エマが生き真面目まじめな顔で近づく。どうやら、二人の話が終わらぬうちにジルバが割り込む形で参入してしまったらしい。

「兄上、話はまだ終わってない」

「エマ、無ぶ粋すいな真似まねはやめようぜ。〝音語り〟が聞こえねぇのか？　戦場の指し揮き官かんであるヂェスからの指示だ。我々も、奴の悪わる企だくみに加担しようじゃねぇか」

　不満そうな顔のエマに背を向け、ロイはジルバに問う。

「ジルバ、どうすればいい？」

　ジルバは、にっと笑うと両手を頭の上に掲かかげた。

「簡単ですよ。要は、楽しめばいいんです」

　言って、地面を踏ふみ鳴らし、両手を打ち鳴らす。今日はヒールではないので、刻んだステップは土の地面に吸収されて音にはならない。それでもリズムを取るには有効だ。

　ロイは、と見れば、あっという間にリズムを自分のものとし、軽快にビートを刻んでいる。

「ほら、エマ様も！」

　まだ憮ぶ然ぜんとしていたエマに、ジルバは手を差し伸のべる。エマは、驚おどろいたように暫しばし硬こう直ちよくした後、迷うようにそっとその手を取った。そして、何故なぜかにやにやとこちらを見ている兄に、低い蹴けりを食らわすことも忘れない。

　エマも、ゆっくりと促うながされるままに胸むねの前で両手を打ち鳴らし始めた。さすがはヂェスの従兄妹いとこ達だと言いたいが、ロイに関してはお忍しのびで酒場に顔を出している成果なのだろう。

　何はともあれ、これで準備は整った。




　戦場に立つ全すべての視線が、今や空中の船へと集まっていた。
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「あはは。久々だけど、やっぱり爽そう快かいだね」

　船の甲かん板ぱんから、地上を見下ろしたヂェスが楽しげに笑う。コハクが単独で奏かなでていた音楽が、今や戦場全てを巻き込んだ大演奏会へと変化していた。

　王国、神国問わず、その場にいるほとんどの人がその音楽会に参加している。だが、一部全まつたくその輪の中に入ることができない者がいた。

　一つは四方の高台で騎き士し団だんによって捕ほ縛ばくされている神国兵達。一つは、法王の命を受けヂェスに銃じゆう口こうを向けている銃兵達。

　そして最後は、今、目の前で立ち尽つくしている男と、両手を上げているヂェス本人。

「法王サマ。地上の様子は見ていただけましたか？」

　壁かべに背を付け、諸もろ手てを上げた状態でヂェスが問う。法王からの答えはない。ヂェスは気にした様子もなく勝手に話を進める。

「見ての通り、神サマは、神国の民だけではなく我が国の民をも受け入れてくださるようだ」

　ゆっくりと壁から背を離はなし、諸手を上げたまま船の先せん端たんへ向かって歩き始めるヂェスを、戸と惑まどいながらも銃口が追いかける。

　ヂェスは銃が向けられているとは思えない軽い足取りで船首に辿たどりつくと、コハクに並んで手て摺すりの上へと飛び乗った。

　そして、地上に向かって高らかに言い放つ。

「さぁ、御立会いの皆みなさん。ここからはこの場の全てが証人だ。もし、法王サマが言うようにオレが悪あく魔まで神サマに受け入れてもらえなければ、この場で潔いさぎよく命を絶とう。だがしかし、神の言葉にオレが応じることができたなら、神が示す悪魔は別にいるというわけだ！　さぁさ、命を懸かけた一世一代の大勝負、とくとご覧あれ！」

　命を懸けているなどと言いながら、戦場とは思えない場ば違ちがいな口上に、だが地上の人々からは煽あおるような喝かつ采さいが響ひびいた。

　コハクが音を止めることなく、視線だけをこちらへ向けた。ヂェスもまた、視線だけでそれに応じる。ノイモントの視線が、そこに合わさる。三人のアイコンタクトが成立した時、ヂェスのつま先がトントン、と手摺りを蹴けった。

　それを合図に、コハクの奏かなでる音楽が急にリズムを切り替かえた。音の頭に来ていた拍はくを、次のフレーズでは後ろで感じる。かと思うと、立て続けに強く刻み、直後にふっと弱まる。

　めまぐるしく変化する不均一なビートは、聴きく者を翻ほん弄ろうするように踊おどり狂くるう。

　ヂェスが、コハクに依い頼らいをしたことはただ一つ。枠わくに捉とらわれず、自由な即興演奏アドリブを思いっきり奏でること。

　その踊りに、まずはノイモントがタイミングよく両手を打ち鳴らし参入した。初めて聴く者には無む秩ちつ序じよにしか感じられないこの音楽にも、一定の法則がある。それを理解していれば、拍を刻むのは存外難しくはない。

　大司教が神の言葉に華か麗れいに応じたことで、神国の人々からは拍はく手しゆが上がった。

　続いて、ヂェスが両手を掲かかげる。そして次の瞬しゆん間かん、地上からはどよめきが上がった。

　ノイモントが刻むビートと、ヂェスが刻むビート。互たがいに刻まれるそれは、コハクを中心として、鏡のように反転したリズムとなっていた。

　表裏一体となり重なった二つのビートの上で、コハクの自由な音楽が駆かけまわる様子は、まるで神と悪あく魔まの間で翻弄される人間のようだ。音楽に意識を囚とらわれるような感覚の中、ヂェスは他人ひと事ごとのようにそう思う。地上で見上げる人々も、その場に神が降り立ったかのような表情を浮うかべていた。

　やがて、ゆっくりとテンポを下げたヂェスに合わせるようにコハクの音楽が失速し、そして、最後の音が溶とけ入るように消え去った。

　一瞬の静せい寂じやくが、その場を覆おおう。

「神は、この者を受け入れた。この者は、我らを脅おびやかす悪魔ではない」

　静かに、だがよく通る声でノイモントが聴ちよう衆しゆうへと告げる。

　地上は、再びどよめいた。

　ヂェスは手て摺すりから飛び降りると、怒いかりで血の気を失っているフォルモンドへ嫌いや味みなほどに完かん璧ぺきな笑顔を向けた。そして言う。

「まさか、法王サマが神の言葉を信じないわけ、ないですよね？」

「……神の言葉、だと」

　小さく呟つぶやいたフォルモンドは、大おお股またに手摺りへと近づき、その上に立つコハクへと腕うでを伸のばした。

「フォルモンド、何を……」

　駆かけ寄ったノイモントは、フォルモンドが右手に握にぎるものを見て動きを止めた。コハクの背には、銃じゆうが突つき付けられていた。地上からは銃が見えない角度で、だがその指はしっかりと引き金にかかっている。

「天使が神の下に召されたくなければ、二人ともそのまま動かないでいてくれまいか？」

　美しい笑みを湛たたえた法王が、優しい口調で言う。

「どこまでも腐くさった奴やつだな、あんた」

　振ふり返ることなく、コハクが毒づく。だが、フォルモンドは悠ゆう々ゆうとした所作で地上に向かって左手を広げた。

「神の子らよ、惑まどわされてはいけない。三百年前の戦いくさの折、神を裏切り悪あく魔まに魂たましいを売り渡わたした天使がいた。この娘むすめは、その堕だ天てん使しの血を引く者なのだ！　悪魔の国に身を隠かくし、自みずからが追放された我ら神の国を滅ほろぼさんと、この悪魔と共きよう謀ぼうしておったのだ！」

　フォルモンドの告白に、地上の目が一いつ斉せいにコハクに集中する。

「あぁ、何と悍おぞましいことだろうか。悪あしき存在は消えて然しかるべきではなかろうか？」

　芝しば居いがかった口調でフォルモンドは人々に訴うつたえかけた。

　だが、そんなフォルモンドの言葉に被かぶさるように、大きな笑い声が突とつ如じよ甲かん板ぱんに響ひびく。

　フォルモンドの視線が、声の主へと向けられた。

「──何を、笑っている？」

　場ば違ちがいな態度に、フォルモンドは声を低める。

「まさか、必死に隠かくしていたことを自みずから暴ばく露ろしちゃうとはね。本ほん末まつ転てん倒とうって言葉、知ってる？」

　ひとしきり腹を抱えて笑ったヂェスは、やがて大きく息を吐はいてから蔑さげすむように相手を見み据すえた。

「あなたは保身のために本質を見失った。その時点で、あなたの負けだよ、フォルモンド」

「──何を……」

　言いかけたフォルモンドの言葉は、耳慣れた声音によってかき消される。

「法王よ、その手を下ろしてください」

　こちらに向かって銃じゆうを突つき付けていたのは、自分と全まつたく同じ顔。

「……ノイ、お前、何をしている？」

　怒いかりと笑いを綯ない交まぜにしたような複雑な表情を浮うかべ、フォルモンドは自らの片割れへと問い掛かけた。だが、鏡に映うつったようなその表情は揺ゆるがない。

「大司教の立場から言わせていただく。もし、ここにいる天使が悪魔として罪を背負うのなら、この者を崇あがめ、そして心を救われた私や、この戦場に立つ者達は皆みな、同等の罪になるということだ。あなたが、国民全すべてを罰ばつしようというのなら、私は神の教えに背そむいてでもこの引き金を引くだろう！」

　毅き然ぜんと言い放った言葉に、地上からは一斉に同意の声と歓かん声せいが上がった。

　フォルモンドは、目の前に立つ、己おのれと同じ顔をした男を信じられない心境で見つめた。人との諍いさかいを何よりも嫌きらい、戦うことを恐おそれ、誰だれかに刃向かったことなど一度もなかった自分の片割れ。

　今、憎にくしみを露あらわに己に向かってはっきりと否定を口にしたこの男は、果たして本当に自分が知る相手なのだろうか。

「あなたは、自分が最後に神へ祈いのったのがいつだったかを覚えているか？　私には、神の言葉に一度も応じることがなかったあなたの方こそ、悪に捕とらわれているように思えてならない。そうは思わないか!?」

　地上からの野太い声々が、ノイモントの言葉に同調する。既すでに皆みな、武器を捨て、力強く固めた拳こぶしを空に高々と突つき上げていた。

　──どうして法王が、神の言葉に応じることができないんだ！

　──毎日正しく生き、神へ祈っていた我々が、悪あく魔まに捕らわれるはずがない！

　──大司教様と天使様に、無礼な口をきくな！

　──悪魔は、お前だ！

　積もり重なっていた法王への鬱うつ憤ぷんと、戦争への不満が次々と上げられる。わんわんと反はん響きようし合った声が互たがいに溶とけ合い、一つの音となってその場に溢あふれた。

　ヂェスを包囲していたはずの銃じゆう兵へいまでもが、今や銃を下ろして疑ぎ惑わくの目を法王へと向けていた。

「法王サマ。これでもまだ、あたしを殺そうっての？」

　背中に銃を突き付けられたまま、コハクが不敵な笑みを浮うかべて肩かた越ごしにフォルモンドを振ふり返った。

　フォルモンドは、青い顔で地上を見つめたまま、ギリと歯を食いしばる。美しく整った顔は醜みにくく歪ゆがみ、歯をむき出しにした様は、まるで悪魔そのものだった。

「……黙だまれ」

　フォルモンドがゆっくりと顔を上げる。

「……黙れ、黙れ、黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ─────!!」

　獣けものが咆ほう哮こうを上げるかのように、フォルモンドは空に向かって叫さけんだ。

「誰だれのために、何のために私がこんな戦いくさを仕し掛かけたと思っているんだ！　貴様ら愚ぐ民みんどもを食わせるためだろう!?　それを感謝することもなく、貴様らは私を陥おとしいれようというのか!?」

　同時に、指先が引き金を引き、パンッと銃声が弾はじける。

「コハク様！」

　銃を捨てたノイモントが飛び出て、コハクを抱えるようにして庇かばった。

　地上からも、悲鳴が上がる。

　ぽたり、とノイモントの足元に赤い血が落ちた。

「ノイ!?」

　ノイモントの腕うでの中から、コハクが叫ぶ。

　ゆっくりと身体からだを離はなしたノイモントは、だが、小さく首を振った。真っ白の着衣は純白のままであり、銃じゆう弾だんはコハクにも、そしてノイモントにも当たってはいなかった。

「──十五年前から、あんたはちっとも変わってないね」

　二人が視線を上げると、こちらへと向けられていたはずの銃じゆう口こうが、明後日あさつての方向を向いて細い煙けむりを吐はいていた。

「貴様……」

　手て摺すりに両手を突つき、呻うめくように言ったフォルモンドの腹には、騎き士しの証あかしである青く美しい剣けんが突き刺ささっていた。

　ノイモントが極限まで見開いた目で、兄の姿を見つめた。コハクもまた、声を上げることなくその場にただ立ち尽つくす。

　フォルモンドの足元に赤い鮮せん血けつが流れ落ち、甲かん板ぱんを美しい模様のように染め上げていく。

　膝ひざをつき、肩かたで息するフォルモンドを、ヂェスの紫むらさきがかった瞳ひとみが冷たく見下ろしていた。

「誰だれのために、とぬかしていたが、本当に民のことを想おもう王ならば、どんなことがあっても国のために払はらった犠ぎ牲せいを民に見せはしない。何故なぜだか分かる？」

　世間話でもするかのように言うヂェスの言葉に、だが法王は答えない。ヂェスは、一寸だけ頰ほおを持ち上げるように目を細め、そして言った。

「それを背負うのが、頂点に立つ者の役割だからさ」

　途と端たんに、フォルモンドがカッと目を見開く。

「私が、王にふさわしくない、と、言いたいのか!?」

[image: ]

　血の混ざった咳せきで言葉を詰つまらせながら、フォルモンドは血走った目でヂェスを睨にらみつけた。震ふるえる両手で握にぎった拳けん銃じゆうを、ヂェスの額ひたいへと突つき付ける。

「貴様ごときが、私を貶おとしめることは許さない！」

「ヂェス！」

　コハクの叫さけびと、銃声が重なる。

　キンッと小さな金属音が鳴ったと同時に、剣けんを引き抜ぬかれたフォルモンドの身体からだが、どうとその場に倒たおれ落ちた。

　弾だん丸がんを弾はじき飛ばした血ち塗ぬれた剣を、ヂェスはゆっくりと下ろした。

「あんたは、結局誰だれのためでもなく、自分の欲望のためだけに動いていたに過ぎない。だからあんたは、自みずからの手を汚よごす剣を決して握ろうとはしないんだ。過去も、そして今もね」

　そう言ったヂェスの両手は、フォルモンドの血で真っ赤に染まっていた。

「……自ら、手を汚すわけが、なかろう。私は、神に並ぶ者、なのだから──」

　シューシューと漏もれるような息の中、切れ切れにそう言ったフォルモンドは、口元を不敵に歪ゆがめたその表情のまま、もう二度と動くことはなかった。
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　その場の誰もが、言葉を発することができずにいた。

　神国の法王が王国の騎き士しによって殺された。本来なら、この場にいる兵達がヂェスを取り押おさえんとしたことだろう。だが、それを為なす者は誰ひとり存在しなかった。神国の民が法王の死を望み、実行しようとしていたのが大司教だ。

　だが、その役目を奪うばう形でヂェスは剣を振ふるった。いわば、ヂェスは全すべての神国の民の代わりに剣を握り、悪あしき法王を刺さしたのだ。

　その沈ちん黙もくを破ったのは、突とつ如じよ鳴り響ひびいた爆ばく発はつ音おんと、何かにぶつかったような衝しよう撃げきだった。

「何だ!?」

　手て摺すりにしがみついて周囲を見回したコハクが、あぁっ！　と悲鳴を上げた。指さす先には船せん尾びからもうもうと上がる黒い煙けむり。

「峰みねにぶつかったんだ……」

　いつの間にか流されていたらしい船が山頂の岩を掠かすめ、船尾の一部が損傷している。

「操そう縦じゆう士しが消えてる！　あいつ、逃にげやがったんだ！」

　船内に走った兵士が、怒いかりを露あらわに叫ぶ声が聞こえた。操縦していたのは、おそらく神国に亡命したシュヴァインだ。どこまでも利己的な男が、この状じよう況きようで逃げ出さない方がおかしい。

　甲かん板ぱんに出ていた兵士達が船尾へ駆かけ、損傷の具合を確かめる。

「船底に穴が開いてますが、墜つい落らくする前になんとか着地できれば……」

　その言葉に、安あん堵どの空気が流れたのもつかの間、兵士の一人が裏返った声で叫さけんだ。

「だめだ！　この船の底にはまだ爆ばく弾だんが……ちょうどこの下に格納されているじゃないか！」

　同時にぐらりと船が傾かたむき、人々はその場で一いつ斉せいに踏鞴たたらを踏ふんだ。斜ななめになった視界の隅すみに、船底の一部がはがれて地上に落ちる様子が映うつった。このままでは穴から爆弾が落ちるのも時間の問題かもしれない。しかも、この下には王国、神国両方の民が集まっているのだ。

「どうしよう！　このままだと皆みんなの頭上に爆弾が落ちちゃうよ！」

　手て摺すりにしがみつくような恰かつ好こうで、コハクが叫ぶ。

「ま、まずは、地上の避ひ難なんを優先して……」

「この状じよう況きようで、どうやってさ！」

　同じく手摺りにしがみついていたノイモントの言葉に、コハクの叱しつ責せきが飛ぶ。悪いことに、飛空船の異変に気が付いた地上の者達は、こちらを助けようと近づいてきていた。

　再びぐらりと船が揺ゆれ、傾けい斜しやが大きくなる。このままでは、船の下に皆が来た途と端たんに爆弾投下になりかねない。

「あぁ、神よ！」

「司教様！　何とかなりませんか!?」

　パニックになりつつあった船上で、ただ一人、冷静な者がいた。

「みんな、落ち着いて」

　飄ひよう々ひようとした声で、緩ゆるい笑みまで浮うかべて言うヂェスに、人々は呆あつ気けにとられて思わず言葉を飲み込みそちらへと視線を向ける。

　皆の視線を集めたヂェスは、両手でバランスを取って大きく傾いたマストに立つと、わざとらしく肩かたを竦すくめてみせた。

「取りあえず、このままあの峰みねの上まで船を動かすから、地面が近くなったら飛び降りるんだ。皆が船せん尾びに集まってるから、より傾きが大きくなってるんだよ」

「動かすって、誰だれが!?」

　叫ぶように問うたコハクに、ヂェスはにこりと笑って軽々と甲かん板ぱんを上った。そして、歪ゆがんで斜ななめに開いた扉とびらの隙すき間まから身体からだを船内へと潜もぐりこませる。

　ヂェスの姿がガラス越ごしにコックピットに現れる。そのままヂェスが舵かじを握にぎってから暫しばし、ずずっと身体が引っ張られる感覚とともに、ゆっくりと船が動き始めた。

　微び妙みような角度を保ちながら、下降した船はゆっくりと峰の先せん端たんへと近づいていく。甲板の上では、爆弾がこのまま留とどまっていることを祈いのりながら、各自がタイミングを見計らう。

「今だ！」

　ヂェスの声とともに、兵士達が次々と船尾から山頂の岩場へと飛び降りた。

「司教サマとコハクも、早く！」

「ヂェスは!?」

　振ふり返り叫さけぶコハクに、ヂェスは首を傾かたむけて応じる。

「オレは、君達二人がそこを離はなれたらすぐにガラスを割って飛び降りるから」

　ヂェスが、目の前のガラスを拳こぶしでコンコンと叩たたいて見せた。確かに、そうするには前に立つコハクとノイモントが邪じや魔まになる。

「絶対だからな！　すぐに、来いよ！」

　念を押おすように言うコハクに、ヂェスは笑って手を振って見せる。コハクが軽やかに手て摺すりから飛び降りた。彼女であれば、怪け我がもなく着地するだろう。

「ヂェス、私も最後まで残ります」

　ガラスに両手をついて、ノイモントが言った。その表情が彼の決意を語っていたが、ヂェスは追い払はらうようにしっしと手を振った。

「あなたは飛空船の操そう縦じゆうなんて、できないでしょ？　少しでも機体を軽くしたいんだよ。ほらほら、爆ばく弾だん投下したくなけりゃ、早く降りてください」

　ノイモントがぐっと言葉に詰つまる。それはどうしようもない事実であり、たとえノイモントが残ったところで、この状じよう況きようを悪くすることはあっても良くなることはない。

　それでも逡しゆん巡じゆんするようにガラスの上で両手を握にぎりしめていたノイモントに、ヂェスは緩ゆるく笑って呼びかける。

「ノイモント様」

　翡ひ翠すいの瞳ひとみがこちらを捉とらえる。その目を睨にらみつけるように、ヂェスは口を開いた。

「あなたもオレも、国民を守らなくてはいけない立場でしょ？」

　ノイモントが大きく目を見開きこちらを見み据すえた。

「っ──！」

　その言葉で全すべてを悟さとったのだろう。険けわしい表情で口を開きかけ、だが、ヂェスの強い視線を受けた彼は、悔くやしげにその口を閉じた。

「──コハクのこと、頼たのみますね」

　にこりと笑んでそう告げたヂェスに、ノイモントは深く一礼し、そのまま背を向ける。ほんの一いつ瞬しゆん、息絶えた兄を振り返ったが、小さく首を振ると、想おもいを断ち切るように手摺りを蹴けって地上へと飛び降りた。

　やがて、船から全すべての人が避ひ難なんしたことを確認し、ヂェスはゆっくりと目を瞬まばたいた。

「さぁて、と」

　小さく独ひとり言ごちたヂェスは、舵かじを握にぎり直し、ゆっくりと手前に引く。それに合わせて、船は小さな駆く動どう音おんとともに徐じよ々じよに上じよう昇しようを始めた。

　人の重さが無くなって、船は少し傾けい斜しやが緩くなった。これなら、なんとか持つだろう。

　再び舵を押しつけ、緩やかな角度で下降するところで止める。そして、腰こしの剣けんを抜ぬくと、鞘さやとベルトを使って舵をそのままの位置で固定した。このまま行けば、丁度海の真ん中あたりで着水できるはずだ。

　ヂェスが確認した時、船底は正常な着地ができる状態では到とう底ていなかった。爆ばく弾だんは、一いつ斉せい投下すれば町一つ破は壊かいできるほどの数を残しており、このままでは、仮に地上に降りても、その衝しよう撃げきで爆発することは目に見えていた。

「結果はどうであれ、オレが動くことまで読んでいたとすれば……侮あなどれないねぇ」

　フォルモンドの亡骸なきがらを横目に見み遣やり、ため息とともに言う。

　この場合、被ひ害がいを最も少なくする方法は、海まで船を動かし、海上で爆発させること。そして、その通り道にあたる地上から人々を退かせること。この二つだった。

　そして、それができる者は、騎き士し団だんを動かせるヂェス以外にありえない。フォルモンドはそこまで見み越こし、ヂェスの命を奪うばう最後の仕し掛かけを施ほどこしていたのかもしれない。まさか、ヂェスが自みずから船に乗り込み、そしてフォルモンド自身の命が先に尽つきるとは、彼とて思いも寄らなかっただろうが。

　舵かじがすっかり固定されたことを確認したヂェスは、抜ぬき身の剣けんを握にぎり、元来た道を辿たどって再び甲かん板ぱんへと立った。

「ヂェス──!!」

　振ふり返ると、山頂の岩場から、コハクが必死の形相でこちらに向かって叫さけんでいた。

　ヂェスはただ小さく笑ってそちらへ手を振った。

　見下ろした地上では、異常を察し、何か策はないかとこちらに向かって馬を走らせる王国騎士団の姿があった。

「これが〝悪あく魔ま〟としての最後の仕事になるかなぁ」

　呟つぶやいたヂェスは、鞘さやを無くした剣を高く掲かかげた。

　同時に、すっと双そう眸ぼうに光が走る。

　瞳ひとみから笑みをかき消した悪魔は、手首を返して横なぎに剣を振った。
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　船から飛び降りたコハクはすぐさま背後を振り返った。船せん尾びは先ほどよりも少しだけ上がってはいるが、相変わらず黒い煙けむりが立ち上っている。

　見上げた先の甲板に、白ずくめの男が姿を現す。危なっかしげなその様子に、コハクは慌あわてて駆かけ寄り、何とか着地したノイモントを横から支えた。

「ノイ、ヂェスは!?」

　顔を上げないノイモントの横顔に、コハクは自分の顔が強こわ張ばっていくのを感じた。

　頭上の船を振り仰あおぐ。船は、ゆっくりと上じよう昇しようしていく。

　それに気付いたコハクは、考えるよりも先に地面を蹴けって駆かけだしていた。

「コハク様！」

　自分を呼び止めるノイモントの声は耳に届かない。

「ヂェス……ヂェス!!」

　コハクは船を追い、その名を呼び続ける。

　やがて、船の甲かん板ぱんに黒くろ髪かみの青年が姿を現した。

「ヂェス──!!」

　声の限りに叫さけぶと、こちらを振ふり返った青年は緩ゆるい笑みで何てこともないように手を振って見せる。

　だが、コハクの叫びにも船は止まることなく空を移動し、ヂェスが脱だつ出しゆつする様子もない。いつもと変わらないヂェスの緩い笑みが、今は逆に不安を駆かりたてる。

　地上では騎き士し団だんが馬を駆り、危なげに飛行する船を追いかけ始めていた。

　その時、船上のヂェスが徐おもむろに剣けんを取り上げるのが遠目にも分かった。途と端たん、ヂェスの表情から笑みが消える。

「何を──」

　口を開きかけたコハクだったが、その答えを、脳よりも先に耳が拾ひろい上げた。

　そして、それが意味することは。

　乾いた唇くちびるが震ふるえた。心音が、耳に届くほど大きく打ちつける。

　見開かれた瞳ひとみに映る青年は、コハクの心境とは真逆に穏おだやかな表情を浮うかべている。

　コハクは、うまく力の入らない足を奮ふるい立たせ、遠ざかる船の腹を見上げながら岩だらけの山やま肌はだを必死で走った。

　どうして飛び降りる前に気付けなかったのかと、コハクは湧わき上がる後こう悔かいに奥おく歯ばを食いしばる。ヂェスならば、そうするだろうと少し考えれば予想ができたことだというのに。

「コハク様！」

　声とともに強く腕うでを引かれ、勢い余って後ろへと倒たおれ込む。はっとして下を見ると、足先には、地面が無かった。つま先で乾いた土がパラパラと崩くずれて地上へと落下する。

「ノイ……ヂェスは……？」

　後ろを振り向かないまま、コハクは僅わずかな希望を込めて問い掛かける。自分の想像した未来を、ノイモントに否定してほしかった。

　──だが。

「──申し訳わけ、ありません」

　コハクの腕を摑つかんでいるノイモントの手に、力が入るのが分かった。

　それが、この先に起こる全すべてを示していた。

「……嫌いやだ」

　ゆっくりと首を振り、現実を否定する。

　船は、視界の中でどんどん小さくなっていく。手を伸のばしても、もう届かない。

「嫌いやだ、そんなの……嫌だあぁぁ!!」

　悲痛な叫さけびがその場に響ひびき渡わたる。

　しかし、いくら泣なき叫んでも、この現状を好転させる奇き跡せきは終ついぞ、起こらなかった。
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　それは、旋せん律りつ士しに向けた演奏を始める合図。

　いち早くそれに気が付いた旋律士隊が、ヂェスの指し揮きに合わせて曲調を変化させた。どんなことになっても演奏を続けろと言ったヂェスの命を、彼らはちゃんと守り続けていた。

　音楽が鳴り響く。何百年と奏かなで続けられてきた、古いにしえの音楽。

　奏でられる音楽に合わせて、騎き士し団だんの動きに変化が見られた。船を追う形で馬を走らせていた各隊が方向を変え、同じく船を追う神国の軍を巻き込むようにして撤てつ退たいを始めた。

「うん、正しい判断と無む駄だのない行動。それでこそ、我が国の誇ほこるべき騎士団だ」

　満足そうに言ったヂェスは、次々と指揮を振ふり、言葉を話すように音楽を紡つむいでいく。旋律士達も、確実にヂェスの指揮を拾ひろい、音を音楽へと変えていった。

　貴族音楽のように壮そう大だいでもなく、格式張ってもいない。

　ただそれは勇ましく、優しく、そして人の心を打つ音楽。

　ヂェスは充じゆう足そく感かんとともに、ゆっくりと剣けんを下ろした。

　視線を岬みさきの方へと向けると、よく通るコハクの声が耳に届いた。

「ヂェスのバカー！　一いつ緒しよに旅しようって言ったじゃないか!!」

　子どものように泣きじゃくった顔で、コハクが叫んでいる。

　気まぐれで言ったのかと思っていたのだが、割と本気だったようだ。

　旋律士になるんじゃなかったのかと思わず苦笑するが、もしそれが叶かなうとすれば、ヂェスにとっても魅み力りよく的てきな提案であることは間ま違ちがいなかった。

「あはは！　全まつたく、最高の口く説どき文句だね」

　腹を抱えて思い切り笑う。彼女はいつだって、ヂェスに予想外の喜びを与えてくれた。

　図らずも二度泣かしてしまったが、これで全すべてに片が付く。

　強くて優しい少女が泣くことは、もう無くなるだろう。

「──ありがとう、コハク」

　微び笑しようとともにそう呟つぶやくと、騎士の証あかしを振り上げて足元の甲かん板ぱんへと勢いよく突つき立てた。

「悪あく魔まの墓ぼ標ひようにはぴったりだ。そうは思わないか？　フォルモンド」

　鈍にぶい青色の刀身を見つめて口元を釣つり上げると、もう一人の悪魔に言う。

「お前が仕し掛かけた最後の勝負、受けてやるよ」

　いつの間にか、船は地上を離はなれて海の上空へと移動していた。ここからは、誰だれの姿も捉とらえることはできない。

　まるで苦しむかのように、船が大きく揺ゆれる。ガタつく機体は、もう限界だ。水面に船底が着けば、それが全すべての終しゆう焉えんとなる。

　風に乗り、微かすかに音楽の残ざん響きようが耳に届いた。

「──あぁ、最高の音楽だ」

　満面の笑みでそう言うと、ヂェスは大きく息を吸って、天を仰あおぐ。




　悪あく魔まの最さい期ごにしては、それは清すが々すがしすぎる青い空だった。
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　王城の地下にある書庫で、エマは一人、国記の更新を行っていた。

　神国との戦争から、早くも一年が経たとうとしていた。記き憶おくが鮮せん明めいなうちに、事実を記しておこうと始めたのだが、黙もく々もくと筆を進める作業は思いのほか時間を要し、文字で埋うまるページ数は日々増え続けている。




　法王と騎き士し団だん長ちようの双そう方ほうの死によって、悪あく魔まを滅めつするという神国が掲かかげた戦争の目的は結果的に達成された。同時に王国側からしても敵の脅きよう威いは去ったことになる。双国は、この戦争を引き分けという形で落ち着けて、互たがいに一切の占せん領りよう、押おう収しゆうをせずに戦終を迎むかえた。

　終戦演説でノイモントは、法王フォルモンドの死を、自分を含ふくめた国民全すべての咎とがでもあると語ったらしい。フォルモンドは初めから国を想おもっていなかったわけではない。彼は全てにおいて、才がありすぎた。才がありすぎたがゆえに、いつしか、自みずからの欲望のまま神をも下に見るようになっていた。そんな彼を、傍そばで諫いさめる者がこの国には必要だったのだ。

　フォルモンド亡き後、神国の新たな法王には先代の大司教であるエールデが立つことになった。エールデの支持も然さることながら、ノイモントを法王にという声もまた多く上がっていた。

　だが、ノイモント自身がエールデを強く推おしたことが決定打となった。

「エールデ様に責任を取らせることはしません。私が間ま違ちがいを犯さぬよう、隣となりで見張る存在でいていただき、実働をするのも、その働きに責任を取るのも、それは全て、大司教である私の役目です。この国が生き残るための道を、皆みなで探していきましょう」

　そう言って笑うノイモントは、時に亡き兄を思わせる強い視線で王国との交こう渉しように臨んでいる。

　王国と神国の関係も徐じよ々じよに変わりつつある。王国の技術力と、神国の金属資源をうまく相そう互ご利用して、ゆくゆくは隣の大陸に向けた渉外をと考えているらしい。

「大人しそうに見えて、頑がん固こなところは兄以上だ」

　国王は、ノイモントをそう評しながらも不敵な笑みを絶やさない。敵であっても味方であっても、相手が強くあればあるほど楽しんでしまうのが、ロイという困った身内なのだ。







　カリカリとインクを失ったペンが紙を引っ搔かく。

　エマは詰つめていた息をふっと吐はき、ペン先をインク瓶びんに浸ひたした。じわりと吸いあがるインクを見つめていると、ふと、ある考えが頭を過よぎった。

　──ヂェスは、こうなることを見み越こしてあのような行動を取ったのだろうか。

　もしあの時、ノイモントが法王を殺していれば、国民は事実上のトップに立つノイモントを心のどこかで恐おそれ、神国はこれほどまとまりがある体制をすぐに作ることはできなかっただろう。そして自身が姿を消したこともまた、ヂェスの計算の内だったのではないかとエマは思う。

　フォルモンドの死だけでは、王国が勝利した結果にならざるを得ない。だが、そうなれば一部の過激派に雪せつ辱じよくを果たさんと再び戦いくさを引き起こすきっかけを残すことになる。

　ヂェスは、敵国の悪魔を排はいするという神国の戦争目的を、自身の死をもって達成することで、一方的に王国が勝利することもなく、まんまと引き分けに持っていったのではないか、とエマは思うのだ。

「……戦争を収めるとは、よく言ったものだ」

　二つの国の未来を考えた時、間ま違ちがいなく最高の形で戦争は収まったと言えるだろう。

　と、ここで、今まで流れるように動いていたペンがぴたりと止まった。

　学者として、今回の戦いを三百年前の過去を踏ふまえて正確に記録に残そうと筆を執とったのだが、どうしても自分の中で消化できない部分が燻くすぶり、書く手を鈍にぶらせていた。

「また、こんな黴かび臭くさいところに籠こもっているのか」

　カツン、と踵かかとを鳴らして一人の男が書庫内へと入ってきた。その言いぐさに引っかかるところはあったが、エマは反論を飲み込み顔を上げる。

「兄上がこんな黴臭いところに来るとは珍めずらしい。何か急用か？」

「用があるのは、お前の方だろう？　なぁ、エマ」

　含ふくみを帯びた笑みでロイが言う。腕うでを組むと、エマの言葉を待つように扉とびらに背を付けてこちらを見み据すえる。こうなれば、こちらが話をするまで動くつもりはないのだろう。

　小さくため息をついたエマは、書きかけの本を閉じると立ち上がり、兄へと向かい合う覚かく悟ごを決める。

「学校の書庫を漁あさっていた時に、王家が集つどった肖しよう像ぞう画がが載のっている古い書物を見つけた。そこには金きん髪ぱつの美しい女性と、黒くろ髪かみの幼い子どもの寄り添そう姿が描えがかれていたんだが……彼女の首には刀傷と分かる大きな傷がはっきりと描かれていた」

　話しながらロイの表情を探るが、薄うすい笑みを浮うかべた兄からは相変わらず何も読めない。

「その絵にまつわる説明によると、彼女は外から分家に嫁とついだ者だとされていたが、王家の家系図のどこを探しても彼女に関する記述はなく、どの分家に入った者かもはっきりとは分からなかった。唯ゆい一いつ分かったことは、彼女は首の怪け我がが元で、言葉を話すことができなかったということだけ」

　そこで一度言葉を切ると、大きく息を吸ってから、エマは自分が辿たどりついてしまった仮説を口にする。

「寄り添う子どもが彼女の息子だとすれば、赤髪ばかりの王家で、唯一の黒髪が誕たん生じようしている家系の者だということになる。そして今現在、黒くろ髪かみの者がいるのはガスリー家だけだ」

　ロイは身動きせず、その表情も変わらない。驚おどろくほどに凪ないだ赤い瞳ひとみに、内心怯ひるむ自分がいる。だが、エマはそのままの勢いで話を続けた。

「肖しよう像ぞう画がが描えがかれた時代を検証したところ、丁度三百年前、悪あく魔まと呼ばれた騎き士し団だん長ちよう、ハロルド・ガスリーの時代に描かれたものだと分かったんだ」

　伝説に語られる悪魔は、人間に恋こいをし、神を裏切った天使の姿だった。

　つまり、それが意味することは。

「本当の悪魔は息絶えてなどいなかった。生きて、この国の王家の一人として、その血を現世まで継ついでいたんだ」

　エマの話を最後まで無言で聞き切ったロイは、やがてゆっくりと組んでいた腕うでをほぐし扉とびらから背を離はなした。口元を釣つり上げた表情を浮うかべてはいるが、その表情とは裏腹に、感情のない平へい坦たんな声で言う。

「それを正しい歴史として記録に残すつもりなら、俺おれはお前をこの場で消すことになりかねない」

　その言葉が、全すべての答えとなっていた。敵国の者を生かし、あろうことか王家の縁えん者じやとして匿かくまった。その事実は、王国にとって決して露ろ見けんしてはならない極ごく秘ひ事じ項こうだ。

　エマは、いつの間にか張っていた肩かたから力を抜ぬくと、ゆっくりと口を開く。

「──私は、学者だ。真実を追求し、それを残すことが私に課せられた仕事なんだ」

「矜きよう持じに従い、己おのれの仕事を全まつとうすると？」

　そう言って、不敵に笑んだロイに向かって、だがエマは眼鏡めがねの奥おくで薄うすい笑みを浮かべる。

「あまり私を見くびらないでくれるか、兄上？　私は学者だが、何より王家の人間であり、誰だれかと違ちがってその自覚もあるんだ。己の矜持と国の保持、どちらを優先すべきか間違うはずがないだろう」

　鼻を鳴らしてペンを机つくえの上へと転がしたエマに、ロイは僅わずかに片かた眉まゆを上げた。そして、声を上げて笑い出す。

「友情を理由にしないところが、お前らしい。いいだろう、さっきの見解については、何も聞かなかったことにしてやろう」

「それはこちらのセリフだよ、兄上」

　声を上げて笑い合う兄妹は、そのどちらも目が笑ってはいなかったが、それを堂々と指し摘てきできる者は、もうこの国にはどこにもいなかった。







　くすんだ金きん髪ぱつが、潮風に舞まう。

　肩の上で切り揃そろえられた髪の下で、首元に当たる風が冷たい。それは、毎日のように訪れたこの場所にも、再び冬がやってくることを知らしめていた。

　岬みさきの上に立ったコハクは、水平線の先を見つめるように岩場に砕くだける波の音を聞いていた。

　一年前、沖に散った船の破片は、まだ海底に沈しずんでいるのだろうか。それとも、もう異国へと流されてしまったのだろうか。波の音からは、それを察することはできない。

　ヂェスの遺い体たいは発見されることがなかった。予想を上回る爆ばく発はつは、船の原形をも留とどめることなく粉ふん砕さいし、海面に飛散したそのほとんどが数日で海の藻も屑くずとなり消え失うせた。

　せめて何か遺品をと騎き士し団だんが総出で捜そう索さくし、ようやく見つかったのは砕けた船の甲かん板ぱんに突つき刺ささっていた、騎士団長の証あかしである剣一本のみだった。

「コハク様」

　呼びかけに振ふり返ると、馬を引いたノイモントが立っていた。

　どこか自信のなさそうな立ち居振る舞まいだった彼も、今では堂々とした佇たたずまいが板についてきた。コハクはノイモントを見み遣やり、僅わずかに頰ほおを緩ゆるめる。

　フォルモンドが圧あつ倒とう的な支配力で国を動かしていたのだとすると、ノイモントは全すべてを包み込む優しさでこの国を守っていくのだろう。

　この一年、コハクは王国へは戻もどらず、自みずから神国に留まった。法王が死に、新たな体制を強しいられた神国で、民の不安を少しでも軽減しようと、コハクは毎日音楽を奏かなで続けた。

　だが、それももう必要ないだろう。

「ノイ」

　コハクは、淡あわい笑みを湛たたえてノイモントに向き直る。

「あたし、そろそろ行くよ」

　僅かに寂さびしげな笑みを浮うかべたノイモントは、だがコハクの言葉を予想していたかのように、小さく頷うなずいた。

　初めて学校を抜ぬけ出した時と同じく、フード付きのマントと腰こしには手に馴な染じんだトンファー。荷物と呼べるのは、肩かたに背負った小さな皮かわ袋ぶくろだけだが、それでコハクには十分だった。

「どちらを目指されるのですか？」

「そうだなー。最終的には東の島に行きたいんだけど、とりあえず隣となりの大陸かな。あそこは料理が美味おいしいってバッソンが言ってたしね」

　微笑ほほえみ言うコハクを、ノイモントは複雑な想おもいで見つめる。

　短く切った髪かみには、彼女なりの決意があったのだろう。戦争から一年でようやく笑顔を取り戻したコハクだが、かつてのように無む邪じや気きな姿は、もうそこにはない。

　言動も落ち着き、大人になったと言えば聞こえはいいが、どこか彼女らしさを失ってしまったようにノイモントは感じていた。

「それじゃあ、ノイ──」

　言いかけたコハクが、途と中ちゆうで言葉を途切れさせる。

　精度の良いコハクの耳が、南の空から風を切る羽音を拾ひろう。

　音を辿たどって空を仰あおぐと、どこか危なっかしげにこちらへと滑かつ降こうしてくるライクフォーゲルの姿が映うつった。

「ジルバ？」

　そのライクフォーゲルを操っているのは、ジルバだ。高いところが苦手だという彼が、何故なぜあんなところに居るのか。

　居場所を知らせるように空に向かって大きく手を振ふると、勢い余ってつんのめるように、ジルバを乗せたライクフォーゲルが岬みさきへと着地した。ヂェスの愛鳥と同じくスワロウ型だが、それよりも若じやつ干かん小さく、色が白い。

　着地と同時に白いスワロウはぶるぶると大きく頭を振った。どうやら下手へたな乗り手を振り落とそうとしているらしい。穏おだやかなヂェスのスワロウとは違ちがい、気性は少々荒あらめのようだ。

「ジルバ、どうしたんだよ？」

　小走りに駆かけ寄ると、よほど空が怖こわかったのだろう、地面にしゃがみ込み果てていたジルバが、勢いよく顔を上げ、そして言った。

「……コハク、大変なんだ！」

　そして、厚手の上着の懐ふところを開くと、そこから大切そうに何かを取り出した。







「──なぁ、兄上。ついでにと言ってはなんだが、もう一つ聞いておきたいことがある」

　牽けん制せいし合うような笑いの応おう酬しゆうの後、エマが再び口を開いた。

「奴が飛空船に乗り込んだ際に乗り捨てたはずのスワロウが、未いまだに見つかっていないんだが──果たして、どこへ行ったのだろうな？」

「さぁな。爆ばく風ふうに巻き込まれて船と共に海へ消えたか、野性に還かえったか……」

「そう言えば、スワロウはその名の通り、水面すれすれを滑空するのも得意な種類だったな？」

　挑いどむように口元を上げるエマに、ロイは応じるように笑む。

「……何なら、それも調べるか？　学者の生業なりわいとして」

　ロイの言葉に、エマは再び鼻を鳴らして言う。

「友人のことを想うのに、学者か否いなかは関係がないだろう」

　含ふくんだ笑みを向けたエマに、ロイは片かた眉まゆを上げ、そして快活な笑い声を上げた。







「な、何だそれ!?」

　ジルバの懐から出てきた生き物に、コハクは僅わずかに後ずさった。ぷるぷると首を振ったそれは鳥のようだが、コハクが今まで目にしたどの鳥よりも目の覚めるような派手な色合いをしている。

「これは……オウム、ですか？」

　背後から覗のぞき込んだノイモントが、探るようにジルバに問う。

「さすが大司教様。よくご存ぞんじですね。ここから南下した島の奥おく地ちに生息する珍めずらしい鳥です」

　ジルバは腕うでにオウムを止まらせ、木の実を与えた。くるりと曲がったくちばしで、器用に皮を剝むくと、もそもそと実を飲み込む。その姿は、どこかトカゲに似た印象を与える。

「こ、こいつがどうしたのさ？」

　僅わずかに腰こしを引かせつつ、コハクは問う。きょろきょろとせわしなく動くオウムの目が、若じやつ干かん怖こわい。

「シュヴァインが今回の罰ばつとして、南の孤こ島とうに流されていることは知ってるだろ？」

「うん。隣となりの大陸との貿易拠きよ点てんにするから、そこで働かせるつもりだって聞いた」

　やや不満そうに言う。あれだけの大罪を犯しておきながら、爵しやく位いの剝はく奪だつと流刑で済んだのは、曲がりなりにもシュヴァインの商人としての才を双そう方ほうの国が認めているからだ。

「あぁ。元男爵様には狭せまい住処すみかが与えられているんだが……先日、そこにコイツが迷い込んできたらしい」

　未いまだ要領を得ないコハクに、ジルバは、にっと笑うとオウムのくちばしの下を指先でくすぐるように撫なでる。すると、ぱかっとオウムが口を開けた。

　くちばしの中に太い舌が覗き「グギャーッ」と耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声が上がる。再びコハクはびくりと後ずさった。

「こいつは、他の動物や人の真似まね事ごとができるんだ」

　ジルバが言うと、オウムが喉のどを震ふるわせる。

　と、同時に、先ほどまでの鳴き声が噓うそのような高らかな音色が響ひびき渡わたった。それは、音色が合わさって作られた、まぎれもない〝音楽〟だった。

「うわ、すごい！」

　聞いたことのない音の運びは、南の島独自のものなのだろうか。国外の旋せん律りつ士しに思いを馳はせ、思わず感かん嘆たんの声を上げたコハクに、ジルバは人差し指を口元に当て、言葉を制した。

　慌あわてて口を押おさえ、オウムの音楽に耳をすませる。

　オウムは頭を上下に揺ゆらし、まるで踊おどるようにして音楽を紡つむいでいく。奏かなでられていく音を耳で追っていたコハクは、その音楽が次第に変化していることに気が付いた。

　同時に、コハクの顔色が、ゆっくりと変わっていく。

「……これって」

　それは、今ではすっかり耳に馴な染じんだ、快活で独特なビートで紡ぎだされる音楽と、そこに隠かくされた、王国の最後の秘ひ密みつ。




『国の外で、待っている』




　信じられない思いで、コハクはジルバを見上げた。オウムの音楽に隠かくされていた〝言葉〟は、騎き士し団だんと、そしてコハクだけが理解し得るメッセージだ。

　ジルバは、子どものいたずらを受けてしまったような、困ったような笑みを浮うかべ、そして大きく頷うなずいた。

「こいつを使え。今の季節ならまだ風が大人しい。小舟で行くよりも、ずっと早いはずだ」

「ありがとう！　ジルバ！」

　弾はじけるような笑顔で、コハクは言う。

「飛ばせ方、分かるか？」

「だいじょーぶ！　何とかなる!!」

　無む邪じや気きな笑みで力強く返したコハクに、ノイモントが吹ふき出すようにして笑った。

　やはり、彼女はこうでなければならない。そして、悔くやしいが、それを彼女に与えられるのは、どうしたって自分ではないことをノイモントはこの一年で再度認識していた。

　コハクが明るい笑みを浮うかべたままノイモントを振ふり返る。

「ノイ。いろいろ、ありがとな」

「いいえ、こちらこそ。あなたには感謝してもしきれません。私には何もできないが、せめて旅の無事を祈いのらせていただけますか？」

　一歩近づいたノイモントは、両手を硬かたく組み、そして片目を瞑つぶって言った。

「あなたの旅路に、神と、そして悪魔の加護がありますように」

　その言いぐさに思わずふはっと笑いをこぼしたコハクに、ノイモントは続けて言う。

「彼と会ったら、残念ながら私の手には負えませんでした、とお伝えください」

「……何だソレ？」

「男同士の秘ひ密みつです」

　にっこりと笑って返すノイモントに、コハクは小さく首を傾かしげたが、意外に頑がん固こなこの友人がこれ以上口を開かないことは明白だった。

　コハクはあらためて二人に手を振ると、ライクフォーゲルに乗り込む。同時に、待ってましたとばかりに白いスワロウはばさりと薄うすい皮ひ膜まくの翼つばさを広げる。それに続くように、振り返ったオウムがジルバの腕うでから飛び立ち、コハクの肩かたに止まった。

「お前も来るのか!?」

　振り返ったコハクに応こたえるように、オウムは「ギャギャッ」と嬉うれしげに鳴いた。

「……ま、いっか」

　呟つぶやくと、ライクフォーゲルの顔を装そう甲こうの上から軽く叩たたく。それを合図にゆっくりと両翼を羽ばたかせ始める。どっどっ、と心地の良い振しん動どうがコハクの身体からだを震ふるわせた。

　しばし目を瞑つぶり、ライクフォーゲルの心音が刻むビートを身体中で感じる。

　高ぶる気持ちがリズムに合わさり、指先がトントンと操そう縦じゆう桿かんを叩たたく。

　そして、独自のメロディが頭の中に広がった。

「よしっ！」

　短く叫さけんだコハクは、操縦桿を引き、一気に鳥の首を持ち上げる。地面を蹴けったライクフォーゲルはふわりとその身体を宙に浮うかせ、そして一息で潮風に乗った。




　流れ広がる音楽とともに、コハクは悪あく魔まの待つ大空へと飛び立った。
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　　　　　あとがき




　はじめまして。もしくは、ご無沙汰しております。佐さ原はら菜な月つきです。

　こうしてまた〝あとがき〟を書ける嬉しさを嚙みしめながらパソコンに向かっております。どうぞ今しばらくおつきあいくださいませ。




　本作は、ファンタジーっぽい生き地じに音楽の欠片かけらを練り込んで、叩いて伸ばして数日寝かせて発酵させて出来あがった物語です。そして、当然ながらフィクションです。そのため、作中で多用している〝何かそれっぽい音楽用語〟には、自分の乏とぼしい音楽知識を基に創作された造語が多分に含まれております。それを心の隅すみにお留め置きいただき、音楽に詳しい方は「これのどこが音楽やねん！」というもっともなツッコミを広い心で飲み込んでいただければ幸いです。

　もちろん音楽に詳しくなくても、本作を読む上で影響は全くございませんのでご安心を！




　閑かん話わ休きゆう題だい。この物語を書きながら、吹奏楽一筋だった青春時代を懐かしく思い返しました。

　小学校のブラスバンドではペットよろしく楽器にジョンとかポロとか（微妙な）名前をつけて可愛がり、中学の吹奏楽部ではマーチング練習と言う名の軍事訓練もどき（楽器をサブマシンガンに持ち替えれば戦えるレベル）を真夏の炎天下でこなし、高校時代は市民楽団に所属して、真面目な顔で厳格なクラシックを奏でた直後にアニソンメドレー（振付有り）で盛大に客を煽るという、かなり振り幅の広い演奏を行っていました。改めて振り返ると、自分が行っていたのは果たして音楽活動だったのかと若干の疑念を抱きますが……しかし、これらの思い出がこの物語の土台になっているのは言うまでもありません。あー、また楽器をやりたいなぁー。




　さて、そんなこんなで何とか一冊にまとまったこの物語ですが、完成にあたり多くの方々のお力添えを賜りました。まずは、素敵すぎるイラストを描いてくださった尾お谷たにおさむ様。いただいたキャラデザを拝見し、描かれたコハクの可愛らしさに思わず悶もだえました。他のキャラクターたちにも大変魅力的で特徴的な姿を与えていただき、ありがとうございました！

　担当編集様方。ずっと書きたかったことを思いっきり書かせてくださり、的確なご意見で導いていただき、ありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願いいたします！

　予告無しの唐とう突とつな帰郷や相談にも即座に対応してくれる地元の皆。応援してくれた親戚家族。弾丸トラベルに同行してくれる学友。東京生活を支えてくれる周囲の皆様。北の大地と愛すべき土佐で職権乱用な（？）広報活動をしてくれた方々。本当に感謝しております！

　そして何より、この本をお手に取ってくださったあなたへ、心から「ありがとう」の言葉を。





佐原　菜月
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佐さ原はら菜な月つき

大阪生まれの大阪育ち。大学時代を高知で過ごし、現在は東京に生息。スーツという甲冑を身に纏い、数字を追いながら戦場を駆け回る日々の傍ら、地道にコツコツ物語を綴っています。
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イラスト／尾お谷たにおさむ

兵庫県出身。代表作は『七姫物語』シリーズ（電撃文庫）、『摩訶不思議ネコ・ムスビ』シリーズ（青い鳥文庫）。影響を受けた作家は宮崎駿氏。紅茶と動物が好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「佐原菜月先生」係

「尾谷おさむ先生」係











本書は書き下ろしです。
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アナザー・ビート




戦せん場じょうの音おと語がたり








佐さ原はら菜な月つき
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